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平成27年5月11日

AIO原子力規制委員会殿

号
証高松市丸の内2番5号住所

申請者名

代表者氏名

四国電力株式会社

取締役社長千葉昭

へ

平成25年7月8日付け，原子力発第13121号をもって申請

（平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正）

しました伊方発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書（3号原子

炉施設の変更）を下記のとおり一部補正いたします。

記

へ

伊方発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書(3号原子炉施設

の変更）を別添のとおり補正する。
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枠囲みの範囲は、機密に係る事項ですので

公開することはできません。
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別添

別紙2（本文）の一部補正

添付書類六の一部補正

添付書類人の一部補正

添付書類十の一部補正
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八

別紙2（本文）を以下のとおり補正する。

頁 行

－9－ 下3

－10－ 上2～

上3

－26－ 下9～

下8

－29－ 下3～

下2

－30－ 上9～

上10

－41－ 上2～

上4

補正前

･･･注水設備（以下「設計

基準事故対処設備等」とい
＞

）から・・・フ。
－

･･･保管する。

－

想定される・・・

･･･設計少する。

上記に加え ，

－

●●●

防火帯内に設置する可燃

物を含む機器等は必要最小
K目少1．防'ん誉の証'l塞肪I卜

効果を損なわない設計とす

至一

危険物タンクの火●●●

－

災 ，

●●●

･･･照明として， ディーゼ

ル発電機から電力を供給す

る運転保安灯及び運転保安

灯のうち内蔵電池を備える

無停電運転保安灯を設置

し，作業場所まで…
－

補正後

･･･注水設備から・・・
－

･･･保管する。

設計基準事故対処設備並

びに使用済燃料貯蔵槽の冷
実､評備乃71､弾ﾌk評借けCI

下「設計基準事故対処設備

等」という 。

想定される・・・

･･･設計とする。また，自

然現象による荷重の組み合
ﾅ,3JJ-lr溶いてけtlh雲崖

ｼ店固（合同｝精雪乃 7K

火山の影響を考慮する。

上記に加え， ●●｡

防火帯は延焼防止効果を
帽か泊かい鶉4割山1，酢『』ん

帯に可燃物を含む機器等を

設置する場合は必要最小限

とする。

･･･危険物タンク等の火

災 ，

●●●

照明として，●●●

一

運転保安

灯又は無停電運転保安灯を

設置する。運転保安灯及び

無停電運転保安灯は非常用
丹綿lr樺鋳1〃デンィーゲル

発電機からも電力を供給で
麦ス言等言＋ルョースルルボ、lr-

無停電運転保安灯は内蔵電

池を備える設計とする。ま

た， 作業場所まで・・・
－

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

1
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

2

頁 行 補正前 補正後

ー

q■■■■

q■■■■

ー

1■■■■

q■■■■

43

50

53

54

55

57

－

1 ■ ■ ■ ■

1 ■ ■ ■ ■

ー

ー

■■■■

上13

下 3

下 9

下4～

下2

上13~

上14

下2

上11～

上14

下4～

下1

…霞腿融通を可能とし，
電源供給の多様化･・・

(i)全交流動力電源喪失時

対策設備

－

…使用目的に沿うべき動

作を一一せず,

●●●

…気体状の放射性物質理
び中央制御室外の火災
■■■■■■■■－

により発生する燃焼ガスエ
は有毒ガスに対する換
－Ⅱ■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■

気設備の・・・

…発電用原子炉施設外へ

流体状の放射性廃棄物が漏

えい・・・

，電源切替え時の…｡●●

主要な配管に設ける

隔離弁は，
－

原子炉格納容器

一
の駆動源は互いに独立なも
のL1－堂一古ケ暗IFJF･=､〒

隔離機能を喪失することの

ない設計とする。

…配管系については，迭
の方針で隔離弁を設置す

る ◎
－

(aa-1)原子炉格納容器内

側あるいは外側に1個の隔

離弁を設ける。

(aa-2)自動隔離弁は原子

･･･雷力融湧を可能とし，
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

電力供給手段の多様化…

(i)全交流動力電源喪去竝
策設備

･･･使用目的に沿うべき動

作を皇せず，
●●●

…気体状の放射性物質並
びに中央制御室外の火災等

により発生する燃焼ガスや

ばい煙， 有毒ガス及び降下

火砕物に対する換気設備
の・・・

…発電用原子炉施設外へ

液体状の放射性廃棄物が漏

えい・・・

●巳 ●

, 電源切替時の･・・

主要な配管に設ける原子

炉格納容器隔離弁は，

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

原 子
一

炉冷却材喪失時に動作を必

要とする非常用炉心冷却設

備等の配管の隔離弁を除

一
》

する。
白計隠雛奔lナ堂－#冷晴

の仮定に加え外部電源が利
田-7手芸か1,,堤,今‐て急私，膓雛

機能が達成できる設計とす

至皇

･･･配管系については，原

子炉格納容器内側あるいは

外側に1個の隔離弁を設け

る 。

(削除）
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁 行 補正前 補正後

－58－

－58－

－70－

-7 1 -

－87－

－100－

－103－

上1～

上5

下8～

下7

下13~

下10

下7

下12～

下11

上2～

上3

上9～

上11

炉格納容器に近接した箇所

に設置する。

隔離弁として空気作動弁

一
一
》

肱
一
帳

設
け今

［

、↓ 誰
一
閉

捕
一
峰

。電動弁
罵厭雷h源車

喪失しない設計とする。

…満足するよう，－
重性及び独立性を有す

る・・・

多

常設重大事故防止設備

一
一
一
一

_L設計基準事故対処設備
等』という。）一の安全機
能と・・・

･･･可能な限り設計基

故対処設備一と…

準事

…操作場所の近傍又は屋

内及び屋外において，アク

セスルートの近傍に・・・

使用済燃料ピット出口配管

からの漏えい時に，・・・

個数2

計測範囲・・・+32.06m

種類電波式水位検出器

原子炉格納容器隔離弁
吐開I卜袴居頂動動ナ1源の車

失によっても隔離機能が喪

失しない設計とする。ま
表 直 子 ‘ 炉 柊 納 寒 呈 呈 晤難字

のる仁、隠雛信号-7尋白計關

il･-dースホ､のけ癌雛信昌斌

除去されても自動開とはな

らない設計とする。

･･･満足するよう，

イリングを除き

スプレ
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

多重性及び

独立‘件凌有する…

常設重大事故防止設備

は1-設計基準事故対処設
備等の安全機能と・・・

一

･･･可能な限り設計基準事

故対処設備笠と…

…操作場所の近傍又蛙Z
クセスルートの折傍に･・・

使用済燃料ピット出口配管

からの漏えい時睦，

個数2

－

●● ●
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頁 行

下11～

下9

－105－ 下3～

下1

－106－ 上4～

上6

－119－ 上2～

上3

下10~

下9

－125－ 上1

下10

-126- 上1～

上2

上7～

上8

－128－ 上3～

上5

補正前

個数2

計測範囲0～100℃

種類測温抵抗体

個数2（予備1）

計測範囲・・･+32.06m

種類フロート式水位検

出器
－

個数 2（予備1
※

2）

計測範囲0～1Sv/h

種 類電離箱式検出器

高圧注入ポンプ（ホ

(3)(1)a.(a)(a-1)他と

兼用）

型式 うず巻式

余熱除去ポンプ（ホ

(3)(i)a.(b)他と兼

用）

型式 うず巻式

●●●

， 1次冷却設備の加圧器

逃がし弁を使用する。

･･･及び1次冷却設備の加

圧器挑がし弁を使用する。

･･･重大事故等時における

原子炉格納容器内の環境条

件左考慮した設計･・・

･･･重大事故等時における

原子炉建屋内の環境条件を

考慮した設計･・・

余熱除去冷却器室漏えい防

止堰

種類堰

材料炭素鋼

補正後

個数2

－

個数2（予備1）

1■■■■■■■■■■■■■■■■

個 数2（予備1
※

2
）

1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

高圧注入ポンプ（ホ

(3)(1)a.(a)(a-1)他と

兼用）

q■■■■■■■■■■■■■■■■

余熱除去ポンプ（ホ

(3)(1)a.(b)他と兼

用）

－

●●● ，加圧器挑がし弁左使

用する。

･･･及び加圧器逃がし弁を
－

使用する。

…重大事故等時におけ皇
環境条件を考慮した設
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

計･・・

…重大事故等時におけ豆

還境条件を考慮した設
計･・・

余熱除去冷却器室漏えい防

止堰

I■■■■■■■■■■■■■■■■■■

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

5

頁 行 補正前 補正後

4 ■ ■ ■■

』 ■ ■ ■■

1 ■ ■ ■■

一

1 ■ ■ ■■

ー

ー

■■■■

■■■■

ー

129

130

131

132

133

134

135

136

139

145

一

ー

一

■■■■

■■■■

ー

ー

4■■■■

4 ■ ■ ■ ■

Ⅱ ■ ■ ■ ■

上7～

上9

２
９
１
９
２

下
下
上
上
上
上12

６
７
２
７

下
上
下
上

上8～

上9

下10

上9～

上10

下13~

下12

下2

格納容器スプレイ冷却器室

漏えい防止堰

種類 堰

材料炭素鋼

･･･において余熱･・・
1■■■■■■■■■■■■■■■■

･･･において余熱・・・
－

．．．において格納・・・
－

．．．において余熱・・・
－

．．．において格納・・・
－

．．．において格納・・・

･･･において格納･・・

流・・・において全交・・・
－

交・・・において今流・・・
－

．．．において全交流･・・
－

…原子炉補機冷却機能が

喪失した場合を想定した重

大事故防止設備･・・

熱・・・において余・．．
－

…崩壊熱除去機能が喪失

した場合を想定した重大事

故等対処設備･・・

…崩壊熱除去機能が喪失

した場合の堂設重大事故防
止設備･・・

燃料取替用水タンクは一
原子炉補助建屋内に…

格納容器スプレイ冷却器室

漏えい防止堰

I■■■■■■■■■■■■■■■■■■

余熱・・・・・・において，

・・・において， 余熱・・・

…において，格納…
"

・・・において， 余熱・・・

…において，格納…

…において，格納…

…において，格納…

…において，全交流…

・・・において，全交流・・・

…において，全交流…

…原子炉補機冷却機能が

喪失した場合里重大事故防
止設備･・・

余熱・・・…において，

…崩壊熱除去機能が喪失

した場合の重大事故等対処

設備･・・

－

…崩壊熱除去機能が喪失

した場合の可搬型重大事故
－

防止設備･・・

燃料取替用水タンクは厘
子炉補助建屋内に･・・
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁 行 補正前 補正後

－155－

－162－

－166－

－166－

－167－

下5

下9

下6

上9～

上10

上12～

上13

上4～

上10

容量約2,400m3/h(1台

あたり）
－

…計器故障時の…
一

計器故障時，
I■■■■■■■■

● ●●

…重大事故等対処設備

(－一原子炉出力抑制（自
動） ， 原子炉停止（手動）

里ｴi原子炉出力抑制（手
動）並びにほう酸水注

入）

a

－

● ●●

フロントライン系故障

時に用いる設備

－

(且）原子炉出力抑制（自
動）

(b)
_

原子炉停止（手動）及

ぴ原子炉出力抑制（手動）
一

原子炉緊急停止が必要な

原子炉トリップ設定値に到
窪1，秀娼,今↓了鎗い‐で字今、

保護系ロジック盤の故障等

により原子炉自動トリップ

に失敗した場合の重大事故

容量

当た
一

約2,400m3/h(1台

り）

…計器故障又は計器故障

が疑われる場合の…

計器故障又は計器故障が
疑われる場合に ，

●●●

…重大事故等対処設備

（手動による原子炉緊急停

上←原子炉出力抑制（自
動）』_厘子炉出力抑制（手
動）及びほう酸水注入）

a.フロントラ

時に用いる設備

イン系故障

制
一
一
一
一
一

に失敗した場合の重大事故

一
一

子‘臆｝、11・ノプスイ、､ノチけ

手動による原子炉緊急停止

ができる設計とする。

(b)
■I■■■

動）

原子炉出力抑制（自

(c)原子炉出力抑制
動）

(削除）

(手
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁 行 補正前 補正後

-170-

－172－

下6

下11～

下10

上4～

上11

等対処設備（原子炉停止
(手動11ル

卜1J・ノプスイ

して
■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■

､､ノチ

盾子'1戸

け壬計

による原子炉緊急停止がで

きる設計とする。

多様化自動作動盤…

(c)ほう酸水注入
一

…設ける設計とする。

－

中央制御室及び…

…設計とする。可搬型の

》
一
》
》

ることを把握できる設計と

する。

外部との遮断が長期Iこわ
秀h室内の雲開与飛車ぐ

》

拒
一
剛

言トル

お
一
ぼ

ニットで浄化しながら
Ｍ
一
謡

ることも
雷一大-車

聯
羅

1,,ャ中中-*l1御室

中申-*ll御室田可

澱
一
軒

蠅
一
梱

明
一
昭

明により確保できる設計と

する。

多様化自動作動盤…

(d)ほう酸水注入
一

･･･設ける設計とする。

気体状の放射性物質並び

一
》
一

ける設計とする。

中央制御室及び･・・

･･･設計とする。

外部との遮断が長期にわ
諾し）室内の壷開毎飛 軍ぐ

》
一
一
一
》
一
一
》

設計とする。

重大事故等時において，
中中_銅l椥壼の昭日日'十中中一

一
一
》

殉
一
で

罰
一
一

ル発
■■■■■■■■■■■■■■■■■

蔬 動

電機に加
ナ1雷源車 寺日

え
一
牛

においても代替電源設備で

ある空冷式非常用発電装置
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁 行 補正前 補正後

1 ■ ■ ■■

－

1 ■ ■ ■■

181

182

183

4 ■ ■ ■ ■

一

I ■ ■ ■ ■

上3～

上5

下 8

上10

上13

下10

下5

上1

…空気中の放射性物質の

一
》

設備を設ける。

中央制御室外の火災
－

により発生する燃焼ガス笠
に対し， ●●●

台 数2

｡■■■■■■■■■■■■■■

台 数2

一

台数2

一

基数1

－

基数2

から給電できる設計とす

至一
舌大事古6．竺蒔lr猪し、て

可搬型の酸素濃度計及び二
酸ｲ陛岸睾灌庶言＋廿中車舗’

御室内の酸素及び二酸化炭

素濃度が活動に支障がない

範囲にあることを把握でき

る設計とする。

･･･空気中の放射性物質の

除去低減が可能な換気設備
－

を設ける。

中央制御室外の火災釜に
より発生する燃焼ガス主』菫
い煙，有毒ガス及び降下火

砕物に対し，

台数2

●●●

容量約120m3/min

(1台当たり）

台数2

容量約500m3/min

(1台当たり）

台数2

容量約500m3/min

(1台当たり）

基数1

容量約120m3/min

よう素除去効率95％以上

粒子除去効率99％以上

(0.7"m粒子）

基数2

容量約500m3/min
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頁 行 補正前 補正後

■■■■

一

一

一

I ■ ■ ■■

Ⅱ ■ ■ ■■

■ ■ ■ ■■

一

I ■ ■ ■■

1 ■ ■ ■■

185

186

187

189

215

216

218

224

227

235

I ■ ■ ■ ■

ー

一

■■■■

ー

ー

一

一

1 ■ ■ ■ ■

ー

下 1

上8

上 1

上8

下3

上9～

上11

下3～

２
８

下
下

上l～

上2

上2

上6

…重大事故等対処設備を

設置及び保管する。 ●●●

モニタリングステーショ

ン及びモニタリングポスト
－

機能喪失した…が

…可搬型代替モニタと

兼用できる設計…

●●●

－

｢緊急時対策所」と一

部兼用）
■■■■■■■■

－

･･･原子炉格納容器の破損

又は貯蔵槽内の･・・

…大型放水砲は,可搬型
ホースにより海を水源とす

る大型ポンプ車等と接続す

ることにより 、

…大型放水砲睦, ●●●

－

･･･格納容器再循環サンプ

を水源上した余熱･・・
一

…加圧ポンプ車と接続す

ること』ﾆー 主-2，使用済燃料
ピット・・・

電圧型kv/500kv
(1次／2次）

電圧23kV/6.9kV
■■■■■■■■■■■■

(1次／2次）

（1基当たり）

…重大事故等対処設備と
保管する。
－

●●●

モニタリングステーショ

ン又はモニタリングポスト
■■■■■■■■■■■■■■■

機能喪失した・・・が

･･･可搬型代替モニタと予

備を兼用できる設計…

●●●

用）

一

｢緊急時対策所」と兼

…原子炉格納容器の破損

又は使用済燃料ピット内
の・・・

…大型放水砲迄，可搬型
ホースにより海を水源とす

る大型ポンプ車等と接続

上，

…大型放水砲迄， ●●●

…格納容器再循環サンプ

を水源とする余熱･・・
－

…加圧ポンプ車と接続す

ること垂，使用済燃料ピッ
卜・・・

電圧22.5kV/500kV
q■■■■■■■■■■■■■■

(1次／2次）

電圧22.5kV/6.9kV
■■■■■■■■■■■■■■■■

(1次／2次）



内

伊、

ー

ー

一

一

1 ■ ■ ■ ■

Ⅱ■■■■

－

ー

頁

237

238

244

256

257

268

273

280

一

一

一

一

■■■■

一

■■■■

■■■ ■

行

上7

上11～

上12

上8

上10

下9～

下8

下5～

下4

上11

下9

上3～

上4

上13

上8

補正前

b、代替電源による給
－

電

…非常用所内交流電
。■■■■■■■■■■■■■■

源が･・・

(a)蓄電池（非常用）によ

る世萱電源（直流）からの
給電

容量約129kL(1基
－

当たり）

容量約300kVA(1

台当たり）

電圧6 ,600V

容量約75kVA(1台

当たり）

電圧210V

･･･SPDS表示端末を設置一
する設計とする。

…無線涌信設備
－

及び

緊急時用携帯型通話設備

は ，

● ●●

…再循環切替後の両
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

端破断のケースも考慮す

る ◎

…航空機墜落による火災

及びぱい蝉等の･・・
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■

･･･計器故障時に・・・
－

補正後

b・代替電源（交流）によ

る給電

…非常用所内交流動虫電
源が･・・

(a)蓄電池（非常用）によ

る非常用電源（直流）から

の給電

容量約142kL(1基
－

当たり）

容量約300kVA(1

台当たり）

－

容量約75kVA(1台

当たり）

－

･･･SPDS表示端末を設置エ

は保管する設計とする。

…無線通信設備のう ち無

線通信装置（可搬型）及び

緊急時用携帯型通話設備

は ，

●■●

…再循環切替後の瞬時の
－

両端破断のケースも考慮す

る ◎

航牢機墜落による火●●●

災坐発電所港湾内に入港
する船舶の火災及びぱい

煙等の･・・

･･･計器故障又は計器故障

が疑われる場合に･・・

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁 行 補正前 補正後

ー

Ⅱ■■■■

Ⅱ■■■■

Ⅱ■■■■

ー

Ⅱ■■■■

Ⅱ■■■■

1■■■ ■

283

289

297

298

299

300

304

306

ー

4■■■■

q■■■■

q■■■■

I ■ ■ ■ ■

1■■■■

q ■ ■ ■ ■

Ⅱ■■■■

下 9

上4

下6

下11

２
２

下
上

下12

１
１

下
上

上4～

５
６

上
上

下5～

下4

上4～

上5

･･･計測不能な場合

は ,

● ｡●

－

内 に・・・発雷所一●●●

巳● ●

，

｡●●

確保できる人員及び
－

(a-3-1-1)大規模一一一発生
の判断及び対応要否の判断

基準

…大規模損壊発生時に…
－

等…テロリズムにより，
－

プラントが以下の状態
－

判断した場合・・・ル

･･･外観からの･・・

・・・プラン

※
－

ﾄの状況確認…

･･･外観からの目視に加え
－

てプラント状況から・・・

…延焼防止のための廻消
火を・・・

・・・2次系強制冷却による

減温,一減圧を優先し， ●●●

・・・2次系強制冷却による

減温,_減圧を優先し， ●●●

･･･計測不能な場合又は計
－

器故障が疑われる場合は
●●●

フ

●●● 発電所内及び発電所近

傍に･・・
－

● ● ●

， 確保できる発電所災
害対策要員及び･・・

(a-3-1-1)大規模還塞発生
の判断及び対応要否の判断

基準

･･･大規模損壊時に･・・
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

・・・テロリズムにより ， 発
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■－

電用原子炉施設が以下の』△
ずれかの状態

・・・と判断した場合

･･･外からの・・・
－

－

・・・内部の状況確認･・・
－

･･･外からの目視に加えて
－

内部の状況から…

…延焼防止のためQ道火
券・・・

●●● 2次冷却系からの除熱

による原子炉冷却及び減圧

を優先し，

●由●

●●●

2次冷却系からの除熱

による原子炉冷却及び減圧

を優先し， ●●●



八

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁 行 補正前 補正後

Ⅱ ■ ■ ■■

I■■■■

4 ■ ■ ■■

一

一

一

ー

一

308

309

312

314

315

316

338

340

一

■■■■■b

ー

一

ー

一

一

■■■■

上11～

上12

下7

下9

上12

上1～

上2

下8～

７
４

下
下

上7

上9～

上12

下7～

下6

下3～

下2

下10

下1

…原子炉容器内に残存_L
ている場合は，

－

●●●

次冷却系からの・・・，

原子炉冷却･・・

･･･小型放水砲…
q■■■■■■■ ■

－

･･･内部スプレイ・・・
一

･･･電源供給にて原子炉又

は・・・

－

…使用済燃料ピット外部
－

から放水塗塞血する手順

…大型ポンプ車による補

給を実施する手順

教 育一の充実を・・・●●●

最低限必要な人員とし●●●

一
》
》
｝

災害対策本部要員は･・・

…設計基準事故対処設備

エ』主常設重大事故等対処設
備上・・・

…可搬型重大事故等対処

設備等が・・・
－

・・・ものとする
－

・・・･低温側配管の口径であ

る約0.70m の完全両
一

端破断･・・

…原子炉容器内に残存土
亙場合は， ●●●

…2次冷却系からの除熱

による原子炉冷却･・・

・・･大型放水砲･・・
－

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

･･･内部からのスプレイ・・・
－

･･･雷源供給にて炉心又は
●●●

－

･･･使用済燃料ピットの外

から放水する手順
－

I■■■■■■■■■■■■■■■■■■

・・･大型ポンプ車により補

造する手順

…教育及び訓練の充実

寺・・・

･･･最低限必要な発電所災

害対策要員は…

･･･設計基準事故対処設備

及び常設重大事故等対処設
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

備必．．

･･･可搬型重大事故等対処

設備がﾄ・・・
－

・・・ものとする。

低温側配管の口径であ●●●

る約0.70m(27.5inch)

の完全両端破断･・・



P，

角

1 ■ ■ ■ ■

一

一

一

ー

一

一

一

I■■■■

I ■ ■ ■ ■

q■■■■

頁

344

360

361

363

364

366

405

407

412

413

416

I ■ ■ ■■

一

■■■■

■■■■

ー

■■■■

■■■■

I ■ ■ ■■

1■■■ ■

一

一

行

上10

下10~

下9

下11

補正前

・・・1其の加圧器挑がし
一

弁･・・

･･･燃料取扱棟の遮へい設

計基準値･・・

･･･燃料取替時の遮へい設

計基準値･・・

第10.1表重大事故等対

策における手順書の概要

(1／19）（その1）

(重大事故等対策における

手順書の概要（1／1

9））（その2）

(重大事故等対策における

手順書の概要（2／1

9））（その2）

第10.1表重大事故等対

策における手順書の概要

(12／19）（その1）

(重大事故等対策における

手順書の概要（12／1

9））（その3）

第10.1表重大事故等対

策における手順書の概要

(14／19）（その1）

(重大事故等対策における

手順書の概要（14／1

9））（その2）

(重大事故等対策における

手順書の概要（15／1

9））（その2）

補正後

個の加圧器挑がし・・・1

弁･・・

…燃料取扱棟の遮逝設計
値某準・・・

…燃料取替時の遮蔽設計
－

基準値･・・

別紙－1に変更する。

別紙－2に変更する。

別紙－3に変更する。

別紙－4に変更する。

別紙－5に変更する。

別紙－6に変更する。

別紙~7に変更する。

別紙－8に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

13
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原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。頁は平成27年4月14日付け，

14

頁 行 補正前 補正後

一
一
一

422

423

434

一
一
一

第10．1表重大事故等対

策における手順書の概要

(17／19）（その1）

(重大事故等対策における

手順書の概要（17／1

9））（その2）

第10．2表重大事故等対

策における操作の成立性

(4／6）

別紙－9に変更する。

別紙－10に変更する。

別紙-11に変更する。



別紙-1

第10．1表重大事故等対策における手順書の概要（1／19）（その1）

角

八
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1.1緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等

方
針
目
的

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉を緊急に停止させるための設計基準

事故対処設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，手動に

よる原子炉緊急停止，原子炉出力抑制（自動） ， 原子炉出力抑制（手動）により原子炉

冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持する手順等を整備する。また7

自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合，原子炉出力抑

制を図るとともに，ほう酸水注入により原子炉を未臨界に移行する手順等を整備する。

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止

原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）

運転時の異常な過渡変化時において原子炉緊急停止ができない事象（以下

｢ATWS」という。､）が発生するおそれがある場合又は当該事象が発生し

た場合，中央制御室から手動にて原子炉トリップスイッチにより原子炉を緊

急停止する。

ATWSが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合，多様

化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動により主蒸気隔離弁が閉止することで

1次冷却材温度が上昇し，減速材温度係数の負の反応度帰還効果により，原

子炉出力が低下していることを確認する。また，加圧器逃がし弁及び加圧器

安全弁の作動により，1次冷却材圧力が安定し，原子炉格納容器圧力及び温

度の異常な上昇がないこと並びに補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸

気安全弁の作動により，1次冷却材温度が安定することで原子炉冷却材圧力

バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性が維持されていることを確認する。



別紙-2

(重大事故等対策における手順書の概要（1／19））（その2）

内‘

内
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対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）

ほ
う
酸
水
注
入

自動及び手動による原子炉緊急停止ができない場合でかつ多様化自動作動

盤(ATWS緩和設備）による原子炉出力抑制（自動）が作動しなかった場合，

中央制御室から手動操作により，補助給水ポンプの起動及び主蒸気隔離弁の

閉止を行う。

手動による主蒸気隔離弁の閉止により，1次冷却材温度を上昇させること

で減速材温度係数の負の反応度帰還効果により原子炉出力が低下しているこ

とを確認する。また，加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁の作動により，1次

冷却材圧力が安定し，原子炉格納容器圧力及び温度の異常な上昇がないこと

並びに補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸気安全弁の作動により，1

次冷却材温度が安定することで原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納

容器の健全性が維持されていることを確認する。

自動での原子炉緊急停止及び手動での原子炉緊急停止ができない場合，原

子炉出力抑制を図るとともに,化学体積制御設備によりほう酸水注入を行う。

また，希釈による反応度添加の可能性を除去するためにほう酸希釈ラインを

隔離する。

ほう酸タンクのほう酸水を炉心へ注入できない場合は，充てんポンプの入

口ラインを体積制御タンクから燃料取替用水タンクに切替え，充てんポンプ

を使用して燃料取替用水タンクのほう酸水を炉心へ注入する。

ほう酸水注入は，全制御棒挿入不能時の停止ほう素濃度以上になるまで継

続する。なお，ほう酸水注入を行っている間に制御棒の全挿入に成功した場

合は,プラントの状態に応じて高温停止又は低温停止のほう素濃度を目標に

ほう酸水注入を継続する。

配
慮
す
べ
き
事
項

優
先
順
位

原子炉緊急停止失敗と判断すれば速やかに中央制御室からの手動による原

子炉緊急停止操作を行うとともに，並行して多様化自動作動盤(ATWS緩和設

備）からの自動信号による原子炉出力抑制のための設備の作動状況を確認す

る⑥

自動及び手動での原子炉緊急停止操作及び多様化自動作動盤(ATWS緩和設

備）からの自動信号による原子炉出力抑制に失敗した場合は，手動での原子

炉出力抑制を行う。また，手動での原子炉出力抑制と並行して，原子炉を未

臨界状態とするために化学体積制御設備によるほう酸水注入を行う。
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対
応
手
段
等

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

主
蒸
気
逃
が
し
弁
の

機
能
回
復
（
人
力
）

監
視
及
び
制
御

全交流動力電源が喪失し，かつタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生

器への注水ができない場合において，電動補助給水ポンプの機能回復を行う。

空冷式非常用発電装置により非常用高圧母線へ給電し補助給水タンク水を電

動補助給水ポンプにより蒸気発生器へ注水する。

ただし，外部電源が無い場合は，電動補助給水ポンプの電源は燃料補給を

必要とする空冷式非常用発電装置となるため，タービン動補助給水ポンプが

使用できる間は，電動補助給水ポンプは主とせず後備の設備として待機させ

る。なお ， タービン動補助給水ポンプの運転継続が不能となった場合，又はフ

外部電源が復旧し，電動補助給水ポンプに対する電源の信頼性が高まった場

合は，タービン動補助給水ポンプから電動補助給水ポンプへの切替えを行う。

駆動用空気喪失時又は常設直流電源系統が喪失した場合において，現場で

手動ハンドルにより主蒸気逃がし弁を開とし，蒸気発生器から蒸気放出をす

ることにより2次冷却系からの除熱を行う。

原子炉を冷却するために1次冷却材及び2次冷却材の保有水量を加圧器水

位計，蒸気発生器水位計により監視する。また , これらの計測機器が故障又

は計測範囲(把握能力)を超えた場合，当該パラメータの値を推定する。

蒸気発生器水位が低下した場合において，補助給水ポンプが自動起動又は

手動により起動した場合，補助給水ポンプの作動状況を補助給水ライン流量

計，補助給水タンク水位計，蒸気発生器水位計により確認する。

加圧器水位の調整が必要な場合，燃料取替用水タンク水等を充てんポンプ

等により炉心へ注水する場合は，流量を調整し加圧器水位を制御する。

2次冷却系からの除熱を行う場合において，蒸気発生器水位の調整が必要

な場合，補助給水ライン流量を調整し，蒸気発生器水位を制御する。
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1.12発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等

方
針
目
的

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は使用済燃料ピット内燃料体等の著し

い損傷に至った場合において，大気への拡散抑制，海洋への拡散抑制により，発電所外

への放射性物質の拡散を抑制する手順等を整備する。

また，原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生した場合，航

空機燃料火災の泡消火により火災に対応する手順等を整備する。

対
応
手
段
等

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

Ｇ
１

大
気
へ
の
拡
散
抑
制

海
洋
へ
の
拡
散
抑
制

炉心損傷が発生した場合において，格納容器スプレイができない場合，海

を水源とし，大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車及び大型放水

砲による放水準備を開始する。その後，原子炉格納容器及びアニュラス部の

破損のおそれがある場合又は破損があると判断した場合は，原子炉格納容器

及びアニュラス部へ放水する。

大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車及び大型放水砲により原

子炉格納容器及びアニュラス部へ放水することにより放射性物質を含む汚染

水が発生するため，以下の手段により，海洋への放射性物質の拡散を抑制す

る。

･放水開始前に原子炉建屋及び原子炉補助建屋の雨水路の排水先をドライ

エリア側に切替え，放射性物質を含む汚染水をドライエリアに貯留する。

また，排水先を切替えることができない雨水路に集水されドライエリア

に流入しない汚染水は構内の雨水排水路に流入するため，雨水排水路に

流入する放射性物質を吸着できるように雨水排水枡（2箇所）に放射性

物質吸着剤を設置する。

・ドライエリアから汚染水が溢水するまでに最終雨水枡（6箇所）に放射

性物質吸着剤を設置する。

・ドライエリアから溢水した汚染水が直接流入することのない東側最終雨

水枡（1箇所）に放射性物質吸着剤を設置及び最終雨水枡（6箇所）に

放射性物質吸着剤を追加設置する。

･海水ピット 、 取水ピット及び放水ピットへのシルトフェンス設置並びに

各ピットに土嚢を設置する。

･放射性物質吸着剤を設置した最終雨水枡を経由して海洋へ流出する雨水

排水口（2箇所）の海洋側へシルトフエンスを設置する。
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配
慮
す
べ
き
事
項

操
作
性

作
業
性

燃
料
補
給

大型放水砲による放水については噴射ノズルを調整することで，放水形状を棒

状又は霧状に調整でき，放水形状は，棒状とするとより遠くまで放水できるが，

霧状とすると，棒状よりも放射性物質の拡散抑制効果が期待できることから，な

るべく霧状を使用する。

原子炉格納容器の破損箇所が確認できる場合は，原子炉格納容器破損箇所に向

けて噴射ノズルを調整し，破損箇所が不明な場合は原子炉格納容器頂部に噴射ノ

ズルを調整する。また，大型放水砲は，複数の方向からの放水を可能とする。

大型放水砲は，原子炉格納容器破損箇所又は燃料取扱棟（使用済燃料ピット内

の燃料体等）の状況に応じて設置位置を設定し，原子炉格納容器及びアニュラス

部又は燃料取扱棟（使用済燃料ピット内の燃料体等）に向けて放水する。

ホース敷設，接続作業については，速やかに作業ができるように大型ポンプ車

(泡混合機能付)又は大型ポンプ車の保管場所に使用工具及びホースを配備する。

大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車への燃料（軽油）補給は，定

格負荷運転時における燃料補給作業着手時間となれば，軽油タンク，軽油移送配

管，ミニローリーを用いて実施する。その後の燃料補給は，定格負荷運転時にお

ける燃料補給間隔を目安に実施する。また，重大事故等時7日間運転継続するた

めに必要な燃料（軽油）の備蓄量として,｢1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低

圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」 9 ｢1.14電源の確保に関する手順

等」及び「1.18緊急時対策所の居住性等に関する手順等」に示す燃料（軽油）も

含め，軽油タンクの55kL以上を管理する。
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1.14電源の確保に関する手順等

方
針
目
的

電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合，炉心の著しい損傷，原子炉格

納容器の破損，使用済燃料ピット内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における原子

炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため非常用電源（交流）

常用電源（直流）

整備する。

, 代替電源（直流） ，

， 代替電源（交流） 、 非

代替所内電気設備から給電するための手順等を

対
応
手
段
等

非
常
用
電
源
（
交
流
）

に
よ
る
給
電

代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電

非
常
用
電
源
（
直
流
）

に
よ
る
給
電

代
替
電
源
（
直
流
）

に
よ
る
給
電

外部電源喪失及び所内単独運転に失敗した場合は，非常用高圧母線へディーゼ

ル発電機による給電を行い，給電状態を母線電圧により確認する。

全交流動力電源が喪失した場合は，以下の手段により非常用高圧母線又は非常

用低圧母線へ代替電源（交流）から給電し，母線電圧により受電確認する。

･空冷式非常用発電装置からの受電準備を行ったのち空冷式非常用発電装置を

起動し非常用高圧母線へ給電する。

･300kVA電源車からの受電準備を行ったのち300kVA電源車を起動し非常用低圧

母線へ給電する。

代替電源(交流）による給電手段の優先順位は，空冷式非常用発電装置,300kVA

電源車の順で使用する。

全交流動力電源が喪失した場合は，非常用直流母線へ蓄電池（非常用）により

給電し，給電状態を母線電圧により確認する。

交流動力電源が復旧する見込みがない場合，24時間以上にわたり必要な負荷へ

給電するため，蓄電池（重大事故等対処用）により非常用直流母線へ給電する。

全交流動力電源喪失発生後，2時間以内に中央制御室に隣接する計装盤室で不要

な直流負荷の切離しを行い，8時間以内に現場で不要な直流負荷の切離しを行う。

蓄電池（重大事故等対処用）からの給電にて母線電圧が低下する前に，可搬型直

流電源装置により非常用直流母線へ給電する。
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対
応
手
段
等

代
替
所
内
電
気
設
備

に
よ
る
給
電

所内電気設備は，2系統の非常用母線等により構成し，共通要因で機能を失う

ことなく，少なくとも1系統は給電機能の維持及び人の接近性の確保を図る°こ
ﾛ

れとは別に2系統の非常用母線等の機能が喪失した場合,空冷式非常用発電装置，

代替電気設備受電盤及び代替動力変圧器により原子炉を安定状態に収束させるた

めに必要な機器へ給電する。

配
慮
す
べ
き
事
項

負
荷
容
量

悪
影
響
防
止

成
立
性

作
業
性

空冷式非常用発電装置の必要最大負荷は，重大事故等対策の有効性を確認する

事故シーケンス等のうち必要な負荷が最大となる「外部電源喪失時に非常用所内

交流動力電源が喪失し，原子炉補機冷却機能の喪失及びRCPシールLOCAが

発生する事故」である。空冷式非常用発電装置は必要最大負荷以上の電力を確保

することで，原子炉を安定状態に収束する電力を給電する。事故シーケンスにて

使用する設備が機能喪失した場合において，重大事故等対処設備による代替手段

を用いる場合，空冷式非常用発電装置の負荷容量を確認して給電する。また，空

冷式非常用発電装置の電源裕度及びプラント設備状況(被災状況，定期検査中等）

に応じたその他使用可能な設備に給電する。

る

300kVA電源車は，プラント監視機能等を維持するために必要な負荷へ給電す

◎

空冷式非常用発電装置による給電を行う際は，受電後の非常用高圧母線補機及

び非常用低圧母線補機の自動起動を防止するため，中央制御室で各補機の操作ス

イッチを「切引」又は「切jとする。

300kVA電源車による給電を行う際は,受電時の負荷の自動起動を防止するため，

現場で非常用低圧母線の各遮断器の開放等を行う。

蓄電池（非常用）又は蓄電池（重大事故等対処用）から給電されている24時間

以内に，空冷式非常用発電装置,300kVA電源車により，十分な余裕を持って非常

用直流母線へ繋ぎ込み，給電を開始する。

暗闇でも視認性がある識別表示を操作対象遮断器に行う。
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対
応
手
段
等

監
視
機
能
喪
失
時

計
器
故
障
時

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
又
は

他
ル
ー
プ
に
よ
る
計
測

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，チャンネル故

障により計測することが困難になった場合に，他チャンネル又は他ル

－プの重要計器により計測を行う。

主要パラメータを計測する計器が故障又は計器の故障が疑われる場

合，代替パラメータにより主要パラメータを推定する。

代替パラメータにより主要パラメータの推定を行う際に，推定に使

用する計器が複数ある場合は，代替パラメータと主要パラメータの関
由

連性，検出器の種類，使用環境条件及び計測される値の不確かさを考

慮し，使用するパラメータの優先順位をあらかじめ定める。

代替パラメータによる主要パラメータの推定は，以下の方法で行う。

･同一物理量（温度，圧力，水位，流量及び放射線量率）から推定

･水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量から推定

･流量を注水先又は注水源の水位変化を監視することにより推定

･除熱状態を温度，圧力等の傾向監視により推定

・1次冷却系統からの漏えいを水位，圧力等の傾向監視により推定

･圧力又は温度を水の飽和状態の関係から推定

･原子炉へのほう酸水注入量により未臨界状態であるか否かを推定

･装置の作動状況により水素濃度を推定

．あらかじめ評価したパラメータの相関関係により水素濃度を推定
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1．17監視測定等|に関する手順等

方
針
目
的

重大事故等が発生した場合に，発電所及びその周辺（発電所の周辺海域を含む。）に

おいて発電用原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視し，及び

測定し，並びにその結果を記録するため，放射性物質の濃度及び放射線量を測定する手

順等を整備する。また，発電所において風向，風速その他の気象条件を測定し，及びそ

の結果を記録するため，風向，風速その他の気象条件を測定する手順等を整備する。

対
応
手
段
等

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定

風
向
、
風
速
そ
の
他

通常時からモニタリングステーション及びモニタリングポストにて放射線量を連

続測定していることから，重大事故等時に放射線量の測定機能が喪失していない場

合は，多様性拡張設備であるモニタリングステーション及びモニタリングポストを

優先し，機能喪失した場合は，可搬型代替モニタにより放射線量を監視し，及び測

定し，並びにその結果を記録する。全交流動力電源喪失による機能喪失時は，多様

性拡張設備であるモニタリングステーション及びモニタリングポスト専用の無停電

電源装置からの給電を優先し，空冷式非常用発電装置による給電が開始されれば給

電元が自動で切替わる。モニタリングステーション及びモニタリングポストは，電

源が喪失した状態から給電した場合，自動的に放射線量の連続測定を開始する。

原子力災害対策特別措置法第10条特定事象が発生した場合，モニタリングステー

ション及びモニタリングポストが設置されていない海側敷地境界付近に設置する可

搬型モニタにより放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する。

重大事故等時の空気中の放射性物質濃度の測定は，多様性拡張設備であるモニタ

リングカーによる測定を優先する。モニタリングカーが使用できない場合は，可搬

型放射線計測器等(GM汚染サーベイメータ,Nalシンチレーションサーベイメ

－タ及び可搬型ダストサンプラ）により監視し，及び測定し，並びにその結果を記

録する。

重大事故等時の発電所及びその周辺（発電所の周辺海域を含む。）における放射

性物質の濃度（空気中，水中，土壌中）及び放射線量の測定は，可搬型放射線計測

器等(GM汚染サーベイメータ,Nalシンチレーションサーベイメータ,ZnS

シンチレーションサーベイメータ，電離箱サーベイメータ及び可搬型ダストサンプ

ラ）により監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する。

周辺海域については，小型船舶を用いた海上モニタリングを行う。

重大事故等時の風向，風速その他気象条件の測定は，可搬型気象観測設備により

測定し,その結果を記録する。風向，風速その他気象条件の測定は，多様性拡張設備

である気象観測設備を優先する。多様性拡張設備が使用できない場合，可搬型気象

観測設備を使用する。
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(重大事故等対策における手順書の概要（17／19））（その2）

内

円

24

配
慮
す
べ
き
事
項

測
定
頻
度

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策

他
の
機
関
と
の
連
携

電
源
確
保

重大事故等時の放射性物質の濃度及び放射線量の測定頻度のうち，可搬型代替モ

ニタ及び可搬型モニタを用いた放射線量の測定は連続測定とする。放射性物質の濃

度の測定（空気中，水中，土壌中）及び海上モニタリングは，1回／日以上を目安

とするが，測定頻度は発電用原子炉施設の状態及び放射性物質の放出状況を考慮し

変更する。

重大事故等時の風向，風速その他気象条件の測定は、連続測定とする。

重大事故等により放射性物質の放出のおそれがある場合，モニタリングステーシ

ヨン及びモニタリングポストの検出器等の養生を行う。放射性物質の放出によりモ

ニタリングステーション又はモニタリングポストの周辺の汚染を確認した場合，周

辺の汚染レベルを確認し，検出器等の除染，周辺の土壌撤去，樹木の伐採等を行

い，バックグラウンドレベルを低減する。

重大事故等発生後の周辺汚染により放射性物質の濃度測定時のバックグラウンド

が上昇し，可搬型放射線計測器での測定が不能となった場合，可搬型放射線計測器

の検出器周囲を遮蔽材で囲むこと等の対策によりバックグラウンドレベルを低減さ
せて ， 放射性物質の濃度を測定する。

重大事故等時の敷地外でのモニタリングについては，国が地方公共団体と連携し

て策定されるモニタリング計画に従い，資機材及び要員，放出源情報を提供すると

ともにモニタリングに協力する。

全交流動力電源喪失時は，代替電源（交流）によりモニタリングステーション及

びモニタリングポストへ給電する。



No.

1．12

八

1.13

偽

第10.2表重大事故等対策における操作の成立性(4/6)

対応手段

大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車及び大

型放水砲による泡消火

大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車への燃

料（軽油）補給

淡水タンクを水源とする中型ポンプ車による補助給水タ

ンクヘの補給

海を水源とする中型ポンプ車による補助給水タンクへの

補給

補助給水タンクを水源とする炉心注水

淡水タンク等又は海を水源とする炉心注水

補助給水タンクを水源とする格納容器スプレイ

補助給水タンクから燃料取替用水タンクへの補給
、』

格納容器再循環サンプB隔離弁バイパス弁による再循環

運転

格納容器スプレイポンプ(B,代替再循環配管使用）に

よる再循環運転

高圧注入ポンプ(B,海水冷却）による高圧再循環運転

淡水タンク又は海を水源とする使用済燃料ピットへの注

水

淡水タンク又は海を水源とする使用済燃料ピットへのス

プレイ

海を水源とする燃料取扱棟への放水

海を水源とする原子炉格納容器及びアニュラス部への放

水

25

要員 要員数

消防要員

発電所災害対策本部要員
12

発電所災害対策本部要員 6

運転員（現場） 2

発電所災害対策本部要員 6

運転員（現場） 2

発電所災害対策本部要員 6

運転員（現場） 1

発電所災害対策本部要員 2

1.4と同様。

1.6と同様。

運転員（現場） 1

発電所災害対策本部要

員
2

1．4と同様。

1．4と同様。

1.4と同様。

1．11と同様。
①

1.11と同様。

1.12と同様。

1．12と同様。

別紙-11

想定時間

3時間30分

3時間35分

2時間25分

2時間15分

50分

50分
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添付書類六を以下のとおり補正する。

内

へ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6－1

頁 行 補正前 補正後

３
４
一
一

目
目

一
一
一

〕
ｊ
３
３
く
ｌ
６
６

－

4■■■

1■ ■ ■ ■

ー

ー

6(3)－目

12

6(3)一目

30

6(3)一目

35

6(3)一目

35

～

6(3)一目

37

下7～

上13

上1～

下5

下4～

下3

上5～

上6

上3～

上6

上8～

下11

7．津波
の●●

7．10参考文献

第7．2．1(1)表瀬戸内海

沿岸に影響を及ぼしたと考

えられる既往津波高①
●●●

第7．8．2表主な計算条件

(砂移動に関する数値シミ

ユレーション）

●

■

●

①

●

●

表
表

１
１

●

●

３
２｜

細

●８第

第5.5.21 図…
－

■■■■■■■■■■■■■■■

第5．5．22(1)図…

第5．5．48(4)図…

Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

図
図

Ｄ
⑳

蛆
一
狛
一

５
５

５
５

第
第

第5.5.50図…
一

第7．2．1図南海道及び近
地において津波を引き起こ

した地震の震央位置
●■巳

第7．9．2(2)図平均ハザ

別紙6－目－1に変更する。

別紙6一目－2に変更する。

第8．3．1表…

一
》

抽出
－

第9．2．1表…

第5．5．21(1)図…
－

第5．5．21(2)図断層パラ

メータの設定方法(2001

年芸予地震の知見を考慮し

たモデル（不確かさ考慮

①））

第5．5．22(1)図…

第5．5．48(4)図…

第5．5．49図フラクタイ

ルハザード曲線

第5．5．50図震源毎のハ

ザード曲線（水平方向）

図
図

Ｄ
⑳

別
一
国
一

５
５

５
５

第
第

第5．5．52図…
－

別紙6－目－3に変更する。
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角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6-2

6(3)一目一

38

6(3)-3－8

～

6(3)－3－9

6(3)-3-43

6(3)－3－50

6(3)-3-78

上l～

上4

下1～

上2

下12～

下10

下1

下12～

下11

－ド曲線（3号炉敷地前

面 9 3号炉海水取水口）

第8．3．9図…

第8．3．10図別府湾周辺

の第四紀火山及び第四紀火

山岩類分布図

第8．3．11図鶴見岳周辺

の地形分類図

第9．1．1図…

…北側の西南日本内帯（以
ないたい

下←「内帯」と記す。）と

南側の西南日本外帯（以

下 ，

に…

がいたい

｢外帯」 と記す。）と
－

…これと並行する活断層群

(F-15断層群,F-16断層

群等）の存在が示されてい

豆（海上保安庁水路部,19
97；田中ほか，2010）

これらの活断層群は
一
一
，

０

…三波川帯の境界（以下 ，

｢R/S境界」と称す。）の
●●●

－

･･･これらのうち,S

断層 ,

－

S3断層は…
1

●
●
●
●
●
●

図
図

９
１
●
●
３
１
●
●
８
９

第
第

･･･北側の西南日本内帯（以

下
ないたい

｢内帯」
－ と些-ｺ_。）と南

側の西南日本外帯（以工
がいたい

「外帯」
ー というp ） とに…

…これと並行する活断層群

血存在が示されて
上保安庁水路部，

おり
－

1997

－

(海

；田

中ほか，2010），田中ほか

(2010)によるF-15断層及

びF-16断層を「上関断

層」と称する。上関断層

は， ●●●

･･･三波川帯の境界（以下

｢R/S境界」という。
｜
》

I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

これらのうち，●●●

4■■■■■■■■

）の

Fa-1

断層～Fa-5断層及びf

4断層は耐震設計上の重要

度分類sクラスの機器及び

系統を支持する建物及び構

築物（以下「耐震重要施

一
一
》

｢常設重大事故等対処施



角

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6－3

９
０
１
３
５
６

７
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３

6(3)

6(3)

6(3)

6(3)

6(3)

6(3)

下7～

下5

上1

上12

下3

上8～

上9

下5～

下4

上10~

上ll

下 1

下10

上5

下5～

下4

…軟質部を介在L色ないと判
断できる断層を岩石化した

断層と定義して軟質部を企
在する断層と区分すること
－

とし， 後者に…

…軟質部を介在しない－‐。

…軟質部を介在しない。

…軟質部を介在しない｡

…軟質部を介在しない。

…軟質部を介在しない｡

…軟質部.を介在しない。

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

…軟質部を介在しない岩石
ｲkした…

･･･速度構造は成層かつ

均質と…

－

…力学試験を実施し

た ◎

－

…透水試験を実施した。

一

平板載荷試験…

一

設」という。）付近に分布

する。S,断層,S3断層
は…

…軟質部を倉_圭ないと判断
できる断層を岩石化した断

属それ以外の断層を軟質
部を宣型断層と定義する。
後者に…

…軟質部が認められない。
●■●

…軟質
●●●

部が認められない。

…軟質部
●●●

…軟質部
●●●

…軟質
●●●

が認められない。

が認められない。

部が

…軟質部
●●●

認められない。

が認められない‐。

…軟質部を倉童ない岩石化
した…

…速度構造は水平成層かつ

均質と…

－

』を験試学力

準拠4して実施した。

…透水試験を実施した。理
性波試験及びボーリング孔

内載荷試験は「土質調査

一

板載荷による原位置岩盤の

変形試験法の基準」（土木



内

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6－4

6(3)-3-

l11

6(3)-3-

112

下6～

下2

下12~

下1l

下8～

下6

耐震設計上の重要度分類

sクラスの機器及び系統を

支持する建物及び構築物

(以下「耐震重要施設

いう。）及

｣一と
び常設耐震重要

重大事故防止設備及び常設

重大事故緩和設備が設置さ

れる重大事故等対処施設

(以下「常設重大事故等対

処施設」という。）の基礎

地盤…

…物性値を設定する。

解析用物性値設定の…

第3.6.1図に示す。●●●

－

q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

地形，地質及び断層
一

性状を考慮し， ●●●

学会岩盤力学委員会第3分
科全1q7R}豐般･H-A,I*斤

一
一
一
一
一

して実施した。

平板載荷試験…

耐震重要施設及び

重大事故等対処施設の

地盤…

設
礎

常
一
基

…物性値を設定する。この

うち岩盤の強度特性は

強度の下限を示すと考えら

》

鎗
一
畠

設定していること
寺全ｲ目111戸げF,./-)= 老

か
一
券

慮している。断層等の非岩
縫物‘畔ルアー-〕1,、ィlナ誠齢結

一
一
一
一
一
一

定の･･･

6．1図に示す。耐震
一

言等少1’一でけ只号'煩

一
畳

註）．海水ピット．海水管



内

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6-5

6(3)-3-

116

6(3)－3－

117

下9～

８
７

下
下

下6～

下5

下9～

下6

…基礎地盤は， 全体として

みれば＠級以上の･･･
－

…＠級及び＠級岩盤を対象

とした…

…においても岩盤は十
－

分弾性挙動を示しており，

許容支持力は…
－

－
敷地に比較的近く規

模が大きい中央構造線断層

帯及び別府一万年山断層帯

q■■■■■■■■■■■■■■
の活動に伴い生じる地

盤の傾斜について評価を実

施する。－地殻変動量一
一は－－Mansinha,L.and
Smlie,D.E.(1971)の手

一

法』こより算出した。その結
果 ，

●● ●

ダ クト雷油タンク刀7K雷

油移送配管が該当し，常設

重大事故等対処施設として

は，緊急時対策所，海水取
ﾌkn海ﾌk雨ﾌk雑錘油タ

一
する。

施設の配置，施設周辺の

地形，

考慮

地質及び断層性状を

し， ●●●

…基礎地盤は，＠級以上の
●●●

…＠級岩盤を対象とした…
－

お
性

一
」
黙
函
予

１
３分

ＣＧ● いて

挙動

極限支持カ
ー

も＠級岩盤は十

を示

は…

しており，

敷地内及び敷地近傍には

一
一
一
一
曲
一
》

層帯）は，敷地に比較的近

く規模が大きい中央構造線
断層帯及び別府一万年山断

層帯重あるため，当該断層
の活動に伴い生じる

傾斜

る。

について評価を

地盤の

実施す

地殻変動量の算定にあ

たっては，地震発生層内

(深さ2～15km)でモデル

化された地震動の震源モデ
ル
’
て

測
一
雌

蠅
一
耐

る等して地

震発
榧
一
纐

蝿
一
か

に加
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

に加

鱈
え
一
』
え

動量が大き
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6-6

6(3)-3-

118

6(3)-3-

255

6(3)-3-

256

6(3)－3－

257

6(3)－3－

287

上9 …を設定する。 」革析用
物性値設定の…

第3．2．88図敷地周辺の

活断層分布図(半径30km以

遠を含む）

第3．2．89図海底地質断

面図(G断面）

第3．2．90図海底地質断

面図(H断面）

第3．4．8図敷地内断層分

布図

くなるよ
ｼ店源千デ

設
のし

呉
ノ
ノ

定した
芳飛

津
一
寺

波の
■■■■■■■■■■■■■■■

全ｲgII

の評価となることから，

一
一
一
一
》
一

量の算出には』_M
L.

l)

andSmXlie,
の手法を用い

果， ●●●

ansinha,

D.E.(197

た。その結

…参設定する。このうち，
柵
一
Ⅷ

の強
■■■■■■■■■■■■■

を 示

麿j橇

すと

性は
I■■■■■■■■■■■■■

考え

論

られ

勵
一
鮴

一
一
一

側にばらつきを考慮してい

一
宰

特性
ﾛ■■■■■■■■■■■■■

でも
1－

を
す
一
宇

町
一
判

低減させた場合

安全率を算出
帝‘降誕柿の結里↓『昌珍

響を与えないことを確認す

至皇一解析用物性値設定の…

別紙6-3-1に変更する。

別紙6-3-2に変更する。

別紙6－3－3に変更する。

別紙6-3-4に変更する。
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6－7

6(3)-3-

423

6(3)－3－

424

6(3)－3－

443

6(3)-3-

448

6(3)－3－

449

下12～

下10

下8～

下6

４
２
３
７
９

下
下
上
上
上

２
１
１
１

上
下

第3．6．1図耐震重要施設

及び常設重大事故等対処施

設の配置図

第3．6．2図評価対象断面

位置図（基礎地盤）

第3．6．10図評価対象斜

面及び評価対象断面位置図

(周辺斜面）

(5)…

－

●
●
●
ｅ
●
●

⑥
一
切

■■■■

－

●
●
●
●
●
●

⑧
一
側

1■■■■

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｄ
●
●
●

●
●
●
ｅ

●
●
●
●

凹
仙
一
哩
佃

■■■■■■■■

(14)…←
一

(15)…
－

別紙6－3－5に変更する。

別紙6－3－6に変更する。

別紙6-3-7に変更する。

(5)…

(6)土木学会岩盤力学委員

一
一
一

誌,61,3,42-50.

(7)士木学会岩盤力学委員

一

と解説－，土木学会誌，6

3，12，37－46．
(8)…

(9)…

《
一
睡
一

(12)･･･

(13)･･･

(14)･･･

(15)…

(16)･･･

(17)･･･

(18)･･･

(19)･･･
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く

Ⅱ■■■■■■■■■

(20)…

(21)･･･

(22)…

(23)…

(24)…

(25)…
－

6)…

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

”
｜
・
型
羽
一
別
一
別
一
塊
一
羽
一
弘
一
妬
一
詑
一
師

く
ｌ
ｌ
く
く
く
１
１
ｌ
ｌ

－

8)…

(39)…

(40)…

(41)…
一
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４
６
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２
４
６
７
８
ｍ
ｎ
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仙
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妬
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蛆
一
狛
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閃
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開
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研
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１
Ｉ
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く
く
く
く
ｌ
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く
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く
く
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く
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く
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く

－

(42)…
1■■■■■■■■■

(43)…
－

(44)…
－

■
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
①
●
●

白
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
ｃ
●
●
●
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●
●
●

白
●
●
●
●
●
。
●
ｏ
Ｄ
ｃ
Ｇ
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Ｄ
●
●
●
●
●
●

〕
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

妬
一
妬
一
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｜
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別
一
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鈴
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ie,D.E.
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－
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－

，

●●●

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
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ｊ
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ｊ
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砧
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舶
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－

(84)Mansinha,L.andS
－

ie,D.E.

(85)…
一

(86)…

，

●●●
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(100)･･･

(101)･･･

(102)･･･

(103)…

(104)…
4■■■■■■■■■■■

師
一
朋
一
的
一
卯
一
別
一
蛇
一
卵
一
別
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鮖
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妬
一
Ｗ
一
朋
一
開

く
く
く
Ｉ
く
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く
Ｉ
く
く
Ｉ
ｌ
く

－

(100)･･･

(101)･･･

(102)…

(103)…

(104)…

(105)･･･

(106)…
■■■■■■■■■■■

(LQZ)･･･

(108)…
－
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(105)…

(106)･･･

(107)･･･

(108)･･･

(109)･･･

(110)･･･

(111)･･･

(112)･･･

(113)･･･

(114)･･･

(115)･･･

(116)･･･

(117)･･･

(118)･･･

(119)･･･

(120)…
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(125)･･･
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(129)･･･
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(131)･･･

(132)･･･

(133)･･･

(134)･･･

(135)･･･

(136)…

(137)･･･

(138)･･･

(139)･･･

(140)･･･

(141)･･･

(142)･･･

(143)…

(144)･･･

(145)･･･

(146)･･･

(147)･･･

(148)･･･

(149)…
－

(132)…

(133)…

(134)･･･

(135)…

(136)･･･

(137)･･･

(138)…

(139)･･･

(140)･･･

(141)･･･

(142)"･

(143)･･･

(144)･･･

(145)…

(146)･･･

(147)…

(148)…

(149)"･

(150)…

(151)･･･

(152)･･･

(153)･･･
－
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(151)･･･
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(155)…

(156)…

(157)…
－

58)…
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59)…

(160)"･

(161)…

(162)･･･

(163)･･･
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(165)…

(166)…
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6(3)-3-

466

6(3)-3-

467

6(3)－5－1

6(3)－5－2

6(3)－5－7

6(3)-5-10

３
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７
岨
胆
７
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２
１
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６
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蛆
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上
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下
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(173)…

(174)…

(175)…

(176)･･･

(177)･･･

(178)･･･

(179)…
－

(180)…
－

(181)･･･

(182)･･･

(183)･･･

(184)･･･

(185)･･･

(186)･･･

(187)･･･

(188)…

(189)･･･
－

●･● (以下 ， ｢検討用地震」

という。 ）・・・

谷●●

ｰ

2－°

(以下

）

また

｡●●

》

， ｢M」とい
－

日向灘周辺で…
－

(2)日向灘沿いの地震の震

(177)…

(178)…

(179)…

(180)…

(181)…

(182)･･･

(183)･･･

(184)…

(185)…

(186)･･･

(187)…

(188)･･･

(189)…

(190)…

(191)…

(192)…

(193)･･･
－

●●●

い

●●●

(以下「検討用地震」と
ア

フ 。

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

） の●●

(以下_[M」と表記し，
基本的に気象庁マグニチュ

－ドを意味する。）

また ， 日向灘で…
－

●●●

(2)日向灘の地震の震源域
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6-16

6(3)-5-11

6(3)-5-12

6(3)-5-14

6(3)-5-16

6(3)-5-17

6(3)-5-18

6(3)-5-19

6(3)－5－21

6(3)－5－22

上6

上10~

１
０
１
１

上
上

下1

上3

下3

上3～

上4

上11

下7

下6

下9～

下8

上8～

上11

源域に関する知見

●●● (以下一「専門調査会」
という。 ）…

●●● (以下一「推進地域」と
いう。 ）…

●●､

ｊ
《
言

(以下一
という。

｢内閣府検討

） ●●●

…震度がV程度以上…
－

…震度がV程度以上…
－

…いずれもエ未満…

…震度がV程度以上…
一

…震度がV程度以上…
－

･想定南海地震（中央防災

会議

●

， M8.6)
－

南海トラフの巨大地震

(陸側ケース）（内閣府検

討会 ， M9.0)
－

…敷 地地盤は成層かつ
●●己

･･･のうち ,

a1.(2002)

－

Nodaet
(36）

の方法（以
下「耐室スツ､ミケトノレIル

いう ｡ ）との比較が可能な

に関する知見

●●● (以工_[専門調査会」と
いう。 ）…

e●● (以下「推進地域」とい

う。）

● ● 心

－

●●●

(以工_[内閣府検討会」
という。 ）・・・

･･･震度が5弱（1996年以

前は旧気象庁震度階級V)

程度以上…

●●● 震度が5弱（1996年以

前は旧気象庁震度階級V)
程度以上…

…いずれも当5弱（1996年
以前は旧気象庁震度階級

V)程度未満･･･

…震度が5弱（1996年以

前は旧気象庁震度階級V)

程度以上…

…震度が5弱(1996年以

前は旧気象庁震度階級V)

程度以上…

･想定南海地震（中央防災

会議,MX8.6)

● 南海トラフの巨大地震

(陸側ケース）（内閣府検

討会,Mv9.0)
－

…敷地地盤は水平成層かつ
●●●

－

…のうち，比較的規模の大

きい内陸地殻内地震を用い

て，観測記録の応答スペク

ﾄル（以下「観測値」とい
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八

6(3)-5-23

6(3)-5-28

6(3)-5-29

上12

上11～

上12

下10

下9

下5

上11

下12～

下10

下9～

下 8

比較的規模の大きい内陸地

殻内地震を用いて，観測記

録の応答スペクトル（以

下 ， ｢観測値」という。）

と耐専スペクトルにより推

定…

e●①

シ

フ ◎

(以下

） ●●●

， ｢予測値」とい

…の速 度 構 造 に つ い て
－

は，主に地質調査結果等を
●●●

…として設定する二地震基
盤以深･･･

…を参考に設定する。設定
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

した地下構造モデル…

…として－選定する。

…断層長さ塑旦地震規模を
●●●

…敷地前面海域の断層群

（中央構造線断層帯）であ
スールカミF，藪料hf7面海士龍

の断層群（中央構造線断層

帯）による地震を検討用地

震として選定する ◎

なお，
－

(2011(21）

地震調査委員会
;2005

(22）
)より示さ

れている中央構造線…

う。）とNodaetal.(200

2)(36)の方法（以下「耐専

スペクトル」という。）一に
より推定･･･

●●● (以工_[予測値」とい
う。） ●●●

…の速度構造及び減衰構造

については， 敷地における

PS検層や密度検層等を…

…として設定するととも

に，地震基盤以深…

…を参考に設定しており，
この地下構造モデルから理

論的に求まる伝達関数と敷

地の観測記録から求まる伝

達関数が整合的であること

を確認している。設定した

地下構造モデル…

…として複数選定する。
－

…断層長さに基づいて松田

(1975）
(47）

により地震規模

を…

…敷地前面海域の断層群足
よる地震である。

ここで，敷地前面海域の

断層群は中央構造線断層帯

の一部であり ， 地震調査委

員会(2011
(21） ;2005(22))にお

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■

いて中央構造線…
－
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6(3)－5－30

6(3)-5-31

6(3)－5－32

下7～

下6

下8

下6

上2～

上3

上3～

上4

上7

上10

上10～

１
１
１
１

上
上

上11~

２
０
１
１

上
下

下4～

５
２

下
下

…の可能性については，基

本震源モデルの設定の中で

考慮することとする ◎

…と地震調査委員会に

よる…

－

…の方が大きめの評価とな

っているため…

敷地前面海域の断層群

（中央構造線断層帯）_の地
震動評価に当たっては…

観点から，●●●

委員会(2011

おいて …

－

(21）

地震調査

;2005
(22）

)に

…を想定｣=色←基本震源モデ
ノレの…

Bouchonetal.(2002)
(47）

■■■■■■

Robinsonetal.(2006)

Asanoetal.(2005)
(49）

－

DunhamandArchuleta

(2004）
(50)

－

宮腰ほか(2003)(里）

壇ほか(2011)(gg)

FujiiandMatsu'ura

(2000)
(53）

一

(48）
■■■■■■

…の可能性が言及されてい

ることを踏まえ，検討用地

震としてはこれらの連動を

》
一

層群（中央構造線断層
=1IL1,、弓11FJFス1斗h

震を選定する ◎

･･･と地震調査委員会(2004）

堅Lによる…

…の方が敷地への影響が大
きいと考えられるため…

内陸地殻内地震の地震動

評価に当たっては…

…観点から， 前述したとお

り地震調査委員会(2011
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

;2005
(22）

)において…

(21)

…を想定することとし，敷
地前面海域の断層群（中央

構造線断層帯）の基本震源

モデルの…

Bouchonetal.(2002)
(48）

Robinsonetal.(2006)

Asanoetal.(2005)
(50）

一

DunhamandArchuleta

(2004）
(51）

■■■■■■

宮腰ほか(2003）

壇ほか(2011)
(53）

一

(52）
－

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(54）

一

■■■■■■

(49）
■■■■■■
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6－19

6(3)－5－33

下1

上5～

上6

上8～

上9

上9～

上10

上10～

上12

下11~

下8

下6～

５
５

下
下

下2～

下 1

入倉・三宅(2001） (54）
－

(2)海洋プレート内地震

－

a． 基本震源モデルの設定

…1649年安芸・伊予の地

震一一を検討用地震として
選定し進一基本震源モデル
の…

…地震発生位置と規模

の不確かさ…

…当該地域

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

で考えられる最

大規模の地震を仮定し二
｢想定スラブ内地震」

…して設定する。

■ ● 色

断層面の設定に当たって

蛙←笹谷ほか(2006)(亜)迄
基づき…設定した

佐藤(2003)
(56）

一

◎

･･･YagiandKikuchi

(2001） (gZ)

盧して･･･

…として

－

，

の知見を考

アスペリティ位

置の不確かさを考慮し…

入倉・三宅(2001)(亜）

(2)海洋プレート内地震

海洋プレート内地震の震

源モデルの設定に当たって
ぱ園内の詮か偽－dg+H-界-て尋

起きた大規模な地震に関す

る知見も踏まえ設定する。
a． 基本震源モデルの設定

･･･1649年安芸・伊予の地

震(M6.9) を検討用地震

として選定しているが，基

本震源モデルの…

…地震発生位置と幽震規模
の不確かさ…

…当該地域の既往最大規模

であるM7.0(1854年伊予

西部の地震）の地震規模を

仮定した「想定スラブ内地

震」 pBの

－

…して設定_L"断層パラメ
－タは笹谷ほか(2006）
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

(56）
－

等に基づいて設定する。

佐藤(2003）

…Yag

(57）
－

iandKikuchi

(2001） (型の知見が示され
-で1,、ステルナ11F，言荊,F，

知見を考慮して…

…として，

の

基本震源モデル

ではアスペリティ上端を海

洋マントル上端に配置して
1,,スが海澤4Mtlill春号にアス

ペリティが存在する可能性

も考慮し･･･
－
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6－20

6(3)－5－34

6(3)-5-36

6(3)-5-37

6(3)－5－38

6(3)-5-39

上2

上11~

上12

下10

下5

下5～

下4

上4

上5

下4

上12～

上13

下11~

下10

上1～

上4

…として， 地震規模の不確

かさを考慮し…
－

(3)プレート間地震

－

a． 基本震源モデルの設定

･･･(M9.0)･･･

●●｡

－

(M_8.6) 、申●

…規模を上回る退室二重作成
された…

内 陸地殻内地震の評

価における…

－

･･･に基づいて設定…
I■■■■■■■■■■■■■■■■

BooreandAtkinson

(2008）

●●●

(58）
一

(以下 ，

いう。 ）・・・

･･･ケースは，

｢内陸補正」と

断層近傍に該

当せず，かつ地震規模が…

…ケースは，断層近傍に該

一
一

すれば,一耐専スペクトルの
●●● こととする。

…として， 基本震源モデル

では地震規模をM7.0とし

一
塁

則のばらつきを考慮し…

(3)プレート間地震

プレート間地震の震源モ
デノレの言呼声1戸当秀=-)-rl士

国内のみならず世界で起き

た大規模な地震に関する知

見も踏まえ設定する。
a．

● ● ●

● ● ●

基本震源モデルの設定

ｊ
ｊ
Ｏ
６

９
８

Ｗ
一
Ｗ
一

Ｍ
Ｍく

●●●

●●●

…規模を上回る上ともに，
世界の海溝型巨大地震の震

源断層モデルに関する知見

も踏まえ作成された…

内陸地殻内地震の魎蔓五
ペクトル評価における…

…に基

(1975）

づ

(47）

いて松田
－

により設定･･･

Booreand

(2008)(22)

● ● ●

Atkinson

(以下「内陸補正」とい

う。）

－

● ● ●

…ケースは，距離や地震規
模が…

…ケースは，距離や地震規
模型耐専スペクトルの…こ
ととする。なお，地震規模

は内閣府検討会(2012)(30）
が距離減衰式用に設定して

いる地震規模(Mw8.3)を
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6-21

6(3)-5-39
～

6(3)-5-40

上l1~

上13

下12～

下1l

下10

９
６

下
下

下5～

下4

下4～

下3

下2～

下1

下1～

上1

…ものの適切な規模の観測
記録が敷地で得られている

ことから，
－

サイト特性

等を既知として…

Danetal.,1989(")_i壇。
佐藤,1998(60))

Boore, 1983(里）

Danetal.，

…表に示す。

1989(")

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…要素地震として敷地での

観測記録斌得られて…

Daneta1．,1989(gg)

…得られていない左_ぬ，統
計的グリーン関数法…

●●● (釜江ほか,1991("))
で評価を行う こととする 0

用いる。

…ものの要素地震と

埋立観測記録が敷地

Ⅸ
｜
鴨

適

ら

れていることから，この記

録を適切に補正して（壇．

佐藤,1998(60)),サイト

特性等を既知として…

Danetal.,1989(")
－

Boore,1983

Dan

(62）
一

etal．,1989
p

…表に示す。

「5.5.3基

(61）
■■■■■■

なお，

準地震動Ssの
筈壼11戸鱈1,、てぼ夛荊‘民

一
一
一
一

リッド合成法による評価を

行う。

…要素地震として適切な観
測記録が敷地-ご得られて…

Daneta1．,1989
(61）

－

…得られていないことや内

閣府検討会(2012)(30)にお

，

一
鵬

渭
えま

●●● (釜

で評価

統計的グリーン関数

江ほか，1991(壁)）

を行う.とともに，理
一
一

リッド合成法による評価を
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6-22

6(3)-5-40

6(3)-5-41

6(3)－5－42

6(3)-5-43

6(3)-5-44

上2～

４
５

上
上

上5～

６
６

上
上

６
７

上
上

１
１
１
１

下
下

７
６

下
下

下5

下12~

下11

６
６

上
上

下11

下8～

下7

さらに，…評価も行う。

地震調査委員会(2008)

壇ほか(2011）
(52）

－

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(53）

■■■■■■

入倉・三宅(2001)

笹谷ほか(2006)

壇ほか(2011）
(52）

－

(55）
■■■■■■

(54）
一

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(53）

一

壇ほか(2011)

F
●●由

uJ11

(2000）

(52）
－

andMatsu'ura
(53）

一

壇ほか(2011)
(52）

－

(65）
■■■■■■

…統計的グリーン関数法理
びハイブリッド合成法…

－

Shimazaki(1986)

武村(1998）
(67）

■■■■■■

加藤ほか(2004）

(66）
■■■■■■

(68）
_

…地震であり， 地域に

よる…

－

行う ◎
－

(削除）

地震調査委員会(2008）

壇ほか(2011)(里）

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(54）

ー

入倉・三宅(2001）

笹谷ほか(2006）

壇ほか(2011)
(53）

一

(56）
一

(55）
■■■■■■

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(54）

■■■■■■

壇ほか(2011）
(53）

■■■■■■

FujiiandMatsu'ura

(2000)
(54）

－

壇ほか(2011)
(53）

－

(66）
■■■■■■

…統計的グリーン関数法

》
》

としてハイブリッド合成法
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

● ● ●

Shimazaki(1986)

武村(1998)
(68）

■■■■■■

加藤ほか(2004）

…地震であり，

(67）
一

(69）
■■■■■■

地表地震断

層の出現要因の可能性とし

て，地域による･･･
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6－23

6(3)-5-45

6(3)-5-46

6(3)-5-47

6(3)-5-48

6(3)－5－49

下2～

下1

上6

上11～

上12

上6

下11

３
４

下
上

上8

上10

上5

上7

上7～

８
９

上
上

上10

上4

特に，活断層や地表地震断

層の出現要因の可能性とし

ての軟岩・火山岩…
一

…地震テクトニクスが

異なり…

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…両地域の深部地工構造一
に違いがある…

加藤ほか(2004）

佐藤ほか(2013)

加藤ほか(2004）

独立行政法人

盤機構(2005）

(68）
■■■■■■

(69）
■■■■■■

(68）
ー

原子力安全基
(70）

■■■■■■

加藤ほか(2004）

加藤ほか(2004）

(68）
一

(68）
－

…これより，施設に対して

最も影響を与えるケース…

壇ほか(2011）
(52）

一

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(53）

－

入倉・三宅(2001)
(54）

…ケースを選定し，

期0．8秒を接続…

壇ほか(2011）
(52）

－

■■■■■■

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■

周

特に上軟岩･火山岩…

…地震テクトニクス（地震
－

地体構造）が異なり･･･

…両地域の深部幽臺構造一
地震波速度構造及び微小地

震の発生状況に違いがある
●●●

加藤ほか(2004）

佐藤ほか(2013）

加藤ほか(2004）

(69）
一

(70)
－

(69）
■■■■■■

原子力安全基盤機構(200
－

5）
(71）

■■■■■■

加藤ほか(2004）

加藤ほか(2004）

…これより，

(69）
一

(69）
－

施設に皇ヱー豆
影響が大きいケース…

壇ほか(2011)(型

FujiiandMatsu'ura

(2000）
(54）

－

入倉・三宅(2001）
(55）

－

…ケースを選定し，経験的

グリーン関数法（短周期側

地震動）と理論地震動（長

周期地震動）について,_周
期0．8秒を接続…

壇ほか(2011）
(53）

■■■■■■
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『

/へ

6(3)-5-50 下12

下3

下2

6(3)-5-51 下2

6(3)-5-58

6(3)－5－59

6(3)－5－60

6(3)－5－67

6(3)-5-69

6(3)-5-70

6(3)-5-71

社団法人日本原子力学

会(2007)(且）

基準地震動Ss-1及
一

び基準地震動Ss-2の…

…の比較を第5．5．49図に
－

一

刀苛す。

…の比較を第5．5.旦旦図に
示す◎

第5．3．3表考慮すべき海

洋プレート内地震

第5．3．4表考慮すべき南
海トラフ沿いのプレート間

地震

第5．3．5表考慮すべき日

向灘のプレート間地震

第5．5．1表検討用地震の

選定結果

第5.5.3(1)表地震動評
価の検討ケース一覧（内陸

地殻内地震，断層長さ約4
80km, 壇ほか(2011))

第5．5．3(2)表地震動評

価の検討ケースー覧（内陸

地殻内地震，断層長さ約4

80km,Fujii&Matsu'ura(20

00)）

第5．5．3(3)表地震動評

価の検討ケースー覧（内陸

地殻内地震，断層長さ約1
30km, 壇ほか(2011))

日本原子力学会(2007)(z
－

2）
ー

上記に基づき評価したフ

ラクタイルハザード曲線を

第5．5．49図に，震源毎の

ハザード曲線を第5．5．50

図に，基準地震動Ss-1及

ぴ基準地震動Ss-2の…

…の比較を第5.5.aL図に
示す◎

…の比較を第5．5．回且図に
示す。

別紙6－5－1に変更する。

別紙6－5－2に変更する。

別紙6-5-3に変更する。

別紙6-5-4に変更する。

別紙6-5-5に変更する。

別紙6－5－6に変更する。

別紙6－5－7に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

6－24



侭、

/へ

6(3)-5-72

6(3)-5-73

6(3)-5-74

6(3)－5－

164

6(3)-5-

187

6(3)－5－

198

6(3)-5-

254

6(3)-5-

255

第5．5．3(4)表地震動評

価の検討ケースー覧（内陸

地殻内地震断層長さ約1
30km, Fujii&Matsu'ura(20

00)）

第5．5．3(5)表地震動評

価の検討ケースー覧（内陸

地殻内地震，断層長さ約5

4km,壇ほか(2011))

第5．5．3(6)表地震動評

価の検討ケースー覧（内陸

地殻内地震，断層長さ約5

4km,入倉・三宅(2001))

第5．5．15図応答スペク

トルによる地震動評価（プ

レート間地震）

第5．5．21 図
一

(第5．5．21(2)図断層パ

ラメータの設定方法(2001

年芸予地震の知見を考慮

したモデル（不確かさ考慮

①）））

第5．5．28図応答スペク

トルに基づく評価結果（プ

レート間地震）

(第5．5．49図フラクタ

イルハザード曲線）

(第5．5．50図震源毎の

ハザード曲線（水平方

向））

第5．5．49(1)図
一

第5．5.型(2)図

別紙6－5－8に変更する。

別紙6-5-9に変更する。

別紙6－5-10に変更する。

別紙6－5－11に変更する。

第5.5.21且上図

別紙6－5－12を追加する。

別紙6-5-13に変更する。

別紙6－5－14を追加する。

別紙6－5－15を追加する。

第5.5.a(1)図

第5．5.里(2)図

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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6－26

6(3)－5－

256

6(3)-5-

261

6(3)-5-

262

6(3)-5-

263

6(3)－5－

264

～上11

９
５
２
３
６
９
咽
、
８
６
４
１
４
皿
ｕ
３
１
３

下
下
下
上
上
上
上
下
下
下
下
下
上
上
下
下
上
上

第5．5.旦旦図

(46)…

－

獅
一
蛆
一
組
一
別
一
別
一
馳
一
配
一
弘
－

5)…

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

砺
一
研
一
冊
一
弱
一
例

く
く
く
く
Ｉ

1■■■■■■■■■
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第5．3．3表考慮すべき海洋プレート内地震

発生年月日

又は公表年

1649年3月17日

1854年12月26日

1968年8月6日

■■■■■■■■

1■■■■■■■

一

地震名

(通称）

安芸・伊予の地震

伊予西部の地震

豊後水道の地震

日向灘の浅い地震

九州の深い地震

アウターライズ地震

震央

距離

(km)

29

39

22

77

59

225

震源

深さ

(km)

40(※1）

52(※1）

40

27

150

－

(※1）

(※2）

松崎ほか(2003)よりプレート上面を震源深さに設定

距離減衰式評価には地震規模としてMwを用い、Mw=Mとした

6-41

地震規

模
(※2）

(Mw)

6.9

7.0

6.6

7.4

7.3

7.4

断層

最短

距離

R(km)

約49

約65

約45

約82

約161

約225

別紙6－5－1

備考

Rは震源距離を設定

Rは震源距離を設定

RはShiono&MikUm(1975)

による

日向・豊後の地震（1769年）

について，地震本部の地域

区分の観点を踏まえ，敷地

に与える影響が最も大きい．

と考えられる位置に配置

宮崎県西部の地盤(1909年）

について，地震本部の地域

区分の観点を踏まえ，敷地

に与える影響が最も大きい

と考えられる位置に配歴

紀伊半島沖の地震(2004年）

について，地震本部の地域

区分の観点を踏まえ，敷地

に与える影響が最も大きい

と考えられる位匠に配砥



別紙6-5-2

第5．3．4表考慮すべき南海トラフ沿いのプレート間地震

侭、

(凡例：○＝ほぼ全域が震源域△＝一部が震源域領域は第5.2.12図に対応）

※距離減衰式評価には地霞規模としてMwを用い、Mw=Mとした

侭､
1

6－42

発生年月日

又は公表年

地震名

(通称）

震源域の目安

領
域
Ｘ

領
域
Ｙ

領
域
Ｚ

地震

規模
※

(Mw)

断層

最短

距離

R(km)

備考

684年11月29日

土佐その他

南海・東海．

西海諸道

○ 81/4 約72

Rは宝永地震･安

政南海地震と同

じとした

1707年10月28日 宝永地震 ○ ○
△
’
○

8.6 約72
ＩＲ

る
軸血(1973によ

1854年12月24日 安政南海地震 ○ 8.4 約72
RI鉢目田(1"1)によ

る

2001年

(地震調査研究

推進本部）

想定南海地震 ○ 8.4 約67

Rは中央防災会

議モデルと同じ

とした

2003年

(中央防災会議）
想定南海地震 ○ 8.6 約67

2012年

(内閣府検討会）

南海トラフの

巨大地震

(陸側ケース）

○ ○ ○ 9.0 約35
震源域には日向

灘も含む



八

徳､

別紙6－5－3

第5．3．5表考慮すべき日向灘のプレート間地震

発生年月日

又は公表年

1498年7月9日

2004年

(地震調査研究

推進本部）

地震名

(通称）

日向灘の地震

日向灘の地震

震央

距離

X(km)

55

78

震源

深さ

H(kIn)

10

10～40

※距離減衰式評価には地震規模としてMwを用い、Mw=Mとした

6－43

断層

最短

距離

R(km)

約56

約49

地震

規模
※

(Mw)

71/4

7.6

備考

Hは地震調査委員

会(2004)による範

囲で浅い位置とし

た

R,Xは地震調査委

員会(2004)の想定

を敷地近くに設定

した



第5．5．1表検討用地震の選定結果

マグニ

分類 検討用地震 チュード

Mw

敷地前面海域の断層群

内陸地殻内地震 (中央構造線断層帯） 7.9

による地震

海洋プレート内

地震
1649年安芸・伊予の地震 6.9

角

プレート間地震
南海トラフの巨大地震

(陸側ケース）
9.0

瓜

6-44

等価

震源

距離

Xeq(km)

43

49※

131

別紙6－5－4

断層

最短

距離

R(km)

8.1

49
※

35

※震源距離を表記
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第5．5．3(1)表地震動評価の検討ケースー覧（内陸地殻内地震，断層長さ約480km,壇ほか(2011))

不確かさを考慮するパラメータ

’ ｜署製’
応力降下量一”

(短周期レベル）!’
検討ケース 破壊伝播

速度

No. 長さ
(km)

破壊
開始点

断層
傾斜角

アスペリテイ
平面位置

スケーリング則

検討用地震

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

480 F一一一一■ ﾄ
イ ー

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

基本震源モデル
敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

壇ほか(2011）断層上端 1.0倍 90度 0.72Vs480 3ケース0

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

1.5倍or20MPa 壇ほか(2011）断層上端 90度 0.72Vs5ケース4801

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮②
地質境界断層の知見考慮

①
ｌ
心
画

1.0倍 壇ほか(2011）断層上端 北傾斜 0.72Vs3ケース4802

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮③
角度のばらつきを考慮

1.0倍 壇ほか(2011）断層上端 南傾斜 0.72Vs3ケース4803

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

壇ほか(2011）1.0倍 90度断層上端 1.0Vs480 3ケース4

不確かさ考慮⑤
アスペリティの平面位置の
不確かさ

敷地正面のジョグに

配置
1.0倍 90度 壇ほか(2011）断層上端 0.72Vs480 3ケース5

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。

○破壊開始点3ケースは，断層下端3ケース(東下端，中央下端，西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。 聖
声
？
守
画

F1:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ
同:不確かさを考慮するパラメータ
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第553(2)表地震動評価の検討ケースー覧（内陸地殻内地震，断層長さ約480km,Fu.jii&Matsu'ura(2000))

不確かさを考慮するパラメータ

破壊
開始点

応力降下量

(短周期レベル）
アスペリティ

平面位置破簾播’
検討ケースNo. さ

ゆ
長
仙

断層

胃斜角

アスペリ

ティ深さ
スケーリング則

傾

検討用地震

敷地前面海域の断層群

（中央構造線断層帯）

480

Mo

AO

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

基本震源モデル

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

断層上端 1.0倍 90度480 0.72Vs0 3ケース

Mo

Ad

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

断層上端 1.5倍or20MPa 90度 0.72Vs480 5ケース1

＠
ｌ
吟
②

Mo

Ao

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

1.0倍断層上端 90度480 1.0Vs4 3ケース

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。

○不確かさとしては,地震動評価への影響が比較的大きい不確かさ考慮①(応力降下量の不確かさ)及び不確かさ考慮④(破壊伝播速度の不確かさ)を考慮する。

○破壊開始点3ケースは，断層下端3ケース(東下端，中央下端，西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

○FMはFUjiiandMatsu'ura(2000)｡Sa/Sはアスペリテイ面積比。

|~~~~1:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ

同:不確かさを考慮するパラメータ

聖
索
？
函
占
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第5．5．3(3)表地震動評価の検討ケースー覧（内陸地殻内地震，断層長さ約130km,壇ほか(2011))

’
不確かさを考慮するパラメータ

鵜’
検討ケースNo. 破壊伝播

速度
応力降下量

(短周期レベル）
長さ
(km)

断層

傾斜角
アスペリティ
平面位置

アスペリ

ティ深さ
スケーリング則

検討用地震

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

480 イ ■

基本震源モデル

中央構造線断層帯石鎚山脈
北縁西部一伊予灘区間

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

1.0倍断層上端 90度 0.72Vs 壇ほか(2011）130 3ケース0

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

断層上端 1.5倍or20MPa 90度 壇ほか(2011）0.72Vs1 130 5ケース

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮②
地質境界断層の知見考慮

①
Ｉ
吟
『

断層上端 1.0倍 北傾斜 壇ほか(2011）2 130 3ケース 0.72Vs

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮③
角度のばらつきを考慮

1.0倍断層上端 南傾斜 壇ほか(2011）130 0.72Vs3 3ケース

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

1.0倍断層上端 90度 壇ほか(2011）130 1.0Vs4 3ケース

不確かさ考慮⑤
アスペリティの平面位置の
不確かさ

敷地正面のジョグに

配置
断層上端 1.0倍 90度 壇ほか(2011)130 0.72Vs5 3ケース

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。

○破壊開始点3ケースは，断層下端3ケース(東下端，中央下端西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

F1:予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
[==]:不確かさを考慮するパラメータ

聖
覚
？
甲
『
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夕

第553(4)表地震動評価の検討ケースー覧（内陸地殻内地震，断層長さ約130km,Fujii&Matsu'ura(2000))

■

不確かさを考慮するパラメータ

(繍罵し)’
検討ケースNo. 破壊伝播

速度
長さ
(km)

破壊

開始点i
アスペリ

ティ深さ
断層

傾斜角
アスペリテイ

平面位置
スケーリング則

検討用地震

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

480

Mo

Ad

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

基本震源モデル
中央構造線断層帯石鎚山脈
北縁西部一伊予灘区間

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考盧して配置

断層上端 1.0倍130 90度 0.72Vs0 3ケース

Mo

△ぴ

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

1.5倍or20MPa断層上端 90度1 130 5ケース 0.72Vs

Mo

Ad

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

③
！
』
駒

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

断層上端 1.0倍 90度130 1.0Vs4 3ケース

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。

○不確かさとしては,地震動評価への影響が比較的大きい不確かさ考慮①(応力降下量の不確かさ)及び不確かさ考慮④(破壊伝播速度の不確かさ)を考慮する。

○破壊開始点3ケースは，断層下端3ケース(東下端，中央下端西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

○FMはFUjiiandMatsu'ura(2000)｡Sa/Sはアスペリテイ面積比。

｢-1:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ

|--1:不確かさを考慮するパラメータ

聖
鴦
？
？
、
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第5．5．3(5)表地震動評価の検討ケースー覧（内陸地殻内地震，断層長さ約54km,壇ほか(2011))

不確かさを考慮するパラメータ

破壊伝播
速度

’検討ケースNo. 破壊
開始点

応力降下量
(短周期レベル）

断層
傾斜角

さ
叩

長
舳

アスペリティ

平面位置
アスペリ

ティ深さ
スケーリング則

検討用地震

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

480 －■ 4

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

基本震源モデル
敷地前面海域の断層群

1.0倍 壇ほか(2011）断層上端 90度 0_72Vs54 3ケース0

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

壇ほか(2011)1.5倍or20MPa 90度断層上端 0.72Vs54 5ケース1

地質調査結果を基に

敷地への影響も

考慮して配置

不確かさ考慮②
地質境界断層の知見考慮

1.0倍 壇ほか(2011）北傾斜 0.72Vs断層上端54 3ケース2
①
Ｉ
吟
① 地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮③
角度のばらつきを考慮

1.0倍 南傾斜 壇ほか(2011）断層上端 0.72Vs54 3ケース3

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

1.0倍 90度 壇ほか(2011)断層上端 0.87Vs54 3ケース4

不確かさ考慮⑤
アスペリティの平面位置の
不確かさ

敷地正面のジョグに

配置
1.0倍 90度 壇ぼか(2011）断層上端 0.72Vs54 3ケース5

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。

○破壊開始点3ケースは，断層下端3ケース(東下端，中央下端，西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。
聖
琵
？
平
①

E二コ;予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
[二コ:不確かさを考慮するﾊ゚ ﾗﾒー ﾀ



Ｌ
ロ
グ ）

第5．5．3(6)表地震動評価の検討ケースー覧（内陸地殼内地震，断層長さ約54km,入倉・三宅(2001))

不確かさを考慮するパラメータ

アスペリ

ティ深さ

断層
傾斜角

破壊伝播
速度

I
色II

No. 検討ケース 破壊
開始点

応力降下量
(短周期レベル）

長さ
(km)

アスペリテイ
平面位置

スケーリング則
’

検討用地震

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

480■

入倉･三宅

FM3.1MPa

21.5％

Mo

Ad

Sa/S

地質調査結果を基に
敷地への影響も

考慮して配置

基本震源モデル
敷地前面海域の断層群

断層上端 1.0倍 90度54 0.72Vs0 3ケース

Mo

Ao

Sa/S

入倉･三宅

FM3．1MPa

21.5％

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

1.5倍or20MPa断層上端 90度54 5ケース 0.72Vs1

入倉･三宅

FM3.1MPa

21.5％

Mo

Ad

Sa/S

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮②
地質境界断層の知見考慮

断層上端 1.0倍54 北傾斜 0.72Vs2 3ケース
①
１
ｍ
つ 入倉･三宅

FM31MPa

21.5％

Mo

Ao

Sa/S

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考盧して配置

不確かさ考慮③
角度のばらつきを考慮

1.0倍断層上端 南傾斜 0.72Vs3 54 3ケース

入倉･三宅

FM3.1MPa

21.5％

Mo

Aぴ

Sa/S

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

1.0倍 90度断層上端 0.87Vs4 54 3ケース

入倉･三宅

FM31MPa

21.5％

Mo

Aぴ

Sa/S

不確かさ考盧⑤
アスペリティの平面位置の

不確かさ

敷地r両のジョグに

配置川J1
1.0倍 90度断層上端 0.72Vs5 54 3ケース

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。

○破壊開始点3ケースは，断層下端3ケース(東下端中央下端，西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

○FMはFUjiiandMatsu'ura(2000)｡Sa/Sはアスペリテイ面積比。 聖
童
？
守
匡

I~~~~1:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ

同:不確かさを考盧するパラメータ
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※応答スペクトル手法による地震動評価に用いる地震規模は内閣府検討会(2012)による

第5．5．15図応答スペクトルによる地震動評価（プレート間地震）
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I 佐藤(2003)に基づき設定

想定スラブ内地震における基本震源モデルのMoが2001年芸予地震の2.64倍であることから、
佐藤(2003)に基づく2001年芸予地震の短周期レペル5.76e+19N､/S2を補正

A=5．76×1019×2.641/3=7.96e+19Nm/F

1

0

一一一ーj

一一一一I

YagiandKikuchi(2001)に基づき設定

I
８
６
０
－ YagiandKikuchi(2001),のすぺり分布より2001年芸予地震の断層面稠を242km2と設定遥し

Moが2001年芸予地震の2.64倍であることから断層面積を補正

S=242×2.642/3=462km2

アスベリティの面積Saspと
応力降下量4O,4Oaspの設定

YagiandKikuchi(2001)及び佐藤(2003)に基づき設定

2001年芸予地震のアスペリティ面積比10％鱗

①
Ｉ
印
画 Sasp=462×0.1=46.2km2<------------------‐

dd=9.78MPa(円形クラック）

4Oasp=(S/Sasp)×4o=97.8MPa
塞2“1年蓑予漣寅モデルの断届西輯をYQ91andK炊嘩IH（2001）のすべり且分布から仮定したうえ．佐薩《20m）のRg周期レペル

5”9◆19NnV8ｺに豪合するよう、84り遮し叶Xによりアスペリ予ィ因旧比を決定する｡それらに基づいて綱展した新層モデルに
よるシミュレーション維墨が2“1年蓑予地貝の観謝腿拠と良合しない墳含．厨朋霞1月の侭定を見直し、蚊烈配鰍と量食するまで
卜醇姶肘を掛り返してパラメータを映定しているa

↓
背景領域のパラメータの設定

Sback=S-Sasp=415.8km2
4Oback=Db/S60･5｡Sa,0･5/Da,｡Oa,=18.4MPa

（地震本部の強震動予測手法(レシピ)）
ただし●下側E文字bは寅昼領域－31は涼一アスペリテイの断屠パラメータをそれぞれ怠味する

聖
声
？
？
届第5．5．21(2)図断層パラメータの設定方法（2001年芸予地震の知見を考慮したモデル（不確かさ考慮①)）

地震規模と地震モーメントMoの設定

Mj＝7．0，MW＝7．0

Mo＝10(1.5Mw+9.1)＝3．98e＋19N、（kanamori,1977）

短周期レベルAと断層面積Sの設定
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※耐専スペクトル評価に用いる地震規模はM=Mwとして評価す-る。

第5．5．28図応答スペクトルに基づく評価結果（プレート間地震）
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7．津波

7．1概要

7．2既往津波に関する調査

7．2．1既往津波の文献調査

7．2．2津波堆積物に関する文献調査

7．3津波伝播計算手法及び計算条件

7．4地震に起因する津波

7.4.1プレート境界付近に想定される地震に伴う津波

7．4．2海域の活断層に想定される地震に伴う津波

7.5地震以外に起因する津波

7．5．1火山の山体崩壊に伴う津波

7．5．2地すべりに伴う津波

7.6重畳の検討

7.6.1組み合わせの検討

7．6．2重畳条件の設定

7．6．3津波シミュレーション

7.7基準津波の策定

7.8基準津波に対する安全性

7.9超過確率の参照

7．9．1検討対象波源の設定

7．9．2ロジツクツリーの作成

7．9．3津波ハザード評価結果

7．10参考文献
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別紙6－目－2

第7．2．1(1)表瀬戸内海沿岸に影響を及ぼしたと考えられる既往津波高①

第7．2．1(2)表瀬戸内海沿岸に影響を及ぼしたと考えられる既往津波高②

第7．2．1(3)表瀬戸内海沿岸に影響を及ぼしたと考えられる既往津波高③

第7．2．2表敷地周辺における津波堆積物の報告

第7．3．1表津波シミュレーションにおける主な計算条件

第7．4．1表最大水位変動量（プレート境界付近に想定される地震に伴う津波）

第7．4．2表概略パラメータスタディにおける断層パラメータ

第7．4．3表詳細パラメータスタディにおける断層パラメータ

第7.4.4(1)表最大水位変動量（海域の活断層に想定される地震に伴う津波）

第7．4．4(2)表最大水位変動量（海域の活断層に想定される地震に伴う津波）

第7．4．5表最大水位変動量（断層の不均質な破壊を考慮した津波）

第7．5．1表岩屑流計算並びに二層流モデル及びKinematicLandslideモデル

における主な計算条件

第7．5．2表最大水位変動量（火山の山体崩壊に伴う津波）

第7．5．3表最大水位変動量（地すべり津波）

第7．6．1表重畳津波の検討ケース

第7．6．2表最大水位変動量（重畳津波）

第7．7.1表評価地点及び波源別の最大水位変動量

第7．7．2表評価地点及び波源別の最高・最低水位

第7．7．3表主な計算条件（管路解析）

第7．7．4表基準津波の一覧

第7.8.1表主な計算条件（砂移動に関する数値シミュレーション）
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内

別紙6一目－3

第7．2．1図南海道及び近地において津波を引き起こした地震の震央位置

第7．2．2図敷地周辺における津波堆積物の報告

第7.3.1(1)図計算領域及び水深(1946年昭和南海地震津波及び南海トラフの

巨大地震に伴う津波）

第7.3.1(2)図計算領域及び水深（琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波）

第7．3．1(3)図計算領域及び水深（海域の活断層に想定される地震に伴う津波，

火山の山体崩壊に伴う津波，地すべりに伴う津波及び重畳津波）

第7.3.2(1)図計算領域の格子分割(1946年昭和南海地震津波及び南海トラフ

の巨大地震に伴う津波）

第7．3．2(2)図計算領域の格子分割（琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波）

第7．3．2(3)図計算領域の格子分割（海域の活断層に想定される地震に伴う津

波，地すべりに伴う津波及び重畳津波）

第7．3．2(4)図計算領域の格子分割（火山の山体崩壊に伴う津波）

第7．3．3図津波シミュレーションによる津波水位の評価地点

第7.4.1図1946年昭和南海地震のモデル諸元（相田モデル）

第7．4．2図1946年昭和南海地震津波の痕跡高さと計算波高との比較

第7．4．3図内閣府検討会の想定津波波源域

第7．4．4図内閣府検討会の南海トラフの巨大地震に伴う津波のモデル諸元

（ケース⑤『「四国沖～九州沖」に大すべり域を設定』）

第7．4．5図琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波のモデル諸元

第7．4．6図波源の基準断層モデル（海域の活断層に想定される地震に伴う津

波）

第7．4．7(1)図初期鉛直変位分布（水位上昇側）
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第7．4．7(2)図初期鉛直変位分布（水位下降側）

第7．4．8(1)図断層の不均質な破壊を考慮した津波波源のモデル諸元（ケース

0：アスペリティ上部に断層平均すくり量の2倍のすべり量を設

定するケース）

第7．4．8(2)図断層の不均質な破壊を考慮した津波波源のモデル諸元（ケース

1：アスペリティ上部及び背景領域上部に断層平均すくり量の2

倍のすべり量を設定するケース）

第7．4．8(3)図断層の不均質な破壊を考慮した津波波源のモデル諸元（ケース

2：アスペリテイ上部に断層平均すくり量の3倍，背景領域上部

に2倍のすべり量を設定するケース）

第7.5.1図別府湾周辺の第四紀火山及び第四紀火山岩類分布図

第7．5．2図鶴見岳周辺の地形分類図

第7．5．3(1)図火山の山体崩壊に伴う津波（崩壊ケース1）

第7．5．3(2)図火山の山体崩壊に伴う津波（崩壊ケース2）

第7．5．4図比高変化分布（火山の山体崩壊に伴う津波）

第7．5．5図比高変化開始時刻分布（火山の山体崩壊に伴う津波）

第7．5．6図敷地周辺の地すべり地形分布図

第7．5．7図地すべり津波の検討を行う地すべり箇所の位置図

第7．5．8図地点①(小島)の地すべり規模の概要

第7．5．9図地点②(海岬西）・地点③(海岬)の地すべり規模の概要

第7．5．10図地点④(亀浦)の地すべり規模の概要

第7．5．11図地点⑤(立神岩)の地すべり規模の概要

第7．5．12図比高変化分布（地すべり津波：地点②（海岬西））

第7．5.13図比高変化開始時刻分布（地すべり津波：地点②（海岬西))

第7．7．1(1)図取放水設備の構造図（海水系取水路）
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第7．7．1(2)図取放水設備の構造図（循環水系取水路）

第7．7．1(3)図取放水設備の構造図（放水路）

第7．7．2図基準津波定義地点

第7．7．3(1)図基準津波定義地点における時刻歴水位

第7．7．3(2)図基準津波定義地点における時刻歴水位

第7．7．4(1)図評価地点における最大水位変動量

第7．7．4(2)図評価地点における最大水位変動量

第7．7．5図評価地点における時刻歴水位

第7．8．1図砂移動による最大堆積量

第7.9.1(1)図ロジックツリー（南海トラフの巨大地震に伴う津波）

第7．9．1(2)図ロジックツリー（南海トラフから南西諸島までの領域を対象と

した津波）

第7.9.1(3)図ロジックツリー（敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：

海域部）の地震に伴う津波）

第7．9．1(4)図ロジツクツリー（その他の活断層に想定される地震に伴う津波）

第7．9．2(1)図平均ハザード曲線（基準津波定義地点）

第7．9．2(2)図平均ハザード曲線（3号炉敷地前面3号炉海水取水口）

第7.9.3(1)図フラクタイル曲線（基準津波定義地点）

第7．9．3(2)図フラクタイル曲線（3号炉敷地前面，3号炉海水取水口）
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別紙6－7－1

7．津波

7．1概要

供用中に設計基準対象施設に大きな影響を及ぼすおそれがある津

波（以下「基準津波」という。）を策定し，基準津波による発電用原

子炉施設への影響を評価する。基準津波は，最新の科学的・技術的

知見を踏まえ，地震に起因する津波，地震以外に起因する津波及び

これらの組み合わせによる津波を想定し，不確かさを考慮して策定

する。

7.2既往津波に関する調査

7.2.1既往津波の文献調査

敷地周辺に影響を及ぼした既往津波について,文献調査を行う。

地 震に 起因 する 既往津波の調査の対象とする文献は，渡辺

（1985；1998)(1)(2)，宇佐美(2003)(3)，宇津ほか編(200,)(4)，羽鳥

(1985;1988)(5)(6),松岡ほか(2012)(7),平井(2013)(8),松崎．平

井(2014)(9),村上ほか(1996;2002)(10)(11),山本ほか(2001)(12),

山本(2003)('3)，理科年表(2012）（14)及び気象庁の発表とする。

文献調査の結果，瀬戸内海地域を震源とする地震による津波記

録としては，羽鳥(1985)(5),松岡ほか(2012)(7)より1596年に別府

湾における慶長豊後の地震による記録があるものの，当地震での

津波の記録は別府湾沿岸のみに限定されており（平井,2013)(8)(松

崎・平井，2014)(9)，敷地周辺において被害があったという記録は

．見当たらない。

一方，太平洋側では南海トラフ沿いのプレート境界において，
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過去に概ね100～150年間隔でM8クラスの巨大地震が繰り返し

発生している。これらの地震のうち，羽烏(1988)(6)，村上ほか

(1996;2002)('0)(''),山本ほか(2001)(12),山本(2003)(13)は,1707

年宝永地震津波’1854年安政南海地震津波及び1946年昭和南海

地震津波を対象として痕跡高さの評価を実施しているが，これら

論文においても瀬戸内海沿岸における津波高さは最大で3m程度

であるとされている。

瀬戸内海沿岸に影響を及ぼした1707年宝永地震津波,1854年

安政南海地震津波及び1946年昭和南海地震津波の痕跡高さを第

7.2.1表に示し，南海道及び近地において津波を引き起こした地

震の震央位置を第7.2.1図に示す。

また，地震以外に起因する津波の記録としては，陸上の斜面崩

壊（地すべり）に関連して，1596年の慶長豊後地震の際に，別府

湾沿岸の嵩祷茜で崖崩れが発生したとされ(吉岡ほか，1997)('5)，

石辺・島崎(2005)(16)によって津波の二次的な要因となった可能性

が指摘されている。さらに，海底地すべりに関連して，同地震に

伴う瓜生島沈没の事例が挙げられる。國生ほか（2002)(17)は「瓜

生島沈没伝説」として,海中地盤の水中音波探査等の結果から「大

地震とそれによって発生した津波により，崩壊，液状化，地すべ

りなどの地変が起き，島とそこにあった家屋は流出して海底に没

した」と推論している。仮に1596年の慶長豊後地震に伴い瓜生島

が沈没したとしても，当地震での津波の記録は別府湾沿岸のみに

限定され，敷地周辺において被害があったという記録は見当たら

ない。その他に海底地すべり及び陸上の斜面崩壊（地すべり），

火山現象等,地震以外に起因する津波の記録は認められなかった。

6-62



/~、

戸、

7.2.2津波堆積物に関する文献調査

外海からの津波の影響が小さいことを踏まえ，敷地前面海域で

すおうなだ

ある伊予灘をはじめ,瀬戸内側で伊予灘と隣接する別府湾,周防灘，

ほうよ

さらには宇和海側で伊予灘と豊予海峡で接する豊後水道の沿岸部

を調査対象地域とし，当該地域における津波堆積物の報告事例を

調査した。

調査対象地域においては，近年，津波堆積物調査が精力的に進

められており，岡村・松岡(2012)('8)及び松岡・岡村（2012）（19)，

愛媛県県民環境部防災局危機管理課(2013)(20),藤原ほか(2010)(21)，

後藤ほか(2013）（22)の報告がある（第7．2．2図，第7．2．2表)。

岡村・松岡(2012)(18)及び松岡・岡村(2012)(19)は，東海から日

向灘に至る南海トラフ沿いの30を超す湖沼で津波堆積物調査を

行い，津波堆積物として痕跡を残す比較的規模の大きい津波を生

じる南海地震は300年程度の再来周期をもっているとともに約

2,000年前の津波は1707年宝永地震津波と同等若しくは大きかっ

た可能性があり，過去数千年間という時間で見れば宝永よりも大

きい津波も存在すると考えるべきであることを示した。豊後水道

さいきりゆうじんいけ

では，大分県佐伯市の龍神池において過去3，500年間の連続した

試料に海から運ばれた砂から成る顕著な砂層が8枚挟まれ，上位

から3枚は1707年宝永，1361年正平，684年天武地震に対応し，

それよりも下位の5枚はそれぞれ約1，600年前，約1，900年前，

約2，600年前，約3,000年前，約3,300年前に相当するとした。

愛媛県県民環境部防災局危機管理課(2013)(20)は，豊後水道の宇

あ いなんちようひうちなだ

和海に面する愛南町から瀬戸内海の燧灘に面する四国中央市ま
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で愛媛県沿岸部11市町の沖積低地で計109の試料を採取し,宇和

みかめちようはぷ ほけづ

海沿岸の西予市三瓶町垣生，宇和島市吉田町法花津及び同津島町

きたなだ こしだ みしようひらじよう

北灘,愛南町越田及び同御荘平城の計5地区において，層相観察，

砂粒子の円磨度や球形度の観察，珪藻化石の検鏡等によって津波

痕跡の可能性の高い堆積物を認定した。その結果から，宇和海沿

岸では大きく見て，約1,140年前から約4,140年前の3,000年間

に3回の津波イベントがあったと推定し，岡村・松岡(2012)(18)

による684年の津波イベントや約2,000年前の津波イベントと対

応している可能性を示した。

よ こ お

藤原ほか（2010）（21)は，別府湾に面する大分平野内陸部の横尾

貝塚の発掘ピットで壁面に津波の流れを示す堆積構造を詳細に観

，きかい

察し，鹿児島県の鬼界カルデラにおける約7，300年前の鬼界アカ

ホヤ噴火に伴う津波堆積物を認定している。津波堆積物基底面の

標高は2.8m前後で内陸部へ向かってやや高く，同時に層厚が薄く

なることが報告されている。当時は高海水準期であり，報告地点

は当時の内湾奥の沿岸に位置したと考えられるため，達した津波

の高さは不明である。

後藤ほか（2013)(22)は，伊予灘南岸を中心に伊予灘北方の周防

灘沿岸，別府湾沿岸，さらには佐田岬西端で豊後水道に面する

あみだいけ

阿弥陀池を含めた計12地点において津波堆積物調査を行い,層相

観察,X線CTスキャン，珪藻.貝.介形虫化石の同定等によって

津波堆積物の認定を試みた。これらの中で数千年間以上の連続し

た地質記録を残す細粒堆積物が得られた地点として，阿弥陀池の

あしなる かまい いそざきなた

ほか，愛媛県伊方町の足成，山口県の蒲井，大分県の磯崎及び奈多

が示されている。豊後水道に面する阿弥陀池（浜堤標高3．6～4.8m)
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では，浜堤が未発達であったと推定される約3,200年前に津波イ

ベントの可能性のある砂層の挟みがあり，岡村・松岡(2012）（18）

による約3,300年前の津波イベントと対応する可能性があるもの

の，それ以降に津波イベントを示唆する堆積物は認められていな

い。また，伊予灘南岸の足成（標高2.2m)では，約7,400年前～

約210年前の細粒堆積物に津波を示唆するイベント堆積物は認め

られておらず，周防灘沿岸の蒲井（標高4.2m)でも約6,000年前

以降の細粒堆積物に津波を示唆するイベント堆積物は認められて

いない。一方，別府湾南岸の磯崎（標高0．5～1m)では，約5,000

年前以降の堆積物に津波イベントの可能性のある堆積物が報告さ

れているのに対し，標高6．5～8.9mの砂丘が発達する別府湾北岸

の奈多（標高2m)では約4,500年前～約700年前の細粒堆積物に

津波を示唆するイベント堆積物は認められていない。

以上を踏まえると，外洋に近い豊後水道において684年や約

2,000年前に顕著な津波イベントが認められるものの，豊後水道

から伊予灘へつながる佐田岬西端の阿弥陀池ではこれらに対応す

る津波イベントが確認されず，外洋で発生した津波が敷地の位置

する伊予灘側に入ってきたときの影響は小さい。また，正断層型

の海底活断層が分布する別府湾では津波イベントが示唆されてい

るものの，横ずれ型の海底活断層が分布する伊予灘で津波イベン

トの報告はない。なお，約7，300年前の鬼界アカホヤ噴火時の津

波堆積物が別府湾南岸で報告されているものの，敷地近傍の足成

では対応する津波イベントが確認されていない。

したがって，津波堆積物に関する文献調査によっても，発電所

の安全性に影響を与えるような津波の痕跡は認められなかった。
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7.3津波伝播計算手法及び計算条件

津波に伴う水位変動の評価は，非線形長波理論に基づき，差分ス

キームとしてStaggeredLeap-frog法を採用した平面二次元モデル

による津波シミュレーションプログラムを用いて実施する。

津波シミュレーションに用いる数値計算モデルについては，次の

とおり設定した。計算領域については，伊予灘，別府湾及び周防灘

を含む東西約180km,南北約160kmを基本とし，波源域の大きさ，

津波の空間波形，海底・海岸地形の特徴,敷地周辺の微地形，構造

物等を考慮し，波源に応じて東西約180～2,300km,南北約160~

1,600kmを設定した。計算格子間隔については，敷地周辺における

津波の挙動をより精度良く推計できるサイズとなるよう，敷地に近

づくにしたがって最大1,600mから最小6.25mまで徐々に細かい格子

サイズを設定した。水深データについては，海上保安庁の海図等に

加え,平成25年8月に実施した沿岸部でのナローマルチビームによ

る高精度の海底地形調査結果も考慮し，最新の調査・測量に基づき

設定した。

津波シミュレーションに用いる諸定数については，次のとおり設

定した。計算時間の長さについては，最大の水位変動量が得られる

よう，津波の特性，波源との位置関係，津波到達時間及び津波継続

時間を踏まえて十分長くなるよう，波源に応じて90分，5時間及び

24時間を設定した。計算時間間隔については，波源の周期を考慮し，

数値計算手法に対する安定条件を十分満足するよう，波源に応じて

0．02秒，0．0625秒及び0．5秒を設定した。また，水平渦動粘性係数

については，土木学会(2002)(23)を踏まえ,10m2/SとOm2/sの場合に
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おける最大水位変動量を比較したところ,0m2/Sの方が有意に大き

かったことから，安全側の評価となるようOm2/sに設定した。

津波シミュレーションにおける主な計算条件を第7．3．1表に，計

算領域とその水深を第7．3．1図に，計算領域の格子分割を第7．3．2

図に示す。また，津波シミュレーションによる津波水位の評価地点

の位置を第7．3．3図に示す。評価地点は，「添付書類八第1．5．8図

及び第1.5.12図」に示す津波防護対象範囲に基づき選定した。評価

地点における水位評価の際には，水位変動量に潮位条件（朔望平均

満潮位T.P.+1.62m,朔望平均干潮位T.P.-1.69m:敷地周辺の長浜港

における潮位）を加えるとともに，地盤変動を安全側の評価となる

よう考慮する。

7.4地震に起因する津波

発電所に影響を与える可能性がある地震に起因する津波として，

南海トラフ～琉球海溝におけるプレート境界付近に想定される地震

に伴う津波及び敷地周辺における海域の活断層に想定される地震に

伴う津波について検討する。なお，海洋プレート内地震に伴う津波

については，想定される津波の規模及び敷地とプレート境界との位

置関係から，プレート境界付近に想定される地震に伴う津波と比較

して影響が小さいと評価される。

地震に起因する津波の水位変動の評価は，土木学会(2002)(23)に基

づき実施する。

7.4.1プレート境界付近に想定される地震に伴う津波

プレート境界付近に想定される地震に伴う津波については，文
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献調査の結果から対象津波を選定し，再現計算により津波シミュ

レーションモデルの妥当性の確認を行った上で評価を行う。

7.4.1.1対象津波の選定

南海トラフ沿いのプレート境界で過去に発生した地震津波の

波源の断層モデルは，相田(1981)(24)に示される1707年宝永地

震津波モデル，1854年安政南海地震津波モデル，1946年昭和南

海地震津波モデルがある。

さらに,1707年宝永地震津波や1854年安政南海地震津波等

の波高を包絡するように設定された「内閣府中央防災会議東

南海，南海地震等に関する専門調査会(2003)」(25）（以下｢中央

防災会議｣という。）の「想定東南海・南海地震津波(Mw8.6)｣,

及び東北地方太平洋沖地震を踏まえてこれを上回る地震規模で

設定された，南海トラフの巨大地震対策を検討する際に想定す

べき最大クラスの地震を想定した「内閣府『南海トラフの巨大

地震モデル検討会』(2011)(26)(2012)(27)(28)｣(以下「内閣府検

討会」という。）の南海トラフの巨大地震に伴う津波(Mw9.1)

がある。また，愛媛県(2013)(29)は，内閣府検討会の南海トラフ

の巨大地震に伴う津波(Mw9.1)を用いて評価を行っている。

以上の南海トラフ沿いのプレート境界で想定される地震津波

のうち，地震規模が最も大きく，敷地に対して影響が大きい内

閣府検討会の南海トラフの巨大地震に伴う津波(Mw9.1)を対

象津波として選定する。

また,全ての沈み込み帯でM9クラスの地震が発生しうると

の説(30)や南海トラフ～琉球海溝のテクトニクス的背景は2004
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年スマトラ島沖地震が発生したスマトラ島～アンダマン諸島の

領域と類似しているとの指摘(31)があること等を踏まえ，「南海

トラフから南西諸島までの領域を対象とした津波｣についても，

対象津波として選定する。

7.4.1.2再現性の確認

(1)再現性の確認方法

計算手法や海底地形等のモデルの妥当性を確認することを

目的として再現計算を実施する。再現計算は，地震発生時の

地形及び津波痕跡高の信頼性の面から，1946年昭和南海地震

津波を対象として実施する。

再現計算の津波シミュレーションに用いる1946年昭和南

海地震津波の波源の断層モデルは，相田（1981)(24)に示されて

いるモデルを用いる。波源の断層モデル諸元を第7．4．1図に

示す。

再現性は，第7．2．1表に示した痕跡高さのうち村上ほか

(1996)('0)に示される1946年昭和南海地震による痕跡高さを

用いて評価を実施する。

再現性の評価の指標としては，相田(1977)(32)による痕跡高

さと津波シミュレーションにより計算された津波高さとの比

から求める幾何平均値K及びバラツキを表す指標臆を用いる

こととし，土木学会(2002)(23)において「0.95<K<1.05,k

く1．45」が再現性の目安とされている。

(2)再現性の確認結果

村上ほか(1996)('0)に示される痕跡高さと津波シミュレー
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ションにより計算された津波高さとの比較を第7．4．2図に示

す。

四国地域においてはK=1.04,k=1.37となり,K及び侭

は土木学会の再現性の目安を満足しており，十分な再現性を

確保しているといえる。

7.4.1.3南海トラフの巨大地震に伴う津波

内閣府検討会は，東北地方太平洋沖地震を契機として中央防

災会議の下に設置された「東北地方太平洋沖地震を教訓とした

地震．津波対策に関する専門調査会」により示された「あらゆ

る可能性を考慮した最大クラスの巨大な地震．津波を検討して

いくべきである」との考え方（中央防災会議,2011)(33)に基づ

き,発生し得る最大クラスの地震･津波を検討し公表している。

想定津波波源域については，東側（駿河湾側）は駿河湾にお

ける南海トラフのトラフ軸から，南西側（日向灘側）は九州．

パラオ海嶺の北側付近でフィリピン海プレート境界面の深さ約

30kmからそれよりもやや深い深部低周波地震が発生している

領域まで（日向灘の領域はプレート境界面の深さ約40kmまで）

としている（第7．4．3図)。

津波波源モデルの設定にあたっては，南海トラフで発生した

過去地震に加えて，世界の海溝型地震の震源断層モデルの調査

結果も踏まえて，地震規模(Mw9.1)を設定するとともに，津

波水位への影響が大きい断層のすべり量に関して，「大すべり域

（約20m)｣,「超大すべり域（約40m)」の設定を行っている。波

源が広大であるため，「大すべり域」等の設定位置により地域毎
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の影響度合いが異なることから，「大すべり域」等の位置を複数

想定し，全11ケースの検討を実施している。

(1)津波波源の設定

内閣府検討会が公表した全11ケースのうち,伊方発電所地

点へ及ぼす影響が大きい四国沖から九州沖に大すべり域及び

超大すべり域が設定されている津波断層モデルケース（ケー

ス⑤『｢四国沖～九州沖」に大すべり域を設定』）を対象津波

として選定した（これを｢南海トラフの巨大地震に伴う津波」

という。)。内閣府検討会が設定した津波波源の断層モデルの

諸元を第7．4．4図に示す。

(2)津波シミュレーション

津波シミュレーションの結果として，最大水位変動量を第

7．4.1表に示す。津波シミュレーションの結果,3号炉敷地

前面における最大水位上昇量は約0.8m,3号炉海水取水口に

おける最大水位下降量は約0.9mであった。

7.4.1.4南海トラフから南西諸島までの領域を対象とした津波

（1）津波波源の設定

南海トラフ～琉球海溝において，プレート境界面における

固着域に関する分析を行い，その分析結果に基づき，すべり

量等の不確かさを考慮した津波波源を設定し，津波シミュレ

ーションを実施する。

南海トラフ～琉球海溝について，垣見ほか(2003)(34)の地震

地体構造区分等を参考に，南海トラフ，琉球海溝北部，琉球

6-71



P､

八

7．4．2

海溝中部及び琉球海溝南部に区分し，各領域での固着域に関

する分析(35)～(64)及び領域境界を越えて固着域が破壊する可

能性の検討(65)～(69)を踏まえた上で，現在の知識．データを超

えることが起こりうるとの観点から，琉球海溝の海溝軸付近

での固着域が東北地方太平洋沖地震規模Mw9.0の大きさで

破壊する場合を想定し，琉球海溝北部～琉球海溝中部までの

範囲を断層面積とした津波波源を設定する。

海溝軸付近に設定する大すべり域の位置については，保守

側となるよう，発電所に近い北東部の領域に設定する。破壊

様式については，瞬時破壊（ケース1）及び破壊伝播（ケー

ス2，3）を想定した検討を行う。破壊伝播を想定した検討

における破壊開始点については，大すべり域における中心位

置（ケース2）及び発電所から遠い位置（ケース3）とする。

波源の断層モデルの諸元を第7．4．5図に示す。

(2)津波シミュレーション

津波シミュレーションの結果として，最大水位変動量を第

7．4．1表に示す。津波シミュレーションの結果，3号炉敷地

前面における最大水位上昇量は約0.4m,3号炉海水取水口に

おける最大水位下降量は約0.4mであった。

海域の活断層に想定される地震に伴う津波

(1)津波波源の設定

敷地周辺海域において後期更新世以降の活動が否定できな

い断層のうち，敷地に近く，想定される地震規模が大きい断

層として，敷地前面海域の断層群がある。当断層群は中央構
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造線断層帯の一部であり，横ずれの断層である。横ずれ断層

は，地震に伴って大きな津波を生じる可能性は低いが，仮に

横ずれ断層である当断層群のすべり角に，鉛直方向の成分を

加味して津波を想定した場合には，敷地との距離関係から当

断層群に想定される地震に伴う津波が敷地に影響を及ぼす可

能性があると評価される。

そこで，当断層群に想定される地震について，「5．地震」

を踏まえ，当断層群を含む中央構造線断層帯(断層長さ約360

km)と別府一万年山断層帯が連動するケースを想定する。中央

構造線断層帯(断層長さ約360km)と別府一万年山断層帯のう

ち，海域の区間として伊予セグメント，敷地前面海域の断層

群及び別府一万年山断層帯（以下「敷地前面海域の断層群（中

央構造線断層帯：海域部)」という。）を対象として波源の基

準断層モデルを設定する。

地震規模については，地震調査研究推進本部(2010)(70)の長

大断層の考え方に基づき，土木学会(2002)(23)に記載の武村

(1998)(71)の手法で設定する。

伊予セグメント（断層長さ約33km)及び敷地前面海域の断

層群(断層長さ約54km)については，断層長さ約87kmを地震

規模想定区間とし’武村(1998)(71)に基づき断層長さより地震

規模を設定する。

別府一万年山断層帯については，別府湾沿岸に甚大な津波

被害を及ぼしたとされる1596年の慶長豊後地震に対して,大

分県(2013)(72)がその痕跡高を精織に再現していることから，

大分県(2013)(72)の断層モデルを用いることを基本とし，豊予
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海峡断層を佐田岬西端まで延伸することで，保守側に地震規

模が大きくなるように設定した。

なお，敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）

の断層上端深さは保守側となるようOkmと設定する。また，

剛性率については，伊方発電所付近は岩石密度が特に高く極

めて堅硬な塩基性片岩が分布することから，地震調査研究推

進本部(2011)(73)が採用している中央構造線断層帯の剛性率

3～4×10'0N/m2の中で上限に近い値に設定することが合理

的であるものの，深部ボーリング調査（深度2km以浅）で確

認した結晶片岩の中で相対的に密度が小さい泥質片岩（最頻

値2.75g/cm3)が仮に地震発生層（深度2～15km)において

密度2.7g/cm3で連続するとした場合を想定すると，剛性率は

3．3×10'0N/m2となることから，保守側にすべり量が大きくな

るよう，この値を剛性率に設定した。

波源の基準断層モデルを第7．4．6図に示す。

(2)津波シミュレーション

津波シミュレーションにおいては，敷地前面海域の断層群

（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断層群

及び伊予セグメントに対して，断層傾斜角及びすべり角の不

確かさを考慮したパラメータスタディ（概略パラメータスタ

ディ及び詳細パラメータスタディ）を実施する。

敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントは，「3.2.3海

域の調査．検討結果｣，「5.5.1.3震源モデルの設定」を踏ま

えれば，震源断層の位置，走向，右横ずれが卓越することを

詳細に把握していることから，概略パラメータスタディとし
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て，波源の基準断層モデノレに対して次のとおり断層傾斜角及

びすべり角を変化させる。断層傾斜角は，敷地前面海域の断

層群が横ずれ･高角断層であることを踏まえて90度を基本と

し，不確かさとして±10度を考慮する。すべり角は，敷地前

面海域の断層群が横ずれ断層であることを踏まえて180度

（右横ずれ）を基本とし，不確かさとして±10度を考慮する。

概略パラメータスタディにおける断層パラメータを第7．4．2

表に示す。

次に，詳細パラメータスタディとして，概略パラメータス

タディにおいて最も厳しい結果を与える断層傾斜角及びすべ

り角を基本とし，さらに断層傾斜角及びすべり角を±5度変

化させる。詳細パラメータスタディにおける断層パラメータ

を第7．4．3表に示す。

概略パラメータスタディ及び詳細パラメータスタディの結

果として，最大水位変動量を第7．4．4表に示す。また，詳細

パラメータスタディの結果，最も厳しいケースの初期鉛直変

位分布を第7．4．7図に示す。津波シミュレーションの結果，

3号炉敷地前面における最大水位上昇量は約5.9m,3号炉海

水取水口における最大水位下降量は約2.4mであった。

(3)評価手法の差異による影響検討

上述したこれまでの検討は，断層が一様かつ瞬時にすべる

モデルであったが，断層の不均質な破壊を考慮した津波評価

として，大すべり域及び背景領域のすべり量を別々に設定す

るとともに破壊伝播を考慮する波源モデルについても検討す

る。
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津波波源の設定にあたっては，「7.4.2（2）津波シミュレー

ション」の詳細パラメータスタディにおいて最も厳しい結果

を与える傾斜角及びすべり角の組み合わせに対して，「5．地

震」の地震動評価に用いるスケーリング則（壇ほか,2011)(74)

に基づき断層パラメータを設定する。さらに，大すべり域に

おけるすべり量の不確かさとして，壇ほか(2013)(75)及び松島

ほか(2010)(76)の知見を踏まえ，断層平均すくり量の2～3倍

のすべり量を考慮する。また，破壊伝播の不確かさとして，

瞬時に破壊するモデルに加え，断層西下端及び東下端から破

壊が開始するモデルを考慮する。波源の断層モデルの諸元を

第7．4．8図に示す。

津波シミュレーションの結果として，最大水位変動量を第

7．4．5表に示す。第7．4．4表との対比により，「7.4.2（2）津

波シミュレーション」の詳細パラメータスタディにおける最

も厳しいケースの方が最大水位変動量が大きいことを確認し

た。

地震以外に起因する津波

発電所に影響を与える可能性がある地震以外に起因する津波とし

て，火山の山体崩壊に伴う津波及び地すべりに伴う津波について検

討する。

7.5.1火山の山体崩壊に伴う津波

敷地前面海域である伊予灘西方の別府湾沿岸には，発電所運用

期間中の活動可能性を考慮する火山として鶴見岳が分布する（第
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7.5.1図)。鶴見岳（伽藍岳含む）は，活火山であるとともに山体

規模が突出して大きいため，山体崩壊に伴う津波について検討が

必要である。

7.5.1.1山体崩壊規模の設定

鶴見岳周辺の地形分類図を第7．5．2図に示す。鶴見岳は標高

1,375mの北西一南東方向にやや長い楕円形円錐状の火山であ

る｡別府湾に面する東麓は傾斜30～40度の斜面で開析谷はほと

んどない。一方，北に隣接する芙革雷との間には東西方向の深

さ200m程度の浸食谷が発達し'その谷頭部は東に開いた急斜面

となっている。また’鶴見岳山頂の北側には新鮮な滑落崖が認

められる。気象庁編(2005)(77)によれば,1597年に鶴見岳におい

て「地震’山崩れ」が発生したとされている。この崩壊箇所は

特定されていないものの，鶴見岳山頂北側の崩壊地形の一部が

これと対応する可能性があり，現状の崩壊地形が一度に形成さ

れたものとして崩壊規模を見積もるとおよそ0.02km3である。

鶴見岳山頂から別府湾までの距離は約7kmである。

伽藍岳は標高1,045mの円錐状の溶岩円頂丘であり，あまり開

析されていない。伽藍岳山頂の南側には馬蹄形の火口があり，

噴気活動が活発で変質が著しい。また，東方には鋪苗の高まり

があり，伽藍岳山頂との間は南北方向で深さ50～100mの谷とな

っているため，別府湾側の東麓が大規模に崩壊することはない。

以上を踏まえ，山体が大きく別府湾への崩壊物の流入量も大

きい鶴見岳東麓の崩壊を考慮することとし，既往最大規模に相

当する0.02km3の崩壊に伴う津波について検討する。さらに，
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仮想的な崩壊として，地形や溶岩の分布に基づく検討から山頂

を含む大規模な山体崩壊(0.54km3)についても検討する。

したがって，火山の山体崩壊に伴う津波については，「鶴見岳

山頂北側の崩壊地形から見積もった既往最大規模（崩壊規模

0.02km3)」及び「仮想的な崩壊として，地形や溶岩の分布に基

づく検討から設定した規模（崩壊規模0.54km3)」を想定し，

計2ケースを設定した（第7．5．3図)。

7.5.1.2津波シミュレーション

「7.5.1.1山体崩壊規模の設定」で設定した各崩壊ケースに

ついて，すべり面の形状，崩壊物の規模（体積)，等価摩擦係数

等を入力条件として与え，海底の地形変化（以下「比高変化」

という。）等を出力する計算手法である粒子流モデル(Patraet

al.,2005)(78)を用いた岩屑流計算を実施し，比高変化，突入速

度等の挙動を求める。初期水位形状の算出に際しては，二層流

モデル(今村ほか,2001)(79)(Maenoandlmamura,2007)(80)及び

KinematicLandslideモデル(佐竹・加藤,2002)(81)の2通りの

手法を用いる。二層流モデルは，岩屑流計算により求まる崩壊

物の海岸線における逐次の突入速度及び層厚を入力条件とし，

初期水位条件を与える手法である。KinematicLandslideモデ

ルは，岩屑流計算により求まる比高変化，比高変化開始時刻及

び比高変化継続時間を入力条件とし，運動学的に初期水位条件

を与える手法である。二層流モデル及びKinematicLandslide

モデルの計算条件を第7.5.1表に示す。

津波シミュレーションの結果として，最大水位変動量を第
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7.5.2表に示す。津波シミュレーションの結果，3号炉敷地前

面における最大水位上昇量は約0.9m,3号炉海水取水口におけ

る最大水位下降量は約0.7mであった。

7.5.2地すべりに伴う津波

7.5.2.1海底地すべりに伴う津波

敷地は外洋からの津波の影響が小さい瀬戸内海の伊予灘に面

しており，「3．地盤」で述べたとおり，敷地前面海域の海底地

形は極めて平坦である。敷地から100km以上離れた高知県の足

摺岬南方沖合いに海底地すべりが示されているものの(岡村，

1998）（82)，敷地周辺において海底地形判読や音波探査記録によ

る検討を行った結果，敷地周辺海域に海底地すべりの痕跡は認

められないため，海底地すべりに伴う津波が発電所の安全性に

与える影響は小さいものと評価される。

7.5.2.2伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波

敷地周辺には三波川帯の塩基性片岩が広く分布し，地すべり

地形が点在するが一般に古いものであり，必ずしも現在滑動し

ているものではない（防災科学技術研究所，2007）（83)。

地すべりが発生する際の誘因として地震，降雨，融雪等が考

えられるが，敷地は温暖な四国西部に位置するため，以降は地

震及び降雨による地すべり発生について検討する。

地震に伴う地すべり（以下「地震地すべり」という。）につい

ては地すべり学会（2012）（84)によって総括されており,1596

年慶長豊後地震の際に大分県の火山で発生した事例を含めて過
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去の地震地すべりの発生箇所が整理されているが，敷地周辺に

おいて，10万m3を超える地震地すべりの報告はない。また，四

国全域における10万m3以上の大規模崩壊について検討した寺

つるぎさん

戸（1986)(85)によると，三波川帯の大規模崩壊は剣山北東から

いしづちさん

石鎚山南方の四国山地部で多く，中央構造線沿いではむしろ少

ないとされている。さらに，敷地は南海トラフの震源域から離

れており’1946年12月の昭和南海地震発生後の1947年10月

~1948年5月に敷地周辺で米軍の空中写真が撮影されている

が，昭和南海地震に起因すると推定される新鮮な大規模地すべ

りの痕跡は認められない。したがって，敷地周辺において地震

地すべりが発生して敷地に影響を与えるような津波を生じる可

能性は極めて低いと評価される。

一方，降雨に伴う地すべり（以下「降雨地すべり」という。）

については，三波川変成岩類分布域において，古い地すべり地

が部分的に降雨地すべりを発生した事例の報告が多く，規模の

あ り ま

大きいものでは，高知県で発生した「土佐有間山の崩壊」の崩

壊量約370万m3という大規模崩壊(深層崩壊）の事例もある（岡

崎1986）（86)。しかしながら，四国における大規模崩壊のうち

5％内外が数百年以内の新期の形成であり，規模が100万m3以

上になると古期のものが97%を越えるとされる（寺戸,1986)

(85)。敷地周辺の地すべり地の多くは，地形の開析状況等から形

成時期が非常に古く，現在に至るまでに幾多の豪雨を経験して

いると考えられるものの，地すべり土塊の大部分は山腹に残っ

て長年に亘り安定している。また，一般に四国の大規模崩壊は

高度500m以上の地域に分布するのに対して（寺戸,1986)(85),
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敷地は標高300m程度の細長い半島に位置するために地すべり

の規模も自ずと制限される。なお，敷地周辺では深層崩壊の報

告事例も認められない。したがって，大規模な降雨地すべりが

発生して敷地に影響を与えるような津波を生じる可能性は低い

と評価される。

以上のように，伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波のリスク

は小さいものの，津波に対する備えに万全を期し，発電所の更

なる安全性向上を図る観点から，沿岸部の自然斜面で降雨地す

べりが発生して岩屑流（地すべり士塊）が海面に突入すること

で生じる津波（以下「地すべり津波」という。）の影響評価を行

うこととする。

(1)地すべり地点の選定

敷地周辺における地すべり地形の分布を示した文献として，

地すべり地形分布図第32集「松山．宇和島」（防災科学技術

研究所,2007)(83),地すべり地形分布図データベース（防災

科学技術研究所,2013)(87)があり，敷地から半径30km内に

おける地すべり地形分布を第7．5．6図に示す。防災科学技術

研究所(2007;2013)(83)(87)は,4万分の1空中写真を用い

た判読により，5万分の1地形図を基図として地すべり地形

の分布を示したものである。図示された地すべり地形は現在

も地形的に地すべりの痕跡が残っているものの必ずしも現在

滑動中ではなく，個々の地すべりの危険度等を表しているも

のではない（防災科学技術研究所，2007）（83)。また，地すべ

り地形分布図を用いる留意点として，ほぼ地形判読のみによ
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り判定されており，すべての地すべり地形が実際に地すべり

によって生じたものではないため，必要に応じて適確な現地

踏査等による確認が必要とされている(防災科学技術研究所，

2013)(87)。

敷地に津波を及ぼす可能性のある地すべりを把握するため，

防災科学技術研究所（2007）（83)に示された地すべり地形及び

1万分の1空中写真を用いた独自の地形判読によって敷地付

近の伊予灘沿岸部に分布する地すべり地形を抽出し，地表踏

査等によって地すべり認定，さらには地すべり範囲の確認を

行って縮尺5千分の1の地形図に整理した。認定した地すべ

り地の規模と敷地までの距離等から敷地への影響の大小を比

較．検討し，計5箇所の地すべり地を地すべり津波の検討対

象地点として選定した（第7．5．7～1l図)。

(2)津波シミュレーション

「7.5.2.2(1)地すべり地点の選定｣で設定した各地点につ

いて，粒子流モデル(Patraetal.,2005)(78)を用いた岩屑流

計算を実施し，比高変化，突入速度等の挙動を求める。初期

水位形状の算出に際しては，二層流モデル（今村ほか，

2001)(79)(Maenoandlmamura,2007)(80)を用いる。なお，評価

手法の差異による影響を確認するため，二層流モデルによる

計算結果が最も厳しくなる地点について,Kinematic

Landslideモデル(佐竹・加藤,2002)(81)による津波計算を実

施する。二層流モデル及びKinematicLandslideモデルの計

算条件を第7．5．1表に示す。

津波シミュレーションの結果として，最大水位変動量を第
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7.5.3表に示す。津波シミュレーションの結果，3号炉敷地

前面における最大水位上昇量は約4.7m,3号炉海水取水口に

おける最大水位下降量は約l.7mであった。，

7.6重畳の検討

7.6.1組み合わせの検討

「7.4地震に起因する津波」及び「7.5地震以外に起因する津

波」に示したとおり，プレート境界付近に想定される地震に伴う

津波，海域の活断層に想定される地震に伴う津波，火山の山体崩

壊に伴う津波及び地すべりに伴う津波について，不確かさを考慮

して検討を行った。

南海トラフの巨大地震に伴う津波と敷地前面海域の断層群（中

央構造線断層帯:海域部)の地震に伴う津波との重畳については，

これらの震源域は互いに遠く離れており，過去の南海地震発生後

に敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震が

誘発された事例もないことから関連性が低く，重畳する必要はな

いと評価される。

また，南海トラフの巨大地震に伴う津波と鶴見岳の山体崩壊に

伴う津波との重畳については，鶴見岳は南海トラフの震源域から

遠く離れているため揺れの影響は小さく，過去の南海地震発生時

に鶴見岳が山体崩壊を生じていないことから関連性が低く，重畳

する必要はないと評価される。

さらに，南海トラフの巨大地震に伴う津波と伊予灘沿岸部の地

すべり津波との重畳については，選定した地すべり地の中で敷地
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に比較的近い海岬西，海岬，亀浦のいずれも，地形の開析状況等

から古い時代の形成で南海トラフの地震や中央構造線断層帯の地

震による揺れを幾度となく被っていると考えられるものの滑動の

痕跡が認められず，降雨地すべりと評価されるため，重畳する必

要はないと評価される。

次に，敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の

地震に伴う津波と鶴見岳の山体崩壊に伴う津波との重畳について

は，地震による揺れで鶴見岳の一部が崩壊する可能性は考慮する

必要があるものの，前者の津波の敷地到達が地震発生の6～7分

後であるのに対して後者の津波の敷地到達は50～60分後である

ため，重畳しても影響はないと評価される。

また，敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の

地震に伴う津波と伊予灘沿岸部の地すべり津波との重畳について

は，前述のとおり選定した地すべり地は降雨地すべりと評価され

るため関連性が低く，基本的には重畳する必要はないと評価され

る。なお，敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）

の地震によって，伊予灘沿岸でより小規模な地すべりあるいは斜

面崩壊が発生する可能性については考慮する必要があるものの，

その影響は選定した地すべり津波の影響に包含されると評価され

る。

以上のように，各津波発生要因の関連性は低く，基本的には重

畳する必要はないと評価されるものの，津波に対する備えに万全

を期し，発電所の更なる安全性向上を図る観点から，敷地前面海

域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震に伴う津波と伊

予灘沿岸部の地すべり津波を重畳させた津波（以下「重畳津波」
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A

という。）の影響評価を行う。

7.6.2重畳条件の設定

伊予灘沿岸部の地すべり津波が，敷地前面海域の断層群（中央

構造線断層帯：海域部）の地震の従属事象であると考え，敷地前

面海域の断層群（中央構造線断層帯）に想定される基準地震動の

主要動継続時間の範囲内で任意の時間差をもって伊予灘沿岸部の

地すべりが発生すると想定する。

敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震に

伴う津波の津波シミュレーションで得られた時刻歴水位に対し，

伊予灘沿岸部の地すべり津波の津波シミュレーションで得られた

時刻歴水位を足し合わせ，水位変動量が最大となる地すべり地及

び時間差を抽出し，一体計算を行う。検討ケースを第7．6．1表に

示す。

7.6.3津波シミュレーション

津波シミュレーションの結果として，最大水位変動量を第

7．6．2表に示す。津波シミュレーションの結果，3号炉敷地前面

における最大水位上昇量は約6．5m,3号炉海水取水口における最

大水位下降量は約2.9mであった。

7.7基準津波の策定

評価地点及び波源別の最大水位変動量を第7．7．1表に，朔望平均

満干潮位を考慮した最高・最低水位を第7．7．2表に示す。

基準津波は,「第7．7．2表に示した津波シミュレーションにおける
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各評価地点（以下「一次評価地点」という。）に対して最も厳しい結

果を与える津波」及び「取放水設備の水理特性を考慮した水位変動

に関する数値シミュレーション(88)～(90)（以下「管路解析」という。）

を用いて算出される海水ピット等の評価地点(以下｢二次評価地点」

という。）に対して最も厳しい結果を与える津波」として策定する。

管路解析においては，潮位条件に加えて，管路の形状，材質及び

表面の状況に応じた摩擦損失を考慮するとともに，循環水ポンプ及

び海水ポンプの稼働状態，貝付着の有無及びスクリーン等の有無を

不確かさとして考慮した計算条件とする。また，管路解析における

入力条件は，津波シミュレーションにより求まる一次評価地点の時

刻歴水位とする。なお，一次評価地点から選定される基準津波がす

べて「重畳津波」となることから，入力条件とする時刻歴水位は「重

畳津波」に加え，これを構成する「海域の活断層に想定される地震

に伴う津波」及び「地すべり津波」も対象とする。管路解析の主な

計算条件を第7．7．3表に,取放水設備の構造図を第7.7.1図に示す。

以上の方針に基づき策定した基準津波を第7．7．4表に示す。基準

津波定義地点を第7．7．2図に，基準津波定義地点における時刻歴水

位を第7．7．3図に示す。なお，基準津波定義地点は，施設からの反

射波の影響が微少となるよう，敷地から沖合いへ約2.5km離れた水

深約47mの地点を定義地点として選定している。

また，各一次評価地点に対して最も厳しい結果を与える基準津波

の最大水位変動量分布を第7．7．4図に，時刻歴水位を第7．7．5図に

示す。

行政機関による既往評価としては，プレート境界付近に想定され
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る地震に伴う津波として内閣府検討会，海域の活断層に想定される

地震に伴う津波として大分県(2013)(72)がある。内閣府検討会は

「7.4.1.3南海トラフの巨大地震に伴う津波」に記載のとおり，既

往の南海トラフ沿いの津波波源モデルの中で最大となるよう設定さ

れた波源設定の考え方，解析条件等に着目して精査を行った上で，

津波波源に組み入れている。また’大分県(2013)(72)についても，

「7.4.2海域の活断層に想定される地震に伴う津波｣に記載のとお

り，波源設定の考え方，解析条件等に着目して精査を行った上で，

津波波源に組み入れる際に保守側の評価となるよう設定している。

したがって，行政機関による既往評価については，その内容を精査

した上で安全側の評価となっていることを確認又は安全側の評価と

なるように設定した上で基準津波の策定に反映している。

7.8基準津波に対する安全性

第7.7.4表のとおり，敷地前面における基準津波による最高水位は，

朔望平均満潮位を考慮するとT.P.+8.1m程度である。

重要な安全機能を有する施設を内包する建屋及び重要な安全機能

を有する屋外設備である海水ポンプを設置しているエリアの周辺敷

地高さはT.P.+10mであり，地盤変動を考慮しても，基準津波による

遡上波に対して影響を受けるおそれはない。

海水ピットポンプ室での最高水位はT.P.+4.30m,最低水位は

T.P.-3.26mである。重要な安全機能を有する屋外設備である海水ポン

プを設置しているエリアには，浸水防止設備として水密扉，水密ハッ

チ及び床ドレンライン逆止弁の設置及び貫通部止水処置を実施して

いることから，地盤変動を考慮しても，津波が流入することはない。
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また，海水ポンプの取水可能水位はT.P.-4.10mであることから，地

盤変動を考慮しても，海水ポンプの取水性に影響を及ぼすことはない。

取水ピット及び放水ピットでの最高水位はT.P.+4.87m及び

T.P.+4.07mである。流入経路となる高さは，取水ピットにおいて電気

ケーブルダクトのT・P.+5.9m,放水ピットにおいて側壁貫通部の

T・P.+7.0mであることから，地盤変動を考慮しても，津波が流入する

ことはない。

また，基準津波に伴う砂移動による影響について検討する。海上

ボーリング調査等から砂の粒径，密度等を設定し，藤井ほか

(1998)(91)及び高橋ほか(1999)(92)の手法を用いて砂移動に関する数

値シミュレーション(91)～(95)を実施した。海水取水口付近での最大堆

積量は0.01m以下であり，砂移動・堆積に伴って海水取水口が閉塞

することはない。

砂移動に関する数値シミュレーションの計算条件を第7．8.1表に，

サイト周辺における砂移動による地形変化量を第7．8．1図に示す。

7.9超過確率の参照

日本原子力学会(2012)(96)及び土木学会原子力士木委員会津波評価

部会(2011)(97)の方法を参考に，確率論的津波ハザード評価を行い，基

準津波による水位の超過確率を参照する｡なお，地すべり津波につい

ては，発生頻度を設定することが難しいため，評価に含めていない。

7.9.1検討対象波源の設定

検討対象波源としては，プレート境界付近に想定される地震に
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伴う津波として「南海トラフの巨大地震に伴う津波」及び「南海

トラフから南西諸島までの領域を対象とした津波」を，海域の活

断層に想定される地震に伴う津波として「敷地前面海域の断層群

（中央構造線断層帯：海域部）の地震に伴う津波」及び「その他

の活断層に想定される地震に伴う津波」とする。なお，海域の活

断層として特定されていない震源に対応する領域震源（背景的地

震）の地震に伴う津波については，超過確率に与える影響が小さ

いため，評価に含めていない。

7.9.2ロジックツリーの作成

ロジックツリーについては，波源毎に地震発生モデル，津波高さ

推定等に関するばらつきの分岐を考慮して設定する。設定したロジ

ックツリーを第7.9.1図に示す。

7.9.3津波ハザード評価結果

水位と年超過確率の関係を第7.9.2図に示す。基準津波定義地点

における基準津波の最高水位及び最低水位の年超過確率は，それぞ

れ10-7～10-8程度及び10-5～10-6程度である。また，フラクタイル曲

線を第7.9.3図に示す。
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第 7．2 1(1)表瀬戸内海沿岸に影響を及ぼしたと考えられる既往

県 市町村名

愛媛 県 西条市

西条市

松山市

松前町

伊予市

愛南 町

愛南町

愛南 町

愛南 町

愛南 町

宇和島市

宇和島市

西予市

八幡浜市

伊方 町

伊方町

伊方 町

香川県 内海町

直島町

高松市

高松市

高松市

坂出市

坂出市

丸亀市

徳島県 鳴門市

徳島市

小松島市

阿南市

阿南市

阿南市

美波町

美波町

美波町

美波町

美波町

美波町

美波町

美波町

美波町

美波 町

牟岐町

牟岐町

牟岐町

牟岐町

牟岐町

※村上ほか(1996,2002)の

－タを追記したもの

地 名

西条

壬生川

三津浜

松前

伊予

岩水

満倉

深浦

久良

貝塚

宇和島

吉田

三瓶

八幡浜

伊方

三崎

内の浦

内海

直島

高松

庵治

香西

木沢浦

浜西

丸亀

撫養

徳島

小松島

中 島

橘

椿泊

阿部

由岐

由岐長円寺

由岐八幡神社

田井観音

田井

木岐

木岐延命寺

木岐大師庵

日和佐町

牟岐

牟岐杉尾神社

牟岐石ヶ平

出 羽 島

牟岐薬師堂
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(単位:m)

1707年 1854年 1946年

宝永地震 安政南海 昭和南海

1－2
※

1－2
※

1．5
※

1．2
※

2
※

2．5
※

3．5－4

2－3

3－4

4－5

2－3

5．1 2－3 1．5

5 3．7 1 5

1 2

0 9

1 2

1 2

0 7

2
※

1
※

1．8
※

1．5
※

0.9

1．8
※

l.3
※

1
※

1．5
※

2
※

1－2 0．9

1－2 1．4

1．5－2 2

4－5

3－4 3 4

3．7

5．5

6－7 7－8 4

7．2

7．7

4．3

2

6－7 4．2

6．5

6．7

2－3 2．5，3．6

6－7 6－7 4．5

3．6

8

6 3．6

4．7

良ほか(2001),山本(2003)の津波高さのデ



第 7．2 1(2)表瀬戸内海沿岸に影響を及ぼしたと考えられる既往

(単位:m)

県 市町村名 地 名
1707年

宝永地震

1854年

安政南海

1946年

昭和南海

徳島県 海陽町 浅川 6－7 6．5－7．2 4．7－5．3

海陽町 那佐那佐大師堂 5．5

海陽町 那佐 4．2

海陽町 鞆浦 3 3．5 2

海陽町 宍喰 3．6

海陽町 宍喰願行寺 5．5

海陽町 宍喰鈴ヶ峯桜の本 5．3

海陽町 宍喰宍喰川上流 4 5

海陽町 宍 喰 八 幡 3 6

海陽町 宍喰祇園拝殿 3 2

海陽町 宍喰愛宕山 3 9

八
海陽町 宍喰古目大師堂 7 9

海陽町 宍喰古目御番所 7 7

高知県 東洋町 甲浦 6 3 6 4．3

室戸町 佐喜浜 5 2．9

室戸町 椎名 4．8

室 戸 町 津呂． 1.9

室 戸 町 室津 6－7 3 2

奈半利町 奈半利 3

安田町 安 田 2．3

安芸市 伊尾木 3

安芸市 安芸 6－7 5 3

香南市 手結 6－7 5 3．3

香南市 下夜須 9．3

香南市 岸本 5－6 5 1．5

香南市 赤岡 4－5 4

香南市 古川 4－5

南国市 十市 7－8

高知市 仁 井 田 6－7

高知市 種崎 5－6 1．7

角 高知市 下田 6－7

高知市 吸江 6－7

高知市 一宮 7．7

高知市 潮江 5－6 1．3

高知市 高知 2－3 3 0 5

高知市 御 畳 瀬 5－6 1 3

高知市 藻州潟 5 2 2

高知市 浦戸 5－6 4．5－5 1 8

高知市 桂浜 5－6 4．5－5

高知市 甲 殿 5－6 5 4．3－5．1

土佐市 宇佐 8－13 5．8－8．9 4．6

土佐市 福島 7－8 7－8 4

須崎市 奥浦 3.1

須崎市 野見 5．6

須崎市 押岡 7－8

須崎市 吾井ノ郷 9 7－8
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第 7．2 1(3)表瀬戸内海沿岸に影響を及ぼしたと考えられる既往

(単位:m)

県 市町村名 地 名
1707年

宝永地震

1854年

安政南海

1946年

昭和南海

高知県 須崎市 多ノ郷 8．7 7．1－8．4 3．5

須崎市 須崎 8 5．5 4．4

須崎市 安和 5．1

中土佐町 久礼 7．5－8 5．6－8．3 2．3，3．7

中土佐町 上 ノ加江 5－6 2．5－3．1

中土佐町 矢井賀 7．8

四万十町 興津 6 4．3

黒潮町 佐賀 4．7

黒潮町 伊田 5－6

黒潮町 上川ロ 4．9

黒 潮 町 鞭 8．5 4．0

内
黒 潮 町 入野 8．6 6－6．5

四万十市 下田 4－5 3．9

土 佐清水市 布 2．5

土佐清水市 下ノ加江 10 7．2 3．7

土佐清水市 大岐 8．1 4．9－5．3

土佐清水市 以布利 10 4．3－4．7 3．1

土佐清水市 窪津 4．4

土佐清水市 大浜 8．6 5

土佐清水市 土佐清水 5 4 2．3

土佐清水市 下益野 4－5

土佐清水市 三崎 7 5－6 3

土佐清水市 下川口 7－8 4－5 3

土佐清水市 貝ノ川 8 4

土佐清水市 大津 7

大月町 古満目 4 3．5

大月町 柏島 3．3

宿毛市 片島 1．8

宿毛市 ハイタカ神社 9．8 3．2 2．5

宿毛市 清宝寺 4．5－5．5

岸、 宿毛市 和田の奥 4.1

宿毛市 天神社 3

宿毛市 河戸堰 3．5－4
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文献 地点名 地質妃録 イベント堆積物 イベントの年代 標高 備 考

愛媛県(2013）

垣生

法花津

北灘

越田

平城

シルト,有機質粘土:層厚約2m

シルト：層厚約2m

シルト，有機質粘土:層厚約1m

シルト,有機質粘土:層厚約2m

シルト,有機質粘土:層厚約4m

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層:層厚6cm

約400年前以前

約920年前～1,780年前に2回

約910年前～940年前

約1,120年前以前

約1,140年前～1,200年前

約2,000年前～2,500年前

約3,660年前～4,140年前

不明

鯛査地点:7.2m

イベント堆積物:4.4m

鯛査地点:3.5～3.6m

イベント堆積物:1.2～1．4m

鯛査地点:同上

イベント堆積物:0.9～1.0m

澗査地点:3｡4～3.5m

イベント堆積物:1.8m

鯛査地点:同上

イベント堆積物:1.5m

鯛査地点:2.1～2.6m

イベント堆積物:1.8m

鯛査地点：同上

イベント堆積物:0.8～1.4m

鯛査地点：同上

イベント堆積物

:－0．3m～－0．2m

鯛査地点:4.8m

イベント堆積物:3．3m

堆祇速度からの内挿年代

藤原ほか(2010) 横尾 K-Ah(65cm)を含む厚さ約1.8mの堆積物
葉理や斜交層理が

発逮するK-Ah
約7,300年前 K-Ah基底:2.8m

横尾貝塚発掘ピットの観察結果

アカホヤ噴火に伴う津波と解釈

後藤ほか(2013）

蒲井

足成

阿弥陀池

奈多

磯崎

腐植質シルト,砂質シルト:層厚約5m
(約6,000年前～）

腐植質シルト,火山灰質砂：層厚約15m

(約7,400年前～約200年前）

砂質シルト,湖成堆積物:約10m

(約4,300年前～現在）

泥炭,腐食質シルト:約5m
(約4.500年前～約700年前）

泥炭,腐食質シルト：1～2m
(約5,000年前～）

なし

なし

砂層

なし

基質を欠く

逆級化する砂礫

■ ■ ■ ■

約3,200年前

■■■■

磁器片を含む砂礫層の堆積後

地点標高:約5.5m
(盛土1.3m)

地点標高:約3.5m

(盛土1.3m)

潟湖

(浜堤:3.6～4.8m)

地点標高

砂丘標商

約4m(盛土2m)

6.5～8．9m

地点標高

(盛土l～

約2m

.5m)

浜堤が未発達な時期のイベント。

他に,600～700年前と3,200年前よ

り少し前に湖沼環境の突発的変化

(珪藻化石の分析結果）があり，前

者は人為の影等を示唆。

岡村・松岡(2012）

松岡・岡村(2012)
龍神池

湖成堆積物:層厚約5.4m

(約3,500年前～現在）

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

砂層

1707年宝永

1361年正平

684年天武

約1,600年前

約1 900年前

約2600年前

約3000年前

約3300年前

潟湖

(海と細長い水路でつな

がっている）



第7 ． 3 1 表 津 波 シ ミ ュレーションにおける主な計算条件

計算条件項目

(1946年昭和南海地震津波及び南海トラフの巨大地震に伴う津波）

・四国南方海域を中心として東西約1000km,南北700kmの領域

(琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波）
・四国南方及び南西諸島海域を中心として東西約2300km,南北1600kmの領域

(海域の活断層に想定される地震に伴う津波，火山の山体崩壊に伴う津波，地すべりに伴う津波及び重畳津波）
・東西約180km,南北約160km

計算領域

(1946年昭和南海地震津波，南海トラフの巨大地震に伴う津波及び琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波）
・沖合いでの最大1600mから800,400,200,100,50,25mと1/2ずつ徐々 に細かい格子を設定

(海域の活断層に想定される地震に伴う津波，火山の山体崩壊に伴う津波，地すべりに伴う津波及び重畳津波）
・沖合いでの最大400mから200,100,50,25,12.5,6.25mと1/2ずつ徐々 に細かい格子を設定

計算

格子間隔※】

(1946年昭和南海地震津波，南海トラフの巨大地震に伴う津波及び琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波）

・0．5秒

(海域の活断層に想定される地溌に伴う津波及び火山の山体崩壊に伴う津波）
・0.0625秒

(地すべりに伴う津波及び重畳津波）
・0．02秒

計算

時間間隔※2

へ

基礎方程式｜・非線形長波(浅水理論)の連続式および運動方程式

(1946年昭和南海地震津波，琉球海溝Mw9.0の地露に伴う津波，海域の活断層に想定される地震に伴う津波及び
重畳津波）

･MansinhaandSmylle(1971)の方法により計算

(南海トラフの巨大地震に伴う津波）

・内閣府検討会(2012）

(火山の山体崩壊に伴う津波及び地すべりに伴う津波）
・岩屑流計算の結果による

初期条件

自由透過条件または吸収境界条件（ただし関門海峡は波の主成分が反射すると仮定し陸側

境界とした）

沖合
境界条件

･伊方発電所敷地周囲は陸上遡上を考慮

･上記以外の陸岸は，静水面より上昇する津波に対して完全反射条件

･静水面より下降する津波に対して小谷(1998)の遡上境界条件により海底露出を考慮

陸岸

境界条件

海底摩擦｜・マニングの粗度係数n=0.025(I1rl/3.s)

水平渦動
粘性係数

.0m2/s

(1946年昭和南海地震津波，南海トラフの巨大地震に伴う津波及び琉球海溝Mw9.0の地震に伴う津波）
・24時間

(海域の活断層に想定される地震に伴う津波，火山の山体崩壊に伴う津波及び重畳津波）
・5時間

(地すべりに伴う津波）

･90分

計算対象

現象時間
へ

※l長谷川ほか(1987)に基づき設定

※2安定条件(CFL条件)を十分満足するように設定

基礎方程式：非線形長波（浅水理論）の方程式および運動方程式

迦十迦十型=0
6I猷砂

等景(計量(割李騨器侭,(響等#"=F-,
等量(割号(¥)"¥-｣I:標割儲州両F雲．

ここに，

水平方向座標,r:時間，’ﾉ：静水面からの水位
：それぞれX,y方向の線流量
：水平渦動粘性係数

全水深(D=h+")

：静水位

；重力加速度

：マニングの粗度係数

ｙ
″

鵡
秘
風
り
ん
ｇ
〃
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第7．4．1表最大水位変動量

(プレート境界付近に想定される地震に伴う津波）

下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース

一次評価恥点

水位下降側水位上昇側

検討ケース

3号炉

T/B復水
器取水先端

3号炉

海水取水口

3号炉

敷地前面

3号炉

海水取水口

3号炉

放水口

坐
一

ｍ３８△

〈
Ｕ十

坐
一

狐６７０十 +0.76m

雲
一

ｍ７７●０＋

翌
一

ｍ６８■０－

南海トラフの巨大地震に伴う津波
[-0.84m]

へ
＋0.37m

[-0.06m]

+0.37m

[-0.06m]

-036m

[-0.061n]

+0.40m

[-0.06In]

＋0.381n

[-0.06m]
ケース1

琉球海瀧Mw9.0の

地震に伴う津波

＋0.38m

[-0.06m]

-0.35m

[-0.06m]

+0.40m

[-0.06m]

+0.38m

[-0.06m]

＋0.38m

[-0.06m]
ケ ー ス 2

＋0.37m

[-0.06m]

+0.37m

[-0.06m]

-0.35m

[-0.06m]

＋0.39m

f0．06m]

＋0.38m

[~0.06nn
ケ ー ス 3

［］内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起，－が沈降)。

へ
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第7．4．2表概略パラメ ータスタディにおける断層パラメータ

下線：基準断層モデル

すべり角※

（度）

剛性率

(N/nf)

傾斜角※

（度）

長さ

(km) ｊ

幅
恥Ｉ

すべり量

(m)

MO

(N･m)
断層名 MW

170

北80 7．49180 87 15．2 7．61 3.27E+20

190

170
敷地前面海域の断層群

十

伊予セグメント

3.3E+10 15.0 7．61 3.27E+20 75990 180
－

87

190

170

南80 180 87 15.2 7．61 3.27E+20 7－49

190
へ

※敷地前面海域の断層群（中央構造線断層補
層帯は基準断層モデルと同じ。

海域部）のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府一万年山断

へ
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第7．4．3表詳細パラメ ータスタディにおける断層パラメータ

下線；詳細パラメータスタディにおける基本ケース（概略パラメータスタディ結果のうち最も厳しいケース）

すべり角※！

（度）

傾斜角※！
（度）

幅

(km)

すべり量

(m)

剛性率
(N/If)

長さ

(km)

MO

(N･m)
断層名 Mw

165

北75 7．37170 87 15．5 7．61 327E+20

175

165

北80
－

170 15.2 7．61 3.27E+20 7．4987

175

水
位
上
昇
側

165

北85 170 7．573.3E･卜10 87 150 7．61 3.27E+20

175一

165

90燕3
一

170
－

87 15.0 7.61 3.27E+20 7．59

敷地前面海域の断層群

＋

伊予セグメント

175

165

南85 170 87 15．0 76］ 3.27E+20 7．57

175

185

北75 7．37190 87 15．5 7．61 3.27E+20

195

水
位
下
降
側

185

北803.3E･I･10 190 87 152 7．61 3.27E+20 7．49

195

185

北85 7．57190 87 15.0 7．61 3.27E+20

195

※l敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府一万年山

断層帯は基準断層モデルと同じ。

※2北80度：概略パラメータスタディ結果のうち評価地点「3号炉T/B復水器取水先端」「3号炉放水口」における最も厳しいケース

※390度：概略パラメータスタディ結果のうち評価地点「3号炉敷地前面」「3号炉海水取水口」における最も厳しいケース

へ
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第7．4．4（1）表最大水位変動量

(海域の活断層に想定される地震に伴う津波）

(概略パラメータスタディの結果）
下線：各一次評価地点における地盤変動鐘を考慮した最も厳しいケース

一次評価恥点

検討ケース

水位下降側水位上昇側

3号炉

T/B復水

器取水先端

すべり角※

（度）

3号炉

敷地前面

3号炉

放水口

3号炉

海水取水口
傾斜角※

（度）

3号炉

海水取水口

ﾛ ■■

-1.08m

[-0.25m]

＋4.14m

[-0.24m]

+212m

[-0.25m]

+1.48m
－

[~0.24m]

+1.68m
－

[-0.241n]
170

+0.41m

[±0.00m]

＋0.39m

[±0.00m]

+0.37m

[±0.00m]

+0.38m

[±0.00m]

-0.62m

[±0.00m]

へ
北80 180

-1.72m

[0.25m]

+0.80m

[+0.25m]

+0.73m

[0.25m]

+0.73m

[0.25m]

+0.72m

[025m]
190

-106m

[-0.28n,]

＋4.11m
－

[-0.28m]

.+2.11m
－

[-0.28In]

+1.411n

[-0.28In] １
ｍ
Ⅲ

４
８

６
２

Ｌ
ｕ

＋
一ｔ

170

-0.61m

[0.01m]

＋0.43m

[+0.01m]

+0.40m

[0.01m]

＋0.38m

[0.01m]

＋0.40m

[0.01m]
1809(）

１
ｍ
、

７
９
７
２

告
●

〈
Ｕ
ｎ
》

＋
＋に

-1.61m

[0.30m]

+0.70m

[0.30m]

+0.71m

[0.30m]

+0.69m

[030m]
190

＋3.86m

[-0.30m]

+193m

[-0.30m]

+1.25m

[-0.30m]

+1.48m

[-0.30m]

-1.03m

[-0.30m]
170

-0.59m

[0.021n]

+044m

[+0021n]

+0.41m

[0.02m]

+0.39m

[0.02m]

+0,41m

[OO2m]
南80 18(）

＋0.82m

[+0.33m]

+0.80m

[0.34m]

＋0.801n

[0.34m]

+0.80m

[0.34m]

-1.44m

[0.34m]
190

［］内の数値は伊方発電所における地盤変動壁（+が隆起一が沈降)。
※敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯:海域部)のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，

別府一万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
へ
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第7．4．4(2)表最大水位変動量

(海域の活断層に 想 定 さ れ る 地 震 に 伴 う 津 波 ）

(詳細パラメータスタディの結果）
下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース

I

一次評価地点I

検討ケース
水位下降側水位上昇側

3号炉

T/B復水

器取水先端

すべり角※

（度）

傾斜角※

（度）

3号炉

海水取水口

3号炉

敷地前面

3号炉

海水取水口

3号炉

放水口

＋5．94m
－

[-0.33m」 １
ｍ
Ⅲ

２
４

５
３

●
●

３
０
十
一ｔ

＋2.26m

[-0.33m]

＋2.73m

[-0.33m]

口
165

+4.06m

[-0.22m]

+2.07m

[-0.231n]

+1.48m

[-0.221n]

+1.66m

[-0.22m]
北75 170

+198m

[-0.11m]

+0.70m

[-0.11m]

+0．77m

[~0.11m]
←

＋0.94m

[-0.11m]
175

ー ＋2.25m
－

[-0.36m]

＋2.76m

[-0.37m]

＋5.90m

[-0.36m] １
ｍ
、

９
７

５
３

●
。

３
０

＋
一ｔ

165

+1.68m

[-0.24m]１
ｍ
伽

４
４

１
２

。
◆

４
０

十
一ｆ

＋2.12m

[-0.25m]

+1.48m

[-0.24m]
北80 170

＋0.77m

[-0.12m]

＋2.00m

[-0.12m]

+0.941n

[-0.12m]

+0.70m

[-0.12m]
175

+5.841n

[-0.39m]

+2.201n

[-0.39m]

+2.75m
－

｢-0.40m1

+3.60m
165

[･-0.40m]水
位
上
昇
側

+1.45In

[-0.26m] １
ｍ
ｍ

８
６

６
２

。
●

１
０

十
一ｔ

＋4.14m

[-0.26m] Ｊ
、
、

４
６

１
２

甲
。

２
０

十
一ｆ

北85 170

+2.01m

[-0.13m]

＋0.68m

[-0.131n]

＋0.76m

[-0.13m]

＋0.93m

[-0.13m]
175

１
ｍ
Ⅲ

３
２

８
４

●
●

５
０

＋
一Ｋ

＋3.55m

[-0.42m]

＋2．12m

[-0.42m]

+2.69m

[-0.42m]
165

＋4.11m

[-0.281n]

+2.11m

[-0.28m]

+1．41nl

[-0.28m]

＋l64m

[-0.28m]
17090

+0.74m

[-0.13m]

十1.99m

[-0.13m]

＋0.91m

[-0.13m]

+0.66m

[-0.13m]
175

+5.60m

[-0.44m] １
ｍ
釦

４
４

曲
●

３
０

＋
一ｔ

+2.01m

[-0.44m] １
ｍ
ｍ

９
４

５
４

●
◆

２
０

十
一ｆ

165

+157m

[-0.29m]

+4.00m

[-0.29m]

+2.05m

[-0.29m]

+1.34m

[-0.29m]
南85 170

へ

+196m

[-014m]

＋0.88m

[-0.14m]

＋0.62m

[-0.14In]

+0.71m

[-014m]
]75

-0.95m

[+0.11m]
185

-175m

[+0.23m]
北75 190

－2．39In
－

[+0.34m]
195

-0.94m

[+0.13m]
185

水
位
下
降
側

-1.72m

[+025m]
北80 190

-2.34m

[+0.38m]
195

-0.92m

[+0.14m]
185

-1.681n

[+0.28m]
北85 190

-2.271n

[+0.4m］
1．95

]内の数値は伊方発電所における地盤変動愚（+が隆起，－が沈降）
敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断届群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府一万年山断
層帯は基準断層モデルと同じ。

［

※
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第7．4．5表最大水位変動量

(断層の不均質な破壊を考慮した津波）

下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース

一次評価地点

水位下降側水位上昇側

検討ケース※

3号炉

T/B復水

器取水先端

3号炉

海水取水口

3号炉

敷地前面

3号炉

海水取水口

3号炉

放水口
破壊開始点

一括破壊

（瞬時）

-0.65m

[+0.10m]

+1．00m

[-0.17m]

+1.48m

[-0.17m]

+1.09m

[-0.17m]

+0.83m

[-0.17m]

へ

+0.88111

[-0.17m]

-0.86m

[+0.10m]

+160m

[-0.16m]

+113In

[-0.17m]

＋1．011，

[-0.171n]
断層西下端ケー ス 0

-0.65m

[+0.10m]

+153m

[-0.17m]
、
画

０
７

８
１

由
●

０
０

＋
一に

+1.02m

[-0.17m]

+106m

[~0.17m]
断層東下端

一括破壊

（瞬時）

+4.45m

[-0.19m]

-1.54m

[+0.09m]

＋2.32m

[-0.19m]

+1．61m

[-0.18m]

+1.84m

[-0.19m]

+2.151n

[-0.19m]

+1.53m

[-0.18m]

+169m

[-0.191n]

-1.43m

[+0.09m]

＋4.20m

[-0.19m]
断層西下端ケース1

坐
一

ｍ８６■

４
《＋

坐
一

ｍ２５２十

耐
一

ｍ７６Ｌ十

坐
一

ｍｌＯ凸

り
一十 -1.62m

断層東下端
[+0.09m]

一括破壊

（瞬時）

+1．77m

[-0.18m] １
ｍ
Ⅲ

６
０

４
１

申
甲

１
０

－
十に

+431m

[－Q18m]

＋2.261n

[-018m]

･+1.53m

[-0.18m]

へ
-1.35m

[+0.10m]

+4.09m

[-0.18m]

＋2.09m

[-0.18m]

+146m

[-0.18m]

+1.62m

[-0.18m]
断層西下端ケー ス 2

-155m

[+0.10m]

＋4.56m

[-0.18m]

+160m

[-0.18m]

+1．94m

[-0.18m]

＋2.46m

[-0.18m]
断層東下端

［］内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起，一が沈降)。

アスペリティ上部に断層平均すくり量の2倍のすべり量を設定するケース

アスペリテイ上部及び背景領域上部に断層平均すくり量の2倍のすべり量を設定するケース
アスペリテイ上部に断層平均すくり量の3倍，背景領域上部に2倍のすべり量を設定するケース

※ケース0

ケース1

ケース2
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へ

へ

第7．51表岩屑流計算並びに二層流モデル及びKinematic

Landslideモデルにおける主な計算条件

(岩屑流計算）
項目

内部摩擦角

等価摩擦係数

Oint=30。

計算条件

(UniversityatBuffalo(2005)に基づき設定）

(火山の山体崩壊に伴う津波）

･tan(dbed)=0.1(千木良(2005)に基づき設定）

(地すべりに伴う津波）

･tan(｡b.j=0.3(千木良(2005)に基づき設定）

(二層流モデル及びK1nematicLandslideモデル）

二層流

モデル

Kinematic

Landslide

モデル

項目

海水密度

崩壊物密度

上層の粗度係数

下層の粗度係数

内部摩擦係数

下層の水平渦動粘性

比高変化

比高変化開始時刻

比高変化継続時間

計算条件

p,=1.03(g/m3)

pr2.0(g/m3)

n=0.025(IIr'/3･s)

(一般値を設定）

(松本ほか(1998)に基づき設定）

(津波シミュレーションと同じ値を設定）

(火山の山体崩壊に伴う津波）

･n=0.08(㎡!/3･s)(Maenoandlmamura(2007)に基づき設定）

(地すべりに伴う津波及び重畳津波）
･n=0.40(㎡】舟･s)(Kawamataetal.(2005)に基づき設定）

･0.0

･01In2/s

(Kawamataetal.(2005)に基づき設定）

(Kawamataetal(2005)に基づき設定）

(火山の山体崩壊に伴う津波）

・第7.5.4図参照

(地すべりに伴う津波）

・第7.5.12図参照

(火山の山体崩壊に伴う津波）

・第7.5.5図参照

(地すべりに伴う津波）

・第7.5.13図参照

岩屑流計算の結果による
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第7．5．2表最大水位変動量（火山の山体崩壊に伴う津波）

検討ケース

崩壊ケース1

崩壊ケース2

二層流モデル

Kinematic

Landsllde

モデル

二層流モデル

Kinematic

Landsllde

モデル

下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース

3号炉

敷地前面

＋0.04m

[±0.00m]

+0.02m

[±0.00m]

＋0.94In
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■

[±0.001n]

+062m

[±0.00m]

一次評価地点

水位上昇側

3号炉

海水取水口

+0.03m

[±0.001n]

+0.01m

[±0.00m]

+0.91m

3号炉

T/B復水

器取水先端

＋0.03m

[±0.00m]

+0.01m

[±0.00m]

＋0.90,1

3号炉

放水口

＋0.03m

[±0.00m]

＋0.01m

[±0.001n]

+0.90Ⅱ1

水位下降側

3号炉

海水取水口

-0.04m

[±0.00m]

-0.01m

[±0.00m]

-0.71m
－ ■11－11

[±0.00m]

+0.61m

[±0.00m]

[±0.00m]

+0.61m

[±0.00m]

[±0.00m]

+0.61m

[±0.00m]

[±0.00m]

-0.42m

[±0.00m]

［］内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起一が沈降)。

6－102



第7．5．3表最大水位変動量（地すべり津波）

下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース

一次評価地点

水位下降側水位上昇側

検討ケース 1 11

3号炉

T/B復水

器取水先端

3号炉

敷地前面

3号炉

海水取水口

3号炉

放水口

3号炉

海水取水口

＋0.34In

[±0.00m]

＋0.17m

[±0.00m]

＋0.16m

[±0.00m]

-0.26m

[±0.00m]

＋0.28m

[±0.00m]
二層流モデル①小島

+1.371n

[±000m]

-1151n

[±0.00m]聖
一

ｍ３７●

４
《＋ +1.39111

[±0.001n]

+1.09m

[±0.00m]
二層流モデル

へ

②海岬西
Kinematic

Landslide

モデル

+0.64m

[±0.00m]

＋0.39m

[±0.00m]

＋0.29m

[±0.00m]

+0.30m

[±0.00m]

-0.24m

[±0.00m]

＋4.21m

[±0.00m]

+2.37m -1.67m
－

[±0.00,,,]

＋1.24m

[±0.00m]

÷2.28m
－

[±0.00m]
二層流モデル③海岬

I±0.00n,]

+1．591n

[±0.00m]

＋4.20m

[±000m]

＋1.92m

[±0.00m]

+1.64m
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

[±0.00m]

－1101，

[±0.00m]
二層流モデル④亀浦

+0.54m

[±0.00m]

+039m

[±0.00m]

＋0.41m

[±0.00m]

-0.29m

[±0.00m]

＋0.43m

[±0.00m]
二層流モデル⑤立神岩

［］内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起一が沈降)。

へ
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第7．6．1表重畳津波の検討ケース

重畳条件

海域の活断層に想定される

地震に伴う津波 地すべり津波
検討ケース

(伊予灘沿岸部の地すべ

りに伴う津波）
（敷地前面海域の断層群(中央構

造線断層帯;海域部）に想定され

る地震に伴う津波）
時間差

（秒3

1 1

傾斜角※
（度）

すべり角※

（度）

評価

手法
地点一次評価地点

１１１

3号炉

敷地前面

へ

④(亀浦）北75重畳ケースA 97165

3号炉

海水取水口
北85 ④(飽浦）重畳ケースB 165 79

水位

上昇側
二層流

モデル

3号炉

T/B復水器取水先端
北80 ⑤(立神岩）重畳ケースC 165 15

3号炉

放水口
⑤(立神岩）北85重畳ケース， 165 12

水位
下降側

3号炉

海水取水口
北75 ③(海岬）重畳ケースE 195 7］

※敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯:海域部)のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，
別府一万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。

へ
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第7．6．2表最大水位変動量（重畳津波）

下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース

一次評ｲi励也点

水位下降側水位上昇側

検討ケース

3号炉

T/B復水

器取水先端

3号炉

敷地前面

3号炉

放水口

3号炉

海水取水口

3号炉

海水取水口

口
+5.79m

[-0.33m]

+2.47m

[-0.331n]

+2.87m

[-0.33m]

＋3.42m

[-0.34m]
重畳ケースA

＋5.79m

[-0.39m]

＋2.181n

[-0.39m]聖
一

皿４８●３＋ ＋2.90m

[-0.40m]
重畳ケースB

へ

水位上昇側

+6.50m
－

[-0.36m]

+3.07m

[~0.37m]

+3.81m

[-0.37m]

+2.59m
－

[-0.36m]
重畳ケースC

＋6.44m

[-0.391n]

＋2.54m

[-0.391n]

＋3.07m
－

[-0.40m]

+3.83m

[-0.401n]
重畳ケース，

-2.911、
重畳ケースE水位下降側

[+0.34m]
－

［］内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起一が沈降)。

※
※
※
※
※

角
角
角
角
角

り
り
り
り
り

べ
べ
べ
べ
く

す
す
す
す
す

度
度
度
度
度

５
５
０
５
５

７
８
８
８
７

ヒ
ヒ
ヒ
ー
ヒ
ヒ

６
斗
ｊ
０
Ｅ
斗
寸
斗
斗

165度

165度

165度

165度

195度

④（亀浦)，評価手法；二層流，時間差：97秒

④（亀浦)，評価手法：二層流，時間差：79秒

⑤（立神岩)，評価手法：二層流時間差：15秒

⑤（立神岩)，評価手法：二層流，時間差：12秒

③（海岬)，評価手法：二層流，時間差:71秒

傾斜角※

傾斜角※

傾斜角※

傾斜角※

傾斜角※

地すべり地点

地すべり地点

地すべり地点

地すべり地点

地すべり地点

重畳ケースA

重畳ケースB

重畳ケースC

重畳ケースD

重畳ケースE

※敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯:海域部)のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，

別府一万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。へ
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第 77．1表評価地点 及 び 波 源 別 の 最 大 水 位 変 動 量

’ 一次評価地点

I ｡

波源及び検討ケース
ﾛ

3号炉

敷地前面

水位上昇側

3号炉

海水取水口

3号炉

T/B復氷
器取水先端

プレート境界に想定される地震に伴う津波（南海トラフの巨大地震に伴う津波）

3号炉

放水口

南海トラフの巨大地震に伴う津波 |[土:量:]に:捌]｜[棚:]｜[柵］
+083m

[-0.84m]

+0.76m

[-0.84In]

＋0.76m

[-0.84m]

+0.77m

[-0.84n,]

水位下降側

3号炉

海水取水口

-0.861n

[-0.84m]

海域の活断層に想定される地震に伴う津波（敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯:海域部）に想定される地震に伴う津波）

傾斜角※：北75度 すべり角※;165度

傾斜角※：北85度 すべり角※：165度

傾斜角※：北80度 すべり角※：165度

傾斜角※；北75度 すべり角※：195度

火山の山体崩壊に伴う津波（鶴見岳の山体崩壊に伴う津波）

＋5.94m

[-0.33m]

＋3.60m

[-0.40m]

＋2.25m

[-0.36m]

+2.75m

[-0.40m]

崩壊ケース2 ｜＝層流モデル｜【勤競]|[勤捌]|[勤淑]|【勤瓶]’
+0.94m

[±0.00m]

+0.91II1

[±0．00m]

+0.90m

[=t0.00m]

＋0.90m

[±0.00m]
二層流モデル

地すべり津波（伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波）

②海岬西 二層流モデル

③海岬 二層流モデル

④亀浦 二層流モデル

+4.73m

[±0.00m]

＋2.37m

[±0.00m]

＋1.64m

[±0.00m]

＋2.28m

[±0.00m]

-2.39m

[+0.34m]

-0.71m

[±0.00m]

-167m

[±0.00m]

董畏津波（｢敷地前面海域の断層群（中央附造線断層帯:海域部）に想定される地震に伴う津波」と「伊予灘沿岸部の地すべりに仲う津波」を童畳させた津波）

重畳ケースC

重畳ケースB

重畳ケース，

重畳ケースE

＋6.50m

[-0.36m]

＋3.84m

[-0.40m]

+2.59m

[-0.36m]

＋3.07m

[-0.40m]

-2.91m

[+0.341n]

評価地点及び波源別の最大水位変動盆を示しており，これ以外は空欄としている。［］内の数値は伊方発電所における地盤変動

量（+が隆起，一が沈降)。

重畳ケースB傾斜角※；北85度，すべり角※：165度，地すべり地点：④（亀浦)，評価手法：二層流，時間差：79秒

重畳ケースC傾斜角※：北80度，すべり角※：165度，地すべり地点：⑤（立神岩)，評価手法：二層流，時間差:15秒

重畳ケースD傾斜角※：北85度，すべり角※:165度，地すべり地点：⑤（立神岩),評価手法；二層流，時間差:12秒
重畳ケースE傾斜角※：北75度，すべり角※：195度，地すべり地点：③（海岬)，評価手法：二廟流，時間差:71秒

※敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯海域部)のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，
別府一万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
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第77．2表評価地点及び波源別の最高・最低水位

波源及び検討ケース

3号炉

敷地前面

一次評価地点

水位上昇側

3号炉

海水取水口

3号炉

T/B復水

器取水先端

3号炉

放水口

プレート境界に想定される地震に伴う津波（南海トラフの巨大地震に伴う津波）

南海トラフの巨大地震に伴う津波
T.P.+･2.45m T・P.＋2.38in T,P.+2.38m TP.+2.391n

[-0.84m]|[-0.84m]|[-0.84m]|[-0.84m]

T.P.+･2.45m

[-0.84m]

T・P.＋2.38IM

［-0.84m]

T,P.＋2.38m

[-0.84m]

TP.+2.391n

［-0.84m]

水位下降側

3号炉

海水取水口

T.P.-2.55m

[-0.84m]

海域の活断層に想定される地震に伴う津波（敷地前面海域の断層群（中央構造線断層排：海域部）に想定される地屡に伴う津波）

傾斜角※：北75度

傾斜角※：北85度

傾斜角※：北80度

傾斜角※：北75度

すべり角※:165度

すべり角※:165度

すべり角※：165度

すべり角※＃195度

T・P.+7.56m

[-033m]

火山の山体崩壊に伴う津波（錨見岳の山体崩壊に伴う津波）

崩壊ケース2 二厨流モデル

地すべり津波（伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波）

②海岬西 二層流モデル

③海岬 二層流モデル

④亀浦 二層流モデル

T.P.+2.561n

［±0.00m]

T･P.＋6.35m

［±0.00m]

T.P.+5.22m

[-0.401n]

TP.+2.531n

［±0.00m]

T.P.+3.99m

［±0.00m]

T・P.+3.87m

[-0.36m]

T・P.+2.52m

［±000m]

T.P.+3.26m

［±0.00m]

T・P.+4.37m

[-0.40m]

T.P.+2.52n1

［±0.00m]

T・P.+3.90m

［±0.00m]

T.P､-4.08n1

[+0.34m]

T・P､-2.40n1

［±0.00m]

T･P､-3.36m

［±0.00m]

重晏津波（｢敷地前面海域の断層群（中央構造線断廟帯:海域部）に想定される地震に伴う津波」と「伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波」を亜畳させた津波）

T､P.＋8．12，1 T.P.+4.21m
重畳ケースC

[$.36m] ［-0.36m]

T.P.+5.46m
重畳ケースB

[-0.40m]

T.P.+4.69m
重畳ケース，

[~0.40m]

T.P.-4.60m
重畳ケースE

[+0.34m]

評価地点及び波源別の最高水位･最低水位を示しており，これ以外は空欄としている｡水位上昇側は朔望平均満潮位(T・P.+1.62m)

を考慮し，水位下降側は朔望平均干潮位(TP､-1.69m)を考慮した値。[]内の数値は伊方発電所における地盤変動量(+が隆

起，一が沈降)。

重畳ケースB傾斜角※：北85度，すべり角※:165度，地すべり地点：④（亀浦),評価手法：二層流，時間差:79秒
重畳ケースC傾斜角※：北80度，すべり角※:165度，地すべり地点：⑤（立神岩),評価手法：二層流，時間差:15秒

重畳ケース，傾斜角※：北85度，すぺり角※：165度，地すべり地点；⑤（立神岩)，評価手法：二層流，時間差：12秒

重畳ケースE傾斜角※：北75度，すべり角※：195度，地すべり地点：③（海岬)，評価手法：二層流時間差：71秒

※敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯:海域部)のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，

別府一万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
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第77．3表主 な 計 算 条 件 （ 管 路 解 析 ）

計算条件項目

海水取水路
循環水系取水路
放水路

海水取水口～海水取水路～海水ピット

T/B復水器取水先端～取水路～取水ピット
放水口～放水路～放水ピット

計算領域

計算時間間隔l0.1秒

基礎方程式｜非定常管路流の連続式および運動方程式
■

海水系取水量(海水ピｯﾄ）
海水ポンプ2台･海水取水ポンプ0台運転
海水ポンプ2台･海水取水ポンプ1台運転
海水ポンプ4台･海水取水ポンプ0台運転

循環水系取水量(取水ビｯﾄ）
術環水ポンプ運転中226,000mm/h
術環水ポンプ停止中0m融/h

放水量(放水ビｯﾄ）
術環水ポンプ運転中230,800,3/h
循戯水ポンプ停止中4.800,3/h

4,800m｣/h

5,500m乳/h

9.600In3/h

境界条件

マニングの粗度係数
海水系取水路,循環水系取水路
放水路

水路の

摩擦損失係数
0.025m-'/3s(貝付着あり),0.0151I'-'/3s(貝付着なし）
0.015mF1/3s

局所損失係数｜土木学会(1999)等

水位上昇側朔望平均満潮位T.P.+1.62m
水位下降側:朔望平均干潮位T.P.-1.69m

潮位変動条件
へ

計算時間｜津波計算と同時間（海域の活断層に想定される地震に伴う津波及び重畳津波;5時間,地すべり津波;90分）

①管水路(海水取水路,循環水系取水路,放水路)の連続式および運動方程式

・連続式（管路） （ 開 水 路 ）

聖=0 里+"=0
猷 〃欽

際叢圭'筈）運動方謹式(管鴎)等非輿誓令“＝，
（鯛永鶴)等+妾|等1兼騨婆寺"|響竺令去礫

②水槽(海水ビｯﾄ,取水ビｯﾄ,放水ビｯﾄ)の連続式

Ｏ
一

一
一

Ｊ塑
伽〃

別

Hp:水槽内の位世水頭
Q:水槽への流入川賦

Ap:水槽の平面鮒(水位の間数となる）

（害)等騨帯"(響鵜圭（開水路）墾十且
6Z&

t:時間､Q:流斌､v:篠蹄の流速､八:流水断面積、x:符底に沿った座標、

H姪力水頭十位陛水頭(符路の場合)､位置水頭(開水路の場合)、、;マニングの粗度係数、
g:璽力加速度.R:径深､△x;擶路の流れ方向の長さ､1.洞所掘失係数

０－
－－

小
一
増

へ
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第7．7．4表基準津波の一覧

二次評価地点一次評価地点

水位

下降側

水位

上昇側

雑
榊

水位

上昇側波源及び

検討ケース
名称

3号炉

海水

ピット

ボンプ室

3号炉

T/B

復水器

取水先端

3号炉

海水

ピット

ポンプ室

3号炉

海水

取水口

3号炉

取水

ピット

》
跡
計

》
輝
唖

3号炉

放水口

3号炉

敷地前面

重畳津波（『敬地前而海域の断層群（中央構造錬断層描：海域部）に想定される地霊に伴う泳波jと「伊予溌沿岸部の地すべりに伴う津波」を重畳させた津波）

基準

津波1

T､P.＋4.21m

[~0.36m]

T．P.＋4.87m

[-0361n]

T･P.＋8.12m

[-0.36m]
重畳ケースC

基準

津波2

T・P.＋5.46m

［-0.40m]
重畳ケースBへ

基準

津波3

T・P.＋4.69m

[-0.40m]
重畳ケース，

基準

津波4

T・P,-4.60m

[+0.34m]

T･P､-3.26m

[+0.34m]
重畳ケースE

海域の活断層に想定される地震に伴う津波(敷地前面海域の断層群（中央構造線断届帯：海域部）に想定される地震に伴う津波）

傾斜角饗：北85度
すべり角事:165度

基準

津波5

T､P.＋4b30In

［-0.40m]

T､P_＋生07m

[~0.39m]

各評価地点の最高水位・最低水位を示しており，これ以外は空欄としている。水位上昇側は朔望平均満潮位(T.P+162m)を考

慮し，水位下降側は朔望平均干潮位(T.P.-1.691n)を考慮した値。[]内の数値は伊方発電所における地盤変動量(+が隆起，
一が沈降)。

傾斜角※

傾斜角※

傾斜角※

傾斜角※

北85度，

北80度，

北85度，

北75度，

すべり角※

すべり角燕
すべり角※

すべり角※

度
度
度
度

５
５
５
５

６
６
６
９

１
１
１
１

④（亀浦)，評価手法：二層流，時間差：79秒

⑤（立神岩)，評価手法：二層流，時間差:15秒

⑤（立神岩)，評価手法：二層流，時間差：12秒

③（海岬)，評価手法：二層流，時間差：71秒

地すべり地点

地すべり地点

地すべり地点

地すべり地点

重畳ケースB

重畳ケースC

重畳ケースD

重畳ケースE

へ

※敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯:海域部)のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，

別府一万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
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第78．1表主な計算条件（砂移動に関する数値シミュレーション）

高橋ほか（1999)の手法藤井ほか（1998）の手法

＋ｊ
廻
房

ｌα＋
死
一
訂

E一s aZl

等学=‘一十一

〃］一入

地盤高の

連続式
＝0

ぴ(1－入）

浮遊砂濃度

連続式
型且昌里十

8f

8(MC§） ０一
一

○
Ｊ

ぴ

Ｅ
０一

一

必
一
Ｄ

Ｊ砿
歎

く６
＋

死
一
段 ax

小林ほか(1996)の実験公式

g=80r."JJ壺了

高橋ほか(1999)の実験公式

g=2'"L5IJ軍了
流砂量式

(1－α)Qw2o(1－凡）
E=

巻き上げ量

の算定式
E=0.0'2rb2j/顕び

へ

沈降量の

算定式
s=wq S=wC態ぴ

マニング則より算出

〃.=J扉乎7万雨
摩擦速度の

計算式

1og-Wake則を鉛直方向に

積分した式より算出

Z:水深変化量(m)t:時間(s)x:平面座標

g:単位幅単位時間当たりの掃流砂量(m3/S/m)r*:シールズ数

ぴ：砂の密度β：海水の密度(kg/m3)

cノ：砂の粒径g:重力加速度(m/s2)

1：空隙率（=0.4，藤井ほか(1998)他より)s:=o/p-1

U;流速( m / s ) D : 全 水 深(m)M:U×D(m2/S)

":Mannlngの粗度係数(=0.03㎡1/3S,土木学会(2002)より）

α：局所的な外力のみに移動を支配される成分が全流砂量に占める比率(=0.1,藤井ほか(1998)より）

W:土粒子の沈降速度(Rubey式より算出)(m/s)Zb;粗度高さ(=ks/30)(m)

し：鉛直拡散係数(=0.2icu*h,藤井ほか(1998)より)(m2/S)kS:相当粗度(=(766"g/2)6)(m)

児：カルマン定数(=0.4，藤井ほか(1998)より)/z:水深(m)

C,Q,:浮遊砂濃度，底面浮遊砂濃度（浮遊砂濃度連続式より算出)(kg/m3)

Ct:浮遊砂体積濃度（浮遊砂濃度連続式より算出）

log-wake則:対数則’ﾑ/U=K/{'n("Zb)-'}にwake関数(藤井ほか(1998)より）を付加した式

へ
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凡例

愛媛県(2013）

●津波痕跡の可能性あり

○津波痕跡の可能性なし

藤原ほか(2010）

倉津波堆積物の報告あり

後藤ほか(2013）
▲津波痕跡の可能性あり

△津波痕跡の可能性なし

岡村・松岡(2012),松岡。岡村(2012）

■津波堆積物の報告あり
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第 7．2．2図敷地周辺における津波堆積物の報告
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第7.3.1(1)図計算領域及び水深(1946年昭和南海地震津波及び南

海トラフの巨大地震に伴う津波）
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第7．3．3図津波シミュレーションによる津波水位の評価地点
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第7．4‘3図内閣府検討会の想定津波波源域
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へ

へ

藤井ほか（1998）の手法（重畳津波4，上限浮遊砂濃度5％の場合）

一

宝

浸食･0.50・0.250．000．250.50堆積

3号炉海水取水口
五

入“

0．5km

高橋ほか（1999）の手法（重畳津波4，上限浮遊砂濃度5％の場合）

3号炉海水取水口

鯉">鰯導き■
〃

（

0．0 ().5km

浸食･0.50・0.250．000．250.50堆積

第7．8．1図砂移動による最大堆積量
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へ

へ

W=1/4

昭和南海
相田モデル

M=1/4

安政南海
相田モデル

W=1/4

宝永南海
相田モデル

作1/5

中央防災会議

W=1/20

内閣府検討会

波源モデル

W=1/2

｜想定東南海十南海地震ﾓデﾙ

W=1/2

1÷白－－－－，A一・?‐－－､-,.,-___一

想定東南海十南海地震モデル

想定東海十東南海十南海地震モデル

W=1/2

ケース⑤

W=1／2

ケース⑪

地震規模
W=1

Mw8.4

W=1

Mw8.5

W=1

Mw8.6

W=1

Mw8.7Mw8.7

W=1

Mw8.8

W二1

Mw9.1

W=1

MW9.1

発生確率

W=2/3

時間予測モデル

88.2年間隔

W=1/3

更新過程
116.9年間隔

※地震調査委員会(2013)に基づき

時間予測モデル(88.2年)及び更新
過程(116.9年)を設定。

南海地震の震源域を含む｢想定東南海十南海地震モデル｣及び｢想定東海十東南海十南海地震モデル｣を，※中央防災会議については,南海地震の震源域を含む『想定東南海十南海地震モデル｣及び｢想定東i
内閣府検討会は,伊方発電所における最高水位が大きいケース⑤とケース⑪をそれぞれ採用した。

バラツキ

W=0．10

随＝1.25

W=0．30

随＝1.35

津波予測値のバラツキ

に0．45

ぽ＝1.45

作0．15

随＝155

津波高さ推定
正規分布の打ち切り

に0．75

.<岸‘，諏首襲上’

.<塵諏難上｜

ｺ幸‘‘諏難‘’

.<産‘諏難‘’
※重みは､土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

峠0．45

W二0．30

経過時間分布のバラツキ

W=0．25

経過時間
バラツキ

α＝0.2

α＝0.3

α＝0.4

※重みは,土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

第791（1）図ロジックツリー（南海トラフの巨大地震に伴う津波）
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波源モデル 地震規模
W=1

発生確率
W=1W=1

へ

※発生確率は,すべり量と年間歪み量から平均発生間隔を求める。

津波高さ推定
正規分布の打ち切りバラツキ

W=0.10

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

士23ぴ

随＝1.25

打ち切りなし

W=0.30
＋23ぴ

随＝1.35

打ち切りなし

津波予測値のバラツキ
W=0.45

士，=3ぴ

随＝1.45

打ち切りなし
I

へ

÷クニ3ぴ

随＝1.55

打ち切りなし

※重みは,土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

第79．1（2）図ロジックツリー（南海トラフから南西諸島までの領

域 を 対象とした津波）
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南西諸島
ケース1(瞬時破壊）

Mw9.0
年間歪み量6cm

(カップリング率1.0）



発生確率傾斜角
W=1／8

活動区間 Mw

W=1／2

北傾斜30度 2500年間隔ポアソン過程

W=1／8
W=3/4 W=1／2

2900年間隔ポアソン過程

※断層の発生間隔発生確率等の諸元は,地震調査委員会に基
づき設定。

(1)敷地前面海域(54km単独ケース)は,海域部の評価としては平
均活動間隔を2500-2900年と設定し,最新活動時期は不明のため
ポアソン過程を採用。

(2)連動ケースについては,敷地前面海域(54km区間)東側の陸域
部のセグメントを含むため,当該セグメントの平均活動間隔(1000-
1400年)も採用し,最新活動時期は16世紀を採用。

W北傾斜40度

54km

単独ケース 睡
岬
匝
呼

６１／３
一
一Ｗ

7.34

|北傾斜75度
W=6/16

北傾斜75度

匪
呼

６１ノ６一
一Ｗ

90度

W=3/16

南傾斜75度

W=1／4 W=1／4

紀
紀
紀
紀

世
世
世
世

６
６
６
６

１
１
１
１

隔
隔
隔
隔

間
間
間
間

年
年
年
年

０
０
０
０

０
０
０
０

０
４
５
９

１
１
２
２

北傾斜75度W=3／16
W二1 峠

匡
州
匡
岬

W=2/4石鎚山脈北縁

西部一伊予灘
連動ケース

90度 7誕66

W=1／4

南傾斜75度

W=1／4 W=1／4へ

紀
紀
紀
紀

世
世
世
世

６
６
６
６

隔
隔
隔
隔

間
間
間
間

年
年
年
年

０
０
０
０

０
０
０
０

０
４
５
９

１
１
２
２

北傾斜75度W=1／16
W=1 W=1／4

F
W=1／4

F
W=1/4

敷地前面海域の断

層群(中央構造線

断層帯:海域部）

連動ケース

W=2/4

90度 7.78

W=1／4

南傾斜75度

※傾斜角は確定論を参考に基準±15度とした｡54km単独ケースについては,地質境界断層としての中央構造線の傾斜角も想定し北傾斜30°～
40.を想定した。

津波高さ推定
正規分布の打ち切りバラツキ

脚.75
W剤.10

F z

W魂.30

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

作1/3すべり角

１
１
Ｉ

1__塑墜 死＝1.35

津波予測瞳のバラツキ
45

へ
産＝1.45

「－雨壺

、※すべり角は確定論を参考に基準±15度とした。 W=0.15

1~~- 鮎＝1s5

※重みは.土木学会において実施したアンケート鯛登結果に基づき決定した。

経過時間
バラツキ渦動粘性係数

作1/2

W=0．45

｜α箒02

K~営葬経過時間分布のバラツキ

「一瓦可

Opnf/s

数値計算に関する

不確かさ
経過時間分布のバラツキ

10鈴z/s

※重みは.土木学会において実施したアンケート鯛査結果に基づき決定した。

※渦動粘性係数は薙定鎧を参考に10.0,2/s･0.0棉/sの分岐を設定した。

第7．9．1（3）図ロジツクツリー（敷地前面海域の断層群（中央構造

線断層帯：海域部）の地震に伴う津波）
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一冬-． 活動度

FS-3断屑群.F-4断層群(※1）
地震発生モデルに関する分岐

F－15断層群,F－16断屑群(※2）

W=1/3３ノー一一Ｗ
地露規模W=1対象とする活断層 断層長さへ

１
１
１

四
坪

W=1

ﾄ「
W=1

地震調査研究推進本部による地震動
予測地図の示す海域活断層および当
社調査等に基づく海域活断層

MwLkm

※短い断層については.地震規模Mw6.5として評価する。

※1土木学会(2011)の｢活動度に関して有力な情報がないとき」
として設定。

※2土木学会(2011)の｢平均発生間隔が既知の場合｣として設
定｡音波探査の結果,中央柵造線断層帯よりはるかに活動
度が低いことを確認している(平成25年10月30日審盃会合資
料1-3）

津波発生モデルに関する分岐
落 ちの 方向顔斜角すべり角

津波高さ推定
バラツキ正規分布の打ち切り

W=1/4

基準一15度

W=2/4

|P軸102度で求まる角度(基準)|

W=1/4

基準十15度

州
酔
犀
聯

,i""-Izwlぐ麓=“
／、｝筐02§打ち切りなし

糀
一
北
一
岬
一
南

随

|薄議事"‘，バﾗｯ。
※甑斜角及びすべり角は中央綱造綬断層帯及び別府一万年山断層帯を参考に基準±褐度とした。
※F15断隔群及び戸16断屠群のすべり角については.音波探査の記録を踏まえ,中央桐造總断層帯

と同等として鋤憲。
津波予潤値のバラツキ

渦動粘性係数
W=1／2 作0．75

－I±2.3グ
へ I作0.15

0.0,2/s

｜“割､5，－|＜

］＜
数値計算に関する

不確かさ

雌＝1.55
W=0．25

両百輌五厄司
数値計騨に関する

不碓かさ W=1/2

10.0,償/S
※重みは.土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

※渦動粘性係数は確定蕊を参考に10.0m2/S"0.0m2/sの分岐を設定した。

第7.9.1(4)図ロジックツリー（その他の活断層に想定される地震

に伴う津波）
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(水位上昇側，基準津波定義地点）

1.0E-01

波源式無Z1.0E-02

1.0E-03

1.0E-04

P－…一一一一一

糾
澤
唄
廻
塒

1.0E-05

剰菫室
油……■凸』一一▽=■罰gP…『ー■

＝＝ ー一－…極

IILILmL1

熱職
1.0E-06

L皿堅ﾛh￥ﾛ

一
一
一
一

1.0E-07

識燕§
へ

砥

弓で言rX1X
F岬｛麺 ‘、凡

’
一
一1.0E-08

U

L

一■…■……軸…脚一…一

※-潮位を考慮一
1.0E-09

T.P.+3.50m5 15100

津波の高さ(m)

(水位下降側，基準津波定義地点）
1.0E-01 一一竺 一 ＝ ■ 必 ご 革 、 ■ ｡ ■

唾
一

一

本
一

源灌
》

1.0E-02

鞭 の巨大地震f量催う津波一宇一一

1.0E-03

1.0E-04

へ 一
》
一
》緋

鯉
興
瑠
塒

:1.0E-05:
一
一
一

一 一
一
一

一

譽騨雪
熟熟乳

鑿聖
1.0E-06:

1.0E-07

竿
I

1．0E-08
■

一9

韓士 侭 ※潮位壱考慮一
1．0E-09

T.P.-2.87m-5 －15－100

津波の高さ(m)

第7．9．2（1）図平均ハザード曲線（基準津波定義地点）
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(水位上 昇 側 ， 3 号 炉 敷 地 前面）
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漉漉本垈Z1.0E-02

1.0E-03 －
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製
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1.OE-05
三三三三雪雲三雪雲三

やヤ●■●■■■●p●●■｡■
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、 、
1.0E-09
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津波の高さ(m)

5 150

(水位下降側，3号炉海水取水口）
1.0E-01

波源本式ヱ1.0E-02

~

1.0E-03
－

1●.oE-04

へ

儲
躍
璽
瑠
母
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塗
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T.P.-4.60m-5 -150 －10

津波の高さ(m)

第7．9．2（2）図平均ハザード曲線

（3号炉敷地前面，3号炉海水取水口）

6－161



(水位上昇側，基準津波定義地点）
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第8．3．1表地理的領域内（半径160km内）の第四紀火山一覧

/一、

/~､

※
野の

6-175

敷地からの距離(km) 火山名
※ 活動期間あるいは

最近の活動
※

10km以内

(火山から発生する飛来物（噴石））
－ 該当なし ■■■■■

50km以内

(溶岩流）

(岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊）

4■■■■■ 該当なし ■■■■■

160km以内

(火砕物密度流）

(火山ガス）

120km以内

(火山性土石流，火山泥

流及び洪水）

65

67

･69

76

78

81

85

85

87

89

89

89

92

92

93

95

96

96

98

100

102

105

106

107

107

108

113

113

118

118

118

124

唾
一
蜘
一
皿
一
皿

130

133

133

144

146

148

148

159

160

姫島

両子山

日出

鹿鳴越火山群

高崎山

観海寺

鶴見岳

四熊ヶ岳

大蔵山

由布岳

高平火山群

徳山金峰山

雨乞火山群

庄内火山群

千石岳

立石火山群

時山火山群

人見岳

カルト山火山群

野稲火山群

小松台火山群

長者ヶ原

盛太ヶ岳

玖珠火山群

猪牟田カルデラ

九重山

万年山火山群

涌蓋火山群

月出山岳

青野山火山群

荻岳

杖立火山群

阿蘇

根子岳

阿蘇カルデラ

阿蘇山

先阿蘇

阿武火山群

吉ノ本

渡神岳

下関火山群

日向神火山群

道伯・妙見

大峰

赤井

船野山

0.3-0.1Ma

1.9-1.1Ma

0.4-0．3Ma

1．1-0.6Ma

0.5Ma

前期更新世？

0.09Ma以降

0.45Ma

0.8Ma

0．09Ma以降

0．5－0．15Ma

0.43Ma

0.6-0.4Ma

2 0－1 3Ma

0 6-0 5Ma

0 6-02Ma

0 9-0 6Ma

2 4－1 9Ma

1 4－1 OMa

0 6－0 3Ma

1 7－1 1Ma

0.17Ma

0.6Ma

1．4－1．0Ma

1．0-0.85Ma

0.2Ma以降

0.8-0.4Ma

1.0-0.4Ma

2.6-2.0Ma

1．3－0.07Ma

0.1Ma以前

1.5-1.1Ma

0．14-0.12Ma

0.27-0.09Ma

0.09Ma以降

0．8－0．4Ma

1．9Ma以降

2.8-2.5Ma

2.8-2.1Ma

1．2Ma

2.8-2.6Ma

2.7-2.4Ma

0.09Ma

0．15Ma

0.5Ma
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第8．3．2表原子力発電所に影響を及ぼし得る火山の抽出

》
唾
恥

活動時期

（★:破局的噴火）
100万年前10万年前1万年前現在

敷地から
の2砿
(Mn)

活動時期
（★:破局的噴必

100万年前10万年前1万年前現在

完新世
の活動

将来の
活動可能性

完新世
の活動

将来の
活動可能性

火山名 抽出鑑架I白出逹梁火山名

申 ’ |lllliZ 長者ヶ原 a無 有 105 無 無姫皇 65 22
Ｆ
ｂ
■
Ｉ

】’

11|ロ 無 無 蔓 盛太ヶ岳 無 無 亘両子山 67 23 1062

画豆 玖珠火山群 無 無日出 無 無 24 107 ■3 69

I

豆 直唾哩錘火山群 無 無 渚準田カルデラ 無 無76 25 1074
』

＋ 九重山 五目嵩飴111 無 無 26 108 有 有5 78

’＋ 画無 無 万年山火山群 無 無 空観海寺 81 27 1136
、‐

|Ⅱ＃001 皿
剛

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌr 涌蓋火山器 無 a漣見需 有 有 28 113 無7 85

llllIll
ロ

a 豆無 月出山岳 ■ 無 無四塗ヶ岳 85 無 29 1188

lⅡ肥ロ

MIR釦

Ⅱ
、 国 青野山火山群 無 互大蔑山 無 蕪 30 118 無9 87

IIlIIIIII11

I
⑤
Ｉ
胃
『
①

宝 2荻岳 118 無 無由布岳 89 有 有 3110

|’淵 童 杖立火山蕊 画富平火山群 無 ■ 無 無89 有 32 12411

蝋
日
■
■

咽
咽 剛

証無 無 盆 唾病111余峰lu 89 33 130 ■’ 有 有12

’’ lIOiIll

画 阿武火山鮮 征雨乞火山群 無 無 130 有 有92 3413 『
１

無 劉 吉ﾉ本 無 亘庄内火山群 無 35 133 無14 92 1

1■■■

■
１
１ 圏 護神岳 日無 無 36 133 無 熊千石岳 9315

凸 無 a 下関火山群 無 a立石火山群 無 37 144 ◆ 無16 95

画 日向神火山群 劃時山火山群 無 無 I 無 無38 14617 96

I童無 道伯･妙見 無 無 箇人見岳 無 39 148ロ18 96

■
■
■
■
守
．
■菖 大峰 日カルト山火山隣 照 無 148 無 無98 ■ 4019

｡|lllllllI|||||’仲 且 赤井 国野稲火山群 無 無 41 159 無 嬬10020

聖
覧
？
甲
西

||IMII ||||I llllll||||||’ llllll 画 船野山 堂無 無 160 無 無小松台火山鰐 ■■ 4221 102

火山名.＝劃＝-△.~..中野ほ力霜(2013),r三幸毒童窒』『地質鯛査総合センター.2014)等による①完新世(約1万年前以陶に活動を行った活火山
②将来の活動可能性を否定できない火山
③最新活動からの経過期間が全活動期間より長い火山(単成火山など活動期間がごく恩､火山を含む）
④全活動期間中に複数回の活動1あり,最新活動からの経過期間が最大休止期間より長い火山
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内

添付書類八を以下のとおり補正する。

頁

8(3)一目－3

8(3)－目

18

8(3)一目

19

8(3)一目

25

8(3)一目

30

8(3)－目

31

8(3)一目

34

1 ■■■■

ー

■■■■

一

一

4■■■■

行

上5～

上9

上2～

上3

上1～

上2

上11

下2～

下1

上3～

上4

下6～

下5

補正前

1．7．5 建屋外からの

流入防止に関する設計方針

1.7.6地下水による溢水

影響に対する設計方針
1．7．7

－
放射性物質を含ん

だ液体の管理区域外への漏

えいを防止するための設計

方針

1.7.8手順等
－

第1．1．1表重大事故等

対処設備の設備分類等

－

第1.3.旦表本原子炉施
設の安全上の機能別重要度

分類

第1．10．3表発電所敷地

内に設置している屋外の

危険物タンクー設置状
況

第1．10．2図危険物タン

ク配置図
－

第6．8．1図緊急停止失

敗時に発電用原子炉を未臨

界にするための設備概略

系統図（1）（原子炉出力

抑制）
－

第6．8．3図緊急停止失

敗時に発電用原子炉を未臨

界にするための設備概略

系統図（3）（原子炉停止

(手動））

第10.2.1図電源設備

概略系統図（1）（ディー

ゼル発電機による代替電源

補正後

1．7．5 溢水防護区画を内

包する建屋外からの流入防

止に関する設計方針

■■■■■■■■■■■■■■■■

1.7.6放射性物質を含ん

だ液体の管理区域外への漏

えいを防止するための設計

方針

1.7.7手順等
一

第1．1．1表重大事故等

対処設備の設備分類等

第1．3．2表安全上の機能

別重要度分類

第1.3.旦表本原子炉施
設の安全上の機能別重要度

分類

第1.10．3表発電所敷地

内に設置している屋外の

危険物タンク等設置状況
一

第1.10.2図危険物タン

ク等配置図
｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

第6．8．1図緊急停止失

敗時に発電用原子炉を未臨

界にするための設備概略

系統図（1） (手動による

原子炉緊急停止）

第6．8．3図緊急停止失

敗時に発電用原子炉を未臨

界にするための設備概略

系統図（3）

辿凱）

(原子炉出力
一

第10．2．1図雷源設備

概略系統図（1）（ディー
ゼル発電機による非常用電

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－1



P，

侭、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－2

頁 行 補正前 補正後

8(3)一目一

35

8(3)－1－2

8(3)－1－3

8(3)－1－5

8(3)－1－6

8(3)－1－7
～

8(3)－1－8

下4～

下 3

上9～

上10

上13～

上14

下10~

９
９

下
下

上10～

上1l

１
５

下
へ
上

(交流）からの給電）

第10.2.2図電源設備

概略系統図（2）（ディー

ゼル発電機による伐萱電源
（交流）からの給電）

第10.2.8図電源設備

概略系統図（8）（蓄電池

（非常用）による岱萱電源
（直流）からの給電）

･･･設計とする。

上記に加え，

●●●

，

－

●●●

安全機能を有する構

築物，系統及び機器参・・・

●●●

， 安全機能を有する構

築物，系統及び機器券･・・

･･･電源
－

可能とし，

電源供給の多様化を･・・

b.アニュラス空気再循環
言等借のダクトの一宴R寺全

補機室空気浄化設備のブイ

ルタユニット及びダクトの

一部並びに中央制御室非常

用給気系統のフィルタ 号了F‐

サンプリングする設備に要

》
一

実施する。

源（交流）からの給電）

第10．2．2図電源設備

概略系統図（2）（ディー

ゼル発電機による韮堂里電
源（交流）からの給電）

第10.2.8図電源設備

概略系統図（8）（蓄電池

(非常用）による韮堂里電
源（直流）からの給電）

･･･設計とする。また，自

然現象による荷重の組み合
わ､H-1戸猪いて！ナ紬霞窪

波，風（台風），積雪及び

火山の影響を考慮する。

上記に加え，

●●●

，

●●●

,

●●●

安全施設存･・・

安全施設を…

…重力.融涜を可能とし，
電力供給手段の多様化

を・・・

(削除）
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－3

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-11

8(3)-1-14

8(3)-1-15

8(3)－1－18

8(3)-1-20

8(3)-1-25

8(3)-1-28
～

8(3)－1－29

8(3)-1-29

8(3)－1－31

8(3)-1-36

8(3)－1－65

8(3)-1-66

上4

下4

下4

上6

下3

上11

下 l
～

上 1

下8

下10

下8

～上4

上8

上5

上12

多重性及び多様性券…●●●

…適切な措置を講じた設
一

計とする。 ●●●

…設計基準事故対処設備

－

と・・・

・・・より全ての設備が・・・
■一

…敷地配置より－設計
上考慮する必要はない。

…設計上する。

環境条件等」）

（「1.1.7.3

･･･蒸気発生器伝熱管破損

＋破損蒸気発生器
■ ■■■■■■■－－

隔離一失敗一時又は
●●●

●● ●

。 ただし，．常時海水を
通水する・・・

●● ●

◎

の・・・

工具は－操作場所

･･･琿搬

●●●

●
一 設置が・・・

(近隣工場等の火災一
発電所敷地内に設置する危

険物タンクの火災，航空機

墜落による火災，発電所港

湾内に入港する船舶の火災

及びばい煙等の二次的影

響） フ 有毒ガス及び電磁的

障害に対して･・・
－

･･･構浩強度を保つように

_L,
●●●

･･･地震による溢水・火災
一

等の･・・

･･･多重性及び狸立性を…

…滴切な措置存講じる設

計とする。 ●●●

･･･設計基準事故対処設備

等必．．
一

・・・よりすべての設備が･・・
－

…敷地配置より一設計上
考慮する必要はない。

･･･設計しする ◎

･･･蒸気発生器伝熱管破損

駐ﾑﾆ破損皿蒸気発生器里隔

●●●

失敗する事故時又は

…。常時海水を通水す

る・・・

● ● ●

0

の・・・

工具は』_操作場所

…運搬一設置が…

●●● (近隣工場等の火災

(発電所敷地内に設置する
一

危険物タンクの火災，航空

機墜落による火災，発電所

港湾内に入港する船舶の火

災及びばい煙等の二次的影

響） ， 有毒ガス及び電磁的

障害上に対して…

･･･構造強度左確保するこ

とにより ，

●●●

…地震による溢水1-火災
等の･・・



/一、

/ー、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－4

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-81

8(3)－1－88

8(3)-1-90

8(3)－1-91

8(3)-1-92

8(3)-1-93

8(3)-1-94

8(3)-1-95

下 5

下12

上9

上10

上9～

上12

下l1

上2

４
９

上
上

上11

上8～

上15

･･･溢水・火災等の・・・
一

燕へい性能を・・・●●●

－

…貫涌部止水処置を実施

する。 O●●

･･･の断層群に想定さ

れる・・・

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

敷地沿岸域の海底地形は

データは，平成25年8月

に実施したマルチビー
－

ム測深で得られた高精度の
三二皇を使用する。

…の断層群一に想定さ
れる・・・

･･･第7.7.2(1)図及び第
一

7.7.2(2)図・・・
■■■■

･･･7．7．4図・・・
一

海水取水路等の経路から
●●●

…貫通部止水処置を実施

する。

また，海水ポンプエリア

における床面からの浸水を

防ぐために，浸水防止設備

･･･冷水，火災等の･・・

●●● 遮蔽‘性能を･・・

･･･貫通部止水処置を実施
1．燕ﾌk答ダケトIF床ドレ

ンライン逆止弁を設置す

る。 ●●●

…の断層群（中央構造線

断層帯：海域部）に想定さ

れる・・・

敷地沿岸域及び海底地形
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

は』海上保安庁の海図等に
加え，平成25年8月に実
施したナローマルチビーム

ー

測深による高精度の海底地
－ －

形調査結果を使用する。

・・・の断層群（中央構造線

断層帯：海域部）‐に想定さ
れる・・・

…第7．7．且(1)図及び第
7.7.3(2)図・・・

_

･･･7.7.5図・・・
一

海水取水路から・・・
－

…貫通部止水処置を実施
1－海ﾌk誉ダケトに床ドレ

ンライン逆止弁を設置す
至些

(削除）



/ー、

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－5

頁 行 補正前 補正後

－1－96

－1－97

(3)

(3)

８
８

上 1

下5

上9～

上10

上13～

上16

として水密ハッチ及び床ド

レンライン逆止弁を設置す
スか猪フk癖;ノ、・ノチけポ

ルトにより常時閉止する構

造とする。

また，除塵装置エリアか

ら海水ポンプエリアヘ津波

が l卜流入することを防する
弗砧遇うk肪I卜評備シ1－－で

一
一

の浸水対策の概要につい

て，第1．5．9図及び第

1．5．10図に示す

･･･設置するほ

0

か"￥，

●●●

海水ポンプエリア●●巳

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

床ドレンラインには・・・の

海水ポンプエリアにお●●●

いて浸水防止設備とし
1■■■■■■■■

－ L

て・・・

●●● また，海水ポンプエリ

アに設置され，漏水により

津波の浸水経路となる可能

性がある海水ポンプ本体に

接続されている非常用タン

クベント配管等について

一
一

確認する。

･･･設置し，海水管ダクト

床面には床ドレンライン逆

止弁を設置する。なお，水

密ハ
蒔關

主，

ツ
｜
卜

チはボルトにより常
弓ース權剖告ル-dース芋

●●●

･･･海水ポンプエリア及び
－

海水管ダクトの床ドレンラ

インには・・・

海水ポンプエリアに設●●●

一

クベント配管等並びに浸水

防止設備として･・・

(削除）



/ー、

/へ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－6

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

101

8(3)-1-

102

8(3)－1－

104

8(3)－1－

108

上11~

上14

下6～

下1

上4～

上5

上5～

上6

下11～

下7

下12

●●●

， 貝付着やスクリーン

の有無を考慮L色，計算結果
に潮位のばらつきの加算や

一
冊

い用を値たし価評に側全安
る

る。
－

･･･下回る。 したがって，

取水可能水位を下回る時間
!;ｱ･鐺1,、てま、海ﾌkポンプの

継続運転が可能となるよ

う，海水ピット内に海水を
貯水する対策として海水ピ

ツ ﾄ堰を設置する。

海水ピット堰の天端高さ
H･TP-14hm-て尋おし）約

530m3の貯水量を確保でき

る。また,－海水ピット堰に
は・・・

海水を保持するこルに●●●

より
－

2 仮に・・・

･･･海水ポンプの取水

量は確保できる

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

◎
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

●●●

…荷揚岸壁に係留皇_型工
いることから，漂流麹_と－1主
ならな い

-0 なお，
－

津波

警報発令時には，原則，係

留を外し緊急退避するが,
時間的余裕がなく，緊急退

避できない場合であって

も，位置及び津波の流向を

考慮すると海水取水
向方ﾕﾅｰ)か1,、汚砧雨

の影響はない。

口
一
水

へは

'畔ヅ、

海水取水路等の経路から

津波を流入させない･・・

●●●

， 海水ポンプの稼働状
能目ｲﾏﾄ善の右鉦乃7ドスケ

》
》
一

した値を用いる。

・・・下回る。したがって，

一
一

1.-で燕ﾌkポンプ雨ﾌk可台陰

水位を維持するため，海水

ピット内に海水ピット堰を
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■

設置する。

海水ピット堰には･・・
－

･･･海水を保持できる構造

とする。海水ピット堰

仮に･・・

は，

･･･海水ポンプの継続運転

が可能な取水量を十分確保
－

できる設計とする。 ●● ●

…荷揚岸壁に係留立至_こ
とによ り，漂流 させない設

計とする_。なお，津波波源
が発電所から離れており時

間的余裕がある場合，津波

警報発令時には』_姪留を外
し緊急退避する産め，漂流
物とはならない。

海水取水路から津波を流
－

入させない･・・



/へ

/へ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－7

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

109

8(3)－1－

124

8(3)－1－

132

8(3)－1－

133

8(3)－1－

134

8(3)－1－

136

8(3)－1－

138

8(3)-1-

147

8(3)－1－

150

下10

下11～

下10

下3

上4

下4

上12～

上13

下10

上11～

上12

下10

上13～

上14

上3～

上4

…貫通部止水処置を実施

－
する。

また，海水ポンプエリア

については浸水防止設備を

設置する。

・・･以下の 設計とす
－

る。

また p

の・・・

一

非アナログ式

煙感知器と非アナログ●●●

式

熱感知器と同等件●●●

能を･・・

－

･･･構成されるアナログ式

の受信機により，
■■■■■■■■■

● ●●

…火災区域又は火災区画

｜
’

及び屋内の火災区域

のうち ，

●●●

･･･煙が大気に放出される

ことから， ●巳●

－

･･･消火設備が同日寺に機能

を失わない設計とする。

･･･設計シ する。

4■■■■■■■■■■■■■■■■

…貫通部止水処置を実施

し，海水管ダクトに床ドレ

ンライン逆止弁を設置す

る。

(削除）

・・･以下のいずれかの設計

とする。

また ， これらの非アナログ

式の･・・

●●● 煙威知器及び非アナロ

グ式

－

･･･熱感知器と同等の性能

存・・・

･･･構成される受信機によ

り,

●●●

－

･･･火災区域又は火災区画

一

火

及び屋内の火災区域又は

災区画のうち ，

●●｡

－

…煙が大気に放出され煙
の充満するおそれがないこ

とから， ●●●

…消火設備が機能存失わ
－

ない設計とする。

･･･設計とする。

原子炉格納容器スプレイ

設備は，外部電源喪失時に

も起動できるように非常用

》
を喪失しない設計とする。



/一、

/一、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－8

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

152

8(3)－1－

158

8(3)-1－

159

上2～

上3

上11～

上12

下10～

下 9

上7～

上8

上7～

上8

(b)全域ハロン自動消火設

備等

･･･行うことにより一性
能を復旧する・・・

･･･耐震Bクラス及び耐震

cクラスの機器が･・・
1■■■■■■■■■

… 建屋接続部には…
－

原子炉格納容器内の
－

火災防護対象ケーブルは，

ケーブルトレイが原子炉格

納容器内で密集して設置さ

れているため・・・
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

･･･確認する設計とする。

－

(b)全域ハロン自動消火設

備等

行うことにより当蓬設●●●

備の機能及び性能を復旧す

る・・・

･･･耐震Bクラス及び耐震

cクラスの機器に・・・
－

…建屋貫通部付近の接続
部には…

原子炉格納容器内では，

蒸気発生器の計器はループ

ごとに配置し，ケーブルに

ついては系列ごとに敷設し

》
一
一
一

ルは，ケーブルトレイ丞蜜
集して設置されるため…

確認する設計とする。｡■●

また，原子炉格納容器内

一
一

内の以下の設備に
l士鉾蛍Jの筐佐や

つ
一
ケ

いて

－ミ／ン

グ等で構成することによ
い』ん郷率牛時に鑑し、て ＊ 、

火災防護対象ケーブルが敷

設されるケーブルトレイへ

の火災影響の低減を図る。
●

●

電気盤

油内包機器である格納容

器再循環ファン

・1次冷却材ポンプ電動機

油回収タンク
幸宏油内句.鰐翠である

格納容器冷却材ドレンポン

プは，火災防護対象ケープ



/ー、

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－9

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

159

～

8(3)－1－

160

8(3)-1-

164

8(3)-1-

173

8(3)－1－

177

8(3)－1－

180

8(3)－1－

182

下11
～

上4

上7～

上8

上6

上7～

上8

下11~

下10

下6～

下5

下11

上11~

上12

下2

(a)ケーブルトレイに対す

る鉄製蓋の設置

また，…防止できる。

･･･可燃性物質の量等を基

に』一発電用原子炉施設内の
火災によって迄，

●●●

用）

●●｡

●●●

(重大事故対処
－

(重大事故対処

用）存･・・

●●●

－

( 重大事故対処

用）を･・・

●●●

1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

( 重大事故対処

用）は ，

●●●

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

・・･以下の 設計とす
－

る ◎

･･･竜巻（風（台風）

含む。 ）によって・・・

－

･･･非アナログ式炎感

知器

－

ルを敷設するケーブルトレ

一
一
一

砧，ル焔率牛時IF土ﾐし、で&、

火災防護対象ケーブルが敷

設されるケーブルトレイ へ

の火炎影響を防止できる。

(a)ケーブルトレイに対す

る鉄製蓋の設置

(削除）

･･･可燃性物質の量等を基

に想定される発電用原子炉

施設内の火災によつ工一
●●●

●●●

●●●

(重大事故等対処用）
I■■■■■■■■

(重大事故等対処用）

を・・・

●●●

一

(重大事故笠対処用）
を・・・

●●●

は，

(重大事故笠対処用）
●●●

・・･以下のいずれかの設計

とする。

…竜巻（風（台風）塗含
）によって・・・む。

…非アナログ式の炎威知
一

器



/~、

'へ、

～

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

8－10

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

183

8(3)－1－

186

8(3)-1-

188

8(3)-1-

189

8(3)－1－

191

8(3)－1－

195

8(3)－1－

196

～

8(3)-1-

216

8(3)－1－

217

下3

上1

上9

上10～

上11

下5

下8

上13～

上14

２
６

上
へ
上

上6～

上7

ま た

の・・・

,
－

非アナログ式

･･･熱感知器と同等性

能を有する・・・

熱感知器と同等●●●

能を有する・・・

－

－

』性

･･･火災区域又は火災区画

及び屋内の火災区域
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

のうち・・・

放出され且ことから，●●●

使用済燃料ピットでは，
－

●●●

･･･行うことにより件

能存･・・

－

l.7溢水防護に関する基

本方針

●●●

する

｢竜巻防護施設」と

。

●●●

q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ま た ， これらの非アナロ

グ式の･・・

･･･熱感知器と同等の性能

を有する・・・

－

･･･熱感知器と同等の性能

寺有する・・・

■■■■■■■■■

…火災区域又は火災区画

←及び屋内の火災区域又は
火災区画のうち・・・

●●● 放出され煙の充満する

おそれがないことから ，

使用済燃料ピットには
●●●

，

･･･行うことにより当該設

備の機能及びノ性能を・・・

変す別紙8－1－1に更る。

●●● ｢竜巻防護施設」とし
1■■■■■■■■■

て竜巻による影響を評価し

設計する。また，竜巻防護

施設を内包する施設につい

ても同様に竜巻による影響

》
》

ステル寺全卜寺暗のかし、

期間に修復すること等の対

応が可能な設計とすること
1戸士い寺全櫟台陰が維持大

豹.ス.－ルカコ伝音巻lr士尻

影響を評価する対象から除



内

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－11

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

218

8(3)-1-

220

8(3)－1－

222

8(3)－1－

225

上10~

上14

上13～

上14

上8～

上10

下9～

下 8

上3～

上4

竜巻から防護する施設の

うち，クラス3に属する施

設は損傷する場合を考慮し

一
一
一

言トルさ一系テルl了上し）．寺全

機能を損なわない設計とす
ステルブ】。民クラス1乃7K

クラス2に属する施設を竜

巻防護施設とする。

… に隣接し竜巻防護

施設に･・・
－

考慮して，●●●

－
建屋等

又は竜巻防護対策設備によ

る防護ができない可能性が

あるものは固縛，固定又は

竜巻防護施設からの離隔対

策を実施土至。

作 用 す る 荷 重 券 以●●●

下に示す一◎

一

…設計竜巻荷重に包絡さ

れる ◎
－

外する。
－

(削除）

●●●

隣接・・・に し倒壊等により
孟是

巻防護施設に・・・田‘

･･･考慮して， 衝突時に建

屋等又は竜巻防護対策設備

に与えるエネルギが設計飛
来物によるものより大き

く，竜巻防護施設を防護で

きない可能性があるものは

縛
か

固
設

'

ら

固定又は竜巻防護施

の離隔対策を実施

し，確実に飛来物とならな

い運用とする。

…作用する荷重上して
「風圧力による荷重(W

w)｣,「気圧差による荷

重[WP)」及び「設計飛

来物による衝撃荷重(W

M)｣を以下に示す_とお虻
一

算出する。

…設計竜巻荷重に包絡さ

て考慮しなし、
－－－－0



内

/~、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－12

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

228

8(3)-1-

229

8(3)-1-

232

8(3)-1一

237

上12～

上15

上5～

上7

上7

下12

下9～

下 5

下3～

下1

影響によ●●● り損傷する可

》
一

う可能性がある場合には
■■■■■■■■

竜巻防護対策設備又は・・・

…破損により施設内の竜

巻防護施設が･･･発生によ

り施設内の竜巻防護施設
が・・・

●

･･･遮へい機能
－

･･･想定される以下の事象

を抽出し，

a． 火災

－

●●●

竜巻防護施設を内包する

建屋内については，設計竜

巻により飛来物が侵入する

場合でも，建屋開口部付近

には，原子炉施設の安全機

能を損なう可能性がある発

火性又は引火性物質を内包

する機器がないこと ,

●●●

こルはない ことから，●●●

設計竜巻により建屋内に火

災が発生することはなく，

…影響により健全性が確

保されず，貫通又は裏面剥

離が発生し安全機能を損な

う可能性がある場合には←
竜巻防護対策設備又は･・・

破損により内旬される●●●

竜巻防護施設が･･･発生に

より内包される竜巻防護施

設が･・・

疲蔽機能●●●

－

･･･想定される事象とし
て ‘ た 能 黙 # 7 k 乃 7 R 外郭雷

源喪失を抽出し，

a． 火災

●●●

竜巻随伴事象として，

一
一

る場合の火災が想定され

豆←

皇屋内については，飛
来物が侵入する場合でも，

建屋開口部付近には，原子

炉施設の安全機能を損なう

可能性がある発火性又は引

火性物質を内包する機器住
なく

－
，

●●●

ことはな.い。●●●



へ

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－13

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

238

上1～

上5

上6～

上7

下12~

下10

建屋内の竜巻防護施設が安

全機能を損なうことはな

い。
一

建屋外については，設計

竜巻による火災が発生する

場合でも，外部火災防護施

設の安全機能を損なわない

設計とすることを「1.10

外部火災防護に関する基本

方針」に工壹塵する。
なお，建屋外の火災に対

1‐てけシ当』ん田ﾌk巧7K箔防

車等による消火活動を行
ｰ

_2_9_

b.溢水

－

竜巻防護施設を・・・

建屋外については， 設計
－

竜巻により溢水が発生する

場合に，溢水防護施設の安

全機能を損なわない設計と

することを「1.7内部溢水

－
に関する基本方針」

にて考慮する。
－

建屋外については,Z2L
にある危険物タンク等から

》
》
》
一

影響を評価した上で，外部

火災防護施設が安全機能を

損なわない設計とすること

を「1.10外部火災防護に

関す

る。

る基本方針」に起載す

火災が発生した場合は，

火災防護計画に定める火災

発生時の対応を実施するこ

とから，竜巻防護施設が安

全機能を損なうことはな

kﾕー

b.溢水

竜巻随伴事象として，竜

巻による飛来物が建屋開口

部付近の溢水源に衝突する

場合，屋外タンクに飛来物

が衝突する場合の漁水が想

定される。
旦玉姥

甲，巻防護施設を･・・

建屋外については，竜巻

一
一
一
》

設備が安全機能を損なわな

い設計とすることを「1.7

溢水防護に関する基本方

針」に記載する。



内

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－14

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

241

8(3)－1－

242

8(3)-1-

246

8(3)－1－

253

8(3)－1－

254

～

8(3)-1-

278

8(3)－1－

298

上7

上2～

上3

下5

上6

上13

下6

上2
～

下1

上5～

上13

…設計とする。

降下火砕物の特徴里型設
計対象施設の構造や設置状

況等を考慮し上有意な影響
を及ぼす可能性が考えられ

る直接的な･・・
－

降下火砕物によっ●●●

て・・・

－

(Z)降下火砕物の間接的
影響に対する設計方針

･･･する。
－

…除灰を_一一実施する。

1．10外部火災防護に関す

る基本方針

自然現象の組み合わせに

ついては，発電所敷地で想

定される自然現象について

一
一
一
一
一

が自然現象を組み合わせる

ことにより個々の自然現象

が与える影響よりも小さく

なる

･･･設計ルするため，設計

対象施設から除外する。

降下火砕物の特徴から直

接的影響の要因となる荷
雷開票磨碁底合一犬。

気汚染，水質汚染及び絶縁

低下を抽出し,_設計対象施
設の構造や設置状況等を考

慮して直接的な…
－

●●● 降下火砕物に含まれる

腐食性ガスによって…

(且）降下火砕物の間接的
影響に対する設計方針

･･･する。 電源の供給に関

する設計方針は「10.1非

常用電源設備」に記載す

至一

･･･除灰を適切に実施す
－

る。

別紙8-1-2に変更する。

(削除）



角

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

8－15

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

300-1

～

8(3)-1-

300－2

8(3)-1-

300-2

４
６

下
へ
上

下6～

下1

● 同時に発生するとは考え

られない

一
一
一
一

1戸転卜1．字全怖言等の寺全鰹

能が損なわれないことを確

認した。

ここで，降水に

発生する可能性が

現象

士 石

関連して

ある自然

としては，土砂崩れ，

流及び地滑りが考えら
－

れる･ 土砂崩れについて

る地域には重

ない。_地滑り
「(8)地滑り」

主方舌亜寺

要安全施設は

については，

に述べる。
全怖勢CL外の

安全施設については，士石
濡1戸圭卜1.本原子‘臆#布言等の

一

含陰葬椙かわかい誇割-少1→

一
一

1）－トミ告ルーォスルルt､l了

運用上の措置等，可能な限

り対策を講じる。

重要安
全1面｛ｵh

全施
滑レ）

設 付 近
■■■■■■■■■■■■■■■

{ｵh形の

急
存

，
存

は
左

一
一

施設以外の安全施設につい

ては，地滑りに対し，本原

子炉施設の安全上の機能別

重要度分類に応じて要求さ

れる安全機能を損なわない

ここで，降水に関連して

発生する可能性がある自然

現象としては，土石流，土
砂崩れ及び地滑りが考えら
－

れる。（削除）

地滑りについては，「(8)

地滑り」に述べる。

(削除）

重要安全施設は，
－

地滑り
－

一
一
一
一

りに対し，本原子炉施設の

安全上の機能別重要度分類

に応じて要求される安全機



角

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－16

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

303

下13~

下11

設計とし，構築物にあって

は，相応の頑健性を有する

鉄筋コンクリート造とする

とともに，運用上の措置
等，可能な限り対策を講じ

る。

･･･設計とする。

－

能を損なわない設；

構築物にあっては，

頑健性を有する鉄j

リート造とすると

》

じる。

･･･設計とする。

自然現象の組み合わせに
-〆-〕1,,でけ率雷所斬+1hで相

》
一
一
一
一
》
一

生するとは考え時に発

ない

柵
一
伺
一
帥

一
一
一
一
》
》
且
一
一
》
一
一

条項で考慮し，地震又は津
波と組み合わせる自然現象



へ

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－17

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

305

8(3)-1-

306

8(3)－1－

306

～

8(3)－1－

307

8(3)－1－

307

下11~

下10

下9～

下6

１
１

下
一
上

上6～

上7

上13

2．について

発電所の近くには，ダム

の崩壊により影響を及ぼす

ような河川はないことか
－

ら， ダムの崩壊を考慮
－

する必要はない。
－

…外部火災防護施設に影

響はない。

b・発電所敷地内に設置す

る危険物タンクの火災
－

発電所敷地内に設置する

危険物タンクの火災発

生時の輻射熱による外

部火災防護施設の建屋･・・

輻射熱による－外部●●●

火災防護施設の建屋･・・

輻射熱による－外部●●●

火災防護施設の建屋･・・

…タンクーの火災，…

による荷重としては，風
ｲ合同1▽'千鱈雲少さ一 ス

鶚日ユ典今治､日-1戸当秀一､-rlす

一
一

考盧する。

2．について

ダムの崩壊として，決壊

による河川の洪水を考慮す

る。
－

発電所前面海域へ流入す

る河川はないことから
－

フ ダ

ムの崩壊による影響を考慮
する必要はない。なお，発
蕾可fの斗斤ぐのダム竺廿 斤

陵を挟んだ宇和海側にあ

る。
－

･･･安全施設に影響はな

い。

b.発電所敷地内に設置す

る危険物タンク笠の火災
発電所敷地内に設置する

危険物タンク笠の火災発生
時の輻射熱によ るクラス1

及びクラス2に属する外部

火災防護施設の建屋…

輻射熱によ●●● る ク ラ ス1

及びクラス2に属する外部

火災防護施設の建屋･・

…輻射熱によ る ク ラ ス1

及びクラス2に属する外部

火災防護施設の建屋…

・・・タンク等の火災，
－

● ● ●



内

伸、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8-18

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

308

8(3)－1－

309

8(3)-1-

317

上3

上6

上11

下3～

下2

下12～

下11

下10

下3～

下1

･･･発電所から離隔距離が

確保されており

ス・・・

有毒ガ

一般航路は発電所から離

隔距離が確保されている。

また

●● ●

，

,

●●●

安全機能を有する構

築物，系統及び機器存･・・

･･･有害物質の持ち込みを

含 註一）存・・・

する。・・・し

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

2 につ い て

発電用原子炉の事故
の・・・

･･･設計とする。

－

■■■■■■■■■■■■■■■

･･･発電所か ら離れてお

有毒ガス…り，

海上交通としては，一般

航路が発電所沖合約

13km,阪神一九州間の定期

航路が発電所沖合約18km
1Fおh率雷所1．F,雛荊,‐で

いる。

●●●

,

また， ●●●

安全施設を…

･･･有害物質の持ち込みを

含む二） 左・・・

・・・とする。
大P,r-子の杣の審全旅

言等lFJ-)I,、で＊、プラントの

安全上重要な機能に障害を

きたすおそれがある現場の

機器・弁や外部環境に影響

を与えるおそ

の鯉聖．毒IF

れ
一
計

のある現場
1.-で伝_,今

御盤・弁に対しては施錠管
裡浄矛〒弓テルl了1．m詔握

作を防止する設計とする。

2について

発電用原子炉の運転時の

異常な過渡変化及び設計基

準事故の・・・
－

･･･設計とする。

現場操作が必要な安全施
言等l〆一一)1,,-で＝プラントの寺

全上重要な機能に障害をき

一
国

与えるおそれのある現場の



円

公

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8-19

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

318

上3

上6～

上7

上8～

上9

下10～

下9

下6～

下5

下4

当該操作が･・・

…外部電源喪失及びぱい

煙や燃焼ガス型主有毒ガ
降下火砕物に…ス』

･･･現場操作についても

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

設計基準事故時に･・・

･･･設計とする。

－

(地震）

･･･設計とする。

一

(内部火災）

･･･設計とする。

一

(内部溢水）

1■■■■■■■■

中央制御室の周りには，

地震時に溢水源となる・・・

一
》
一

する設計とする。

当該操作が…

…外部電源喪失並びに燃

焼ガスやばい煙，有毒ガス

及び降下火砕物に･・・

…現場操作についても連
転時の異常な過渡変化及び

設計基準事故時に･・・

･･･設計とする。

想定される環境条件とそ

の措置は次のとおり。

(地震）

･･･設計とする。

現場操作については，操

作対象設備が基準地震動に

よる地震力に対して機能喪

評
価

る設計とする。

(内部火災）

･･･設計とする。

現場操作が必要となる対
曇言等備廿「1R1Sg言卜

一
一

計と
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

K方I卜

-3- 砿
一
雄

醗
一
鏑 乃

火災
■■■■■■■■■■■■■

7陶当

雛
一
姉

一
》

設計とする。

(内部溢水）

御室の周

なる・・・

りに



内

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－20

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

319

下2～

下1

上1

上7～

上9

上10～

上11

下6～

下1

･･･設計とする。

4■■■■■■■■■■■■■■■■■■

(外部電源喪失）

●●● 部火災， 降下落雷，2t塾一
火砕物の降下に

･･･設計とする。

■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

伴い･・・

(ばい煙等による由央制御
室内雰囲気の悪化）
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

外 部火災によるぱい
－ －－

煙や燃焼ガス又は有毒ガス
並ｴ且三降下火砕物による
●●●

･･･設計とする。

－

六F,IF早-の柚の寺全怖

言等の姪作かjxlr-/-)し、で世、

プラントの安全上重要な機

能に障害をきたすおそれが

ある機器・弁や外部環境に

･･･設計とする。

現場操作が必要となる対
参言等借け「17澪ﾌkB方

一
一
》

(外部電源喪失）

落雷，森林火災，火山●●●

の影響に伴い…

･･･設計とする。

現場操作が必要となる対
曇言等備H･｢1011審全

》
一

計とする。

(ばい煙等による操作雰囲
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■

気の悪化）

火災等により発
一一一

燃焼ガスやばい煙，

撒
一
補

ス及び降下火砕物による
－

●●●

･･･設計とする。

る
一
ガ

建屋内の現場操作に対し

ては，
テル1戸

劉
一
、

棚
一
情

樵
一
報

吋
一
細

系

一
計

l了針･1_-rlす蒔閤全然葬確

保し環境が回復した後に操

作する設計とする。

(削除）



へ

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－21

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

320

8(3)－1－

320

～

8(3)－1－

321

8(3)－1－

321

8(3)－1－

323

8(3)－1－

329

8(3)-1-

339

8(3)－1－

346

下8～

下6

２
１

下
へ
上

上4～

上5

下3～

下1

上3～

上4

上2～

上3

下9

影響を与えるおそれのある
王目堤二年竺jr剣･1_-r伝,今'十

による識別管理を行い操作
券塞具lr-d－スレレボ､kｧ・蹄

錠管理により誤操作を防止

する設計とする。

照明として，●●● ディーゼ

ル発電機から電力を供給す

る運転保安灯及び運転保安

灯のうち内蔵電池を備える

無停電運転保安灯を設置

作業場所までの・・・し，
－

…に設置し,，外部電源喪
失時にも必要な照明を確保

できるよう，ディーゼ

ル発電機から電力を供

給土皇設計とする。

･･･無停電運転保安灯は
I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ディーゼル発電機から

電力 を 供 給 す る ほ
一 －

か， ●●●

･･･要求される格納容
一

器内又は･･･の濃度低減機

能が喪失する・・・
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

･･･迅速かつ安全に号炉間

の電源融通を可能とし，電

源供給の多様化を図る…

イ使用済燃料からの放射

線に対して適切な遮蔽能力

を有するものとすること
1■■■■■■■

・・・左熱燕へい体と…
－

･･･照明として， 運転保安

灯又は無停雷琿転保安灯を

設置する。また，作業場所
までの・・・

・・・に設置する。また フ 外

部電源喪失時にも必要な照

明を確保できるよう，韮堂
用母線に接続し,一ディーゼ
ル発電機から典電力を供給
できる設計とする。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

･･･無停電運転保安灯は非
Ⅱ■■■■■■■■■

常用母線に接続し，‐ディー
ゼル発電機からも電力を供

給

一

できる設計とするほか，
●●●

･･･要求される「格納容器
一

内又は…の濃度低減機

能」が喪失する…
一

…訊涼かつ安全に号炉間

の重血融通を可能とし，霊
力供給手段の多様化を図

る・・・

イ使用済燃料からの放射

線に対して適切な遮蔽能力

を有するものとすること。
■■■■■■■■■■■■■■

・・・を熱遮蔽体と・・・
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－22

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-
348

8(3)－1－

353

8(3)-1-

368

8(3)-1-
370

8(3)－1－

376

8(3)－1－

377

8(3)－1－

382

上10～

上11

下12

下 5

下10～

下1

下1

下7～

下6

上5～

上8

蒸気タービンについて

》

９は

境 条 件…

･･･できるように設計

する。

－

●●● 中央制御室にて昼夜に

わたり把握することができ
－

る・・・

･･･設計する。

中央制御室外で有毒ガス
飛率牛1－弁･堤合1戸f、中中一

制御室換気空調設備の外気
雨入券手動で1庶断1．開同

路循環方式に切換えるこ.と

により運転員その他従事者

の 安全を守ることができる

設計とする。

(3)中央制御室換気空調設
借廿菫古5時lr.けﾀL毎ルの

ツ
｜
ル

ﾄを通る閉回路循環方式
1＝置吏晨邑子の杣群重苦

を放射線被ばくから防護す

る設計とする。

中央制御室は，中央制御

室外の火災により発生
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

煙す るぱい，・・・
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

･･･左紹えないように設計

－

する。

－

次i庶磁，原子･･･原子炉1

炉2次遮遮，外部遮謹，補
助遮蔽，燃料取扱遮蔽等
芽・・・

上記により，通常運転時
の異常な過渡変化時及び設

蒸気タービンについて

は‘想定される環境条
件･・・

・・・できる設計とする。
一d■■■■■■■

…中央制御室にて把握す
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ることができる・・・

設計する。●●●

(削除）

(3)中央制御室は，中央
－

制御室外の火災笠により発
生する燃焼ガス室ばい煙，
●●●

・・・を超えない設計とす

る ◎

－ －

…原子炉1次遮全』△，原
子炉2次遮へい，外部遮へ

い,補助遮竺』△,燃料取扱
疵へい等を･・・

－

(削除）



月

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－23

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1一

384

8(3)－1－

385

8(3)-1－

386

上10~

上11

下3

上5

上7～

上9

言+其准車古ケH寺lァ鐺1,,ィ率

一
掃
一

l."7KIで認許其準事荊時

における迅速な対応のため

に必要な情報を把握できる

設計とする。

･･･代えることができる。

－

五閉止後において駆動動

力源が･・・

●●●

， 最 低使用温度を

考慮した･・・

－

・・・を有するように設計

する。

－ －

主要な配管に設ける
－

隔離弁は， 原子炉格納容器

内外に各1個の自動隔離弁
券言等'十，-つの白動隔離弁

の駆動源は互いに独立なも

のとし，単一故障によって

隔離機能を喪失することの

ない設計とする。

代えることができる。●●●

一

適切に設ける

炉格納容器の

瞳
一
柵

に通常時において

は、
剛
一
剛

帰
一
州

され

た一個の隔離弁を設けるこ
少か&､ヘィ前一号の相市

による隔離弁の設置に代え

ることができる。

五
力

閉止後において駆

源が･・・

動動

…，最低使用温度_L二
7℃）を考慮した・・・

－

…左有す皇_設計とする。

主要な配管

炉格納容器隔

帰
一
儒
一

る
‐

洲
紺

に
離

一
一
一

する。

自動隔離弁は，単一故障

の仮定に加え外部電源が利

用できない場合でも，隔離
縦
一
座

が達成できる設計とす



内

ハ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－24

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

386

～

8(3)－1－

387

8(3)－1－

398

8(3)-1-

417

8(3)-1-

418

8(3)－1－

420

8(3)－1－

423

8(3)－1－

425

8(3)－1－

426

３
１

下
へ
上

下2～

下1

下6

下7

下4

上l～

上3

上8～

９
７

上
上

下6～

下5

五

弁を

隔離弁と

使用する

Ⅸ
｜
齢

空気作動

にはフェ

一
一
》

が1,、言等言＋L廿一ス雲計幸の

一
一

｣=ご産L設計とする。

･･･，発電所外の

子力本部（松山）

国， ● ●●

措置●●●

る。 ● ●●

本店,原
，

－

を講じた設計とす

－と位置的分散

・・･全ての設備が･・・
－

また，当該可搬型重大事

一
一
一

とも1セットは100mの離

隔距離を確保する。

敷●●●

卜・・・

地配置より設計
－

地配置より設計
－

･･･が可能な設計とする。

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

地震起因以外の・・・

五原子炉格納容器隔離弁

は閉止後駆動動力源の喪失

によっても隔離機能が喪失
1，か1,,言等言トシ－3－ス孝秀

》
》
》

されても自動開とはならな

里設計とする。

●●●

， 発電所外の原子力本

部（松山）

松），国 フ

，

－

本店（高
●●●

…措置を講じ亀設計とす
る。 ●●●

…設備笠と位置的分散を
図る。

・・･すべての設備が･・・

(削除）

敷地配置より，設計●●●

卜・・・

敷地配置より，設計●●●

卜・・・

･･･が可能な設計とする。

耐震設計については

「1.4.2重大事故等対処

施設の耐震設計」に示す｡－

地震起因以外の・・・



内

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

8－25

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

430

8(3)-1-

431

8(3)-1-

432

8(3)－1－

433

8(3)-1-

437

8(3)-1-

439

8(3)-1-

440

下3

下11

上8

下10

上6

上8

上10

下9～

下7

上6～

上13

破損 蒸気発生器・・・に

隔離に･・・

l■■■■■■■■■■■■■■■■

…使用する｡ただし,常
時海水を・・・

燕____-・・・・・・へいの設置や

・・・ように

や･・・

， 遮へいの設置
一

P･･とする。－操作場所
のi斤傍又は･・・

･･･は運搬 ●
一 設置が･・・

，漏洩の有無の・・・●●●

ー

…重大事故等対処設備

（－原子炉出力抑制（自

動） , 原子炉停止（手動）

墓ｴi原子炉出力抑制（手
動）並ｴjilEほう酸水注入）
を設ける。

■■■■■■■■I■■■■■■■■■

停原子炉緊急I上が･・・

･･･設計山 する。

原子炉緊急停止が必要な

原子炉トリップ設定値に到

達した場合において安全

保護系ロジック盤の故障等

…に破損側蒸気発生器隔

離に…
－

･･･使用する。常時海水を
●●●

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…遮蔽の設置や…

・・・ように， 漉磁の設置

や･・・

・・・とする。 工具は， 操作

場所のj斤傍又は･・・

…は運搬，設置が…

●●●

、 漏主Lの有無の･・・

･･･重大事故等対処設備

(手動による原子炉緊急停

止一原子炉出力抑制（自
動）』一厘子炉出力抑制（手
動）及びほう酸水注入）を

－

設ける。

原子炉緊急停止が必要な

原子炉トリ
窪1．弗埠会

ツ
■■■■■■

1戸

プ設定値に到
造 1 , 、 ャ字全

保護系ロジック盤の故障等

により原子炉自動トリップ

に失敗した場合の重大事故

等対処設備（原子炉停止

（手動））として，原子炉
卜1）・ノプスイ、､ノチlナ壬勧

による原子炉緊急停止がで

きる設計とする。

原子炉緊急停止が・・・

･･･設計ル する。

(削除）



角

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－26

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

442

8(3)－1－

443

8(3)-1-

444

8(3)-1-

445

8(3)－1－

446

下8

下12

上1～

上5

下3

下11

下9

下1

一
一
一

卜1）、ソプスイ、ソチけ手雷h

による原子炉緊急停止がで

きる設計とする。

多様化自動作動盤･・・

電動補助給水ポンプーター
ビン動補助給水ポンプ･・・

…電動補助給水ポンプ

空冷式･･･は
■■■■■■■■■■■■■■■

原子炉冷却材圧力バウン

ダリが高圧の状態で原子炉

を冷却する場合に監視及び

制御に使用する重大事故等

対処設備（監視及び制御）

として，加圧器水位，蒸気

》

水位を使用する。

加圧器水位は…

･･･加圧器逃がし弁は，

開・・・

…（タービン動補助給水

ポンプの機能回復）を

設ける。

－

･・・（タービン動補助給水

ポンプの機能回復）と

して，・・・

…（主蒸気逃がし弁の機

能回復一）を設ける。

多様化自動作動盤･・・

電動補助給水ポンプ及型タ
－ピン動補助ポンプ・・・

…電動補助給水ポンプ

は』空冷式…

原子炉冷却材圧力バウン

ダリが高圧の状態で原子炉

を冷却する場合に監視及び

制御に使用する重大事故等

対処設備（監視及び制御）

として』_』ﾛ圧器水位は…

…加圧器逃がし弁迄開…

●●● (タービン動補助給水

ポンプの機能回復（人

力））を設ける。
4■■■■■■■■■■■■■■■■

● ●●

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■

(タービン動補助給水

ポンプの機能回復_(人
力））として
－

●●●

,

●●●

(主蒸気逃がし弁の機

能回復（人力））を設け

る ◎



へ

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－27

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

447

8(3)-1-

450

8(3)-1-

451

8(3)-1-

452

上2～

上4

上10

上11

下11

下3

２
３

上
上

上6～

上7

上10

上l1

９
８
５

下
下
下

上l1~

上12

(主蒸気逃がし弁の機能回

復一）として，主蒸気逃
がし弁は人力操作によ

り，

－

現場に塑込工可搬型．
ンプレッサー又は窒素ボン

ベ等を接続するのと同等以

上の作業の迅速性を有する

とともに，駆動軸

存・・・

…ライン左介して原子炉
ザ、●●●

余熱・・・において・・・
－

…代替再循環ライン童企
して炉心’、･・・

Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…代替再循環ラインを介
して炉心'～･・・

－

熱・・・において余・．．
－

…余熱除去設備の再循環

－

による・・・

…を介し工代替再循環…

・・・において 格納容器
●●●

－

… 再循環一による…

熱・・・において余・・
－

･･･の再循環による・・・
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…安全注入系統を介し
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

て・・・
－

…燃料取替用水タンク丞
ぴ補助給水タンクを･・・

－

(主蒸気逃がし弁の機能回

復（人力））として，主蒸

気挑がし弁は，人力操作に
より ， 現場における可搬型

コンプレッサー又は窒素ボ

ンベ等里接鐘_と同等以上の
作業の迅速性を有する設計

とする。また，主蒸気逃が

し弁は， 駆動軸参・・・

・・・ラインにより原子炉
へ●●●

…において，余熱…

･･･代替再循環ラインによ
一

り炉心へ･・・
－

･･･代替再循環ラインによ
■■■■■■■■■■■■■■■■■

り炉心へ･・・
－

・・・において，余熱･・・

･･･余熱除去設備の再循環

琿転による・・・
－

･･･を介し代替再循環…
－

…において，格納容器…

･･･再循環潭転による・・・
－

・・・において，余熱･・・

…の再循環運謹による…

安全注入系統』皇_圭一且．．●●●

･･･燃料取替用水タンク又
一

は補助給水タンクを･・・



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－28

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

453

8(3)-1-

454

8(3)-1-

455

8(3)-1-

456

上13

下5～

下4

１
２
１
１

上
上

下11

下5

２
３

上
上

上10~

上11

下8～

下7

上9

下11

下8～

下7

上6～

上7

下9～

下8

を介・して炉心へ・・・ライン
●●●

…代替再循環ラインを介

して炉心'、･・・
－

－

流・・・において全交・・・
－

喪失した場合の重●●●

大事故防止設備…

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・・・を介して炉心へ･・・

●●● 場合の 重大事故防

止設備･・・

－

･･･において全交流…
■■■■■■■■■■■■■■■

･･･場合の重大事故防
一

止設備･・・

…喪失した場合を想定し
－

た重大事故等対処設備･・・
－ －

格納容器再循環サンプスク

リーンは， 非常用炉心冷却

設備のポンプ及び･・・

･･･原子炉格納容器スプレ

イ設備を介して ，

●●●

・・・において 余熱･・・
－

…左介して再循環 で

きる設計とする。

1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

● ●●

･･･喪失した場合を頽定し

た重大事故防止設備･・・
－

●● ●

，

る・・・

現場で里人力によ

・・・ラインにより炉心へ･・・

…代替再循環ラインによ
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■

り炉心へ･・・
一

・・・において，全交流･・・

喪失した場合の室設重常●●●

大事故防止設備…

・・・により炉心へ･・・
－

･･･場合の可搬型重大事故

防止設備…

…において－全交流…

･･･場合の常設重大事故防

止設備･・・

－

･･･喪失した場合の重大事

故防止設備･・・
－

－

格納容器再循環サンプスク

リーンは， 高圧注入ポンプ

(B）及び･・・
－

･･･原子炉格納容器スプレ

イ設備により ，

●●●

…において,余熱…

…左介して再循環

できる設計とする。

運転が
●●●

･･･喪失した場合の重大事
一

故防止設備･・・

●● ●

, 現場で人力による・・・
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■



へ

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－29

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

457

8(3)－1－

458

8(3)-1-

459

8(3)-1-

461

上13～

上14

上10

上12

下1

上8

下9～

下8

下5

上3～

上7

下10

下6～

下5

●● ●

， 現場での人力により
－

開操作することで主蒸気逃

がし弁の機能回復が･・・

･･･余熱除去ポンプ及び余

熱除去冷却器の･・・
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

･･･の重大事故等対処設

備・．．

－

…代替再循環ラインを介

して炉心
－

へ●●●

－

…再循環ラインを介して

炉心へ●●●

…格納容器再循環サンプ

スクリーンは， 非常用炉心

冷却設備のポンプ及唾格納
容器スプレイポンプの．．・

・・・より再循環による
－

原子炉冷却機能が･・・

・・・として，
スプレイポ

代替格納容器
ンプ乱E蛍田‘偏

毎
軒

補助給水タンクを使用す

互竺

燃料取替用水タンク又は

補助給水タンクを水源とし

た代替格納容器スプレイポ

ンプは，代替再循環ライン

を介して炉心へ･・・

…代替再循環ラインを介

して炉心診～･・・
－

－

･･･原子炉補機冷却機能が

喪失した場合の重大事

故防止設備･・・

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

● ● ●

， 現場で人力により開
－

操作すること二亘撞能回復
が・・・

･･･余熱除去ポンプ又は余
一

熱除去冷却器の･・・

･･･の重大事故防止設備･・・
－

･･･代替再循環ラインによ
－

り炉心へ･・・
－

･･･再循環ライ
ﾉﾊ診ー ･･･

ンにより炉

…格納容器再循環サンプ

スクリーンは』_掻納容器ス
プレイポンプの・・・

…より再循環連謹による
原子炉冷却機能が･・・

・・・として，燃料取替用水

タンク又は補助給水タンク

を水源とした代替格納容器

スプレイポンプは，代替再

循環ラインムニ_よ_且炉心へ
●●●

･･･代替再循環ラインによ
一

り炉心へ･・・
－

･･･原子炉補機冷却機能が

喪失した場合の堂設重大事
故防止設備･・・



侭､

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－30

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

462

8(3)－1－

463

8(3)－1－

464

8(3)－1－

465

8(3)－1－

466

8(3)－1－

467

8(3)-1-

470

～

8(3)-1-

471

下13～

下12

上9～

上10

下10～

９
６

下
下

上1l

上5～

上6

下7

下12~

下11

下8～

下7

下11~

下10

１
６

下
一
下

現場でQ人力により開●●●

操作することで主蒸気挑が

し弁の機能回復ができる設
－

計とする。

･･･低圧注入系統を介して

炉心ゾー･・・

…代替再循環ラインを介

して炉心ツー･・・
■■■■■■■■■■■■■■■

－

…代替再循環ラインを介

して炉心
－

へ●●●

－

…代替再循環ラインを介

して炉心
I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

へ ●●●

1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…原子炉補助建屋内に
1■■■■■■■■

－，補助給水タンクは原子
炉建屋屋上に設置すること

共演要因に・・・で
。■■■■■■■■■■■■■■

中 型ポンプ車凌牢●●●

冷式の･・・

q■■■■■■■■■■■■■■

…安全注入ラインを介さ

ず充てんラインを･・・
1■■■■■■■■■■■■ ■ ■ ■

損なわないよう，厘王●●●

炉補助建屋と異なる区画

に・・・

機能を喪失しないよう●●●

相互に位置的分散を…

電動補助給水ポンプ，タ

一
一
一

却雲力。F,の除動けターP．

一
一

ンプの電源を設計基準事故

･･･現場で人力により開操
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

作することで機能回復がで
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

きる設計とする。

･･･低圧注入系統により炉
ji,>"、・・・

－

･･･代替再循環ラインによ
－

り炉心’、･・・
－

･･･代替再循環ラインによ
－

り炉心へ･・・
q■■■■■■■■■

･･･代替再循環ラインによ
－

り炉心へ･・・
q■■■■■■■■■

…原子炉補助建屋内に詮
E_La,補助給水タンクは原
子炉建屋屋上に設置するこ

とで,共通要因に…

中型ポンプ車●●● 及び加圧

ポンプ車を奉冷式･･･

･･･安全注入ラインを介さ

ず一充てんラインを…

損なわないよう，異な●●●

る区画に・・・

機能を喪失しないよユ●●●

位置的分散を･･･

2次冷却系からの除熱に

使用する電動補助給水ボン

一
Ｆ

主塞箏;北茄1－＃け晶鍵F

－トシンクヘの熱の輸送で

使用する海水ポンプ及び原

子炉補機冷却水ポンプと共



角

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－31

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

474

上2

対処設備としての電源に対

して多様性を持った代替電
勵
一
鮪

P､給雷で争弐大p,lr

逃がし弁

設けて手動操

はハ
■ ■ ■ ■ ■ I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

作と
1戸士い海ﾌkボン

ンドル
妬
一
が

主
一
を

こと
■■■■■■■■■■■■■

7K眉

》
一

性を持った駆動源により駆

動できる設計とする。

これらの2次冷却系から
の膣

海水

鮴
一
脚

ｲ市田･dース雲緋け

プ及び原子炉補機

一
一

計とする。

電動補助給水ポンプ，タ

－ピン動補助給水ポンプ，

主蒸気逃がし弁，蒸気発生

器及び補助給水タンクは一

》
一

-て尋私系原子‘煩建屋内▽け

原子炉建屋屋上に設置し，

位置的分散を図る設計とす

る。

･･･原子炉格納容器内に
－

噴霧できる・・・
－

一
を持つ設計とする。

電動補助給水ポンプは，

ディーゼル発電機に対して

一
軒

設計とすることにより、海

》

を持った駆動源により駆動

できる設計とする。

タービン動補助給水ボン

プは
■■■■■■■■■■■■■

によ

基箏罵厭動L司一系テル

り、海水ポンプ及び原

》
》

により駆動できる設計とす

旦二
主蒸気逃がし弁は，ハン

ドルを設けて手動操作とす
スアールlrrh海ﾌkポンプ

一
一

駆動源により駆動できる設

計とする。

電動補助給水ポンプ，タ

－ピン動補助給水ポンプ，

主蒸気逃がし弁，蒸気発生

器及び補助給水タンクは原

子炉建屋内又は原子炉建屋

一
一

機冷却水
鮴
一
弧

約
一
鵬

いよう位

約
一
九

に機
■I■■■■■■■■■■■■■

置的

計とする。

加
一
蝿

帳
一
期

能を損な

分散を図

･･･原子炉格納容

を噴霧できる…
I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

外 の
■■■■■■■■■■■■■■■

によ

城
一
澱

器内に水
一



角

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－32

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

475

8(3)-1-

477

8(3)-1-

478

8(3)－1－

479

8(3)-1-

479

～

480

8(3)－1－

480

上2～

３
９

上
下

下3～

下2

上13~

上14

下9

上10

下6～

下4

３
２

下
へ
上

上7～

上9

･･･原子炉格納容器内に

－
噴霧できる…

・・・スプレイノズルより

－

噴霧できる設計…

・・・スプレイノズルより

噴霧できる・・・

…原子炉格納容器内に

噴霧できる…

…原子炉格納容器内に

噴霧できる・・・

－

－

－

一

一

…格納容器内自然対流冷

却は ，

の・・・

－
それぞれ原理

・・・と異なる区画に設置

上，格納容器スプレイポン
プ及び屋外の海水ポンプと

位置的分散を図る設計
－

とする。

代替格納容器スプレイポ

ンプを使用した代替格納容

器 スプレイは，代替格

納容器スプレイポンプを設

計基準事故対処設備として

の電源に対して多様性を持
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■

ごつた代替電源設備から給電

する三とにより，格納容器
スプレイポンプによる格納

容器スプレイに対して多様

性を持った電源により駆動

二亘童_皇設計とする。 ●●●

･･･原子炉補助建屋内に設

置することで－－位置的分

…原子炉格納容器内に丞
を噴霧できる…

■■■■■■■■■

・・・スプレイノズルより水

を噴霧できる…
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■■■■■■■■■

・・・スプレイノズルより水

霧券噴できる…
q■■■■■■■■■

－

･･･原子炉格納容器内に水

を噴霧できる…
一

4■■■■■■■

･･･原子炉格納容器内に水

を噴霧できる…
－

4■■■■■■■

･･･格納容器内自然対流冷

却は，共通要因によって同

時に機能を損なわないよ

う，それぞれ原理の・・・

・・・と異なる区画に設置す

ることで ，

1■■■■■■■■■

格納容器スプレ

イポンプ及び屋外の海水ポ

ンプと共通要因によって同

時に機能を損なわないよう

位置的分散を図る設計とす

る 。

代替格納容器スプレイポ

ンプを使用した代替格納容

器スプレイは， 共通要因に

よって格納容器スプレイポ

ンプを使用した格納容器ス
プレイル同時に総能葬椙か

わないよう，代替格納容器

スプレイポンプをディーゼ

ル発電機に対して多様性を

持った空冷式非常用発電装

置から給電すゑ設計とす
る。 ●●●

･･･原子炉補助建屋内に設
置 す る こ と で ， 共 通 要因に



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－33

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

481

8(3)-1-

482

8(3)－1－

483

上12～

上13

上14

下3～

下1

上2

下9

下11

散を図る設計とする。代替

格納容器スプレイポンプの

水源は，補助給水タンクを

原子炉建屋屋上に設置する

ことで， ●●●

－

燃料取替用水タンク存●●●

水源とする場合はタン
－

ク出口配管との分岐点か
ら・・・

･･･水源とする場合は

タンクから・・・

－

格納容器内自然対流冷却

に使用する中型ポンプ車の
雷R雷 h 源 け 空 冷 我 の デ ュ ー

ザル駆動ルーオーステル‐て急デ

イーゼル発電機を使用した

電源に対して多様性を持つ

設計とする。

･･･設置することで，

位置的分散を…

■■■■■■■■■■■■■■■

・・・スプレイノズルより

■■■■■■■■■■
噴霧･・・

・・・スプレイノズルより

－

噴霧･・・

一

'■■■■■■■■

よって同時に機能を損なわ

ないよう，位置的分散を図

る設計とする。代替格納容

器スプレイポンプの水源

は』_厘子炉建屋屋上に設置
する補助給水タンクとする

ことで，・・・

･･･燃料取替用水タンク存

水源とする場合は燃料取替

用水タンク出口配管の分岐

点から・・・』

…水源とする場合は補助
給水タンクから・・・

中型ポンプ車を使用した

格納容器内自然対流冷却

は，原子炉補機冷却水ポン

プ及び海水ポンプと共通要

《
一
一

ディーゼル発電機を使用し

た電動ポンプである原子炉

補機冷却水ポンプ及び海水
ポンプ1戸毒＋1．了中型ボン

プ車を空冷式のディーゼル

駆動とすることで多様性を

持つ設計とする。

…設置することで，些迪
要因によって同時に機能を

損なわないよう，位置的分
散存･・・

・・・スプレイノズルより水

存噴霧･・・
一

－

・・・スプレイノズルより水

と噴霧…
－



内

偽

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－34

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

488

8(3)-1-

490

8(3)－1－

496

8(3)－1－

500

8(3)－1－

501

下10～

下9

下8

下6～

下5

上12

上7

上11～

上17

下7

下6～

下5

上1～

上6

●●

水

ク

･燃料取替用水タンクを

源とする場合はタン

出口配管との分岐点…

･･･水源とする

タンクから・・・

場合は
■■■■■■■■■■■■■■■

･･･格納容器水素濃度計測

装置←代替格納容器…

なお， 冷

により・・・

却及び水位確保

貯蔵槽内一の・・・●●●

(i)大気への拡散抑制

a.大型ポンプ車（泡混合

機能
■■■■I■■■■■■■■■■■

及 び

州
一
煙

又
一
放

は大
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

水 砲

への拡散抑制

聯
一
は

ン
｜
る

輝
一
歳

発電所外への放射性物質

一
一
一
一
一
》
一

・・･大型放水砲は，・・・

・・･大型ポンプ車等と接続

することにより，原子炉格
納容器･・・

a.放射性物質吸着剤によ

る海洋への拡散抑制

発電所外への放射性物質

の拡散を抑制するための設

･･･燃料取替用水タンクを

水源とする場合は燃料取替

ンク出口配管の分岐
一

･･･水源とする場合

給水タンクから．．・

・・･格納容器水素濃

装置及び代替格納第

は補助

－塗却及び水位確保によ
り・・・

貯蔵槽内（以下「使用●●●

済燃料ピット」という。）

の・・・

(i)大気への拡散抑制

発電所外への放射性物質

一
一

傷及び原子炉格納容器の破

損に至った場合における発

電所外への放射性物質の拡

一
》

a．
－

機 能

趨
一
州

ポンプ車（泡

又は大型ボン

齢
一
種

及び大型放水砲による大気

への拡散抑制

大理放一水碗存・・・●●●

・・･大型ポンプ車等と接

し原子炉格納容器・・・
q■■■■■■■■■

続

発電所外への放射性物質

一
計
》



内

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－35

頁 行 補正前 補正後

8(3)－1－

502

8(3)－1－

505

下13～

下7

上7～

上10

上13～

上15

上10～

上11

備のうち，炉心の著しい損

傷及び原子炉格納容器の破

》
幸一- 〕 矛 場 合 I で お い て 娠 注

への放射性物質の拡散を抑

制する設備として以下の重

大事故等対処設備（海洋へ

の拡散抑制）を設ける。

b・シルトフ

よる海洋への

エ

拡

ンス設置に

散抑制

発電所外への放射性物質

の拡散を抑制するための設
借の弓揖 炉 』 ハ の 雲 1 － い 娼

傷及び原子炉格納容器の破

》

幸一-〕 か 堤 合 に 鐺 し 、 〒 燕 注

への放射性物質の拡散を抑

制する設備として以下の重

大事故等対処設備（海洋へ

の拡散抑制）を設ける。

重大事故等対処設備･・・

放水設備（大気への拡散

抑制）として，海又は代替
淡水源を水源とした中型ポ

ンプ車
j士可

及
一
鯉

び
一
理

加圧ポンプ車
ホースに士hノ1，

型放水砲を介して使用済燃
料ピットヘスプレイを行う

設計とする。

…大型放水砲は,可搬型
ホースにより海を水源とす

る大型ポンプ車等と接続す

ることによ り， ●●●

一

(1)2次冷却系からの除熱

(注水）による1次冷却材

の冷却を代替するために用

いる設備･・・

室〆-〕弗堤診今1戸猪し、〒海逆

への放射性物質の拡散を抑

制する設備として以下の重

一
一

る海洋への拡散抑制

b.シルトフ

よる海洋への

(削除）

コニ

拡

ンス設置に

散抑制

重大事故等対処設備…

放水設備（大気への拡散

抑制）として， 小型放水砲

を可搬型ホースにより海又

は代替淡水源を水源とする

中型ポンプ車及び加圧ボン

プ車と接続し,使用済燃料
ピットヘスプレイを行う設

計とする。

…大型放水砲を可搬型ホ

ースにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続し，
●●●

(1)2次冷却系からの除熱

(注水）に用いる設備…
－



角

内

頁 行

下4

8(3)-1一 上12～

507 上13

下12～

下11

8(3)-1- 上10～

509 上11

8(3)-1- 下10

510

下6

下2～

下1

8(3)-1- 上3～

512 上4

8(3)－1－ 上11

519

下12

8(3)-1- 下12

521

補正前

･･･水源とした中型ポンプ
ー

車は ，

●●●

･･･水源とした高圧注入ポ
－

ンプは， ●●●

･･･格納容器スプレイポン

プ(A)及び格納容器スプ

レイ冷却器_L41又は…

●●● 淡水タンク又は海
－

を水源とする中型ポンプ車

及び加圧ポンプ車は，可搬

型ホースにより小型放水砲

を介して使用済燃料ピット
ツーの・・・

…共通要因によって同時

に損なわれないよう
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

●●●

･･･共通要因によって同時

に損なわれないよう
－－

●●●

･･･共涌要因によって同時

に－損なわ血ないよう
●●●

…非常用所内交流電
一

源が喪失し， ●●●

･･･計器故障時の･・・
－

計器故障壁， ●●●

・・・中央制御室換気空調設

備は，微粒モフィルタ及び
●●●

補 正後

･･･水源とする中型ポンプ
－

車は ,

●●●

･･･水源とする高圧注入ポ
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ンプは， ●●●

･･･格納容器スプレイポン

プ及び格納容器スプレイ冷
■■■■■■■■■■■■■■■

却器又は･・・
一

●●● 小型放水砲は，可搬型

ホースにより淡水タンク又

は海を水源とする中型ポン

プ車及び加圧ポンプ車上_撞
続することで，使用済燃料

ピットゾーの・・・

･･･共通要因によって同時

に機能を損なわないよう
－q■■■■■■■■■■■■■■

●●●

･･･共通要因によって同時

に機能を損なわないよう
－

●●●

･･･共涌要因によって同時

に機能を損なわないよう
－

●●●

…非常用所内交流動力電
源が喪失し， ●●●

･･･計器故障又は計器故障

が疑われる場合の･・・

計器故障又は計器故障が

疑われる場合に ,

●●●

・・・中央制御室換気空調設

備は，漣王里フィルタ及び
己の●

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－36



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－37

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

522

8(3)－1－

523

8(3)－1－

524

8(3)-1-

525

8(3)-1-

526

8(3)一'一

579

8(3)－1－

582

上2～

上3

上4～

上5

下2

下8

３
５

下
下

…設計とする。

q■■■■■■■■■■■■■■■

(1)中央制御室の照明を確

保する設備

「・・・については， 第五十

上全一電源設備」にて
記載する。

･･･場合に機能を･・・
－

･･･可搬型代替モニタと

兼用できる…

q■■■■■■■■

･･･場合に 機能を･・・
－

…場合一を代替する…

第1.1.1表重大事故等対

処設備の設備分類等（40

／51）第57条電源設

備

第1．1．1表重大事故等対

処設備の設備分類等（43

／51）第58条計装設

備

･･･設計少 する。

外部との遮断が長期にわ

》
》
》
一

計とする。

中央制御室換気空調設備

は，ディーゼル発電機に加
受て金本濡動ナ1雷源車牛

至垂
(1)中央制

保する設備

御室の照明を確

・・・については，

雌
鼠

備」

「10.2
－

にて記載す

●●● 場合にその機能を･・・

…可搬型代替モニタと王

値と兼用 ●●●

･･･場合にその機能を・・・

・・･場合

する・・・

にその機能を代替

別紙8－1－3に変更する。

別紙8-1-4に変更する。



内

八

頁 行

8(3)－1－

591

8(3)-1-

592

8(3)-1-

593

8(3)－1－

594

8(3)－1－

595

8(3)－1－

596

8(3)-1-

597

8(3)-1-

598

～

8(3)－1－

603

8(3)-1-

604

～

8(3)－1－

609

補正前

(第1．3．2表安全上の機

能別重要度分類）

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（1／7）

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（2／7）

第1.3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（3／7）

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（4／7）

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（5／7）

第1．3．2表本原子炉施設
1■■■■■■■

の安全上の機能別重要度分

類（6／7）

第1.3.旦表 本原子炉施設

の安全上の機能別重要度分

類（7／7）

第1．4．1表クラス別施

設

第1.4.2表重大事故等

対処設備（主要設備）の設

備分類

補正後

別紙8-1-5を追加する。

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（1／7）

別紙8-1-6に変更する。

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（3／7）

第1．3.旦表本原子炉施設
の安全上の機能別重要度分

類（4／7）

第1.3.3表本原子炉施設
一

の安全上の機能別重要度分

類（5／7）

第1．3．3表本原子炉施設
一

の安全上の機能別重要度分

類（6／7）

第1．3．3表本原子炉施設
q■■■■■■

の安全上の機能別重要度分

類（7／7）

別紙8－1－7に変更する。

別紙8-1-8に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－38



角

声、

頁 行

8(3)-1－

611

8(3)－1－

613

8(3)-1-

616

8(3)-1-

618

8(3)－1－

623

8(3)-1-

625

8(3)-1-

634

8(3)-1-

645

8(3)－1－

646

8(3)-1-

647

8(3)－1－

648

8(3)-1-

649

8(3)－1－

650

補正前

第1．5．2表津波防護対策

の設備分類と設置目的

第1．5．4表各経路からの

流入評価結果

第1.7.2表溢水評価上想

定する起因事象（設計基準

事故）

第1．7．5表防護対象設備

の機能喪失高さの考え方

(例示）

第1．10．1表外部火災に

て想定する火災

第1.10.3表発電所敷地

内に設置している屋外の危

険物タンクーー設置状況

第1．1．7図重大事故等対

処設備配置及び保管場所図

(EL.+17m(2階))

第1．4．4図弾性設計用地

震動Sd-2-1の時刻歴波形

第1．4．5図弾性設計用地

震動Sd-2-2の時刻歴波形

第1．4．6図弾性設計用地

震動Sd-2-3の時刻歴波形

第1.4.7図弾性設計用地

震動Sd-2-4の時刻歴波形

第1．4．8図弾性設計用地

震動Sd-2-5の時刻歴波形

第1．4．9図弾性設計用地

震動Sd-2-6の時刻歴波形

補正後

別紙8－1－9に変更する。

別紙8-1-10に変更する。

別紙8-1-11に変更する。

別紙8-1-12に変更する。

別紙8－1－13に変更する。

第1．10．3表発電所敷地

内に設置している屋外の危

険物タンク笠設置状況

別紙8－1－14に変更する。

別紙8－1－15に変更する。

別紙8－1－16に変更する。

別紙8-1-17に変更する。

別紙8-1-18に変更する。

別紙8-1-19に変更する。

別紙8－1－20に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－39



瓜

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－40

頁 行 補正前 補正後

8(3)-1-

651

8(3)－1－

652

8(3)-1-

662

8(3)-1-

666

8(3)-2-7

8(3)-4-7

8(3)-4－8

8(3)-4-10

8(3)-4-12

8(3)-4-13

下3

１
８

上
上

下3～

下 2

上2～

上4

上l～

上2

第1.4.10図弾性設計用

地震動Sd-2-7の時刻歴波

形

第1.4.11図弾性設計用

地震動Sd-2-8の時刻歴波

形

第1．5．9図海水ポンプエ

リアの浸水対策の概要（断

面図） , 第1．5．10図海

水ポンプエリアの浸水対策

の概要（平面図）

第1.10.2図危険物タン

クー配置図

第2．5．5図主要建屋平面

図（3階）

燃料貯蔵設備の使用済燃
料ピットは ，

●●●

…確保±皇設計とする。

…配管からの漏えい時に，
－

礁蔽に…

中型ポンプ車は,_海又は
代替淡水源を水源として使

用済燃料ピットへ…

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

海又は代替淡水源を水源

とした中型ポンプ車及び加
序ポンプ童に士、石T1鰐型

ホースにより小型放水砲を

介し迄使用済燃料ピット
スプレイを行う設計とす

る ◎

●●●

ど ～

大型放水砲些，可搬型ホ
－スにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続する

別紙8-1-21に変更する。

別紙8-1-22に変更する。

別紙8-1-23に変更する。

第1.10.2図危険物タン

ｸ笠配置図

別紙8－2－1に変更する。

a G G

使用済燃料ピットは
－

，

…確保できる設計とする。

…配管からの漏えい時は，

燕蔽に…

海又は代替淡水源を水
』■■■■■■■■■■■■■■■■■■

源とする中型ポンプ車Iこよ

_2--使用済燃料ピットへ…

小型放水砲を可搬型ホー

スにより海又は代替淡水源

を水源とする中型ポンプ車

及び加圧ポンプ車と接続

し，使用済燃料ピットヘス

プレイを行う設計とする。
● ● ■

大型放水砲迄，可搬型ホ
－スにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続_L,



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－41

頁 行 補正前 補正後

8(3)-4-18

8(3)-4-19

8(3)－4－19

下 3

上1～

上6

上12

下12～

下10

ことにより
●●●

， 燃料取扱棟に

中型ポンプ車及び加圧ポ

ンプ車は，使用済燃料ピッ

卜の…

…必要な容量を有するもの

をそれぞれ1セット1台使

用する。保有数は，それぞ

れ2セット2台に，故障時

及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用とし

てそれぞれ1台を加えたそ
一

型登型合計3台とし，分散
して保管する。

－

小型放水砲は， ●●｡

大型ポンプ車等及び大型

放水砲は，
－

環境への…

…容量を有するものを垂』ﾕ皇
ぞれ1セット1台使用す

一

る。保有数は， それぞれ1

セット1台とする。
一

燃料取扱棟に…

中型ポンプ車は，使用済

燃料ピットの…

…必要な容量を有するもの

を1セット1台使用する。

保有数は』一旦セット2台
に，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックア

ップ用として1台を加えた

合計3台とし，分散して保

管する。

して1台を加えた

一
一
一
一
一

り環境への放射性物質の放

出を低減するために必要な

容量を有するものを1セツ

ト1台使用する。保有数
'十ワや､､ノトワ合IF古6晴

時及び保守点検による待機

除外時のバックア

して1台を加えた

ツ
｜
△
ロ

プ用と

計3台

とし，分散して保管する。

小型放水砲は， ● ● ●

大型ポンプ車等は，環境
．/、の…

…容量を有するもの童_Lセ

シ
は

卜1台使用する。保有数

，1．セット1台.に加え，

一
分散して保管する。



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－42

頁 行 補正前 補正後

8(3)-4-20

8(3)－5－8

8(3)-5-10

8(3)-5-15

8(3)-5-21

8(3)－5－23

8(3)－5－40

上12

上11～

上12

上13～

上14

下 5

上5

下12

下2～

下 1

■■■■■■■■■■■■■■■

使用済燃料ピット水位

(AM)及び…

…保有数は1セット1個

一
とする。

…電動補助給水ポンプは

1■■■■■■■■■

空冷式非常用発電装置
一

より･･･

…加圧器水位乱蒸気発生
器広域水位量，蒸気発生器

狭域水位註,補助給水ライ
ン流量計及び補助給水タン

■■■■■■■■■

ク水位詮の詳細…

…2次冷却系から一除熱
を行う系統…

主蒸気逃がし弁は人

力操作により，…

－

…及び1系冷却設備…
ー

…格納容器スプレイ冷却器

(B)IEJg且代替再循環で
きる…

大型放水砲は，環境への

放射性物質の放出を低減す

るため大型放水砲による霧

一
》

る容量を有するものを1セ

ツト1台使用する。保有数
け 1 や 。 ノ ト 1 合 l ア カ 、身

》

分散して保管する。

使用済燃料ピット水位

(AM)及び…

…保有数は1セット1個

に，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックア

ツプ用として1個を加えた

合計2個とする。

…電動補助給水ポンプは

一

り

空冷式非常用発電装置よ
●●●

…加圧器水位←蒸気発生器
広域水位2－蒸気発生器狭域
水位二補助給水ライン流量
及び補助給水タンク水位囚
詳細…

…2次冷却系から里除熱を
行う系統…

主蒸気逃がし弁は一人力
操作により ，

■臼●

…及び1迭冷却設備…

…格納容器スプレイ冷却器

(B)を介して代替再循環
できる…



角
今

角

頁 行

8(3)－5－41 上12～

上13

8(3)－5－55 上4

8(3)-5-56 下6

8(3)-5-61 下2～

下1

8(3)－5－75 上11~

上12

8(3)-5-78 下11~

下10

8(3)-5-89 上11~

上12

8(3)－5－97 下10~

下9

8(3)-5- 下9

120

8(3)－5－ 下1

127

8(3)－5－ 下8

150

下2

補正前

…1次冷却材喪失事象時に

おいて－一格納容器再循環
サンプ隔離弁の…

…現場でQ人力による弁の
操作が…

…現場での人力により開操
－

作する…

…格納容器再循環サンプス

クリーンは，非常用炉心冷

却設備のポンプ及び格納容

器…

燃料取替用水タンクは二
原子炉補助建屋内に設置
し ， 補助給水タンクは原子

炉建屋屋上に設置すること

で共通要因によって…
－

…安全注入ラインを介さず

化学体積制御系統の…
－

…海水影響を考慮した設計

とする ともに
一

●●■

フ

…重大事故等時において
－

原子炉格 納 容 器 の 最
一 －

高使用温度以下にて…

電 気直流作動式
■■■■■■■■■■■■■■■■－

電 気直流作動式
I■■■■■■■■■■■■■■■■■■－

基 数2（格納容器内自

然対流冷却時A及びB

管側一約165℃
(重大事故等時に…

補正後

…1次冷却材喪失事象時に

おいて一格納容器再循環サ
ンプ隔離弁の…

…現場で人力による弁の操
I■■■■■■■■■■■■■■■■

作が…

…現場で人力により開操作
－

する…

…格納容器再循環サンプス

クリーンは2－掻納容器…

燃料取替用水タンク陸

厘子炉補助建屋内に設置
し， 補助給水タンクは原子

炉建屋屋上に設置すること

で一共通要因によって･･･

…安全注入ラインを介さ

ず一化学体積制御系統の…

…海水影響を考慮した設計

とするとともに，
－

●B■

…重大事故等時において一
原子炉格納容器の設計堂基準

対象施設としての最高使用

温度以下にて･･･

電気-値流上作動式

電気4直流上作動式

基数2（格納容器内自

然対流冷却時はA及びB
－

管側132℃
－

約165℃（重大事

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－43



内
、

八

頁 行

8(3)－6－2 下4

8(3)-6－5 下6

下1

8(3)-6-7 上6

上9

8(3)-6-17 下9～

下7

8(3)-6-22 下5～

下4

8(3)－6－26 下11

下7～

下5

下4～

下 3

補正前

また 》 事故時におい
－

て･･･

･･･1.1.1.5人の不法な侵入

等の防止（2）手順等･･･

･･･1.1.1.5人の不法な侵入

等の防止（2）手順等…
－

…計器故障時の…
1■■■■■■■■

計器故障瞳， ●●●

･補助給水タンク水位
● 安全パラメータ表示シス

ー

プ ム
－

6.4.2.5操作性の確保

…あるいは－事故時に，
●●、

･･･未臨界にするための
－

●●●

…重大事故等対処設備（－
原子炉出力抑制（自動）

一

， 原子炉停止（手動）及び

原子炉出力抑制（手動）並
びにほう酸水注入）を設け

－

る ◎

(1)フロントライン系故障

時に用いる設備

－

補正後

故等時に…

また，設計基準事故時

において…

･･･1.1.1.5人の不法な侵入

等の防止（3）手順等…
1■ ■■ ■

…1.1.1.5人の不法な侵入

等の防止（3）手順等…
－

…計器故障又は計器故障が
疑われる場合の…

計器故障又は計器故障が

疑われる場合に， ●●●

･補助給水タンク水位

1■■■■■■■■■■■■■■■■

6.4.2.5操作性の確保

｡“あるいは設計基準事故時

に ，

●●、

…未臨界に移行するための
●●●

･･･重大事故等対処設備（手

動による原子炉緊急停止，

原子炉出力抑制（自動1－－
厘子炉出力抑制（手動）理
びほう酸水注入）を設け

一

る ◎

(1)フロントライン系故障

時に用いる設備

a.手動による原子炉緊急

停止
－

原子炉緊急停止が必要な

原子炉トリップ設定値に到
窪I誇埠合建1戸浩1,、て寺全

保誇系ロジック盤の故障等

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－44



内

内

頁 行

8(3)-6-28 上9～

上16

8(3)－6－29 上6～

上8

a．
ー

補 正前

原子炉出力抑制（自

動）

b・
ー

原子炉停止（手動）及

u原子炉出力抑制（手動）
原子炉緊急停止が必要な

原子炉トリップ設定値に到
窪1－矛場合Ir土ﾐし、‐で寺全

保護系ロジック盤の故障等

により原子炉自動トリップ

に失敗した場合の重大事故

等対処設備（原子炉停止

（手動））として，原子炉

トリップスイッチを使用す

旦一
原子炉トリップスイッチ

は，手動による原子炉緊急

停止ができる設計とする。

多様化自動作動盤…

…以下のとおりとする。

･原子炉トリップスイッチ
● 主蒸気隔離弁

補正後

により原子炉自動トリップ

に失敗した場合の重大事故

等対処設備（手動による原

子炉緊急停止）として，原

子炉トリップスイッチを使

用する。

原子炉トリップスイッチ

は，手動による原子炉緊急

停止ができる設計とする。

具体的な設備は，以下の

とおりとする。

・原子炉トリップスイ

ツチ
－

その他，設計基準事故対

処設備である反応度制御設
借の柴ll御捧ケラス/ダ直子

炉保護設備の原子炉トリッ

プ遮断器を重大事故等対処

設備として使用する。

b.原子炉出力抑制（自
一

動）

C、 原子炉出力抑制（手

動）

(削除）

多様化自動作動盤…

…以下のとおりとする。

－

● 主蒸気隔離弁

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－45



八

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－46

頁 行 補正前 補正後

8(3)－6－31

8(3)-6-32

下9～

下7

下4

下6～

下4

上11~

上19

･･･設計基準事故対処設備で

一
備の原子炉トリップ遮断

器,_非常用電源設備の…

C･
_

ほう酸水注入

…「1.1.7.1多様性，位置

的分散，悪影響防止等」に

示す。

－

多様化自動作動盤…

…設計とする。

原子炉トリップスイッチ

は手動
プー7尋去

によ
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■

ス テ

り原子
ルー7尋

例
一
調

リ
I ■ ■ ■ ■ ■ ■

↓戸

ツ
｜
士

る原子炉トリップに対し多

様性を持つ設計とする。

原子炉トリップスイッ

チ，制御棒クラスタ及び原

子炉トリップ遮断器を使用

した原子炉停止（手動）

一
要因によって同時に機能を

損なわないよう位置的分散

を図る設計とする。

主蒸気隔離弁， ●｡｡

･･･設計基準事故対処設備で

ある非常用電源設備の…
I■■■■■■■■■■■■■■

d.ほう酸水注入
4■■■■

…「1.1.7.1多様性，位置

的分散，悪影響防止等」に

示す。

を

府
一
棚

例
一
吠

リップスイッチ

手動による原子

炉緊急停止は，手動により

原子炉トリップできること

計とする。

原子炉トリップスイッチ

》
》

多様化自動作動盤…

設
削

》
く

計とする。

除）

主蒸気隔離弁， ●■●



八

月

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－47．

頁 行 補正前 補正後

8(3)-6-33

8(3)－6－36

8(3)-6-38

8(3)-6-40

8(3)-6-41

8(3)-6-42

8(3)-6-43

下12

下2

下3

上8

上11

上13

上9～

上10

下5～

４
９

下
上

下3～

下2

上2～

上14

原子炉停止（手動）に使

用する…

，

び
－

原子炉出力抑制（自動）

原子炉停止（手動）及

原子炉…

…使用した原子炉停止（手

動Lを行う系統は， ●｡●

原子炉停止（手動）に使

用する…

原子炉停止（手園1）に使

用する…

原子炉停止（手動）に使

用する…

…外部電源喪失及びばい煙

主燃焼ガスエム主有毒ガス
降下火砕物…

，

…区域を多重化するととも

夕

に
一

●●の

－

…運転員その他従事者を

放射線被ばくから防護す

る…

…外部電源喪失及びばい煙

や燃焼ガス又は有毒ガス

降下火砕物…

…できるものとする。

，

また，現場操作が必要な

一
一

内喜R』ん擁内喜K銘きうk，外喜K

砕物に よる操作雰囲気の悪

手動による原子炉緊急停

止に使用する…
－

原子炉出力抑制（自動）

，原子炉･･･

…使用した手動による原子

炉緊急停止を行う系統は，
●●●

手動による原子炉緊急停

止に使用する…
－

手動による原子炉緊急停

止に使用する･･･
－

手動による原子炉緊急停

止に使用する…
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…外部電源喪失並ｴｪﾑ三燃焼
ガスやばい煙，有毒ガス里
u降下火砕物…

…区域を多重化する。ま

進，
、e●

…運転員その他従事者を過
度の放射線被ばくから防護
－

する･･･

…外部電源喪失並びに燃焼

ガスやばい煙,_有毒ガス理
び降下火砕物…

q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…できるものとする。

(削除）



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－48

頁 行 補正前 補正後

と

8(3)-6-44 上8～

上9

下8～

下 7

下2～

下1

》

1戸j以亜か昭日日け内蔵雷湘

一
一
一
一
一

早-泊‘示私溢鯉当堤や弁々卜喜K

一
》
一

を防止する。

－－想定される環境条件
とその措置は次のとおり。

運転操作に必要な照

明は，地震，風（台風），

積雪，落雷，赴艶火災，隆
下火砕物に伴い…

に

中央制御室

より発生す

焼ガス又は

降下火砕物

外の火災
－

るばい煙や燃
有毒
● ● ●

ガス並びに
－

なお,＝発電用原子炉施設
の外の状況を把握するため

に以下の設備を設置する。

中央制御室で想定される

環境条件とその措置は次の

とおり。

中央制御室における運転

操作に必要な照明は，地

震
雷

，
，

風（台風） ， 積雪，落

霊益火災，火山の影響
伴にい…

中央制御室外の火災笠に
より発生する燃焼ガスやば

い煙，有毒ガス及び降下火

砕物…

中央制御室において発電
用原子炉施設の外の状況を

把握するための設備につい
‐でけ「1114外喜Kか

一
一
》
一

用原子炉施設の安全性を損

なわせる原因となるおそれ

があって人為によるもの

(故意によるものを除



内

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－49

頁 行 補正前 補正後

8(3)-6-45

1

上1～

上15

a． 監視カメラ

想定される自然現象等

(地震津波，洪水，風
(台風）÷竜巻通過後の設

備周辺における飛散状況，

凍結，‐降水，積雪，落雷
地滑り 》 降下火砕物，火

，

災，飛来物)IEjp主昼
夜にわたり発電所構内の状

況（海側，山側）を把握す

るために屋外に暗視機能等

を持った監視カメラを設置

する。

b・気象観測設備等の設置

津波，風（台風）

－

, 竜巻

等による発電所構内

の状況里把握に有効なパラ
メータ（海水ピット水位，

風向・風速等）を入手
q■■■■ ■ ■ ■ －

する産めに，気象観測設備
笠を設置する。

C、

－

公的機関から気象情報

を入手できる設備等の設置

公的機関からQ地震，津
波，竜巻，雷雨，降雨予
報，天気図，台風情報等一
を入手するために，中央制

御室にファックス，テレ

ビ，ラジオ等を設置す

る。

ぐ ｝ の 弓 ､ 仁 、 率 雷 田原子

炉施設に影響を及ぼす可能

性がある事象や発電所構内

の状況を把握できるよう

』三一以下の設備を設置す
る。

a． 監視カメラ

想定される自然現象等

(地震，津波』一風（台
風） ， 竜巻

落雷，地滑

一降水，積雪，
り，火山の影

響，森林火災，飛来物聖迩
空機落下等），近隣工場等

の火災，船舶の衝突）里匙
響について，‐昼夜にわたり
発電所構内の状況（海側，

山側）を把握することがで

きる暗視機能等を持った監

視カメラを設置する。

b.気象観測設備等の設置

一風（台風），竜巻，凍
結，降水等による発電所構
内の状況室把握するため，
向
を

風
等

ー

測

風速二気温，降水量
定する気象観測設備

一
一

一．るす置設を

位計を設置する。

C、 公的機関から気象情報

を入手できる設備等の設置

_幽震，津波，竜巻，蓬

一
雪一

賊

等雫
星

ァ
等

ツクス，テレビ，ラジオ

の公的機関から気象情報

を入手できる設備を設置す

る。



角

角

8(3)

8(3)

8(3)

8(3)

頁

－6－54

－6－58

－6－59

-6-60

行

上8～

上9

下6～

下 2

上1～

上5

下6～

下2

下12～

下8

下6～

下2

補正前

…操作は中央制御室丞ｪ』i設
置場所（計測場所)で…

(8)代替格納容器スプレイ

ライン積算流量(AM)

兼用する設備は以下のとお

里-－
・プロセス計装設備

・計装設備（重大事故等対

処設備）

個 数1

(9)格納容器スプレイライ

ンB積算流量

兼用する設備は以下のとお

_2-告
・プロセス計装設備

・計装設備（重大事故等対

処設備）

個 数1

(12）格納容器内圧力(AM)

兼用する設備は以下のとお

_2-坐
・プロセス計装設備

・計装設備（重大事故等対

処設備）

個 数1

(15)格納容器水位

兼用する設備は以下のとお

里-－
・プロセス計装設備

・計装設備（重大事故等対

処設備）

個 数1

(16)原子炉下部キャビテ

ィ水位

兼用する設備は以下のとお

_2－皇
・プロセス計装設備

･計装設備(重大事故等対

補正後

…操作は中央制御圭一(計測
場所)で…

(8)代替格納容器スプレイ

ライン積算流量(AM)

－ ■

個数1

(9)格納容器スプレイライ

ンB積算流量

－

個 数1

(12）格納容器内圧力(AM)

－

個 数1

(15）格納容器水位

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

個 数1

(16）原子炉下部キャピテ

ィ水位

－

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－50



角

内

頁 行

8(3)-6-65 上4～

上6

8(3)-6-73

8(3)-6-94 上13~

上14

下5～

下4

8(3)－6－95 上3～

上4

下1

8(3)－6－

101

補正前

処設備）

個 数1

･水素爆発による原子炉格

納容器の破損を防止するた

めの設備

・水素爆発による原子炉建

屋等の損傷を防止するため

の設備

･計装設備（重大事故等対

処設備）

第6．4．4表代替パラメー

タによる主要パラメータの

推定（3／10）

台数2

4■■■■■■■■■■■■■■

(3)中央制御室空調ファン

台数2

－

(4)中央制御室再循環ファ
ン

台数2

■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■

(5)中央制御室非常用給気

フィルタユニット

容量約500m3/min(1基

あたり）
■■■■■■■■■

第6.8.1図緊急停止失敗

時に発電用原子炉を未臨界

にするための設備概略系

統図（1）（原子炉出力抑

制）

補正後

個数1

･水素爆発による原子炉格

納容器の破損を防止するた

めの設備

－

･計装設備（重大事故等対

処設備）

別紙8－6－1に変更する。

台 数 2

容量約120m3/min

(1台当たり）

(3)中央制御室空調ファン

台 数 2

容量約500m3/min

(1台当たり）

(4)中央制御室再循環ファ
ン

台数2

容量約500m3/min

（1台当たり）

(5)中央制御室非常用給気

フィルタユニット

容量約500m3/min(1基

当たり）
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

別紙8－6－2に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－51．



戸、

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－52

頁 行 補正前 補正後

8(3)-6-

102

8(3)-6-

103

8(3)－6－

104

8(3)－6－

105

8(3)-6-

106

8(3)－8－1

8(3)－8－5

8(3)－8－7

8(3)-8-10

8(3)－8－13

２
４

上
下

下8

上7

上5～

上6

第6．8．2図緊急停止失敗

時に発電用原子炉を未臨界

にするための設備概略系

統図（2）（原子炉出力抑

制）

第6．8．3図緊急停止失敗

時に発電用原子炉を未臨界

にするための設備概略系

統図（3）（原子炉停止

(手動））

第6．8．4図緊急停止失敗

時に発電用原子炉を未臨界

にするための設備概略系

統図（4）（ほう酸水注

入）

第6．8．5図緊急停止失敗

時に発電用原子炉を未臨界

にするための設備概略系

統図（5）（ほう酸水注

入）

第6.10.1図中央制御室

の設備概略系統図

8.1放射線管理設備一

…した場合に 機能を

代替する…

－

…機能喪失した場合に
－

機能を

…機能喪失した場合に
一

機能を代替する…

…を図る設計とする。

－

別紙8-6-3に変更する。

別紙8－6－4に変更する。

別紙8－6－5に変更する。

別紙8-6-6に変更する。

別紙8－6－7に変更する。

8.1放射線管理設備
（1）

･･･した場合にその機能を代

替する…

－

…機能喪失した場合に王_Q
機能を

…機能喪失した場合に量旦
機能を代替する･･･

･･･を図る設計とする。

》

グカーの線量率サーベイメ



P，

P,

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－53

頁 行 補正前 補正後

8(3)-8-21

8(3)－8－22

8(3)-8-25
～

8(3)-8-26

8(3)－8－28

8(3)－8－29
～

０
２
３
３

８
８

；
ｊ
３
３
く
く
８
８

8(3)－8－38

９
５

８

１
１

８

１
１
、
、

下
下

上
下
へ
上

下
下
へ
上
下
上

cc●

可搬型気象観測設備は，

●●●

， 運 転員を放射線被
－

ばくから防護する設計…

中央制御室外の火災
－

により発生する燃焼ガス等

に対し， ●●、

●●●

，

－

運 転員を放射線被
－

ばくから防護する設計…

(c)試験検査

－

中央制御室の居住性の確

保のために･･･

管理区域公*’
(遮蔽設計基準（1）表）

･･･過度の被ばくを受けない

よう施設し，運転員の勤務

形態を…

－

容量約10kVA(1台あ

たり）

－

容量約500m3/min(1

基あたり）

－ タ ゲ ス ト サ ン ー フ p 弓 乃7ド

よう素サンプラと異なる場

所である緊急時対策所
(FI2'm)直子‘伝建屋▽廿

原子炉補助建屋内に保管す
ステルー『急堂二掻亜閃lr士〆-〕

て同時に機能を損なわない

よう位置的分散を図る設計

とする。

ひ｡●

可搬型気象観測設備は，

■缶の

, 運転員を過度Q放射線
被ばくから防護する設計…

中央制御室外の火災等に

より発生する燃焼ガスやば

い煙，有毒ガス及び降下火

砕物に対し，
－

●●｡

，

●●●

運転員を過度の放射線
被ばくから防護する設計…

(c)試験検査

基本方針については，

「1.1.7.4操作性及び試

験・検査性について」に示

二丈一
中央制御室の居住性の確

保のために･･･

管理区域内＊’
ー

(遮蔽設計基準（1）表）

…過度の被ばくを受けない

よう施設する。また，運転
員の勤務形態を…

容量約10kVA(1台当
たり）

容量約500m3/min(1

基当たり）



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－54

頁 行 補正前 補正後

8(3)-8-39

8(3)-8-40

8(3)-8-41

8(3)－8－42

8(3)-8-46

8(3)－9－6

8(3)-9-8

６
４
１
６
３
１
６
１

０
２

１

１

下
上
下
下
上
下
上
下

上
上

～上 6

７
８
上
下

容量約500m3/min(1

台あたり）
－

容量約500m3/min(1

台あたり）
－

容量約120m3/min(1

台あたり）
一

容量約500m3/min(1

台あたり）
－

容量約500m3/min(1

基あたり）
Ⅱ■■■■■■■■■

容量約500m3/min(1

台あたり）
－

容量約120m3/min(1

台あたり）
一

･緊急時対策所換気空調設

備（重大事故等時）

●

－

緊急時対策所換気空調設

備（重大事故等時）
－

･緊急時対策所換気空調設

備（重大事故等時）
－

第8．1．5図可搬型放射線

計測器，可搬型ダストサン

プラ及び小型船舶の保管場

所並びに試料採取場所図

… 原子炉格納容器の最

高使用温度以下にて確実に

開放することで』_格納容器
内自然対流冷却が･･･

…ダクト開放機構を有し，

原子炉格納容器の…

容量約500m3/min(1

台当たり）
－

容量約500m3/min(1

台当たり）
－

容量約120m3/min(1

台当たり）

容量約500m3/min(1

台当たり）
一

容量約500m3/min(1

基当たり）
－

容量約500m3/min(1

台当たり）
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

容量約120m3/min(1

台当たり）
－

･緊急時対策所換重設備
(重大事故等時）

･緊急時対策所換気設備
(重大事故等時）

･緊急時対策所換重設備
(重大事故等時）

別紙8-8-1に変更する。

…原子炉格納容器の設置上基
準対象施設としての最高使

用温度以下にて確実に開放

することで格納容器内自然
－

対流冷却が…

…ダクト開放機構を有し，

重大事故等時において，原



内

体、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－55

頁 行 補正前 補正後

8(3)-9-19
～

8(3)-9-20

8(3)-9-25

8(3)-9-26

8(3)-9-34

8(3)-9-36

8(3)－9－55

8(3)-9-64

8(3)－9－68

１
２

下
一
上

上11~

上12

下12~

下10

上2

下11

下4～

下3

上8～

上9

下12～

下11

…から給電することによ
hオ塞糸内塞聖スプレイポン

プによる格納容器スプレイ

に対して多様性を持った電

源により駆動できる設計と

する 。

●｡｡

…必要な伝熱容量に対して

十分であることを確認して

いるため…
－

…重大事故等時における原
1■■■■■■■■

子炉建屋又は原子炉補助建

屋内の環境条件を考慮した
－

設計とする。

…ダクト開放機構を有し，

原子炉格納容器の…
一

…ダクト開放機構を有し，

原子炉格納容器の…
I■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…スプレイ水が流入するこ

とで，－原子炉下部キャ
ビティに十分な水量を溶融

炉心が落下するまでに

■■■■■■■■■■■■■■■■

蓄水

できる。 ｡●、

…ガスサンプリング圧縮装

置は，－デイーゼル発電
機に対して…

…重大事故等時における使
一

用条件及び原子炉建屋内の

環境条件を…

子炉格納容器の…

…から給電すゑ壁計とす
る◎

●●●

…必要な伝熱容量に対して

十分であゑ_進め…

…重大事故等時における環
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■

境条件を考慮した設計とす

る 0

…ダクト開放機構を有し，

重大事故等時において,一原
子炉格納容器の…

ダクト開放機構を有し，重
大事故等時において，原子

炉格納容器の…

･･･スプレイ水が流入するこ

とで， 溶融炉心が落下する

までに,原子炉下部ｷｬピ
ﾃｨに十分な水量と薑水で
きる 。

●●●

…ガスサンプリング圧縮装

置は ， 共通要因によって同

時に機能を損なわないよ
ｰ

_2--ディーゼル発電機に対

して…

…重大事故等時におけ旦還
境条件を…



内

内

頁 行

下8～

下7

8(3)-9-71 下6

8(3)-9-79 上2～

上3

8(3)-9-82 下2～

下1

8(3)-9-85 上8～

上10

下3～

下2

8(3)-9-89 下8

下3

8(3)-9-90 上l～

上3

補正前

…重大事故等時における原
Ⅱ■■■■■■■■■

子炉建屋又は原子炉補助建

屋四里環境条件…

水素濃度監視に使用する

系統のう ち可搬型代替冷却

水ポンプ…

…重大事故等時における使
一

用条件及び原子炉建屋内の

環境条件を…

大型放水砲蛙，可搬型ホ
－スにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続iﾆー 亘
ことにより ， 原子炉格納容

器･･･

小型放水砲些，可搬型ホ
－スにより海又は代替淡水

源を水源とする中型ポンプ

車及び加圧ポンプ車と接続

することにより ， 使用済燃

料ピットへ…

大型放水砲娃，可搬型ホ
－スにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続立ﾆー 量‐
ことにより ， 燃料取扱棟へ
●●●

･･･保有数は，1セット1台

とする。

中型ポンプ車及び加圧ポ

ンプ車は，
－

●●●

･･･必要な容量を有するもの

をそれぞれ1セット1台使

補正後

…重大事故等時における環
－

境条件…

水素濃度監視に使用する
一

可搬型代替冷却水ポンプ･･･
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

･･･重大事故等時におけ至還
境条件を…

大型放水砲童，可搬型ホ
－スにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続_L,
原子炉格納容器･･･

小型放水砲迄，可搬型ホ
－スにより海又は代替淡水

源を水源とする中型ポンプ

車及び加圧ポンプ車と接続

し，使用済燃料ピットへ…

大型放水砲室，可搬型ホ
－スにより海を水源とする

大型ポンプ車等と接続_L,
燃料取扱棟へ…

…保有数は，1セット1台
lアカロラ古ケ暗時乃7K俣守占

検による待機除外時のバツ
クアップ用として1台の合

計2台を分散して保管す

量_。

中型ポンプ里は，
●●●

…必要な容量を有するもの

を1セット1台使用する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－56



ノー、

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－57

頁 行 補正前 補正後

8(3)－9－

105

8(3)-9-

110

8(3)－9－

111

上3～

上5

下2～

下1

上2～

上3

下8～

下7

下3～

下1

上4～

上5

用する。保有数は，垂型至
血2セット2台に，…

…待機除外時のバックアッ

プ用として1台の合計3台
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

塗分散して保管する。
－

小型放水砲は， ●｡●

…バックアップ用として1

台を加えた合計2台を保管

する設計とし ，

●｡■

－

…加圧ポンプ車と接続する

こと廷_よ_且，使用済燃料ピ
ツ

｡C●

，

ﾄゾｰの…

共通要因によって同時

に 損なわないよう･･･
－

－

－

０るすと計設

1戸省汁1中型ポンプ重け子

備を有する設計とする。

･･･位置的分散を図る設計と
するへまた、クラゲ等の海

保有数は』一旦セット2台
に，…

･･･待機

プ用

計3

し
巳
《
口

する。

除外

して

時のバックアッ

1台を加えた合

とし,一分散して保管

加圧ポンプ車は，使用済

》
一
一
》
一
再

左1や。，卜1合ｲ市田‐ナス

保有数は，2セット2台

一

ツプ用として1台を加えた

合計3台とし，分散して保

管する。

小型放水砲は，

…バックア

台を加えた
●●●

ツプ用

合計2

●■●

と して1

台とし，
－

…加圧ポンプ車と接続する

と
の
‐
機

｝
」

へ
呼
に

垂，使用済燃料ピット
●●●

共通要因によって同時

能を損なわないよう…
－

…設計とする。

…位置的分散を図る設計と

する 。



/ー、

内

頁 行

8(3)-9- 上9

120

8(3)-9- 上10~

126 上12

8(3)-9- 下2～

133 下1

8(3)-9- 上ll

146

下11

8(3)－9－ 上4

153

8(3)-9-

175

8(3)－9－

176

8(3)－9－

177

補正前

生生物からの影響･･･

基数2（格納容器内自

然対流冷却時A及び…
－

･原子炉格納容器スプレイ

設備

－

･原子炉冷却材圧力バウン

ダリ低圧時に発電用原子炉

を冷却するための設備

基数2（格納容器内自

然対流冷却時A及びB
■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■

号機使用

容量約1m3/h(1台

当たり）

容量約4Nm3/h(1台
－

当たり）

揚程 150m
－

第9.8.1図水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を

防止するための設備概略

系統図（1）（静的触媒式

水素再結合装置による水素

濃度低減）

第9．8．2図水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を

防止するための設備概略

系統図（2）（イグナイタ

による水素濃度低減）

第9．8．3図水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を

防止するための設備概略

系統図（3）（水素濃度監

補正後

クラゲ等の海生生物から
－

の影響…

基数2（格納容器内自

然対流冷却時睦A及び･･･

･原子炉格納容器スプレイ

設備

･火災防護設備

･原子炉冷却材圧力バウン

ダリ低圧時に発電用原子炉

を冷却するための設備

基数2（格納容器内自

然対流冷却時睦A及びB号
機使用

容量約1m3/h
4■■■■■■■■■■■

容量約4Nm3/h
－

揚程約150m
－

別紙8－9－1に変更する。

別紙8－9－2に変更する。

別紙8-9-3に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－58
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－59

頁 行 補正前 補正後

8(3)－10－

15

8(3)-10-

17

8(3)－10－

19

8(3)－10－

20

8(3)-10-

21

8(3)－10－

24

8(3)－10－

45

下5～

４
２

下
上

下6

上6～

上7

下4

上4

下9

下8

上6

下10～

下9

下5

視）

… 非常用所内交流電源

が喪失し，

a．

● ● ●

－

蓄電池（非常用）によ

る進萱電源（直流）からの
給電

中型ポンプ車，加圧ボン

プ車，大型ポンプ車一及
び

…同時に機能を損なわない

よう互いに位置的分散を図
る設計…

…共通要因によって接続

－

できなくなることを…

…機能を損なわないよう互

いに位置的分散を…
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

q■■■■■■■■

可搬型直流電源装置一
の接続箇所は， ●●●

…防止するためIQ,複数筒
所設置…

… 非常用所内交流電源

が…

■■■■■■■■■■■■■■■

･･･非アナログ式の炎感知器

4■■■■■■■■■■■■■■
から異なる種類の感知

器を組み合－せて ,

●●色

…非アナログ式の炎感知器

－
から異なる種類の…

…非常用所内交流動力電源

が喪失し，

a．

●●●

－

蓄電池（非常用）によ

る非常用電源（直流）から
の給電

中型ポンプ車，加圧ボン

プ車，大型ポンプ車笠及び

…同時に機能を損なわない

よコー逗置的分散を図る設計
●●●

･･･共通要因によって接続す
■■■■■■■■■■■■■■

ることができなくなること

を…

…機能を損なわないよう位

置的分散を…

可搬型直流電源装置空_皇
のケーブルの接続箇所は，
DDG

…防止するたぬ』_複数箇所
設置…

…非常用所内交流動虫電源
が…

…非アナログ式の炎感知器

（赤外線）.から異なる種類
の感知器を組み合いせて，
●●●

…非アナログ式の炎感知器

（赤外線）.から異なる種類
の…
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－60

頁 行 補正前 補正後

8(3)－10－

46

8(3)－10－

47

8(3)－10－

56

下2～

１
１

下
上

上9

上13

下9

下6

下3

上1

上6～

７
８

上
上

上11～

上12

上13～

上14

下8～

下7

上13～

上14

…アナログ式の煙感知器と

アナログ式の熱感知器…

－

…アナログ式の熱感知器と

非アナログ式の…
七一

…煙感知器上非アナログ式
の…

…熱感知器と非アナログ式
の…

－

…熱感知器と非アナログ式
の…

I■■■■■■■■

…煙感知器とアナログ式の
●●●

－

…熱感知器と非アナログ式
の…

…煙感知器と非アナログ式
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…煙感知器とアナログ式の
e■●

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…煙感知器と光ファイバ温
一

度監視装置…

…煙感知器と光ファイバ温
－

度監視装置を…

…熱感知器と非アナログ式
の…

－

…煙感知器と光ファイバ温
一

度監視装置を…

…発電用原子炉施設内の火

災によっても， ●●●

－

…アナログ式の煙感知器及
一

びアナログ式の熱感知器…
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

･･･アナログ式の熱感知器及

ぴ非アナログ式の…
－

－

…煙感知器及び非アナログ

式の…

－

…熱感知器及び非アナログ

式の…

－

…熱感知器及び非アナログ

式の｡“

－

…煙感知器及びアナログ式
の…

－

…熱感知器及び非アナログ

式の…

－

…煙感知器盈型非アナログ
式

…煙感知器及びアナログ式
の･･･

1■■■■■■■■■■■■■■

…煙感知器及び光ファイバ
－

温度監視装置…

…煙感知器及び光ファイバ
－

温度監視装置を…

…熱感知器及び非アナログ

式の…

－

･･･煙感知器及び光ファイバ
－

温度監視装置を･･･

…発電用原子炉施設内の火

災によっエユー…
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八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－61

頁 行 補正前 補正後

8(3)－10－

59

8(3)-10-

60

8(3)-10-

63

上2

上6

上9

上11

下8～

７
４

下
下

上5

上9

下12～

下9

下7～

下6

下5～

４
６

下
下

･･･炎感知器から異なる
－

種類の感知器を組み合

せ て ，

●●●

－

…炎感知器一から異なる
種類の･･･

…煙感知器とアナログ式…

…熱感知器と非アナログ式

の…

q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…煙感知器と非アナログ式
の…

Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…熱感知器と非アナログ式

の…

ー

…熱感知器と非アナログ式

の…

－

…熱感知器と非アナログ式
の…

…煙感知器一を設置土
旦皇

また,一ケーブルトレイが
設置される場所は，

ｲ■■■■■■■■■■■■■■■

光

ファイバ温度監視装置を…

…煙感知器と光ファイバ温
一

度監視装置を…

…熱感知器と非アナログ式

の…

－

…について定めるが，‐この
うち，火災防護対策を…

…炎感知器（赤外線）から

異なる種類の感知器を組み

合わせて，
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

●●●

…炎感知器（赤外線）から

異なる種類の…

…煙感知器及びアナログ式
｡｡●

－

･･･熱感知器及び非アナログ

式の…

－

…煙感知器及び非アナログ

式の…

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…熱感知器及び非アナログ

式の…

■■■■■■■■■■■■■■■

…熱感知器及び非アナログ

式の…

－

…熱感知器及型非アナログ
式の･･･

…煙感知器及びアナロ

の熱感知器を設置

グ式

し，ケー
ブルトレイが設置される場

所は ， アナログ式の煙感知

器及び光ファイバ温度監視

装置を…

…煙感知器及び光ファイバ
－

温度監視装置を…

･･･熱感知器及び非アナログ

式の…

－

…について定める。

このうち

を…

， 火災防護対策



内
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－62

頁 行 補正前 補正後

8(3)－10－

73

8(3)－10－

102

8(3)－10－

103

8(3)－10－

132

8(3)－10－

137

8(3)－10－

145

8(3)－10－

151

下6～

下3

上4

下9～

下 7

下12～

下ll

下2

上4

上4

上10

･･･海水ポンプ取水可能水位

を下回ることのない設計と

するため，海水ポンプの継

続運転が十分可能となるよ
ｰ

フ
ー

，海水ピット内に海水を

貯水する対策として海水ピ
ツ ﾄ堰を設置する。 ●●●

安全機能を有する構築

物，系統及び機器に…

…照明として， ディーゼル

》

停電運転保安灯を設置し

作業場所までの…

,

…必要な照明を確保できる

一
譜一

声
うよ

る。
●●●

容量約129kL(1基
一

当たり）

第10.3.4表主要変圧器

の設備仕様

●

●

遮蔽設ｼ備

緊急時対策所換気空遡設
備…

･緊急時対策所換気空盟設
備…

･･･海水ポンプ取水可
維
一
運

を
続

持 し，海水

転が可能な

ボン

取水

位
継

水
の

能
プ

量を十

分確保できる設計とするた

，
め
一
ッ

海水ピット内に海水ピ
■■■■■■■■■■■■■■■

ﾄ堰を設置する。

安全施設に…

●●●

･･･照明として， 運転保安灯
P

》
》

綿lアオ塞鋳1－デゴーザノレ率

電機からも電力を供給でき
ス言等言＋ルーオースルル＆､IF鉦

停電運転保安灯は内蔵電池

を備える設計とする。ま

た，作業場所までの…
－

…必要な照明を確保できる

よう，非常用母線に接続

し，ディーゼル発電機から

も電力を供給できる設計と

する。

容

当た

●●●

量

り）

約142kL(1基
一

別紙8-10-1に変更する。

● 緊急時対策所（通常運転

時等）

●

●

緊急時対策所換気設備…

緊急時対策所換塁設備…



/へ

/へ

頁 行

下3

8(3)-10- 下7～

159 下3

8(3)-10-

166

8(3)-10-

167

8(3)－10－

173

補正前

･緊急時対策所換気空盟設
備…

個数一式

設備名IP-ファックス

使用回線有線系回線

又は衛星系回線

個数一式

(5)SPDS表示端末

第10.2.1図電源設備

概略系統図（1）（ディー

ゼル発電機による住萱電源
(交流）からの給電）

第10.2.2図電源設備

概略系統図（2）（ディー

ゼル発電機による僅萱電源
(交流）からの給電）

第10．2．8図電源設備

概略系統図（8）（蓄電池

(非常用）による垈萱電源
(直流）からの給電）

補正後

･緊急時対策所換気設備…

個数一式

■■■■■■■■■■■■■■■■■

(5)SPDS表示端末

第10.2.1図電源設備

概略系統図（1）（ディー

ゼル発電機による非常鬼電
源（交流）からの給電）

第10．2.2図電源設備

概略系統図（2）（ディー

ゼル発電機による非常鬼電
源（交流）からの給電）

第10．2．8図電源設備

概略系統図（8）（蓄電池

(非常用）による斐堂困電
源（直流）からの給電）

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
8－63
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別紙8－1－1

1.7溢水防護に関する基本方針

設置許可基準規則第九条（溢水による損傷の防止等）の要求事項

を踏まえ，安全施設は，発電用原子炉施設内における溢水が発生し

た場合においても，安全機能を損なわない設計とする。

そのために，発電用原子炉施設内における溢水が発生した場合に

おいても，原子炉を高温停止でき，引き続き低温停止，及び放射性

物質の閉じ込め機能を維持できる設計とする。また，停止状態にあ

る場合は，引き続きその状態を維持できる設計とする。さらに使用

済燃料ピットにおいては，使用済燃料ピットの冷却機能及び使用済

燃料ピットへの給水機能を維持できる設計とする。

これらの機能を維持するために必要な設備（以下「防護対象設備」

という。）について，設置許可基準規則第九条及び第十二条の要求

事項を踏まえ「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド（平成26

年8月6日原規技発第1408064号原子力規制委員会決定）」（以下

「評価ガイド」という。）も参照し，以下のとおり選定する。

・重要度の特に高い安全機能を有する系統が，その安全機能を適

切に維持するために必要な設備

・プール冷却及びプールへの給水の機能を適切に維持するために

必要な設備

発電用原子炉施設内における溢水として，発電用原子炉施設内に

設置された機器及び配管の破損（地震起因を含む。），消火系統等

の作動及び使用済燃料ピットのスロッシングにより発生した溢水を

考慮し，防護対象設備が没水，被水及び蒸気の影響を受けて，その

安全機能を損なわない設計（多重性又は多様性を有する設備が同時

8－64
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にその安全機能を損なわない設計）とする。さらに，発電用軽水型

原子炉施設の安全評価に関する審査指針に基づき，運転時の異常な

過渡変化及び設計基準事故に対処するために必要な機器の単一故障

を考慮しても事象を収束できる設計とする。

地震，津波，竜巻等の自然現象による波及的影響により発生する

溢水に関しては，防護対象設備及び溢水源となる屋外タンク等の配

置も踏まえて，最も厳しい条件となる自然現象による溢水の影響を

考慮し，防護対象設備が安全機能を損なわない設計とする。また，

放射性物質を含む液体を内包する容器又は配管が破損することによ

り，当該容器又は配管から放射性物質を含む液体の漏えいを想定す

る場合には，溢水が管理区域外へ漏えいしないよう，建屋内の壁，

扉，堰等により伝播経路を制限する設計とする。

1.7.1防護対象設備を抽出するための方針

防護対象設備は，発電用原子炉施設内で発生した溢水に対して，

重要度の特に高い安全機能を有する系統が，その安全機能を損な

わない設計（原子炉を高温停止でき，引き続き低温停止，及び放

射性物質の閉じ込め機能を維持できる設計。また，停止状態にあ

る場合は，引き続きその状態を維持できる設計。）とするために

必要な設備とする。

さらに，使用済燃料ピットの冷却機能及び使用済燃料ピットへ

の給水機能を維持するための系統設備も防護対象設備とする。

原子炉の高温停止，低温停止及びその維持に必要な系統設備に

ついては，具体的に以下を選定する。

・原子炉停止：原子炉停止系（制御棒）

・ほ.う酸添加：原子炉停止系（化学体積制御系のほう酸注入機

8－65
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内

能）

・崩壊熱除去：補助給水系，主蒸気系，余熱除去系

・1次系減圧：1次冷却系統の減圧機能

・上記系統の関連系（原子炉補機冷却水系，原子炉補機冷却海

水系，制御用空気系，換気空調系，非常用電源系，空調用冷

水系，電気盤）

以上の系統設備に加え，発電用軽水型原子炉施設の安全評価に

関する審査指針を参考に，以下の溢水により発生し得る原子炉外

乱及び溢水の原因となり得る原子炉外乱に対処する設備を抽出す

る。

・想定破損による溢水（単一機器の破損を想定）

・消火水の放水による溢水（単一の溢水源を想定）

・地震による耐震B,Cクラス機器からの溢水

抽出に当たっては溢水事象となり得る運転時の異常な過渡変化

及び設計基準事故も考慮する。

また，地震に対しては溢水だけでなく，地震に起因する原子炉

外乱（主給水流量喪失，外部電源喪失等）も考慮する。

溢水評価上想定する起因事象として抽出する運転時の異常な過

渡変化及び設計基準事故を第1．7．1表及び第1．7．2表に示す。ま

た，溢水評価上想定する事象とその対処系統を第1．7．3表に示す。

なお，抽出された防護対象設備のうち，以下の設備は溢水影響

を受けても，必要とされる安全機能を損なわないことから，溢水

による影響評価の対象として抽出しない。

(1)溢水の影響を受けない静的機器

構造が単純で外部から動力の供給を必要としないことから，

8-66
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P，

溢水の影響を受けて安全機能を損なわない容器，熱交換器，フ

ィルタ，安全弁，逆止弁，手動弁，配管及び没水に対する耐性

を有するケーブル。

（2）原子炉格納容器内に設置されている機器

原子炉格納容器内で想定される溢水である原子炉冷却材喪失

（以下「LOCA」という。）及び主蒸気管・主給水管破断時

の原子炉格納容器内の状態を考慮しても，没水，被水及び蒸気

の影響を受けないことを試験も含めて確認している機器。

（3）フェイル位置で安全機能を損なわない機器

溢水の影響により，動作機能を損なっても要求開度を維持す

る主蒸気逃がし元弁等の電動弁。動作機能を損なった時にフェ

イル位置となる加圧器スプレイ弁等の空気作動弁。プラント状

態の監視に必要としない機器。

以上の考えに基づき選定された溢水から防護すべき系統設備を

第l.7.4表に示す。

l.7.2溢水源及び溢水量を設定するための方針

溢水源及び溢水量としては，発生要因別に分類した以下の溢水

を想定して評価することとし，評価条件については評価ガイドを

参照する。

a、溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生

じる溢水（以下「想定破損による溢水」という。）

b・発電所内で生じる異常状態（火災を含む。）の拡大防止のた

めに設置される系統からの放水による溢水（以下「消火水の放

水による溢水」という。）

C.地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（使用済燃料
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ピットのスロッシングにより発生する溢水を含む。）（以下

「地震起因による溢水」という。）

d.その他の要因（地下水の流入，地震以外の自然現象，機器の

誤作動等）により生じる溢水（以下「その他の溢水」という。）

溢水源となり得る機器は，流体を内包する容器及び配管とし，

a又はcの評価において破損を想定するものは，それぞれの評価

での溢水源として設定する。

(1)想定破損による溢水

想定破損による溢水については，単一の配管の破損による溢

水を想定して，配管の破損箇所を溢水源として設定する。

また，破損を想定する配管は，内包する流体のエネルギーに

応じて，以下で定義する高エネルギー配管又は低エネルギー配

管に分類する。

．「高エネルギー配管」とは，呼び径25A(1B)を超える配管

であって，プラントの通常運転時に運転温度が95℃を超

えるか又は運転圧力が1.9MPa[gage]を超える配管。ただ

し，被水及び蒸気の影響については配管径に関係なく評価

する。

．「低エネルギー配管」とは，呼び径25A(1B)を超える配管

であって，プラントの通常運転時に運転温度が95℃以下

で，かつ運転圧力が1.9MPa[gage]以下の配管。ただし，

運転圧力が静水頭圧の配管は除く。

・高エネルギー配管として運転している割合が当該系統の運

転している時間の2％又はプラント運転期間の1％より小

さければ，低エネルギー配管として扱う。
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配管の破損形状の想定に当たっては，高エネルギー配管は，

原則「完全全周破断」，低エネルギー配管は，原則「配管内径

の1/2の長さと配管肉厚の1/2の幅を有する貫通クラック（以

下「貫通クラック」という。）」を想定する。ただし，応力評

価を実施する配管については，発生応力Snと許容応力Saの比

により，以下で示した応力評価の結果に基づく破損形状を想定

する。また，応力評価の結果により破損形状の想定を行う場合

は，評価結果に影響するような減肉がないことを確認するため

に継続的な肉厚管理を実施する。

【高エネルギー配管（ターミナルエンド部を除く。）】

Sn≦0.4Sa→破損想定不要

0.4Sa<Sn≦0．8Sa今貫通クラック

【低エネルギー配管】

Sn≦0.4Sa今破損想定不要

想定する破損箇所は防護対象設備への溢水影響が最も大きく

なる位置とし，溢水量は，異常の検知，事象の判断及び漏えい

箇所の特定並びに中央制御室からの隔離により漏えい停止する

までの時間（運転員の状況確認及び隔離操作を含む。）を適切

に考慮し，想定する破損箇所から流出した漏水量と隔離後の溢

水量として隔離範囲内の系統の保有水量を合算して設定する。

ここで，漏水量は，配管の破損形状を考慮した流出流量に漏水

箇所の隔離までに必要な時間（以下「隔離時間」という。）を

乗じて設定する。

(2)消火水の放水による溢水

消火水の放水による溢水については，発電用原子炉施設内に
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設置される消火設備等からの放水を溢水源として設定し，消火

設備等からの単位時間当たりの放水量と放水時間から溢水量を

設定する。

消火設備等のうち，消火栓からの放水量については，3時間

の放水により想定される溢水量を基本とするが，火災源が小さ

い線源校正装置室他エリア，湧水ピットポンプ室他エリア及び

空調機器室については，日本電気協会電気技術指針「原子力発

電所の火災防護指針(JEAG4607-2010)」解説-4-5(1)の規定

による「火災荷重」及び「等価火災時間」を用いて放水量を算

定し，溢水量を設定する。

消火栓以外の設備としては，スプリンクラや格納容器スプレ

イ系統があるが，防護対象設備が設置されている建屋には，自

動作動するスプリンクラは設置しない設計とし，防護対象設備

が設置されている建屋外のスプリンクラに対しては，その作動

による溢水の流入により，防護対象設備が安全機能を損なわな

い設計とすることから溢水源として想定しない。

また，原子炉格納容器内の防護対象設備については，格納容

器スプレイ系統の作動により発生する溢水により安全機能を損

なわない設計とする。なお，格納容器スプレイ系統は，作動信

号系の単一故障により誤作動が発生しないように設計上考慮さ

れている（手動作動ロジック（2／2），自動作動ロジック

（2／4））ことから誤作動による溢水は想定しない。

(3)地震起因による溢水

地震起因による溢水については，溢水源となり得る機器（流

体を内包する機器）のうち，基準地震動による地震力により破
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損が生じる機器及び使用済燃料ピットのスロッシングによる漏

えい水を溢水源として設定する。

耐震sクラス機器については，基準地震動による地震力によ

って破損は生じないことから溢水源として想定しない。また，

耐震B,Cクラス機器のうち耐震対策工事の実施あるいは製作

上の裕度の考慮により，基準地震動による地震力に対して耐震

性が確保されているものについては溢水源として想定しない。

溢水量の算出に当たっては，漏水が生じるとした機器のうち

防護対象設備への溢水の影響が最も大きくなる位置で漏水が生

じるものとして評価する。溢水源となる容器については全保有

水量を考慮し，溢水源となる配管については完全全周破断によ

る溢水量を考慮する。また，運転員による中央制御室及び補機

制御室からの手動操作により漏えい停止を期待する場合は，漏

えい停止までの適切な隔離時間を考慮し，配管の破損箇所から

流出した漏水量と隔離後の溢水量として隔離範囲内の系統の保

有水量を合算して設定する。ここで，漏水量は，配管の破損箇

所からの流出流量に隔離時間を乗じて設定する。

基準地震動による地震力に対して，耐震性が確保されない循

環水管については，伸縮継手の全円周状の破損を想定し，循環

水ポンプを停止するまでの間に生じる溢水量を設定する。その

際，循環水管の破損箇所からの津波の流入量も考慮する。

使用済燃料ピットのスロッシングによる溢水量の算出に当た

っては，基準地震動による地震力により生じるスロッシング現

象を3次元流動解析により評価し，使用済燃料ピット外へ漏え

いする水量を考慮する。また，使用済燃料ピットの初期水位等
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は保守的となる条件で評価する。

水密化区画内には防護対象設備が設置されておらず，かつ地

震起因により水密化区画内で発生が想定される溢水は，区画外

へ漏えいしない設計とすることから，防護対象設備への溢水の

影響はなく，水密化区画内で発生する溢水は溢水源として想定

しない。

耐震評価の具体的な考え方を以下に示す。

･構造強度評価に係る応答解析は，基準地震動を用いた動的

解析によることとし，機器の応答性状を適切に表現できる

モデルを設定する。その上で，当該機器の据付床の水平方

向及び鉛直方向それぞれの床応答を用いて応答解析を行い，

それぞれの応答解析結果を適切に組み合わせる。

･応答解析に用いる減衰定数は，安全上適切と認められる規

格及び基準，既往の振動実験，地震観測の調査結果等を考

慮して適切な値を定める。

･応力評価に当たり，簡易的な手法を用いる場合は詳細な評

価手法に対して保守性を有するよう留意し，簡易的な手法

での評価結果が厳しい箇所については詳細評価を実施する

ことで健全性を確保する。

･基準地震動による地震力に対する発生応力の評価基準値は，

安全上適切と認められる規格及び基準で規定されている値

又は試験等で妥当性が確認されている値を用いる。

･バウンダリ機能確保の観点から，設備の実力を反映する場

合には規格基準以外の評価基準値の適用も検討する。

(4)その他の溢水
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その他の溢水については，地下水の流入，竜巻による飛来

物の衝突による屋外タンクの破損に伴う漏えい等の地震以外

の自然現象に伴う溢水，機器の誤作動や弁グランド部，配管

フランジ部からの漏えい事象等を想定する。

l.7.3溢水防護区画及び溢水経路を設定するための方針

（1）溢水防護区画の設定

溢水防護に対する評価対象区画を溢水防護区画とし，防護対

象設備が設置されている全ての区画並びに中央制御室及び現場

操作が必要な設備へのアクセス通路について設定する。溢水防

護区画は壁，扉，堰等，又はそれらの組み合わせによって他の

区画と分離される区画として設定し，溢水防護区画を構成する

壁，扉，堰等については，現場の設備等の設置状況を踏まえ，

評価条件を設定する。

（2）溢水経路の設定

発生した溢水は，階段あるいは機器ハッチを経由して，上層

階から下層階へ全量が伝播するものとする。

溢水経路は，溢水防護区画内の水位が最も高くなるように保

守的に設定する。

具体的には，溢水防護区画内で発生する溢水に対しては，床

ドレン，開口部，貫通部，扉から他区画への流出は想定しない

（定量的に他区画への流出を確認できる場合は除く。）保守的

な条件で溢水経路を設定し，溢水防護区画内の溢水水位を算出

する。

溢水防護区画外で発生する溢水に対しては，床ドレン，開口

部，貫通部，扉から溢水防護区画内への流入を想定した（流入

8-73



/~、

八 1．7．4

防止対策が施されている場合は除く。）保守的な条件で溢水経

路を設定し，溢水防護区画内の溢水水位を算出する。

溢水経路を構成する壁，扉，堰等は，基準地震動による地震

力に対し，健全性を維持できるとともに，保守管理及び水密扉

閉止等の運用を適切に実施することにより溢水の伝播を防止で

きるものとする。溢水が長期間滞留する水密化区画境界の壁に

ひび割れが生じるおそれがある場合は，ひび割れからの漏水量

を算出し溢水評価に影響を与えないことを確認する。

貫通部に実施した流出及び流入防止対策は，基準地震動によ

る地震力に対し，健全性を維持できるとともに保守管理を適切

に実施することにより溢水の伝播を防止できるものとする。

火災により壁貫通部の止水機能が損なわれ，当該貫通部から

溢水防護区画に消火水が流入するおそれがある場合には，当該

貫通部からの消火水の流入を考慮する。消火活動により区画の

扉を開放する場合は，開放した扉からの消火水の伝播を考慮す

る。

防護対象設備を防護するための設計方針

想定破損による溢水，消火水の放水による溢水，地震起因によ

る溢水及びその他の溢水に対して，防護対象設備が以下に示す没

水，被水及び蒸気の影響を受けて，安全機能を損なわない設計と

するとともに，使用済燃料ピットのスロッシングにおける水位低

下を考慮しても，使用済燃料ピットの冷却機能，給水機能等が維

持できる設計とする。

また，溢水評価において，現場操作が必要な設備に対しては，

必要に応じて環境の温度及び放射線量を考慮しても，運転員によ
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る操作場所までのアクセスが可能な設計とする。

1.7.4.1没水の影響に対する評価及び防護設計方針

1.7.4.1.1没水の影響に対する評価方針

「1.7．2溢水源及び溢水量を設定するための方針」にて設定

した溢水源から発生する溢水量と「1.7.3溢水防護区画及び溢

水経路を設定するための方針」にて設定した溢水防護区画及び

溢水経路から算出した溢水水位に対し，防護対象設備が安全機

能を損なうおそれがないことを評価する。

具体的には，以下に示す要求のいずれかを満足していれば防

護対象設備が安全機能を損なうおそれはない。

a.発生した溢水による水位が，溢水の影響を受けて防護対象

設備の安全機能を損なうおそれがある高さ（以下「機能喪

失高さ」という。）を上回らないこと。その際，溢水の流入

状態，溢水源からの距離，人のアクセス等による一時的な水

位変動を考慮し，発生した溢水による水位に対して100mm以

上の裕度が確保されていること。さらに，溢水防護区画への

資機材の持ち込み等による床面積への影響を考慮すること。

機能喪失高さについては，防護対象設備の各付属品の設置

状況も踏まえ，没水によって安全機能を損なうおそれのある

最低の高さを設定する。

防護対象設備の機能喪失高さ設定における考え方の例を第

1.7.5表に示す。

b、防護対象設備が多重性又は多様性を有しており，各々が別

区画に設置され，同時に安全機能を損なうことのないこと。

その際，溢水を起因とする運転時の異常な過渡変化及び設計
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基準事故に対処するために必要な機器の単一故障を考慮する

こと。

l.7.4.1.2没水の影響に対する防護設計方針

防護対象設備が没水により安全機能を損なうおそれがある

場合には，以下に示すいずれか若しくは組み合わせの対策を

行うことにより，安全機能を損なわない設計とする。

(1)溢水源又は溢水経路に対する対策

a・漏えい検知システム等により溢水の発生を早期に検知

し，中央制御室及び補機制御室からの遠隔操作（自動又

は手動）により漏えい箇所を早期に隔離できる設計とす

る。

b.溢水防護区画外の溢水に対して，壁，扉，堰等による

流入防止対策を図り溢水の流入を防止する設計とする。

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，基準地

震動による地震力に対し，健全性を維持できるとともに，

溢水により発生する水圧に対して水密性を有する設計と

する。

C.想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管

について，補強工事等の実施により発生応力を低減し，

溢水源から除外することにより溢水量を低減する。

d.地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器

について耐震対策工事を実施することにより基準地震動

による地震力に対して耐震性を確保する設計とし，溢水

源から除外することにより溢水量を低減する。

e.その他の溢水のうち機器の誤作動や弁グランド部，配
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管フランジ部からの漏えい事象等に対しては，漏えい検

知システム等により早期に検知し，防護対象設備の安全

機能が損なわれない程度の溢水に抑える設計とする。

（2）防護対象設備に対する対策

a・防護対象設備の設置高さを嵩上げし，防護対象設備の機

能喪失高さが，発生した溢水による水位を100mm以上の裕

度を持って上回る設計とする。

b.防護対象設備周囲に浸水防護堰を設置し，防護対象設備

が没水しない設計とする。設置する浸水防護堰については，

基準地震動による地震力に対し，健全性を維持できるとと

もに，溢水により発生する水圧に対して水密性を有する設

計とする。

l.7.4.2被水の影響に対する評価及び防護設計方針

1.7.4.2.1被水の影響に対する評価方針

「l.7.2溢水源及び溢水量を設定するための方針」にて設

定した溢水源からの直線軌道及び放物線軌道の飛散による被水，

及び天井面の開口部若しくは貫通部からの被水の影響を受ける

範囲内にある防護対象設備が被水により安全機能を損なうおそ

れがないことを評価する。

具体的には，以下に示す要求のいずれかを満足していれば防

護対象設備が安全機能を損なうおそれはない。

a.防護対象設備があらゆる方向からの水の飛まつによっても

有害な影響を生じないよう，以下に示すいずれかの保護構造

を有していること。

(a)｢JISCO920電気機械器具の外郭による保護等級(IPコー
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ド)」における第二特性数字4以上相当の保護等級を有す

ること。

(b)実機での被水条件を考慮しても安全機能を損なわない

ことを被水試験等により確認した保護カバーやパッキン

等による被水防護措置がなされていること。

b、防護対象設備が多重性又は多様性を有しており，各々が別

区画に設置され，同時に安全機能を損なうことのないこと。

その際，溢水を起因とする運転時の異常な過渡変化及び設計

基準事故に対処するために必要な機器の単一故障を考慮する

こと。

1.7.4.2.2被水の影響に対する防護設計方針

防護対象設備が被水により安全機能を損なうおそれがある場

合には，以下に示すいずれか若しくは組み合わせの対策を行う

ことにより，安全機能を損なわない設計とする。

(1)溢水源又は溢水経路に対する対策

a・溢水防護区画外の溢水に対して，壁，扉，堰等による

流入防止対策を図り溢水の流入を防止することにより被

水の影響が発生しない設計とする。

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，基準地震

動による地震力に対し，健全性を維持できるとともに，溢

水により発生する水圧に対して水密性を有する設計とする。

b、想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管に

ついて，補強工事等の実施により発生応力を低減し，溢水

源から除外することにより被水の影響が発生しない設計と

する。
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C.地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器に

ついて耐震対策工事を実施することにより基準地震動によ

る地震力に対して耐震性を確保する設計とし，溢水源から

除外することにより被水の影響が発生しない設計とする。

d.消火水の放水による溢水に対しては，防護対象設備が設

置されている溢水防護区画においてハロン消火設備等の水

消火を行わない消火手段を採用することにより，被水の影

響が発生しない設計とする。

また，水消火を行う場合には，水消火による被水の影響

を最小限に止めるため，防護対象設備に対して不用意な放

水を行わないことを消火活動における運用及び留意事項と

して「火災防護計画」に定める。

(2)防護対象設備に対する対策

a．「JISCO920電気機械器具の外郭による保護等級(IPコー

ド)」における第二特性数字4以上相当の保護等級を有す

る機器への取替を行う。

b・実機での被水条件を考慮しても安全機能を損なわないこ

とを被水試験等により確認した保護カバーやパッキン等に

よる被水防護措置を行う。

1.7．4.3蒸気放出の影響に対する評価及び防護設計方針

1.7.4.3.1蒸気放出の影響に対する評価方針

「1.7.2溢水源及び溢水量を設定するための方針」にて設

定した溢水源からの漏えい蒸気の拡散による影響を確認するた

めに，熱流体解析コードを用い，実機を模擬した空調条件や解

析区画を設定して解析を実施し，防護対象設備が蒸気放出の影
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響により安全機能を損なうおそれがないことを評価する。

具体的には，想定破損発生区画内での漏えい蒸気による防護

対象設備への影響及び区画間を拡散する漏えい蒸気による防護

対象設備への影響が，蒸気曝露試験又は机上評価によって防護

対象設備の健全性が確認されている条件（温度，湿度，圧力）

を超えなければ，防護対象設備が安全機能を損なうおそれはな

い。

このとき，破損想定箇所の近傍に防護対象設備が設置されて

いる場合は，漏えい蒸気の直接噴出による防護対象設備への影

響も考慮するとともに，溢水を起因とする運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事故に対処するために必要な機器の単一故障

も考慮する。

l.7.4.3.2蒸気放出の影響に対する防護設計方針

防護対象設備が蒸気放出の影響により安全機能を損なうおそ

れがある場合には，以下に示すいずれか若しくは組み合わせの

対策を行うことにより，防護対象設備が安全機能を損なわない

設計とする。

（1）溢水源又は溢水経路に対する対策

a.溢水防護区画外の蒸気放出に対して，壁，扉，堰等による

流入防止対策を図り蒸気の流入を防止する設計とする。

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，基準地震動

による地震力に対し，健全性を維持できるとともに，溢水に

より発生する蒸気に対して気密性を有する設計とする。

b.想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管につ

いて，補強工事等の実施により発生応力を低減し，溢水源か

8－80



内

角

ら除外することにより蒸気放出による影響が発生しない設計

とする。

C.想定破損による溢水に対しては，蒸気の漏えいを検知し，

中央制御室からの遠隔隔離（自動又は手動）を行うための自

動検知・遠隔隔離システムを設置し，漏えい蒸気を早期隔離

することで蒸気影響を緩和する設計とする。自動検知・遠隔

隔離システムは，温度検出器，蒸気遮断弁，検知制御盤及び

検知監視盤で構成する。

また，自動検知・遠隔隔離システムだけでは防護対象設備

の健全性が確保されない破損想定箇所については，防護カバ

ーを設置し，配管と防護カバーのすき間を設定することで漏

えい蒸気量を抑制して，溢水防護区画内雰囲気温度への影響

を軽減する設計とする。

さらに，信頼性向上の観点から，防護カバー近傍には小規

模漏えい検知を目的とした特定配置温度検出器を設置し，蒸

気の漏えいを早期検知する設計とする。

各系統の蒸気影響評価における想定破損評価条件を第

1.7.6表に示す。

d.地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器につ

いて耐震対策工事を実施することにより基準地震動による地

震力に対して耐震性を確保する設計とし，溢水源から除外す

ることにより蒸気放出による影響が発生しない設計とする。

(2)防護対象設備に対する対策

a・蒸気放出の影響に対して耐性を有しない防護対象設備につ

いては，蒸気曝露試験又は机上評価によって蒸気放出の影響

8-81



内

内

に対して耐性を有することが確認された機器への取替を行う。

l.7.4.4使用済燃料ピットのスロッシング後の機能維持に関する設計

方針

基準地震動による地震力によって生じるスロッシング現象を

3次元流動解析により評価し，使用済燃料ピット外へ漏えいす

る水量を考慮する。その際，使用済燃料ピットの初期水位等の

評価条件は保守的となるように設定する。算出した溢水量から

スロッシング後の使用済燃料ピット水位を求め，使用済燃料ピ

ットの冷却機能（水温65℃以下）及び給水機能，並びに燃料

体等からの放射線に対する遮蔽機能（水面の設計基準線量率

≦0.01mSv/h)の維持に必要な水位が確保される設計とする。

1.7.5溢水防護区画を内包する建屋外からの流入防止に関する設計方

針

溢水防護区画を内包する建屋（海水ピットポンプ室を含む。）

において，建屋外で発生を想定する溢水が，建屋内の溢水防護区

画に流入するおそれがある場合には，壁，扉，堰等により建屋内

への流入を防止する設計とし，防護対象設備が安全機能を損なわ

ない設計とする。

地下水については，建屋基礎下に設置している集水配管により，

建屋最下層にある湧水ピットに集水する設計とし，周囲の地下水

水位を考慮しても溢水防護区画へ地下水が流入しないよう，湧水

ピットポンプ等により排水する設計とする。

湧水ピットポンプ，湧水ピットポンプ電源及び吐出ラインは，

基準地震動による地震力に対してその機能を損なわない設計とす

る。

8－82



内

偽

1.7.6放射性物質を含んだ液体の管理区域外への漏えいを防止するた

めの設計方針

原子炉建屋及び原子炉補助建屋の管理区域内で発生した溢水は，

非管理区域との境界を持たない原子炉補助建屋最下層に貯留でき

る設計とする。

また，溢水経路の境界扉には堰を設け，非管理区域への漏えい

を防止する設計とする。

l.7.7手順等

溢水評価に関して，以下の内容を含む手順を定め，適切な管理

を行う。

(1)配管の想定破損評価において，応力評価の結果により破損形

状の想定を行う場合は，評価結果に影響するような減肉がない

ことを，継続的な肉厚管理で確認する。

(2)配管の想定破損による溢水が発生する場合及び基準地震動に

よる地震力により耐震B,Cクラスの機器が破損し溢水が発生

する場合においては，隔離手順を定める。

(3)運転実績（高エネルギー配管として運転している割合が当該

系統の運転している時間の2％又はプラント運転期間の1％よ

り小さい）により，低エネルギー配管としている設備について

は，運転時間管理を行う。

(4)水密化区画壁のひび割れに伴う少量の漏水に備えて，予め回

収手順等を定める。

(5)溢水防護区画において，各種対策設備の追加及び資機材の持

込み等により評価条件としている可燃性物質の量及び床面積に

見直しがある場合は，予め定めた手順により溢水評価への影響
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確認を行う。

(6)水密扉については，開放後の確実な閉止操作，中央制御室に

おける閉止状態の確認及び閉止されていない状態が確認された

場合の閉止操作の手順等を定める。

(7)防護対象設備に対する消火水被水の影響を最小限に止めるた

め，消火活動における運用及び留意事項と，それらに関する教

青について「火災防護計画」に定める。
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1.10外部火災防護に関する基本方針

1.10.1設計方針

別紙8－1－2

安全施設が外部火災に対して，発電用原子炉施設の安全性を確

保するために想定される最も厳しい火災が発生した場合において

も必要な安全機能を損なわないよう，防火帯の設置，離隔距離の

確保，建屋による防護，障壁による防護及び代替設備の確保等に

よって，安全機能を損なわない設計とする。

想定する外部火災として，森林火災，近隣の産業施設の火災・

爆発，発電所敷地内に設置する危険物タンク等の火災，航空機墜

落による火災及び船舶の火災を選定する。外部火災にて想定する

火災を第1.10．1表に示す。

また，想定される火災及び爆発の二次的影響（ばい煙等）に対

して，安全施設の安全機能を損なわない設計とする。

(1)外部火災防護施設

安全施設に対して外部火災の影響を受けた場合において，原

子炉の安全性を確保するため，「発電用軽水型原子炉施設の安

全機能の重要度分類に関する審査指針」で規定されているクラ

ス1，クラス2及びクラス3に該当する構築物，系統及び機器

を外部火災防護施設とする。

外部火災防護施設を第1．10．2表に示す。

a.外部火災の直接的な影響を受けるクラス1及びクラス2

に属する外部火災防護施設

外部火災防護施設のうち，外部火災の直接的な影響を受

けるクラス1及びクラス2に属する施設を以下のとおり抽
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出する。

(a)クラス1及びクラス2に属する屋内施設

屋内のクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設

は，内包する建屋により防護する設計とし，以下の建屋を

対象とする。

(a-1)原子炉建屋

(a-2)原子炉補助建屋

(b)クラス1及びクラス2に属する屋外施設

屋外のクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施

設は，以下の施設を対象とする。

(b-1)海水ポンプ

(b-2)補助給水タンク

(b-3)重油タンク

b.外部火災の二次的影響を受けるクラス1及びクラス2に

属する外部火災防護施設

外部火災防護施設のうち，外部火災の二次的影響を受け

るクラス1及びクラス2に属する施設を以下のとおり抽出

する。

(a)換気空調設備

(b)ディーゼル発電機

(c)海水ポンプ

(d)主蒸気逃がし弁，排気筒等

(e)計測制御系統施設（安全保護系計器ラック）

(f)制御用空気圧縮機

また，クラス3に属する施設については，外部火災発生時は，
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建屋による防護，消火活動又は代替設備による必要な機能の確

保等により安全機能を損なわない設計とするため，影響評価対

象から除外する。

(2)森林火災

「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」を参照し，発電

所周辺の植生，過去10年間の気象条件を調査し，発電所から

直線距離lOkmの問に発火点を設定し，森林火災シミュレーシ

ョン解析コード（以下「FARSITE」という。）を用いて

影響評価を実施し，森林火災の延焼を防ぐための手段として防

火帯を設け，火炎が防火帯外縁に到達するまでの時間，クラス

1及びクラス2に属する外部火災防護施設への熱影響及び危険

距離を評価し，必要な防火帯幅，クラス1及びクラス2に属す

る外部火災防護施設との離隔距離を確保すること等により，ク

ラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の安全機能を損

なわない設計とする。

a.森林火災の想定

(a)森林火災における各樹種の可燃物量は，国士地理院が公

共測量成果として承認した発電所周辺の航空写真を基に植

生を判読し，現地調査により得られた樹種を踏まえて補正

した植生を用いる。また，林齢は，樹種を踏まえて地面草

地の可燃物量が多くなるように保守的に設定する。

(b)気象条件は，宇和島特別地域気象観測所及び瀬戸観測所

の過去10年間の気象データを調査し，愛媛県における森

林火災発生頻度が年間を通じて比較的高い月の最小湿度，

最高気温及び最大風速の組み合わせとする。
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(c)風向については，最大風速における風向と卓越風向を調

査し，森林火災の発生件数及び森林と発電所の位置関係を

考慮して，最大風速記録時の風向を設定する。

(d)発火点については，防火帯幅の設定及び熱影響評価に際

し,FARSITEより出力される最大火線強度及び反応

強度の高い値を用いて評価するため，発電所から直線距離

10kmの間で風向及び人為的行為を考慮し,3地点を設定

する。

(d-1)発電所の南側約1kmには，標高約200mの山林が存在

し，山林に沿った主要道路があるため，人為的行為を考

慮し，発電所から直線距離にして約1．2～l.4km間で道

路沿いに発火点を設定する。

(d-2)風向は卓越方向（南）とし，火災規模に対する風向の

影響を考慮し，発火点は，発電所との位置関係が風向と

一致する発電所の南側並びに東西に45．ずらした発電

所の南西及び南東側にそれぞれ設定する。

・発火点1：発電所の南西約l.4kmの道路沿い

・発火点2：発電所の南約l.3kmの道路沿い

・発火点3：発電所の南東約l.2kmの道路沿い

(e)森林火災の発火時刻については，日照による草地及び樹

木の乾燥に伴い，火線強度が変化することから，これらを

考慮して火線強度が最大となる時刻を設定する。

b.評価対象範囲

発電所は東西に延びる細長い佐田岬半島に位置しており，

発電所南側陸地部が約2.5kmであることから，発電所周辺
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2.5kmの範囲を対象に評価を行う。

c、必要データ(FARSITE入力条件）

(a)地形データ

現地状況をできるだけ模擬するため，発電所周辺の土地

の標高，地形等のデータについては，公開情報の中でも高

い空間解像度である10mメッシュの「基盤地図情報数値

標高モデル」（国士地理院データ）を用いる。

(b)土地利用データ

現地状況をできるだけ模擬するため，発電所周辺の建物

用地，交通用地等のデータについては，公開情報の中でも

高い空間解像度である100mメッシュの「国士数値情報

土地細分メッシュ」（国士交通省データ）を用いる。

(c)植生データ

現地状況をできるだけ模擬するため，植生作成範囲の航

空写真を入手し，植生の調査手順を定めた国士交通省の

「河川水辺の国勢調査マニュアル」を用いて判読するとと

もに，植生を現地調査し,FARSITE入力データとし

ての妥当性を確認のうえ植生区分を設定する。

(d)気象データ

現地にて起こり得る最も厳しい条件を検討するため，宇

和島特別地域気象観測所及び瀬戸観測所の過去10年間の

気象データのうち，愛媛県で発生した森林火災の実績より，

発生頻度が高い2月から5月の気象条件（最多風向，最大

風速，最高気温及び最小湿度）の最も厳しい条件を用いる。

d.延焼速度及び火線強度の算出
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ホイヘンスの原理に基づく火炎の拡大モデルを用いて延焼

速度(0.49m/s(発火点1))や火線強度(14,758kW/m(発

火点1））を算出する。

e.火炎到達時間による消火活動

延焼速度より，発火点から防火帯までの火炎到達時間注．’

(2.1時間（発火点1))を算出し，森林火災が防火帯に到

達するまでの間に発電所に常駐している消防要員による屋外

消火栓等を用いた消火活動が可能であり，万が一の飛び火等

による火炎の延焼を防止することで外部火災防護施設の安全

機能を損なわない設計とする。

なお，防火帯の外側にあるクラス3施設としては，モニタ

リングステーション及びモニタリングポスト等があり，火災

発生時は，化学消防自動車，水槽付消防自動車による消火活

動及び代替設備の確保が可能な設計とする。

注el:火炎が防火帯に到達する時間

f、防火帯幅の設定

FARSITEから出力される最大火線強度(14,758kW/m

（発火点1））注『’により算出される防火帯幅29.7mに対

し，約35mの防火帯幅を確保することにより外部火災防護

施設の安全機能を損なわない設計とする。

防火帯は延焼防止効果を損なわない設計とし，防火帯に可

燃物を含む機器等を設置する場合は必要最小限とする。設置

する防火帯について，第1.10.1図に示す。

注fl:火線強度は反応強度と延焼速度の関連で算出さ

れるため，延焼速度が速い発火点1が最大となる
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A

ことから発火点1の火線強度を用いて評価する。

9．クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設への熱影

響

森林火災の直接的な影響を受けるクラス，及びクラス2に

属する外部火災防護施設への影響評価を実施し，離隔距離の

確保，建屋による防護等により，クラス，及びクラス2に属

する外部火災防護施設の安全機能を損なわない設計とする。

なお，影響評価に用いる火炎輻射強度は,FARSITEか

ら出力される反応強度から求める火炎輻射強度(1,039kW/m2)

注gl,g2に安全側に余裕を考慮した1,200kW/m2とする。

(a)火災の想定

(a-1)森林火災による熱を受ける面と森林火災の火炎輻射

強度が発する地点が同じ高さにあると仮定し，離隔距

離は最短距離とする。

(a-2)森林火災の火炎は，円筒火炎モデルとする。火炎の

高さは燃焼半径の3倍とし，燃焼半径から円筒火炎モ

デルの数を算出することにより火炎到達幅の分だけ円

筒火炎モデルが横一列に並ぶものとする。

(a-3)気象条件は無風状態とする。

(b)原子炉建屋及び原子炉補助建屋への熱影響

火炎輻射強度1,200kW/m2に基づき算出する，防火帯の

外縁（火炎側）から最も近く(70m)に位置する原子炉補

助建屋（垂直外壁面及び天井スラブから選定した，火災の

輻射に対して最も厳しい箇所）の表面温度をコンクリート

許容温度200℃注g3以下とすることで，クラス，及びクラ
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ス2に属する外部火災防護施設の安全機能を損なわない設

計とする。

コンクリート壁以外の機器搬出入口等の建屋内近傍には，

安全機能を有する施設を設置しないことにより安全施設の

安全機能を損なわない設計とする。

(c)海水ポンプへの熱影響

火炎輻射強度1,200kW/m2に基づき算出する海水ポンプ

の周囲温度を許容温度76℃注g4以下とすることで，海水

ポンプの安全機能を損なわない設計とする。

(d)補助給水タンクへの熱影響

火炎輻射強度1,200kW/m2に基づき算出するタンク内の

水の温度を許容温度40℃注g5以下とすることで，補助給

水タンクの安全機能を損なわない設計とする。

(e)重油タンクの熱影響

火炎輻射強度1,200kW/m2に基づき算出する重油タンク

内の重油の温度を許容温度60℃注g6未満とすることで，

重油タンクの安全機能を損なわない設計とする。

注gl:保守的な入力データによりFARSITEで評

価した火炎輻射強度

注g2:火炎輻射強度は反応強度と比例することから反

応強度が高い発火点’の火炎輻射強度を用いて評

価する。

注g3:火災時における短期温度上昇を考慮した場合に

おいて’コンクリート圧縮強度が維持される保守

的な温度（’7）
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注g4:モータ下部軸受許容温度以下となるために必要

な周囲温度

注g5:補助給水系統の設計温度

注g6:A重油の引火点

h.クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の危険距

離の確保

森林火災の直接的な影響を受けるクラス，及びクラス2に属

する外部火災防護施設の危険距離について評価を実施し，防火

帯の外縁（火炎側）からの離隔距離を火炎輻射強度1,200

kW/m2注h’に基づき算出する危険距離以上確保することにより，

クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の安全機能を

損なわない設計とする。

(a)原子炉建屋及び原子炉補助建屋の危険距離の確保

火炎輻射強度1,200kW/m2に基づき危険距離注h2を算出

し，防火帯の外縁（火炎側）から最も近くに位置する原子

炉補助建屋までの距離(70m)を危険距離以上確保するこ

とで，クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の

安全機能を損なわない設計とする。

(b)海水ポンプ，補助給水タンク，重油タンクの危険距離の

確保

火炎輻射強度1,200kW/m2に基づき危険距離を算出し，

発電所周囲に設置される防火帯の外縁（火炎側）からの離

隔距離を危険距離以上確保することにより，安全機能を損

なわない設計とする。

注hl:｢g.クラス1及びクラス2に属する外部火災
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八

防護施設への熱影響」の評価に用いた値

注h2:発電所周囲に設置される防火帯の外縁（火炎側）

からクラス1及びクラス2に属する外部火災防護

施設の間に必要な離隔距離

(3)近隣産業施設の火災･爆発

「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」を参照し，発電

所敷地外10km以内の産業施設を抽出したうえで発電所との離

隔距離を確保すること及び，発電所敷地内で火災を発生させる

おそれのある危険物タンク等を選定し，危険物タンク等の燃料

量とクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設との離隔

距離を考慮して，輻射強度が最大となる火災を設定し，直接的

な影響を受けるクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施

設への熱影響評価を行い，離隔距離の確保及び障壁による防護

等により，クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の

安全機能を損なわない設計とする。

a.石油コンビナート施設等の影響

発電所敷地外10km以内の範囲において，石油コンビナ

ート施設を調査した結果，当該施設は存在しないことを確

認している。なお，発電所に最も近い石油コンビナート地

区は北東約50kmの松山地区である。

発電所敷地外10km以内の範囲において，石油コンビナ

ート以外の産業施設を調査した結果，八幡浜市及び伊方町

に産業施設があるが，これらの産業施設は発電所からの離

隔距離が確保されており，さらに，これらの産業施設と発

電所の間には標高約200mの山林の障壁があり，火災時の
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熱輻射及びガス爆発による爆風圧による影響を受けるおそ

れはない。

原子炉施設から南へ約1kmのところに位置する一般国

道197号線は西方向へは三崎港までであり，付近に石油コ

ンビナート施設等はないことから，大量の危険物を輸送す

る可能性はない。このため，一般国道197号線上で車両火

災が発生したとしても，外部火災防護施設に影響はない。

b.発電所敷地内に設置する危険物タンク等の熱影響

発電所敷地内に設置する危険物タンク等の火災による直

接的な影響を受けるクラス1及びクラス2に属する外部火

災防護施設への影響評価を実施し，離隔距離の確保，建屋

による防護等により，クラス1及びクラス2に属する外部

火災防護施設の安全機能を損なわない設計とする。

発電所敷地内に設置している屋外の危険物タンク等を第

1．10．3表及び第1．10．2図に示す。

(a)火災の想定

(a-1)危険物タンク等の貯蔵量は，危険物施設として許可さ

れた貯蔵容量とする。

(a-2)離隔距離は，評価上厳しくなるようタンク等の位置か

らクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設まで

の直線距離とする。

(a-3)危険物タンク等の破損等による防油堤内の全面火災を

想定する。

(a-4)火災は円筒火災モデルとし，火炎の高さは燃焼半径の

3倍とする。

8－95



月

角

(a-5)気象条件は無風状態とする。

(b)評価対象範囲

評価対象は，発電所敷地内の屋外に設置する引火等のお

それのある危険物タンク等とする。

なお，屋外に設置する危険物タンク等のうち，地下タン

ク貯蔵所は埋設しているため評価対象外とする。また，空

冷式非常用発電装置’号及び2号は，空冷式非常用発電装

置3号及び4号よりもクラス1及びクラス2に属する外部

火災防護施設と離隔距離を確保するため，空冷式非常用発

電装置3号及び4号の評価に包絡される。

また，燃料補給用のタンクローリについては，燃料補給

時は監視人が立会を実施し，万が一の火災発生時は速やか

に消火活動が可能であることから，評価対象から除外する。

(b-1)重油タンク

(b-2)空冷式非常用発電装置3号用燃料タンク，潤滑油タン

ク及び空冷式非常用発電装置4号用燃料タンク，潤滑油

タンク

(b-3)屋外貯蔵所(EL.+38m)

(c)クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設への熱

影響

(c-1)原子炉建屋及び原子炉補助建屋への熱影響

(c-1-1)重油タンク

重油タンクを対象に火災が発生してから燃料が燃え

尽きるまでの間，一定の輻射強度(460W/m2)で原子

炉補助建屋外壁が昇温されるものとして算出する建屋
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（垂直外壁面及び天井スラブから選定した，火災の輻

射に対して最も厳しい箇所）の表面温度をコンクリー

ト許容温度200℃注'以下とすることで，クラス1及び

クラス2に属する外部火災防護施設の安全機能を損な

わない設計とする。

(c-1-2)空冷式非常用発電装置3号用燃料タンク，潤滑油タ

ンク及び空冷式非常用発電装置4号用燃料タンク，潤

滑油タンク

空冷式非常用発電装置3号用燃料タンク，潤滑油タ

ンク及び空冷式非常用発電装置4号用燃料タンク，潤

滑油タンクを対象に火災が発生してから燃料等が燃え

尽きるまでの間，一定の輻射強度（3号:299W/m2,

546W/m2,4号:552W/m2,1,008W/m2)で原子炉建屋

外壁が昇温されるものとして算出する建屋（垂直外壁

面及び天井スラブから選定した，火災の輻射に対して

最も厳しい箇所）の表面温度をコンクリート許容温度

200℃注'以下とすることで，クラス1及びクラス2に

属する外部火災防護施設の安全機能を損なわない設計

とする。

(c-1-3)屋外貯蔵所(EL.+38m)

屋外貯蔵所(EL.+38m)を対象に火災が発生してか

ら燃料が燃え尽きるまでの間，一定の輻射強度

(546W/m2)で原子炉補助建屋外壁が昇温されるもの

として算出する建屋（垂直外壁面及び天井スラブから

選定した，火災の輻射に対して最も厳しい箇所）の表
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面温度をコンクリート許容温度200℃注'以下とするこ

とで，クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施

設の安全機能を損なわない設計とする。

(c-2)海水ポンプへの熱影響

海水ポンプは海水ピット内に設置されており，海水ポ

ンプモータの上端部は地面より下に位置しているため，

EL.+32m以上に設置している屋外の危険物タンク等との

間には，原子炉建屋等の障壁や高低差があり，火災時に

直接熱影響を受けないように配置上の考慮を行うことに

より，海水ポンプの安全機能を損なわない設計とする。

(c-3)補助給水タンクへの熱影響

補助給水タンクから最も近くに設置している空冷式非

常用発電装置3号用燃料タンク，潤滑油タンク及び空冷

式非常用発電装置4号用燃料タンク，潤滑油タンク（3

号，4号とも離隔距離60m)を対象に火災が発生して

から燃料が燃え尽きるまでの間，3号，4号とも一定の

輻射強度(161W/m2,294W/m2)で昇温されるものとして

算出するタンク内の水の温度を許容温度40℃注2以下と

することで，補助給水タンクの安全機能を損なわない設

計とする。

(c-4)重油タンクへの熱影響

重油タンクは屋外EL.+84mに設置されており，屋外

EL.+38m以下に設置している他の屋外の危険物タンク等

との間には高低差があるため，配置上，火災時の熱輻射

の影響を受けないことにより，重油タンクの安全機能を
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損なわない設計とする。

注1：火災時における短期温度上昇を考慮した場合

において，コンクリート圧縮強度が維持され

る保守的な温度（’7）

注2：補助給水系統の設計温度

(4)航空機墜落による火災

「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」を参照し，航空

機墜落による火災について落下カテゴリ毎に選定した航空機を

対象に，直接的な影響を受けるクラス1及びクラス2に属する

外部火災防護施設への影響評価を実施し，離隔距離の確保及び

建屋による防護等により，クラス1及びクラス2に属する外部

火災防護施設の安全機能を損なわない設計とする。また，航空

機落下による火災と発電所敷地内の危険物タンク等による火災

の重畳を考慮する設計とする。

a・対象航空機の選定方法

航空機落下確率評価においては，過去の日本国内における

航空機落下事故の実績をもとに，落下事故を航空機の種類及

び飛行形態に応じてカテゴリに分類し，カテゴリ毎に落下確

率を求める。ここで，落下事故の実績がないカテゴリの事故

件数は保守的に0.5回として扱う。また，カテゴリ毎の対象

航空機の民間航空機と自衛隊機又は米軍機では，訓練中の事

故等，その発生状況が必ずしも同一ではなく，自衛隊機又は

米軍機の中でも機種によって飛行形態が同一ではないと考え

られ，かつ，民間航空機では火災影響は評価対象航空機の燃

料積載量に大きく依存すると考えられる。これらを踏まえて
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選定した落下事故のカテゴリと対象航空機を第l.10．4表に

示す。

b.航空機墜落による火災の想定

(a)航空機は，発電所における航空機墜落評価の対象航空機

のうち燃料積載量が最大の機種とする。

(b)航空機は燃料を満載した状態を想定する。

(c)航空機の墜落によって燃料に着火し火災が起こることを

想定する。

(d)気象条件は無風状態とする。

(e)火災は円筒火災をモデルとし，火炎の高さは燃焼半径の

3倍とする。

c、評価対象範囲

評価対象範囲は，発電所敷地内であって発電用原子炉施設

を中心にして墜落確率が10－7（回/炉・年）以上になる範囲

のうち発電用原子炉施設への影響が最も厳しくなる区域に設

置するクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設とす

る。

カテゴリ毎の対象航空機の離隔距離を第1.10.4表に示す。

｡．クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設への熱

影響

(a)原子炉建屋及び原子炉補助建屋への熱影響

落下事故のカテゴリ毎に選定した航空機を対象に火災が

発生してから燃料が燃え尽きるまでの間，一定の輻射強度

でクラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の建屋

外壁が昇温されるものとして算出する建屋（垂直外壁面及
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び天井スラブから選定した，火災の輻射に対して最も厳し

い箇所）の表面温度をコンクリート許容温度200℃注1以下

とすることで，クラス1及びクラス2に属する外部火災防

護施設の安全機能を損なわない設計とする。

カテゴリ毎の対象航空機の輻射強度を第l.10.4表に示

す。

(b)海水ポンプへの熱影響

対象航空機のうち輻射強度が最も高い自衛隊機又は米軍

機であるUP-3Dを対象に火災が発生してから燃料が燃え尽

きるまでの間，一定の輻射強度で昇温されるものとして算

出する海水ポンプの周囲温度を許容温度76℃注2以下とす

ることで，海水ポンプの安全機能を損なわない設計とする。

(c)補助給水タンクへの熱影響

対象航空機のうち輻射強度が最も高い自衛隊機又は米軍

機であるUP-3Dを対象に火災が発生してから燃料が燃え尽

きるまでの間，一定の輻射強度で昇温されるものとして算

出するタンク内の水の温度を許容温度40℃注3以下とする

ことで，補助給水タンクの安全機能を損なわない設計とす

る。

(d)重油タンクへの熱影響

対象航空機のうち輻射強度が最も高い自衛隊機又は米軍

機であるUP-3Dを対象に火災が発生してから燃料が燃え尽

きるまでの間，一定の輻射強度で昇温されるものとして算

出するタンク内の重油の温度を許容温度60℃注4未満とす

ることで，重油タンクの安全機能を損なわない設計とする。
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e、航空機墜落に起因する敷地内危険物タンク等の火災の熱

影響

航空機墜落による火災のうち評価結果が最も厳しい自衛

隊機又は米軍機のUP-3Dと，敷地内危険物タンク等の火災

のうち評価結果が最も厳しい重油タンクについて，同時に

火災が発生した場合を想定し，火災が発生してから燃料が

燃え尽きるまでの間，一定の輻射強度でクラス1及びクラ

ス2に属する外部火災防護施設の建屋外壁が昇温されるも

のとして算出する建屋（垂直外壁面及び天井スラブから選

定した，火災の輻射に対して最も厳しい箇所）の表面温度

をコンクリート許容温度200℃注'以下とすることで，クラ

ス1及びクラス2に属する外部火災防護施設の安全機能を

損なわない設計とする。

注1：火災時における短期温度上昇を考慮した場合にお

いて，コンクリート圧縮強度が維持される保守的

な温度（’7）

注2：モータ下部軸受許容温度以下となるために必要な

周囲温度

注3：補助給水系統の設計温度

注4:A重油の引火点

(5)発電所港湾内に入港する船舶火災の熱影響

「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」を参照し，荷揚

岸壁に停泊する船舶を選定し，船舶の燃料量とクラス1及びク

ラス2に属する外部火災防護施設との離隔距離を考慮して，輻

射強度が最大となる火災を設定し，直接的な影響を受けるクラ
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ス1及びクラス2に属する外部火災防護施設への影響評価を実

施し，離隔距離の確保及び建屋による防護等により，クラス1

及びクラス2に属する外部火災防護施設の安全機能を損なわな

い設計とする。対象の船舶を第1．10．5表及び第1．10．3図に示

す。

a.火災の想定

(a)燃料保有量は満積とした状態とする。

(b)離隔距離は，評価上厳しくなるよう荷揚岸壁からクラス

1及びクラス2に属する外部火災防護施設までの直線距離

とする。

(c)船舶の燃料タンクの破損等による火災を想定する。

(d)火災は円筒火災モデルとし，火炎の高さは燃焼半径の3

倍とする。

(e)気象条件は無風状態とする。

b.評価対象範囲

発電所港湾内に入港し荷揚岸壁に停泊する，大型の船舶

である燃料等輸送船の火災により影響を受けるクラス1及

びクラス2に属する外部火災防護施設を評価対象とする。

C.クラス1及びクラス2に属する外部火災防護施設への

熱影響

(a)原子炉建屋及び原子炉補助建屋への熱影響

燃料等輸送船を対象に火災が発生してから燃料が燃え尽

きるまでの間，一定の輻射強度で原子炉建屋外壁が昇温さ

れるものとして算出する建屋（垂直外壁面及び天井スラブ

から選定した，火災の輻射に対して最も厳しい箇所）の表
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面温度をコンクリート許容温度200℃注1以下とすることで，

クラス’及びクラス2に属する外部火災防護施設の安全機

能を損なわない設計とする。

(b)海水ポンプへの熱影響

海水ポンプは海水ピット内に設置されており，燃料等輸

送船の火災時に直接熱影響を受けないように配置上の考慮

を行うことにより，海水ポンプの安全機能を損なわない設

計とする。

(c)補助給水タンクへの熱影響

燃料等輸送船を対象に火災が発生してから燃料が燃え尽

きるまでの間，一定の輻射強度で昇温されるものとして算

出するタンク内の水の温度を許容温度40℃注2以下とする

ことで，補助給水タンクの安全機能を損なわない設計とす

る。

(d)重油タンクへの熱影響

重油タンクは屋外EL.+84mに設置されており，燃料等

輸送船の火災時に直接熱影響を受けないように配置上の考

慮を行うことにより，重油タンクの安全機能を損なわない

設計とする。

注’：火災時における短期温度上昇を考慮した場合にお

いて，コンクリート圧縮強度が維持される保守的

な温度（’7）

注2：補助給水系統の設計温度

(6)二次的影響（ばい煙等）

外部火災による二次的影響として，ばい煙等による影響を抽
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出し，安全機能が損なわれるおそれがある構築物，系統及び機

器として外気を取り込むクラス1及びクラス2に属する外部火

災防護施設を抽出したうえで，第1．10．6表の分類のとおり評

価を行い，必要な場合は対策を実施することでクラス1及びク

ラス2に属する外部火災防護施設の安全機能を損なわない設計

とする。

a.換気空調設備

外気を取り入れている換気空調設備として，安全補機開

閉器室空調装置，制御用空気圧縮機室換気装置，ディーゼ

ル発電機室換気装置，中央制御室換気空調設備，電動補助

給水ポンプ室換気装置，タービン動補助給水ポンプ室換気

装置，主蒸気配管室換気装置，制御棒クラスタ駆動装置電

源室空調装置，放射線管理室空調装置，補助建屋空調装置，

格納容器空調装置及び廃棄物処理室空調装置がある。

これらの外気取入口には平型フィルタ（主として粒径が

5"mより大きい粒子を除去）を設置しているため，ばい

煙が外気取入口に到達した場合であっても，一定以上の粒

径のばい煙粒子については，平型フィルタにより侵入を阻

止することで外部火災防護施設の安全機能を損なわない設

計とする。

なお，外気取入ダンパが設置されており閉回路循環運転

が可能である中央制御室換気空調設備については，外気取

入ダンパを閉止し，閉回路循環運転を行うことで外部火災

防護施設の安全機能を損なわない設計とする。また，安全

補機開閉器室空調装置及び制御棒クラスタ駆動装置電源室
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空調装置は，外気取入ダンパを閉止し，外気取入れを遮断

することで外部火災防護施設の安全機能を損なわない設計

とする。

また，中央制御室換気空調設備及び緊急時対策所(EL.

32m)換気設備については，外気取入遮断時の室内に滞

在する人員の環境劣化防止のため，酸素濃度及び二酸化炭

素濃度の影響評価を実施することにより，外部火災防護施

設の安全機能を損なわない設計とする。

b.ディーゼル発電機

ディーゼル発電機機関の吸気消音器に付属するフィルタ

（粒径120"m以上において約90%捕獲)で比較的大粒径

のばい煙粒子が捕獲され，粒径数〃m～10"m程度のばい

煙粒子が過給機，空気冷却器に侵入するものの，機器の隙

間はばい煙粒子に比べて十分大きく，閉塞に至ることを防

止することでディーゼル発電機の安全機能を損なわない設

計とする。

c・海水ポンプ

海水ポンプモータは電動機本体を全閉構造とし，空気冷

却器を電動機の側面に設置して電動機内部に外気を直接取

り込まない全閉外扇形の冷却方式であるため，ばい煙が電

動機内部に侵入することはない。

また，空気冷却器冷却管の内径は約19mmであり，ばい

煙粒子の粒径はこれに比べて十分に小さく，閉塞を防止す

ることにより海水ポンプの安全機能を損なわない設計とす

る。
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d.主蒸気逃がし弁，排気筒等

主蒸気逃がし弁は，建屋外部に排気管を有する設備であ

るが，ばい煙が排気管内に侵入した場合でも，主蒸気逃が

し弁の吹出力が十分大きいため，微小なばい煙粒子は吹き

出されることにより主蒸気逃がし弁の安全機能を損なわな

い設計とする。

また，排気筒及び主蒸気安全弁については，主蒸気逃が

し弁と同様に，建屋外部の配管にばい煙が侵入した場合で

も，その動作時には侵入したばい煙は吹き出されることに

より排気筒及び主蒸気安全弁の安全機能を損なわない設計

とする。

e、計測制御系統施設（安全保護系計器ラック）

計測制御系統施設（安全保護系計器ラック）が設置され

ている部屋は，安全補機開閉器室空調装置にて空調管理さ

れており，本空調装置の外気取入口には平型フィルタ（主

として粒径が5“mより大きい粒子を除去）が設置されて

いるが，これに加えて下流側にさらに細かな粒子を捕獲可

能な粗フィルタ（主として粒径が5以、より小さい粒子を

除去）が設置されている。このため，ばい煙に対する防護

性能は他の換気空調設備に比べて高いことから，室内に侵

入したばい煙は粒径が極めて細かな粒子である。

したがって，極めて細かな粒子のばい煙が侵入した場合

において，ばい煙の付着による短絡等を発生させる可能性

は小さいことにより計測制御系統施設（安全保護系計器ラ

ック）の安全機能を損なわない設計とする。
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f.制御用空気圧縮機

制御用空気圧縮機が設置されている部屋は，制御用空気

圧縮機室換気装置にて空調管理されており，本換気装置の

外気取入口には平型フィルタ（主として粒径が5以、より

大きい粒子を除去）が設置されているが，これに加えて下

流側にさらに細かな粒子を捕獲可能な粗フィルタ（主とし

て粒径が5“mより小さい粒子を除去）が設置されている。

このため，ばい煙に対する防護性能は他の換気空調設備に

比べて高いことから，室内に侵入したばい煙は粒径が極め

て細かな粒子である。

したがって，ばい煙が侵入した場合にも，ばい煙の付着

により機器内の損傷を発生させる可能性は小さいことによ

り制御用空気圧縮機の安全機能を損なわない設計とする。

(7)有毒ガスの影響

a.有毒ガスの発生に伴う居住空間への影響評価

有毒ガスの発生に伴う居住空間への影響については，中

央制御室換気空調設備及び緊急時対策所(EL.32m)換気設

備における外気取入遮断時の室内に滞在する人員の環境劣

化防止のため，酸素濃度及び二酸化炭素濃度の影響評価を

実施することにより，安全機能を損なわない設計とする。

外気を取り入れている換気空調設備として，安全補機開

閉器室空調装置，制御用空気圧縮機室換気装置，ディーゼ

ル発電機室換気装置，中央制御室換気空調設備，電動補助

給水ポンプ室換気装置，タービン動補助給水ポンプ室換気

装置，主蒸気配管室換気装置，制御棒クラスタ駆動装置電

8-108



内

内

源室空調装置，放射線管理室空調装置，補助建屋空調装置，

格納容器空調装置及び廃棄物処理室空調装置がある。

このうち，外気取入ダンパが設置されており閉回路循環

運転が可能である中央制御室換気空調設備については，外

気取入ダンパを閉止し，閉回路循環運転を行うことにより

外部火災防護施設の安全機能を損なわない設計とする。

中央制御室換気空調設備以外の換気空調設備については，

空調ファンを停止すること等により外部火災防護施設の安

全機能を損なわない設計とする。

b、発電所周辺地域からの有毒ガス影響評価

発電所周辺地域には，以下の交通運輸状況及び産業施設

がある。

発電所周辺地域の主要道路としては，一般国道197号線，

一般国道378号線，県道烏井喜木津線等がある。

鉄道路線としては，八幡浜市をJR予讃線が通っており，

発電所の東南東方向約12kmに最寄りの八幡浜駅がある。

一般航路は発電所から離隔距離が確保されている。また，

燃料等輸送船が発電所港湾内に入港する。

発電所周辺の石油コンビナート施設等については，発電

所敷地外10km以内の範囲において，石油コンビナート施設

は存在しない。なお，発電所に最も近い石油コンビナート

地区は北東約50kmの松山地区である。

また，発電所敷地外10km以内の範囲において，八幡浜

市及び伊方町に石油コンビナート以外の主要な産業施設が

ある。
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これらの主要道路，鉄道路線，一般航路及び石油コンビ

ナート施設等は，発電所から離隔距離が確保されており，

危険物を積載した車両及び船舶を含む事故等による発電所

への有毒ガスを考慮する必要はない。

l.10.2体制

火災発生時の発電用原子炉施設の保全のための活動を行うため，

連絡責任者，運転員及び消防要員が常駐するとともに，火災発生

時には，所員により編成する自衛消防組織を，所長の判断により

設置する。

自衛消防組織の組織体制を，第1．10.4図に示す。

l.10.3手順等

外部火災における手順については，火災発生時の対応，防火帯

の維持・管理並びにばい煙及び有毒ガス発生時の対応を適切に実

施するための対策を火災防護計画に定める。

（1）防火帯の維持・管理においては，手順等を整備し，実施する。

（2）初期消火活動においては，手順を整備し，火災発生現場の確

認，中央制御室への連絡，消火栓，化学消防自動車及び水槽付

消防自動車等を用いた初期消火活動を実施する。

（3）外部火災によるばい煙発生時には，外気取入口に設置してい

る平型フィルタの交換，外気取入ダンパの閉止，換気空調設備

の停止又は閉回路循環運転により，建屋内へのばい煙の侵入を

阻止する。

（4）外部火災による有毒ガス発生時には，外気取入ダンパの閉止，

換気空調設備の停止又は閉回路循環運転により，建屋内への有

毒ガスの侵入を阻止する。
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角

角

(5)外部火災による中央制御室へのばい煙侵入阻止に係る教育を

定期的に実施する。

(6)森林火災から外部火災防護施設を防護するための防火帯の点

検等に係る火災防護に関する教育を定期的に実施する。

(7)近隣の産業施設の火災・爆発から外部火災防護施設を防護す

るために，離隔距離を確保すること等の火災防護に関する教育

を定期的に実施する。

(8)外部火災発生時の初期消火活動に係る教育を定期的に実施す

る。また，消防訓練及び消防要員等による総合的な訓練を定期

的に実施する。
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第1．1．1表重大事故等対処設備の設備分類等(40/51)

第57条電源設備

、
‐
骨
』
画

聖
詣
、
ｌ
』
’
四

(注1）：亜大事故防止設備がその機能を代替する安全織能等を記戦する。

主要な対象設鮒 亜大巾故等対策

代替する安全機能淳（注1）

槻能
対応する設傭の
酎撚砿要度分頚

亜火耶故等対処設備

常設

型
分

搬
区

可
の

耐震設計の設備分類 機器クラス

75kVA祗源血

軽油タンク

ミニローリー

可掘型較涜器

可搬型直流趣源装旺による

代将趣源（直流）からの給
芯

全交流動力芯源による給趣機能又は蓄砥池による給芯拠能 S

可搬

常股

可殿

可搬

可撫咽砺大事故等対処設備

常設耐震亜要亜大事故防止設備

常設亜大事故緩和設備

可搬咽亜大覗故等対処設備

可搬型破大砺故等対処設備

一

■■■■

皿大事故等
クラス3

■■■■

空冷式非常用発電装世

亜油タンク

ミニローリー

代替趣気設協受冠盤

代替動力変IF器

代替所内地気設鯛による給

趣
所内池気設備による給祗槻能 S

常股

常設

可搬

常設

常設

常設耐震亜要唾大本故防止設備

常設Ⅲ火事故級和設偲

常設酎没砿要砿大戦故防止設備

常設亜人事故級和設備

可搬型重大事故等対処設備

常設酎震亜要亜大本故防lk設鎧

常設重人事故媛和設備

常設酎震重要重大事故防止設備

常設亜人事故級和設筋

ー

ー

砿火事故等

クラス3

■■■■

ー

軽油タンク

ミニローリー

燃料補給に用いる設備 全交流動力愈源による給勉樋能 S

常設

可搬

常設酎展匝嬰政火事故防止設備

常設亜大事故綴和設傭

可搬型亜大邪故等対処設備

一

亜人事故等

クラス3



刀 ）

第1．1．1表重大事故等対処設備の設備分類等（43／51）

第58条計装設備

、
ｌ
』
』
函

聖
霊

晒源股備（燃料般備を含む）は，それぞれの設備分類表にて記載する。
砿大耶故防止彼術がその機能を代替する安全機能等を記蛾する。

(注1）
(注2）

の
１
房
ｌ
吟

主要な対象設備（注1） 繭大事故等対策

代替する安全機能等（注2）

機能
対応する設備の
耐震磁要度分頚

磁大珈故等対処設備

常設

型
分

搬
区

可
の

耐震設計の設備分類 機器クラス

出力傾域中性子束

中間傾城中性子束

線源傾城中性子東

出力計測（未囲界の維持又

は監視）

中間領域中性子束，1次冷却材高温側温度（広域）
材低温側温度（広域）

1次冷却

ほう酸タンク水位による計測機能

出力領域中性子束，線源領域中性子束，ほう酸タンク水位に

よる計測機能

中間領域中性子束，ほう酸タンク水位による計測機能

S

S

S

常設

常設

備設

常設耐設亜要亜大事故防止設備

常設耐震疏要亜大事故防止設備

常設耐霞亜要亜大砺故防止設備

ー

ー

ー

蒸気発生器狭域水位

蒸気発生器広域水位

原子炉補機冷却水サージタンク水位

水位計測（最終ヒートシン

クの確保）

蒸気発生器広域水位，1次冷却材低温側温度（広域）

冷却材商渥側廻度（広域）による計測磯能

1次

蒸気発生器狭域水位．1次冷却材低温側沮度（広域）
冷却材高温側温度（広域）による計測機能

1次

一

S

S

一

常股

常設

常設

備股耐震Ⅲ密愈大事故防止設備

常設耐震亜要重大珈故防止設備

常股酎震匝嬰亜大事故防止設備

常設砿大郡故級和股伽

■■■■

一

ー

捕助給水ライン流杜
注水獄計測（最終ヒートシ

ンクの確保）

補助給水タンク水位，蒸気発生器広域水位，蒸気発生器狭域

水位による計測磯能
S 術設 術設耐震砿要亜大耶故防止設備 ■■■■

主蒸気ライン圧力

原子炉補機冷却水サージタンク加圧ライン圧力

圧力計測（最終ヒートシン

クの碓保）

1次冷却材低温側温度（広域）

域）による計測磯能

1次冷却材尚温側温度（広

ー

S

ー

術設

可搬

術股耐震Ⅲ要亜大耶故防止設備

可掘剛砿大耶故等対処設伽

一

ー



別紙8－1－5

第1．3．2表安全上の機能別重要度分類

角

角

8-114

安全機能を有する構築物，系統及

び機器

異常の発生防止

の機能を有する

もの(Ps)

異常の影響緩和

の機能を有する

もの(MS)

安全機能を有しな

い構築物，系統及

び機器

安全に関連す

る構築物，系

統及び機器

クラス1

クラス2

クラス3

１
２
３

一
一
一

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｐ
Ｐ
Ｐ

１
２
３

’
一
一

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

安全に関連しない構築

物，系統及び機器

安全機能以外の機

能のみを行うもの
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第1．3．3表本原子炉施設の安全上の機能別重要度分類（2／7）

、
ｌ
岸
』
函

聖
議
、
１
房
１
つ

分類

異常影響緩和系

定蕊 機能 構築物,、系統又は機器
特記すべき関連系

(注1）

MS －1 1)異常状態発生時に原子炉を緊急

に 停止し，戎留熱を除去し，原子

炉冷却材圧カバウンダリの過圧菱

防止し，敷地周辺公衆への過度の

放射線の影響を防止する構築物，

系統及び機器

2)安全上必須なその他の構築物，

系統及び磯器

1)原子炉の緊急停止機能

2)未臨界維持機能

3)原子炉冷却材圧カバウンダリの

過圧防止機能

4)原子炉停止後の除熱機能

5)炉心冷却機能

6)放射性物質の閉じ込め機能，放

射線の遮へい及び放出低減機能

1)工学的安全施股及び原子炉停止

系統への作動僧号の発生機能

原子炉停止系統の制御棒による系（制御棒クラスタ及び制御棒クラスタ駆動装

歴（トリップ機能））

制御棒クラスタ

制御棒クラスタ案内管

制御棒クラスタ駆動装世（トリップ椴能）

原子炉停止系統

制御棒クラスタ

化学体領制御設備（ほう酸水注入機能）

非常用炉心冷却設備（ほう酸水注入機能）

加圧器安全弁（開機能）

残留熱を除去する系統

余熱除去設備

補助給水設備

蒸気発生器

蒸気発生器から主蒸気隔離弁までの主蒸気設備

主蒸気安全弁

主蒸気逃がし弁（手動逃がし機能）

蒸気発生器から主給水隔離弁までの給水股傭

非常用炉心冷却設備

低圧注入系

高圧注入系

蓄圧注入系

原子炉格納容器（原子炉格納容器貫通部，エアロック及び機器搬入ロを含

む。）
アニュラス

原子炉格納容器隔離弁及び原子炉格納容器バウンダリ配管系

原子炉格納容器スプレイ股傭

アニュラス空気再循環設傾

安全補機室奉気浄化設備

外部遮へい

安全保護系

原子炉保護設備及び工学的安全施殴作動股伽（注4）

燃料集合体の制御棒案内
シ ン プ ル

[Ms-1](注2)

制御棒クラスタ駆動装腫

及び制御棒クラスタ駆動

装睡圧力ﾉ､ウジング

[MS-1](注2)

排気筒

[MS-1](注2)



刀 刀
皇

第1．4．1表クラス別施設（1／6）

の
ｌ
』
』
③

聖
議
、
ｌ
岸
Ｉ
『

睡
轌

機 能 別 分 類

主要設備(注1）

適用範囲
耐震

クラス

補助設備(注2）

適用範囲
耐震

クラス

…鋤駐3）

適用範囲
耐震

クラス

間函…鮭4）

適 用 範 囲

函
癖
鋤

波及的濯を

考慮すべき施設(注5）

適 用 範 囲

函
諦
鋤

S

a､原子炉冷却材圧力バウ

ンダリを構成する機
器･配管系

b、使用済燃料

ための施設

を貯蔵する

c・原子炉の緊急停止のた
めに急激に負の反応度
を付加するための施設，
及び原子炉の停止状態

を維持するための施設

” 子 癖 器
@原子炉冷封墹圧ｶバ

ウンダリに属する容

器・酉譜・ポンプ．

弁

職
》

“ﾘ御棒クラスタ及び
制御棒クラスタ駆動

装置（スクラム機能
に関する部分）

②化学体積制御設備の
うちほう酸注入系

①主蒸気･主給水系住
給水逆止弁より蒸気
発生器2次側を経

て，主蒸知職轆弁ま

で）

“働絢<系
③補助給水タンク
酔紳去般備

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
・
Ｓ
Ｓ
Ｓ

①隔離弁を閉とするに

必要な趣気及び計装
設備

Ⅱ■■■■

味 心支持撫鋤
制御棒クラスタ
管

“ド常
系含

備

及び

案内

用鰯源（燃料油

む）及び計装設

”子炉補齢封功<設

備（当該主要設備に
係るもの）

②原子炉補機冷却海水
設備

…豚替用水タンク
④炉心支持栂造物（炉
心冷却に直接影響す
るもの）

⑤非常用電源(燃料油
系含む）及び計装設

備

S

一

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

一
一
》

構造物

②機器･配
装設鯛等
物

管，電気計
の支持構造

ー

Ｓ
Ｓ

ー

S

S

トト
窪

》
岬
岬

蛎子瀝屋

恥部コンクリート
醍子礎屋
”子炉…屋
④非常用

癖
鋤

を

電源の燃料
支持する構

恥部コンクリート
”子…
“子炉…屋

④海水ポンプ基礎等
の海水系を支持す
る構造物

⑤非常用電源の燃料
油系を支持する構
造物

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ss

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

①格納容器ポーラク

ン建屋

①使用済燃料ピット
クレーン

酔撤扱棟
③その他

①格納容器ポーラク
レ嬉一ン

②タービン建屋
③その他

①格納容器ポーラク
レ､一ン

②海水ピットクレー
ン

③タービン這り室

④その他

S s

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

S s

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

S s

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ



刀 ）

第1．4．1表クラス別施設（2／6）

、
ｌ
程
程
「

櫓
裡

機能別分類

主要設備(注1）

適用範囲
耐震

クラス

補助設備(注2）

適用範囲
耐震

クラス

…鍔勿(注3）

適用範囲
耐震

クラス

間函請舗鋤駐4）

適用範囲

函
識
趣

波及白蝿を

考慮すべき施設催5）

適用範囲

鮫6）

識
、
櫓

S

e,原子炉冷却材圧力バウ

ンダリ破損事散後,炉心
から崩壊熱を除去する
ための施設

f､原子炉冷對瑚圧カバウ
ンダリ破損事故鴫に，
圧力障壁となり放射性
物質の放散を直摸坊ぐ
ための施設

質の放出を伴

こ,そ際I

を抑制する
f以り，

放射性物質のホ

うような事故の

の外部放散をウ
ための施設であ

9．

外の施設

h･津波防護機能を有する
施設及び浸水防止機能

を有､する随穀駐7）

龍
ク

”
Ｉ
ン

》
》
鋤

ウ
配

く
る

一
吋
識

》

嘩鍔器ｽブﾚｲ設
備

醗斗取替用水タンク
③アニュラスシール
④アニュラス空気再循

環設備

“斜溶周翻演筒
嘩全櫛潅空気浄化

設備

"kピット堰

働く密ハッチ
“癌扉
④床ドレンライン逆止

弁

“通部止水“

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

”子炉補機冷封城設

備（当該主要設備に

係るも⑳

②原子炉補機冷却海水
設備

③中央備獅室の遮蔽と
空砿殿備

④非常用篭源燃料油
系含む）及び計装設

備

するに

ぴ計装

①原子炉補機冷却水設

備

②原子炉補機冷却海水
股備

③非常用電源(燃料油
系含む）及び計装設

備

1■■■■

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

S

Ｓ
Ｓ
Ｓ

一

峰
》
物

配

鈍
物

》

③繼鐸の支持櫛劃勿

S

S

S

S

①内部コンクリート

”子礎屋
蛎子燭轆屋

④海水ポンプ基礎等
の海水系を支持す
る櫛造物

⑤非常用電源の燃料
油系を支持する構
造物

》
》

蛎子…

》
》

④外周コンクリート
壁

⑤海水ポンプ基礎等
の海水系を支持す

る撫豐物

⑥非常用電源の燃料

油系を支持する構
造物

”子確屋
”子炉補漱建屋
③海水ポンプ基礎等

の海水系を支持す

る構造物

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

①格納容器ポーラク
レ ー ン

②海水ピットクレー
ン

③タービン建屋

④その他

①ダービ

②その他
ン建屋

”
ン

水ピットクレー

②タービン
③その他

建屋

砿
ン

水ピットクレー

②タービン
③その他

建屋

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

S s

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

S s

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
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第1．4．1表クラス別施設（3／6）

、
ｌ
』
程
、

》
額

機能別分類

主要設備腱1）

適用範囲
耐 震

クラス

補助設備(注2）

適 用 範 囲
耐 震

クラス

…鞘鋤駐3）

適 用 範 囲
耐震

クラス

間…鷲i剴勿姓4）

適用範囲

”
榊
鋤

波及的影響を

考慮リョべき施設姓5）

適用範囲

函
識
蝿

S

i.敷地における津波監視

機能を有する施設性7）

j.その他

水ト
ラ
酌

メ《
鯛
》

①使用済燃料ピット水
辮合設備（非常用）

酔 内 櫓 勿

Ｓ
Ｓ

S

S

”

①ヨ

ー

S

S

一

①電気計装設備等の支
持職劃勿

配

》
物

》

－

S

S

q■■■■

” 子確屋
②原子癖蠣屋

③海水ポンプ基礎等
の海水系を支持す

る構造物
④非常用電源の燃料

油系を支持する構

造物

①原子炉建屋
醇子炉繩屋

③非常用電源の燃料
油系を支持する構
造物

I ■ ■ ■ ■

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

I ■ ■ ■ ■

①海水
ン

ピットクレー

②ダービ
③その他

ﾝ建屋

①ダービ
②その他

ﾝ建屋

一

Ss

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

－
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第1．4．1表クラス別施設（4／6）

、
ｌ
』
骨
④

》
輻

機能別分類

主要設備健1）

適用範囲
耐 震

クラス

補助設備(注2）

適 用 範 囲
耐震

クラス

… 砿 3 ）

適用範囲
耐震

クラス

間…蝿勿駐4）

適用範囲

函
織
鋤

波及的影響を

考慮すべき施設(注5）

適 用 範 囲

（注6）

検肘用

地震動

B

k原子炉冷却材圧力バウ

ンダリに直接接続され
ていて，1次冷却材を内
蔵しているか又は内蔵

し得る施設

1.放射性廃棄物を内蔵し

ている施設(ただし，内
蔵量が少なし

方式Jこより，

､又は貯蔵

その破損に
より公衆に与える放射

線の影響が周i刀監視区
礎卜における年間の線

量限度に上じ＜十分小さ

いものは除く）

、放射性廃棄物以外の放

射性物質に関連した施

設で,その破損により，
公衆及び従事者に過大
な放射線被ばくを与え
る可能性のある施設

n.使用済燃料を冷却する

峠
軸
系

…1…勿罎設
傭，ただし,Cクラ

スに属するものは除
く

①使用済燃料ピット水

浄ｲ藤

②化学体積制御設備の
うちSクラ
クラス

のもの

に属

ス及びC

する以外

… 線 1 蝿 果の大
きし癖

…}…クレーン

⑤使用済燃料ピットク
レーン

”}取替クレーン
“膨塞歴

①使用癖トピット水
冷劇孫

B

B

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
B

一

ー

1■■■■

①原子炉補機冷濁肘<設
備（当該主要設備に
係るも”

②原子炉補機冷却海水

設備

…計…

ー

ー

1■■■■

Ｂ
Ｂ
Ｂ

①機器・酉請等の支持
構造物

①偽配管等の支持

噛吻配管等の支持

B

B

B

B

ト一リ

》

クンコ部恥

》
》

卜

確

り

《

クンコ部恥

”子錘屋
“子癖雄屋

③海水ポンプ基礎等
の海水系を支持す
る構遣物

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

一

ー

一

一

ー

■■■■

ー

－
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第1．4．1表クラス別施設（5／6）

②
Ｉ
昌
画
。

櫓
調

機 能 別 分 類

主要股傭(注】）

適用範囲
耐震

クラス

補助設備(注2）

適用 範 囲
耐震

クラス

……(注3）

適用範囲
耐震

クラス

間…粋駐4）

適 用 範 囲

函
鋪
蝿

波及的影響を

考慮すべき施設性5）

適用範囲

函
諦
櫓

B

o､放射性物質の放出を伴

うような場合に,その外
部放散を抑制するため

聴受でしSクラスに属
さなし施設

ー 一 ー － － ー ー 一 － 一

C

p 原子炉の反応度を制御
するための施設でSク

ラス及びBクラスに属

さない施設

q・放射性物質を内蔵して
いるか又はこれに関連
した施設でSクラス及

びBクラスに属さない

施設

”御棒クラスタ駆動
装置（原子炉トリッ

プ機能に関する部分

を除く）

》
》

…樹沐罎蜘
④ドラム
流の固
蠅
諏

結装瞳より下

体廃棄物処理
(固体廃棄物貯

を錘、

⑤べィラ
⑥化学体瞬；噸系

ちほう酸回反装

留水側及びほう
給タンク回り

のう

癖
軸

⑦液体…錘設備
”
癖

ち，廃液蒸発装

留水側

”子炉#”〈設備
“淵搾柵“
⑩その他

C

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

■■■■■

－

1■■■■

Ⅱ■■■■

①電気計装設備の支持
構造物

配

》
物

》

C

C

トリ

》

クンコ部恥

》

卜

頤

リ

》

クンコ部恥

ｃ
ｃ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ー

ー

一

●

1 ■ ■ ■ ■



刀 刀

第1．4．1表クラス別施設（6／6）

、
ｌ
得
画
』

主要設備とは，当該機能に直接的に関連する設備をいう。

補助設備とは，当該機能に間接的に関連し，主要設備の補助的役割を持つ設備をいう。

直接支持構造物とは，主要設備，補助設備に直接取り付けられる支持構造物，若しくはこれらの設備の荷重を直接的に受ける支持構造

物をいう。

間接支持構造物とは，直接支持構造物から伝達される荷重を受ける構造物（建物，構築物）をいう。

波及的影響を考慮すべき施設とは，下位クラスに属する施設の破損等によって上位クラスに属する施設に波及的影響を及ぼすおそれの

ある施設をいう。

Ss:基準地震動Ssにより定まる地震力

SB:耐震Bクラス施設に適用される地震力
Sc:耐震Cクラス施設に適用される静的地震力
基準地震動Ssによる地震力に対して，機能を保持できるものとする。

耐震Sクラス施設,Bクラス施設を防護対象とする消火設備（火災感知設備を含む。）については，それぞれSs,SBに対して機能が
維持されることを確認する。

(注1）

(注2）

(注3）

(注4）

(注5）

(注6）

(注7）

(注8）

睡
需

機 能 別 分 類

主要設備(注1）

適用範囲
耐震

クラス

補助設備(注2〉

適 用 範 囲
耐震

クラス

嘩封…鮭3）

適用範囲
耐溌

クラス

間函斜…(注4）

適用範囲

(注6）

鋪
御

波及的鍔を

考慮すべき施設鮭5）

適用範囲

（注6）

検討用

地震動

C

ユ． 〃爪-ｺ~榊幽XL『生α〃匂〃勺9

放射線安全に関係しな
し施設

①タービン設鋪

②原子炉補機冷劃功<設
備
恥 ボイラ及び捕助

蒸安鍛備
(注8）

･変圧器

… 備
癖率生器ブローダ

空…鱸

“納鐸ポーラクレ
一ン

⑩緊急塒対策所
⑪その他

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

C ①磯器・配

装設備等
物

C

ト
》
》
》
一
一

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ー 1■■■■
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角、

別紙8-1-8

第1．4．2表重大事故等対処設備（主要設備）の設備分類（1／6）

設備分類

1.常設耐震重要

重大事故防止設備

定義

常設重大事故防止設備

(重大事故等対処設備

のうち，重大事故に至る

おそれがある事故が発

生した場合であって，設

計基準事故対処設備の

安全機能又は使用済燃

料ピットの冷却機能若

しくは注水機能が喪失

した場合において，その

喪失した機能（重大事故

に至るおそれがある事

故に対処するために必

要な機能に限る｡）を代

替することにより重大

事故の発生を防止する

機能を有する設備であ

って常設のもの）であっ

て ， 耐震重要施設に属す

る設計基準事故対処設

備が有する機能を代替

するもの

主要設備

(［］内は、設計基準対象施設を

兼ねる設備の耐震重要度分類）

(1)原子炉本体

･原子炉容器[S]

(2)核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

･使用済燃料ピット[S]

(3)原子炉冷却系統施設

･蒸気発生器[s]

・1次冷却材ポンプ[S]

･加圧器[S]

･余熱除去冷却器[s]

･再生熱交換器[S]

･格納容器スプレイ冷却器[S]

･余熱除去ポンプ[S]

･高圧注入ポンプ[S]

。充てんポンプ[S]

･格納容器スプレイポンプ[S]

･代替格納容器スプレイポンプ

･蓄圧タンク[S]

･燃料取替用水タンク[S]

･補助給水タンク[s]

･格納容器再循環サンプ[S]

･格納容器再循環サンプスクリーン[S]

･加圧器逃がし弁[s]

･加圧器安全弁[S]

･主蒸気隔離弁[S]

･主蒸気逃がし弁[S]

･主蒸気安全弁[S]

･余熱除去ポンプ入口弁[S]

･格納容器再循環サンプB隔離弁バイパス弁

･原子炉補機冷却水冷却器[S]

･海水ポンプ[S]

･原子炉補機冷却水ポンプ[S]

･タービン動補助給水ポンプ[S]

･電動補助給水ポンプ[S]

･原子炉補機冷却水サージタンク[S]

･海水ストレーナ[S]

･タービン動補助給水ポンプ蒸気入口弁[S]
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第1．4．2表重大事故等対処設備（主要設備）の設備分類（2／6）

角

内

8-123

設備分類 定義

主要設備

(［］内は、設計基準対象施設を

兼ねる設備の耐震重要度分類）

1.常設耐震重要

重大事故防止設備

(4)計測制御系統施設

･多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）

･原子炉トリップスイッチ[S]

･原子炉トリップ遮断器[S]

･制御棒クラスタ[S]

･ほう酸ポンプ[S]

･ほう酸タンク[S]

･ほう酸フィルタ[S]

１
１
１

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｆ
ｆ
ｆ

束
束
束

子
子
子

性
性
性

中
中
中

城
域
域

領
領
領

源
間
力

線
中
出

・1次冷却材圧力[s]

･余熱除去ループ流量[S]

･高圧注入ライン流量[S]

・1次冷却材高温側温度（広域)[S]

・1次冷却材低温側温度（広域)[S]

･加圧器水位[S]

･原子炉容器水位[C]

･格納容器内圧力（広域)[S]

･格納容器内圧力(AM)

･格納容器内温度[S]

･蒸気発生器広域水位[S]

･蒸気発生器狭域水位[S]

･主蒸気ライン圧力[S]

･代替格納容器スプレイライン積算流量(AM)

･格納容器スプレイラインB積算流量

･格納容器再循環サンプ水位（広域)[S]

･格納容器再循環サンプ水位（狭域)[S]

･補助給水ライン流量[S]

･原子炉補機冷却水サージタンク水位[s]

･燃料取替用水タンク水位[S]

･補助給水タンク水位[s]

･ほう酸タンク水位[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ)[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（低レンジ)[S]

(5)放射線管理施設

･中央制御室空調ファン[S]

･中央制御室再循環ファン[S]

･中央制御室非常用給気ファン[S]

･中央制御室空調ユニット[s]

･中央制御室非常用給気フィルタユニット[S]

･中央制御室遮へい[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ)[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（低レンジ)[S]
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第1．4．2表重大事故等対処設備（主要設備）の設備分類（3／6）

設備分類 定義

1.常設耐震重要

重大事故防止設備

主要設備

(［］内は、設計基準対象施設を

兼ねる設備の耐震重要度分類）

(6)原子炉格納施設

･原子炉格納容器[s]

･格納容器スプレイ冷却器[S]

･格納容器スプレイポンプ[S]

･代替格納容器スプレイポンプ

･燃料取替用水タンク[S]

･補助給水タンク[S]

･格納容器再循環サンプ[s]

･格納容器再循環サンプスクリーン[S]

･格納容器再循環ユニット(A及びB)[C]

(7)非常用電源装置

･空冷式非常用発電装置

･重油タンク[S]

･軽油タンク

･代替電気設備受電盤

･代替動力変圧器

･ディーゼル発電機[S]

･燃料油貯油槽[s]

･蓄電池（非常用)[S]

･蓄電池（重大事故等対処用）

(8)浸水防護施設

･余熱除去冷却器室漏えい防止堰

･格納容器スプレイ冷却器室漏えい防止堰

(9)補機駆動用燃料設備

･軽油タンク

(10)非常用取水設備

･海水ピット堰[s]
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第l.4．2表重大事故等対処設備（主要設備）の設備分類(4/6)

設備分類

2.常設耐震重要

重大事故防止設備

以外の常設重大事

故防止設備

定義

常設重大事故防止設備

であって，耐震重要施設

に属する設計基準事故

対処設備が有する機能

を代替するもの以外の

もの

主要設備

(［］内は、代替する機能を有する設計基準

事故対処設備の属する耐震重要度分類）

(1)核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

･使用済燃料ピット水位(AM)[C]

･使用済燃料ピット温度(AM)[C]

･使用済燃料ピット監視カメラ[C]

(2)非常用取水設備

･海水取水口[C]

･海水取水路[C]

･海水ピットスクリーン室[C]

･海水ピットポンプ室[C]
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第1．4．2表重大事故等対処設備（主要設備）の設備分類（5／6）

設備分類

3.常設重大事故

緩和設備

定義

重大事故等対処設備の

うち，重大事故が発生し

た場合において当該重

大事故の拡大を防止し，

又はその影響を緩和す

るための機能を有する

設備であって常設のも

の

主要設備

(［］内は、設計基準対象施設を

兼ねる設備の耐震重要度分類）

(1)原子炉本体

･原子炉容器[S]

(2)核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

･使用済燃料ピット[s]

･使用済燃料ピット水位(AM)

･使用済燃料ピット温度(AM)

･使用済燃料ピット監視カメラ

(3)原子炉冷却系統施設

･蒸気発生器[S]

・1次冷却材ポンプ[S]

･加圧器[S]

･余熱除去冷却器[S]

･再生熱交換器[S]

･格納容器スプレイ冷却器[S]

･余熱除去ポンプ[S]

･高圧注入ポンプ[S]

。充てんポンプ[S]

･格納容器スプレイポンプ[S]

･代替格納容器スプレイポンプ

･燃料取替用水タンク[S]

･補助給水タンク[s]

･加圧器逃がし弁[S]

･原子炉補機冷却水冷却器[S]

･海水ポンプ[S]

･原子炉補機冷却水ポンプ[S]

･原子炉補機冷却水サージタンク[S]

･海水ストレーナ[s]

(4)計測制御系統施設

・1次冷却材圧力[S]

・1次冷却材高温側温度（広域)[S]

･格納容器内圧力（広域)[S]

､格納容器内圧力(AM)

･格納容器内温度[S]

･代替格納容器スプレイライン積算流量(AM)

･格納容器再循環サンプ水位（広域)[S]

･格納容器再循環サンプ水位（狭域)[S]

･格納容器水位

･原子炉下部キャビティ水位

･原子炉補機冷却水サージタンク水位[S]

･燃料取替用水タンク水位[S]

･補助給水タンク水位[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ)[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（低レンジ)[S]

･安全パラメータ表示システム[C]
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第1.4.2表重大事故等対処設備（主要設備）の設備分類(6/6)

設備分類 定義

3.常設重大事故

緩和設備

主要設備

(［］内は、設計基準対象施設を

兼ねる設備の耐震重要度分類）

(5)放射線管理施設

･緊急時対策所遮へい

･中央制御室空調ファン[S]

･中央制御室再循環ファン[S]

･中央制御室非常用給気ファン[S]

･中央制御室空調ユニット[S]

･中央制御室非常用給気フィルタユニット[S]

･中央制御室遮へい[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ)[S]

･格納容器高レンジエリアモニタ（低レンジ)[S]

(6)原子炉格納施設

･原子炉格納容器[S]

･格納容器スプレイ冷却器[S]

･格納容器スプレイポンプ[s]

･代替格納容器スプレイポンプ

･燃料取替用水タンク[S]

･補助給水タンク[S]

･格納容器再循環ユニット(A及びB)[C]

･アニュラス排気フィルタユニット[S]

･アニュラス排気ファン[S]

･格納容器排気筒[s]

･静的触媒式水素再結合装置

･静的触媒式水素再結合装置作動温度計測装置

･イグナイタ

･イグナイタ作動温度計測装置

(7)非常用電源装置

･空冷式非常用発電装置

･重油タンク[S]

･軽油タンク

･代替電気設備受電盤

･代替動力変圧器

･ディーゼル発電機[S]

･燃料油貯油槽[S]

･蓄電池（非常用)[s]

･蓄電池（重大事故等対処用）

(8)補機駆動用燃料設備

･軽油タンク

(9)非常用取水設備

･海水取水口[C]

･海水取水路[C]

･海水ピットスクリーン室[C]

･海水ピットポンプ室[c]

･海水ピット堰[S]

(10)緊急時対策所

･緊急時対策所遮へい

･安全パラメータ表示システム[C]
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第1．5．2表津波防護対策の設備分類と設置目的

内

角

8-128

津波防護対策 設備分類 設置目的

海水ピット堰 津波防護施設

● 引き波時において，海水ポン

プによる補機冷却に必要な海

水を確保し，海水ポンプの機

能を保持する。

海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア

及
び
海
水
管
ダ
ク
ト

原
子
炉
建
屋
及
び

原
子
炉
補
助
建
屋
と

タ
ー
ビ
ン
建
屋
と
の
境
界

水密扉

貫通部

止水処置

水密ハッチ

床ドレン

ライン逆止弁

水密扉

貫通部

止水処置

床ドレン

ライン逆止弁

浸水防止設備

･海水取水路からの津波流入に

よる海水ポンプエリアヘの浸

水を防止する。

･海水取水路からの津波流入に

よる海水ポンプエリアヘの床

からの浸水を防止する。

･地震によるタービン建屋内の

循環水管損傷や2次系設備及

び屋外タンクの損傷に伴う溢

水及び損傷箇所を介しての津

波の流入による溢水に対し

て ， 浸水防護重点化範囲への

流入を防止する。

海面監視カメラ

耐震型海水ピット

水位計

津波監視設備

● 地震発生後，津波が発生した

場合に，その影響を傭鰍的に

把握する。



R

内

第1．5．4表各経路からの流入評価結果

取水路

放水路

系統

海水系

循環水系

海水系

循環水系

その他

排水管

屋外排水路

流入経路

海水ピット

海水管ダクト

取水ピット

電気ケーブル

ダクト

屋外配管ダクト

放水ピット

原子炉補機冷却

海水放水管

放水ピット

クリーンアップ

系外ブロー管

雨水排水路

①入力津波 ②許容津波

高さ 高さ

T.P.+4.9m T.P.+10．2m
注1

T.P.+4.9m T・P．+10.2m
注1

T.P.+5.5m T.P.+10．2m

T.P.+5.5m T.P.+5.9m

T・P.+5．5m T.P.+8.8m

T.P.+4.7m T.P．+10.2m

T.P.+4.7m T・P.+7.0m

T.P.+4.7m T・P．+10.2m

T.P.+4．7m T.P.+7.8m
注2

T.P.+8.7m T.P.+10.0m

別紙8－1－10

裕度

(②一①）

5．3m

5.3m

4．7m

0．4m

3.3m

5．5m

2．3m

5.5m

3．1m

1.3m

注1海水ポンプエリア及び海水管ダクトの津波防護対策を考慮した許容津波高さを示す。

注2その他排水管の放水ピット側壁貫通部のうち最下端高さを示す。
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別紙8－1－11

第1．7．2表溢水評価上想定する起因事象

（設計基準事故）

起因事象

原子炉冷却材喪失(LOCA)

原子炉冷却材流量の喪失

原子炉冷却材ポンプの軸固着

主給水管破断

主蒸気管破断

制御棒飛び出し

蒸気発生器伝熱管破損

考慮

要否

○※

○

4■■■■■

○※

○※

○※

1■■■■■

スクリーンアウトする理由

溢水の発生によって1次冷却材ポンプの回転軸

は固着しない。

溢水の発生によって蒸気発生器の伝熱管は損傷

しない。

※ 溢水の原因となり得る事象であるため，対策として考慮する。

8－130
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第l.7.5表防護対象設備の機能喪失高さの考え方（例示）

へ

角

8－131

機器 機能喪失高さ

弁

①電動弁：取付け配管センタ位置又は電動弁駆動装置下端部を基に

設定

②空気作動弁：各付属品（アクチュエータ，電磁弁，減圧弁，リミ

ツトスイッチ等）のうち，最低高さの付属品の下端部

ダンパ
各付属品（アクチュエータ，電磁弁，減圧弁，リミットスイッチ

等）のうち最低高さの付属品の下端部

ポンプ

①ポンプあるいは電動機のいずれ力抵い箇所

②ポンプは軸貫通部又は油タンクのエアブリーザ部の低い方

③電動機は下端部

フアン 電動機の下端部位又は端子箱下端の低い方

(操

盤
隣 むb)

盤内の計器類の最下部（中央制御室及び現場の盤の下部に溢水影響

を受けるカップリング部等はない｡）

計器 口 器Z又体又は伝送器の下端部
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第1.10.1表外部火災にて想定する火災

火災種別 考慮すべき火災

森林火災 発電所敷地外10km以内に発火点を設定した

発電所に迫る火災

近隣の産業施設の 発電所敷地外10km以内に存在する石油コン

火災・爆発 ビナート施設等の火災・爆発

発電所敷地内に設置する危険物タンク等の

火災

航空機墜落による火災 発電所敷地内への航空機墜落時の火災

船舶の火災 発電所港湾内に入港する船舶の火災

角

内

8-132
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/へ

第1．5．9図海水ポンプエリアの浸水対策の概要（断面図）

八

第1.5.10図海水ポンプエリアの浸水対策の概要（平面図）
枠囲みの範囲は機密に係る覗項ですので公開することはできません。
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第6．4．4表代替パラメータによる主要パラメータの推定（3／10）

ｍ
ｌ
Ｐ
心
心

聖
蛮
午
？
」

番号：代替パラメータの番号は優先順位を示す。
※1耐震性又は耐環境性がないパラメータ，※2常用電源のパラメータ

【】：有効監視パラメータ又は常用代替監視パラメータを示す。

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 代替パラメータ推定方法

原
子
炉
容
器
へ
の
注
水
丘

高圧注入ライン流量

余熱除去ループ流量

格納容器スプレイラインB積算流母

代替格納容器スプレイライン積算流赴(AM)

【充てんライン流量】※1

【蓄圧タンク圧力】※1※2

【蓄圧タンク水位】※1※2

①燃料取替用水タンク水位

②加圧器水位
③原子炉容器水位
④格納容器再循環サンプ水位（広域）

①燃料取替用水タンク水位
②加圧器水位

③原子炉容器水位

④格納容器再循環サンプ水位（広域）

①余熱除去ループB流量
②燃料取替用水タンク水位
③加圧器水位
④原子炉容器水位

⑤格納容器再循環サンプ水位（広域）

①余熱除去ループB流量
②燃料取替用水タンク水位
②補助給水タンク水位

③加圧器水位
④原子炉容器水位

⑤格納容器再循環サンプ水位（広域）

①燃料取替用水タンク水位
②加圧器水位

③原子炉容器水位

④格納容器再循環サンプ水位（広域）

①1次冷却材圧力
①1次冷却材低温側温度（広域）

･高圧注入ライン流量の計測が困難となった場合は，水源である燃料取替用水タンク水

位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水盆を推定する。推
定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優
先する。

･･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化に上
り注水趣を推定する。

･余熱除去ループ流量の計測が困難となった場合は，水源である燃料取替用水タンク水

位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水趣を推定する。推
定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優
先する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水量を推定する。

･格納容器スプレイラインB種算流量の計測が困難となった場合は，余熱除去ループB

流量を優先し推定する。また．水源である燃料取替用水タンク水位，注水先の加圧器
水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水盆を推定する。推定は，環境悪化の影
響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優先する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ

り注水量を推定する。

･代替格納容器スプレイライン祇算流量(AM)の計測が困難となった場合は，余熱除去
ループB流量を優先し推定する。また，水源である燃料取替用水タンク水位及び補助
給水タンク水位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水趣を
推定する。水位変化による推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である

燃料取替用水タンク水位及び補助給水タンク水位を優先する。
･水源に，淡水や海水を補給している場合は，補給に使用したポンプの性能並びに運転
時間により算出した注水量により推定する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水量を推定する。

。充てんライン流趣（多擬性拡張股伽）の計測が困難となった場合は，水源である燃料
取替用水タンク水位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水

量を推定する。推定は，環境悪化の影轡を受けることが小さい水源である燃料取替用
水タンク水位を優先する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水量を推定する。

･菩圧タンク圧力（多様性拡張股傭）及び蓄圧タンク水位（多機性拡張股傭）の計測が

困難となった場合は，1次冷却材圧力及び1次冷却材低温側温度（広域）の傾向監視
により蓄圧タンクからの注水開始を推定する。
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第6．8．2図緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備概略系統図（2）

（原子炉出力抑制）
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緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備概略系統図（3）
（原子炉出力抑制）
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第6．8．4図緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備概略系統図（4）
（ほう酸水注入）



刀 ア

燃料取替
用水

タンク

1次系補給水ポンプA

体積

制御
タンク

←
1次系

純水
タンク

F
ク

←

←

高圧注入ポンプA

1次系補給水ポンプB

F
←

ほう酸タンクAほう酸タンクB
、
ｌ
澤
吟
①

高圧注入ポンプB

〒rF
-[前蝋
再生熱交換器

←

充てんポンプA

｡域

ほう酸混合器
似 （

I

ほう酸ポンプA

充てんポンプB ←

←

←

ほう酸フィルタ
充てんポンプC

ほう酸ポンプB

聖
鴦
ｍ
ｌ
ｍ
Ｉ
①

第6．8．5図緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備概略系統図（5）
（ほう酸水注入）



刀 ア

中央制御室

再循環ファンA
中央制御室非常用

給気フィルタユニット

中央制御室非

給気フィルタユ

外
気
取
入

且''911且||骨||骨
:||：

Ｈ
／
Ｆ

中央制御室非常用

給気ファンA

中央制御室非常用
放射線管理室給気／||／フアンAア

FIIFIIF||611bFllFllFll611b 入

中央制御室非常用

給気ファンB

中央制御室非常用

給気ファンB

中央制御室非常用

給気ファンB

中央制御室
再循環ファンB

、
ｌ
』
、
。

中央制御室遮へい

:||；:||； 中央制御室中央制御室

閻 囹園
中央制御室

空鯛ファンB

中央制御室 H
中央制御室

空調ユニットB
／
Ｃ

RlIC

fllf 凡例

中央制御室

空鯛ファンA
中央制御室

空調ユニットA

聖
津
甲
？
『第6．10．1図中央制御室の設備概略系統図

IH/FI 粒子用フィルタ
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中央制御室原子炉格納容器
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第9．8．1図水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備概略系統図（1）
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第9．8．2図水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備概略系統図（2）
（イグナイタによる水素濃度低減）
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第10.3.4表主要変圧器の設備仕様

名称 主 変 圧 器 所内変圧器 予備変圧器

型 式 屋外無圧密封式
屋外無圧密封式

負荷時タップ切換器付

屋外無圧密封式

負荷時タップ切換器付

容量 約950,000kVA 約66,000kVA 約49,000kVA

電圧
1次 22.5kV 22.5kV 187kV

2次 500kV 6.9kV, 6.9kV 6.9kV, 6.9kV

相 数 3 3 3

/一、
周波数 60Hz 60Hz 60Hz

結線法
1次

2次

三角

星形

三角

三角 , 三角

星形

三角，三角

冷却方式 送 油 風 冷 送油風冷 油入風冷

個数 1 1 1
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添付書類十を以下のとおり補正する。
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10-1

頁 行 補正前 補正後

10(3)一目一

5

10(3)－目一

16

10(3)-5-3

10(3)－5－

25

10(3)-5-

30

10(3)－5－
35

10(3)－5－

36

10(3)-5-

40

10(3)-5-

41

上2

上10

下12

下6～

下5

上11

上1～

上2

下12

下3～

２
６

下
下

…の評価
－

第7．1．2．35図炉心上端

ボイド率一

…航空機墜落による火災

及びばい煙等…

－

実施組織のうち必要な発

電所災害対策要員を発電所

内に－常時確保し，

g.

● ､ ●

発電所災害対策本
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

部における･･･

…運搬を実施する。
－

…燃料体一の著しい…

…十分にあることから，王
め放水する等の･･･

…事前の予測が可能である

ことから，予め体制を…
■■■－－－－－■

…の評価結果
一

第7．1．2．35図炉心上端

ボイド率の推移

…航空機墜落による火災坐
発電所港湾内に入港する船

舶の火災及びばい煙等…

初動対応に必要な発電所

災害対策要員を発電所内

に坐有効性評価上考慮する
作業に必要な発電所災害対

策要員を発電所近傍に，そ
れぞれ常時確保し，
－

ｇ
計

● ● ●

発電所内の事故収束活
IF閨1－でけﾈﾄｰ尾の半IIMR

を仰ぐことなく発電所災害

対策本部の権限において対

応するなど，発電所災害対

策本部における…

…運搬を実施する。災害対
策総本部長が移動中の場合
1戸けお仁､知1､砧声砧鳥刑

た代行者が指揮をするとと

もに，災害対策総本部長へ

の連絡手段を確保する｡－

…燃料体釜の著しい…

…十分にあることから，塗
らかじめ放水する等の…

－

…事前の予測が可能である

ことから，あらかじめ体制
を…
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10－2

10(3)-5-

46

10(3)-5-

48

10(3)-5-

50

10(3)-5-

51

10(3)－5－

52

下9～

下8

下9～

下5

上3

上8～

上9

下9

下6～

下4

上1～

上4

下11

…影響を与えることがない

よう ， 予め体制を…
一

…重大事故等対策のように

予めシナリオ設定した対応

操作は困難であると考えら

れることから，施設の損壊

状況等の把握を迅速に試み

るとともに断片的に得られ

る情報，確保できる人員及
び使用可能な設備により…

…適用開始条件を明確Eす
るとともに ，

● ● a

…その他のテロリズム
－

について，緊急地震速報，

大津波警報一等又は衝撃
幸
日 ，

DC●

… プラントの状態を把

握し ,

｡●｡

－

…中央制御室の監視及び制

御機能の喪失によりプ

ラントの状況把握が困難な

場合には，外からの目視に

よる確認x』主可搬型計測器
による…

…可能な場合には，
q■■■■■■■■■■■■■■

内

部の状況から全体を速やか

に把握し，優先順位を付け

て喪失した機能を回復又は

代替させる等里措置を行
シ

フ 。

また

る…

， 対応要員及び残存す

…影響を与えることがない

よう , あらかじめ体制を…

…重大事故等対策のように

あらかじめシナリオ設定し

た対応操作は困難であると

考えられることから，施設

の損壊状況等の把握を迅速

に試みるとともに断片的に

得られる情報，確保できる

発電所災害対策要員及び使

用可能な設備により…

…適用開始条件を明確化す
るとともに ，

●●G

…その他のテロリズムQ塗
生について，緊急地震速

一

報，大津波警報，外部から

の情報連絡等又は衝撃音，
● ● ①

…プラントの状態等を把握

し ，

●■●

一

…中央制御室の監視及び制

御機能の喪失により原子炉
停止状況などのプラントの

状況把握が困難な場合に

は ， 外からの目視による確

認及唾可搬型計測器による
由●●

…可能な場合には， 外から

の目視に加えて内部の状況

から全体を速やかに把握
し 、 優先順位を付けて喪失
した機能を回復又は代替さ

せる等によ
ｰ

フ 。

また ，

り緩和措置を行

発電所災害対策要員

及び残存する…
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10－3

10(3)-5-

53

10(3)-5-

57

10(3)-5-

58

10(3)-5-

59

10(3)－5－

60

10(3)－5－

61

下8～

下6

上1～

上3

上7～

上8

上4～

上5

上9～

上12

上2

下10～

下9

下12～

下11

･･･設計基準事故対処設備の

__機能一喪失,大規模
な火災の発生及び発電所災

－

害対策要員の一部が…

人命救助が必要な場合は原

子炉災害へ対応しつつ，人

命の救助並びに発電所災害

対策要員の安全を確保しつ

つ並行して行う。

また，水位の維持が不可能

又は不明と判断した場合

は ， 内部スプレイ
U ■■■■■■■■■■■■■■■－

又は建屋外部からの放水を

行う ◎

…操作に支障となる火災及
一

ぴ延焼することによる被害■

の拡大…

…手順書として重大事故等

対策で整備する設備を活用

した手順等に加えて，
－

事象進展の抑制及び緩和に

資するための多様性を持た

せた壬順等を適切に整備す
る

－
◎

…航空機燃料火災を想定

し ，
－

放水砲等を･･･

当該の装備品を装着しての

消火活動については，王め
活動できる時間…

･･･(f)項一(m)項及び(n)項

並びに(o)項に該当する…
－

…設計基準事故対処設備の

童全機能2喪失，大規模な
火災の発生並びに発電所災

－

害対策要員の一部が…

人命救助が必要な場合は原

子力災害へ対応しつつ，人

命の救助並びに発電所災害

対策要員の安全を確保して

行う 0

また，水位の維持が不可能

又は不明と判断した場合

は , 建屋内部二亘旦スプレ土
を行う。

q■■■■■■■■■

…操作に支障となる火災並

びに延焼することにより被

害の拡大…

…手順書として重大事故等

対策で整備する設備を活用

した手順等に加えて，重土

一
一

機能する場合も考えられる

ため,_事象進展の抑制及び
緩和に資するための多様性

を持たせた設備等を活用し

た手段を可搬型設備等によ

る対応手順等として整備す

る 0
－

…航空機燃料火災を想定
し p 大型放水砲等を･･･

－

当該の装備品を装着しての

消火活動については，塗_旦
かじめ活動できる時間…

一

･･･(f)項及び(m)項から(o)
一 －

項に該当する…
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10-4

10(3)-5-

62

10(3)－5－

63

10(3)-5-

64

下4

下2～

下1

上1～

上2

上6～

上8

下4～

下3

上5～

上6

上10～

１
２
１
１

上
上

下12～

下11

下4～

下3

上4～

上5

上9～

０
２
１
１

上
上

…1次冷却系一のフイー
ドアンドブリードを行う。

…多様な炉心注水手段よ_且
早期に…

…可搬型設備により炉心注

水を行う。
－

●●●

－

･･･原子炉冷却及び減圧を行

う。また，1次冷却材喪失

事象が発生している場合

些一格納容器内自然対流冷
却…

･･･(c)項から(j)項-(m)項
及び(n)項並びに(o)項に該

当する…

…1次冷却系一のフイー
ドアンドブリードを行う。

●●●

溶融デブリが原子炉容器●C●

内に残存上迄場合は，
●●●

…格納容器スプレイ手殿よ

り早期に…
一

－

…原子炉格納容器一に注
水し ，

●●｡

…格納容器内自然対流冷

却一多様な格納容器スプレ
イ手段より早期に…

q■■■■■■■■■■■■■■

…多様な格納容器スプレイ

手段より早期に…
－

…多様な炉心注水手段生-2
早期に…

…可搬型設備により炉心へ

注水する。

…1次冷却系統のフィード
ー

アンドブリードを行う 0

…多様な炉心注水手段空_皇
早期に…

…可搬型設備による炉心注
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

水によりj京子炉冷却を行
津

フ。
● ● ●

…原子炉冷却及ｪf遥納容器
内自然対流冷却…

･･･(c)項から(j)項丞ｴｭ(m)
項から(o)項に該当する…

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…1次冷却系統のフィード
－

アンドブリードを行う ◎

●●●

…溶融デブリが原子炉容器

内に残存3二互場合は，
●●●

…格納容器スプレイ手段企
ら早期に…

－

…原子炉格納容器血に注水
し ,

●■●

…格納容器内自然対流冷却

X』主多様な格納容器スプレ
イ手段から早期に…

－

…多様な格納容器スプレイ

手段から早期に…
－

…多様な炉心注水手段垂_亘
早期に･･･

…可搬型設備により厘王炬
を冷却する。
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上13

下3

10(3)－5－ 上1～

65 上2

上3～

上4

上5～

上6

上7～

上8

下13～

下12

下9

下5～

下4

下2～

下1

10(3)－5－ 上10～

66 上14

● 原子炉格納容器内
－

に水素が放出…

■

Ⅳ． 使用済燃料ピットの水
一

位を確保…

… 対策及び燃料体の箸
－

しい損傷を…

･･･(k)項及型(m)項並LlilE
(o)項に該当する…

…対策及び燃料体一の著
しい損傷を…

…優先順位は，外観よ_り_燃
料取扱棟が健全であるこ

と，

、●●

ま た ， 使用済燃料ピッ
－

卜の近傍に立ち入ることが

できない場合は ，

●●●

…大型放水砲により燃料体

の著しい…
－

…使用済燃料ピット内

燃料体一の著しい…
－

…以下の(k)項及LX(1)項並
びに(o)項に該当する…

－

使用済燃料ピット内燃

料体の著しい損傷に至

った場合は，建屋内部から
のスプレイにより放射性物

－

質の放出低減を一実施
し , 燃料取扱棟の損壊又は

現場線量率の上昇により慾
料取扱棟に近づけない場合

は，外部からの放水又は大
型放水砲による…

● さらに原子炉格納容器
－

内に水素が放出…

iv.使用済燃料貯蔵檀の水
位を確保…

…対策及び燃料体笠の著し
損傷券…い

･"(k)項←(m)項丞ｪ』i(o)項
に該当する…

…対策及び燃料体豊の著し
い損傷を…

･･･優先順位は， 外観空_旦燃
料取扱棟が健全であるこ

と フ

●●●

また，補給操作を行っても

使用済燃料ピットの水位維

持ができない大量の漏えい

が発生した場合は， ● ｡ ●

…大型放水砲により燃料体

等の著しい…
一

…使用済燃料ピッ

料体等の著しい…

卜内の燃
－

一

…以下の(k)項←(1)項盈型
(o)項に該当する…

使用済燃料ピット内里燃料
体等の著しい損傷に至った

場合は，使用済燃料ピット
への内部からのスプレイに

よる放射性物質の放出低減
－

を優先して実施し，燃料取

扱棟の損壊又は現場線量率
の上昇により使用済燃料ピ

ツトに近づけない場合は←
－

大型放水砲による…
－

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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10(3)-5- 上2～

69 上3

10(3)-5- 下12～

82 下11

10(3)-5- 下3

83

10(3)-5- 下1

88

10(3)-5- 上12

89

下9

下6～

下4

10(3)－5－ 下10~

90 下9

下8

下2～

下1

10(3)-5- 下11

93

下9～

下6

…可搬型重大事故等対処設

備を用いた手順…
－

…複数箇所を予め設定して

いるが， ● ● ●

－

…複数箇所を王め設定して
いるが， ● ● 缶

･･･整備する 1.2～1．14の設

値_と手順一を活用…

…フロントライン系とサポ

ート系の機能喪失を…
－

…1次冷却系のフィー
－

ドアンドブリードにより…

…空冷式非常用発電装置堂
電源として代替格納容器ス

プレイポンプを用いた炉心

への注水と…
－

…中型ポンプ車及び加圧ポ
ー

ンプ車による建屋外部
－

から放水する手順

･使用済燃料ピット空_巨遍
えいが発生している場合に
●●●

… 中型ポンプにより取
－

水する手順

…期待する役割以外の役割

でも対応できる…
－

また，発電所内に勤務する

人員を最大限に活用しなけ

ればならない事態を想定し

て ， 原子力災害への活動に

協力を期待できる発電所災
一

害対策要員以外の人員に対

…可搬型重大事故等対処設

備等を用いた手順…
－

…複数箇所をあらかじめ設

定しているが，・・・

…複数箇所をあらかじめ設

定しているが，・・・

…整備する手順等を活用…
－ 一

…ブロントライン系とサポ

ート系の同時機能喪失を…

…1次冷却系迩のフィード
アンドブリードにより…

…空冷式非常用発電装置か

らの電源供給にて代替格納

容器スプレイポンプを用い

た炉心又は原子炉格納容器

への注水と…

…中型ポンプ車』_加圧ポン
プ車及び小型放水砲による

使用済燃料ピットの外から

放水する手順

･使用済燃料ピット全の補
一

給が必要な場合に…

…中型ポンプ車により取水
4■■■■■■■■

する手順

…期待する役割以外の役割

についても対応できる…

また，発電所内に勤務する

人員を最大限に活用しなけ

ればならない事態を想定し

て2－遡待できる発電所災害
対策要員以外の人員に対し

て原子力災害への活動に協

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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10-7

10(3)-5-

94

10(3)-5-

95

10(3)－5－

96

10(3)-5-

97

10(3)－5－

98

上13

下1

上1

下6～

下5

上7

上12

下5～

下2

上2～

上3

下11～

下8

して個別の教育を実施

する

－

。

技術的能力1．0で整備する

発電所災害対策本部体制を
●●●

…機能しない場合も予め想

定し ，

●●●

－

…役割を変更する▲員に対
して…

…状況においても，必要人

数を確保するとともに…
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…発電所構内に勤務してい

る人員を活用…

…代行者を王め複数定め
る。

●● ●

プルーム放出時は，最低限

必要な要員として大規模損

壊対応への指示を行う原子

力防災管理者又は連絡責任

者と発電所外への放射性物

質の拡散を抑制するために

必要な発電所災害対策杢巡
要員は緊急時対策所

(EL.32m)にとどまりpcco

●●●

， その後，交替要員とし

て発電所へ再度一一招集す
る◎

大規模損壊発生時において

可搬型重大事故等対処設備

は，重大事故等対策で配備

する設備の基本的な考え方

を基に同等の機能を有する

設計基準事故対処設備エ陸
常設重大事故等対処設備と

力するための

実施する。

個別の教育を

重大事故等対策で整備する
発電所災害対策本部体制を
｡ ● ●

…機能しない場合も塗_ら_企

｣とめ想定し，
●●●

…役割を変更する臺員に対
して…

白 白 ● 状況においても，発電所

災害対策要員を確保すると

ともに…

…発電所構内に勤務してい

る発電所災害対策要員を活
用…

…代行者をあらかじめ複数

序める。…

プルーム放出時は，最低限

必要な発電所災害対童臺員
は緊急時対策所(EL.32m)に

とどまり

一
口
グ

●●●

,

● ● ●

その後，交替要員とし

て発電所へ再度非常招集す
－

る ◎

大規模損壊発生時において

可搬型重大事故等対処設備

は，重大事故等対策で配備
する設備の基本的な考え方

を基に同等の機能を有する

設計基準事故対処設備及型
常設重大事故等対処設備と



同時に… 同時に…

10(3)-5- 第5.1.1表重大事故等対 別紙10－5－1に変更する。

102 策における手順書の概要

(1／19）（その1）

10(3)-5- (重大事故等対策における 別紙10-5-2に変更する。

103 手順書の概要（1／1

9））（その2）

10(3)-5- (重大事故等対策における 別紙10－5－3に変更する。

105 手順書の概要（2／1

9））（その2）

八
10(3)－5－

144

第5．1．1表重大事故等対

策における手順書の概要

別紙10-5-4に変更する。

(12／19）（その1）

10(3)-5- (重大事故等対策における 別紙10-5-5に変更する。

146 手順書の概要（12／1

9））（その3）

10(3)-5- 第5．1．1表重大事故等対 別紙10－5－6に変更する。

151 策における手順書の概要

(14／19）（その1）

10(3)－5－ (重大事故等対策における 別紙10-5-7に変更する。

152 手順書の概要（14／1

9）（その2））

/へ 10(3)－5－ (重大事故等対策における 別紙10－5－8に変更する。

155 手順書の概要（15／1

9））（その2）

10(3)－5－ 第5.1.1表重大事故等対 別紙10-5-9に変更する。

161 策における手順書の概要

(17／19）（その1）

10(3)-5- (重大事故等対策における 別紙10-5-10に変更する。

162 手順書の概要（17／1

9））（その2）

10(3)－5－ 第5．1．2表重大事故等対 別紙10－5－11に変更する。

173 策における操作の成立性

(4／6）

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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角

/へ

10(3)－5－

178

10(3)-5-

179

10(3)-5-

183

10(3)-5-

201

10(3)-5-
203

10(3)-5-

215

10(3)-5-

219

10(3)-6- 上1

47

10(3)-6- 上11~

51 上12

10(3)-6-

83

第5.2.1表自然災害12事

象がプラントへ与える影響評

価（3／7）

第5.2.1表自然災害12事

象がプラントへ与える影響評

価（4／7）

第5.2.2表自然災害の重畳

事象が発電用原子炉施設へ与

える影響評価

第5.2.8表重大事故等及び

大規模損壊対応設備と整備す

る手順（1.5）（1／3）

(フロントライン系故障時

(1／2））

第5.2.8表重大事故等及び

大規模損壊対応設備と整備す

る手順（1.5）（3／3）

(サポート系故障時）

第5.2.14表重大事故等及び

大規模損壊対応設備と整備す

る手順(1.11)(2/2)

(重大事故時における使用済

燃料ピットの監視）

第5．2．16表重大事故等

及び大規模損壊対応設備と

整備する手順（1.13）（1

／6）

a． 炉心及び燃料
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

…燃料取扱棟の遮全里設計
基準値(0.15mSv/h)とな

る水位として， ●●●

第6．7．2表評価項目とな

るパラメータに有意な影響

を与える重要現象一覧（運

転中の原子炉における重大

別紙10－5－12に変更する。

別紙10－5－13に変更する。

別紙10-5-14に変更する。

別紙10-5-15に変更する。

別紙10-5-16に変更する。

別紙10-5-17に変更する。

別紙10-5-18に変更する。

a． 炉心及び燃料体
－

…燃料取扱棟の遮瞳設計基
準値(0.15mSv/h)となる

水位として， ●●●

別紙10-6-1に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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戸、

へ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10-10

10(3)-7-

1－31

10(3)-7-

1-41

10(3)-7-

1－52

10(3)－7－

1－55

～

10(3)-7-

1－56

10(3)-7-

1－111

10(3)-7-

1-160

10(3)-7-

1-175

10(3)－7－

1－187

10(3)-7-

1－227

10(3)－7－

1－231

下10～

下9

上3～

上5

下2～

１
１

下
下

～

上 1

下3～

下2

上2～

３
４

上
上

下3

事故）（4／4）

k.アニュラス空気再循環

系及び中央制御室換気空調
－

系の起動
一

…高圧注入ポンプによ

る高圧再循環_E_&海水冷
却）等を継続することによ
－

り，

p●●

…炉心へ注入するタイミン
一

グが早くなり…

…中型ポンプ車による補助
■■■■■■■■■

給水タンク全Q補給童丘
＞

フ 。
q■■■■■■■■■

…中型ポンプ車等による補

助 給水タンクへの補給

が必要となる。 ●●●

…初期値(15.6MPa
－

[gage])以下となる。・・・

(a)原子炉自動停止及型E
CCS作動信号発信等の確

認

V 余熱除去系逃がし弁吹

き止り圧力
－

第7．1．2．2表主要解析条

件（全交流動力電源喪失

(RCPシールLOCAが

発生する場合））（3／

4）

第7．1．2．3表主要解析条

件（全交流動力電源喪失

(RCPシールLOCAが

発生しない場合））（3／

k.アニュラス空気再循環

系‐中央制御室換気空調系
等の起動

－

…高圧注入ポンプ(B,海

水冷却）による高圧再循還
等を継続することにより，

－

● ● ●

…炉心へ注水するタイミン
－

グが早くなり･･･

…中型ポンプ車により海水

を補助給水タンクに補給す

亘_。

…中型ポンプ車による補助

給水タンクへの海水補給が

必要となる。 ●●●

･･･初期値(約15.6MPa
－

[9age])以下となる。 ●●●

(a)原子炉自動停止4_EC
CS作動信号発信等の確認

V 余熱除去系逃がし弁吹

き止まり圧力
q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

別紙10-7-1に変更する。

別紙10－7－2に変更する。



八

角

10(3)-7-

1-258

10(3)-7-

1-290

10(3)-7-

1－291

10(3)-7-

1-307

10(3)-7-

1-310

10(3)－7－

1-311

10(3)-7-

1－313

4）

第7．1．6．2表主要解析条

件(ECCS注水機能喪

失）（3／4）

第7．1．1．3図「2次冷却

系からの除熱機能喪失」の

対応手順の概要（「主給水

流量喪失時に補助給水機能

が喪失する事故」の事象進

展）

第7．1．1．4図「2次冷却

系からの除熱機能喪失」の

作業と所要時間（主給水流

量喪失時に補助給水機能が

喪失する事故）

第7．1．2．1図「全交流動

力電源喪失」の重大事故等

対策の概略系統図

第7．1．2．4図「全交流動

力電源喪失」の対応手順の

概要（「外部電源喪失時に

非常用所内交流動力電源が

喪失し，原子炉補機冷却機

能の喪失及びRCPシール

LOCAが発生する事故」

の事象進展）

第7．1．2．5図「全交流動

力電源喪失」の対応手順の

概要（「外部電源喪失時に

非常用所内交流動力電源が

喪失し，原子炉補機冷却機

能が喪失する事故」の事象

進展）

第7.1.2.6図「全交流動

力電源喪失」の作業と所要

時間（2／2）（外部電源

喪失時に非常用所内交流動

力電源が喪失し，原子炉補

別紙10-7-3に変更する。

別紙10－7－4に変更する。

別紙10-7-5に変更する。

別紙10-7－6に変更する。

別紙10-7-7に変更する。

別紙10-7-8に変更する。

別紙10-7-9に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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角

/~、

10(3)-7-

1-314

10(3)－7－

1－318

10(3)－7－

1-320

10(3)－7－

1-323

10(3)-7-

1-330

10(3)-7-

1-333

10(3)-7-

1－341

機冷却機能の喪失及びRC

PシールLOCAが発生す

る事故）

第7．1．2．7図「全交流動

力電源喪失」の作業と所要

時間（1／2）（外部電源

喪失時に非常用所内交流動

力電源が喪失し，原子炉補

機冷却機能が喪失する事

故）

第7．1．2．12図漏えい流

量と注水流量の推移(RC

PシールLOCAが発生す

る場合）

第7.1.2．13図RCPシ

－ル部からの漏えいのクオ

リティの推移(RCPシー

ルLOCAが発生する場

合）

第7．1．2．16図炉心上端

ボイド率の推移(RCPシ

ールLOCAが発生する場

合）

第7.1.2.22図蒸気発生

器狭域水位の推移(RCP

シールLOCAが発生する

場合）

第7.1.2.35図炉心上端

ボイド率(RCPシールL

OCAが発生しない場合）

第7．1．2．41図蒸気発生

器水位の推移(RCPシー

ルLOCAが発生しない場

合）

第7．1．3．3図「原子炉補

機冷却機能喪失」の対応手

順の概要

別紙10-7-10に変更する。

別紙10-7-11に変更する。

別紙10-7-12に変更する。

別紙10-7-13に変更する。

別紙10-7-14に変更する。

別紙10-7-15に変更する。

別紙10-7-16に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10-12



内

/へ

10(3)－7－

1-342

～

10(3)-7-

1-343

10(3)－7－

1-346

10(3)-7-

1-347

10(3)-7-

1-359

10(3)－7－

1-360

10(3)-7-

1-380

10(3)－7－

1－381

第7．1．3．4図「原子炉補

機冷却機能喪失」の作業と

所要時間（1／2） ， (2

／2）

第7．1．4．3図「原子炉格

納容器の除熱機能喪失」の

対応手順の概要（「大破断

LOCA時に格納容器スプ

レイ注入機能及び低圧再循

環機能が喪失する事故」の

事象進展）

第7．1．4．4図「原子炉格

納容器の除熱機能喪失」の

作業と所要時間（大破断L

OCA時に格納容器スプレ

イ注入機能及び低圧再循環

機能が喪失する事故）

第7．1．5．3図「原子炉停

止機能喪失」の対応手順の

概要（「主給水流量喪失時

に原子炉自動停止機能が喪

失する事故」の事象進展）

第7．1.5.4図「原子炉停

止機能喪失」の対応手順の

概要（「負荷の喪失時に原

子炉自動停止機能が喪失す

る事故」の事象進展）

第7.1.6.3図「ECCS

注水機能喪失」の対応手順

の概要（「中破断LOCA

時に高圧注入機能が喪失す

る事故」の事象進展）

第7．1．6．4図「ECCS

注水機能喪失」の作業と所

要時間（中破断LOCA時

に高圧注入機能が喪失する

事故）

別紙10－7－17に変更する。

別紙10-7-18に変更する。

別紙10-7-19に変更する。

別紙10-7-20に変更する。

別紙10-7-21に変更する。

別紙10-7-22に変更する。

別紙10-7-23に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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侭､

八

10(3)－7－

1-395

10(3)-7-

1-413

10(3)-7-

1-414

10(3)－7－

1-415

10(3)-7-

1-416

10(3)－7－

1-428

第7.1.6.28図破断流量

の推移(2inch破断）

第7．1．7．4図「ECCS

再循環機能喪失（格納容器

スプレイポンプ(B， 代替

再循環配管使用）による代

替再循環を行う場合）」の

対応手順の概要（「大破断

LOCA時に低圧再循環機

能及び高圧再循環機能が喪

失する事故」の事象進展）

第7.1.7.5図「ECCS

再循環機能喪失（格納容器

再循環サンプB隔離弁バイ

パス弁による代替再循環を

行う場合）」の対応手順の

概要（「大破断LOCA時

に低圧再循環機能及び高圧

再循環機能が喪失する事

故」の事象進展）

第7．1．7．6図「ECCS

再循環機能喪失（格納容器

スプレイポンプ(B， 代替

再循環配管使用）による代

替再循環を行う場合）」の

作業と所要時間（大破断L

OCA時に低圧再循環機能

及び高圧再循環機能が喪失

する事故）

第7.1.7.7図「ECCS

再循環機能喪失（格納容器

再循環サンプB隔離弁バイ

パス弁による代替再循環を

行う場合）」の作業と所要

時間（大破断LOCA時に

低圧再循環機能及び高圧再

循環機能が喪失する事故）

第7．1．8．4図「格納容器

バイパス（インターフェイ

スシステムLOCA)」の

別紙10-7-24に変更する。

別紙10-7-25に変更する。

別紙10-7-26に変更する。

別紙10-7-27に変更する。

別紙10－7－28に変更する。

別紙10-7-29に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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P､

/“

10(3)-7-

1-430

10(3)-7-

1-431

10(3)－7－

1-432

10(3)-7-

1-433

10(3)-7- 下2～

2-37 下1

対応手順の概要（｢インタ

－フェイスシステムLOC

A｣の事象進展）

第7．1．8．6図「格納容器

バイパス（蒸気発生器伝熱

管破損時に破損側蒸気発生

器の隔離に失敗する事

故）」の対応手順の概要

(｢蒸気発生器伝熱管破損

時に破損側蒸気発生器の隔

離に失敗する事故｣の事象

進展）

第7．1．8．7図「格納容器

バイパス（インターフェイ

スシステムLOCA)」の

作業と所要時間（インター

フェイスシステムLOC

A)

第7．1．8．8図「格納容器

バイパス（蒸気発生器伝熱

管破損時に破損側蒸気発生

器の隔離に失敗する事

故）」の作業と所要時間

(蒸気発生器伝熱管破損時

に破損側蒸気発生器の隔離

に失敗する事故（余熱除去

系により冷却する場合））

第7．1．8．9図「格納容器

バイパス（蒸気発生器伝熱

管破損時に破損側蒸気発生

器の隔離に失敗する事

故）」の作業と所要時間

(蒸気発生器伝熱管破損時

に破損側蒸気発生器の隔離

に失敗する事故（余熱除去

系の接続に失敗する場

合））

…中型ポンプ車により
－

補助給水タンク経由で燃料

取替用水タンクに補給する

別紙10-7-30に変更する。

別紙10-7-31に変更する。

別紙10-7-32に変更する。

別紙10-7-33に変更する。

…中型ポンプ車により』_通
水を補助給水タンク経由で

燃料取替用水タンクに補給

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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侭、

/垂、

10(3)－7－ 上2

2－53

10(3)-7- 下4～

2－75 下3

10(3)－7－ 上6

2－84

10(3)-7- 下5

2－86

10(3)-7- 上6～

2－127 上7

10(3)-7- 上7～

2－129 上8

10(3)－7－

2-210

10(3)－7－

2－211

～

10(3)-7-

2-212

10(3)－7－

2-214

ことにより代替格納容器ス
－

プレイを…

b.原子炉容器,1次造型
系，加圧器及び…

…中型ポンプ車により
－

補助給水タンク経由で燃料

取替用水タンクに補給する

こと1三_主_且代替格納容器ス
プレイを…

b.原子炉容器,1次造圭Ⅱ
系，加圧器及び…

…加圧器逃がし弁による1

次系減圧を…
－

…喪失している場合陸，1
次冷却材漏えいに…

…水蒸気凝縮に伴 う水素濃

度上昇の観点から ｢＊＊

I」が…

第7．2．1．1．2図「雰囲気

圧力・温度による静的負荷

(格納容器過圧破損）」の

対応手順の概要（格納容器

破損モード）

第7．2．1．1．3図「雰囲気

圧力・温度による静的負荷

(格納容器過圧破損）」の

作業と所要時間（大破断L

OCA時に低圧注入機能，

高圧注入機能及び格納容器

スプレイ注入機能が喪失す

る事故）（1／2） ， (2

／2）

第7.2.1.1.5図「雰囲気

圧力・温度による静的負荷

(格納容器過圧破損）」の

事象進展（大破断LOCA

することで代替格納容器ス
－

プレイを…

b.原子炉容器,1迭至，

加圧器及び･･･

…中型ポンプ車により』_遜
水を補助給水タンク経由で

燃料取替用水タンクに補給

することで代替格納容器ス

プレイを…

b.原子炉容器,1迭玉，

加圧器及び…

…加圧器逃がし弁による1

次系迩剋減圧を…

…喪失している場宣二1次
冷却材漏えいに…

…水蒸気凝縮に伴い，相対
的に水素濃度が上昇するこ

とから「**I」が…
－

別紙10-7-34に変更する。

別紙10-7-35に変更する。

別紙10-7-36に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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内

/へ

10(3)-7-

2-230

10(3)－7－

2-232

10(3)-7-
2-234

10(3)－7－

2-245

10(3)－7－

2-246

10(3)-7-

2-250

時に低圧注入機能，高圧注

入機能及び格納容器スプレ

イ注入機能が喪失する事

故）

第7．2．1．2．2図「雰囲気

圧力・温度による静的負荷

(格納容器過温破損）」の

対応手順の概要（格納容器

破損モード）

第7．2．1．2．3図「雰囲気

圧力・温度による静的負荷

(格納容器過温破損）」の

作業と所要時間（外部電源

喪失時に非常用所内交流動

力電源が喪失し，補助給水

機能が喪失する事故）（2

／2）

第7．2．1.2.5図「雰囲気

圧力・温度による静的負荷

(格納容器過温破損）」の

事象進展（外部電源喪失時

に非常用所内交流動力電源

が喪失し，補助給水機能が

喪失する事故）

第7．2．4．2図「水素燃

焼」の対応手順の概要（格

納容器破損モード）

第7．2．4．3図「水素燃

焼」の作業と所要時間（大

破断LOCA時に低圧注入

機能及び高圧注入機能が喪

失する事故）

第7．2．4．7図「水素燃

焼」の事象進展（大破断L

OCA時に低圧注入機能及

び高圧注入機能が喪失する

事故）

別紙10-7-37に変更する。

別紙10-7-38に変更する。

別紙10－7－39に変更する。

別紙10-7-40に変更する。

別紙10~7－41に変更する。

別紙10-7-42に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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内

/ヘ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10-18

10(3)-7-

3－10

10(3)－7－

3－11

10(3)－7－

3－12

10(3)-7-

3-13

10(3)-7-

3－29

上5

上10～

上l1

下13～

下12

下9～

下8

下3～

下2

下10～

下9

上5～

上6

下2～

１
２

下
上

上4～

上5

上9

上10～

上11

下8

上8～

上9

…に到達する－時間は遅
くなり

－
,

●●●

…に到達する－時間は星
くなり

一
，

●●●

… に到達する時間は遅

くなり
－

,

●●｡

■■■■■■■■■■■■■■■■■■一

… に到達する時間は遅

くなり
一

》

● ● ●

－ －

…崩壊熱の高い燃料を

撰択的に…
－

…放射線の遮蔽を維持でき
一

る最低水位に到達する

時間を確認しており，
■■■■■■■■■■■■■■■

● ● ｡

…放射線の遮蔽迄維持でき
る最低水位に到達する

時間を確認しており，

－

● ● ●

…に到達する－時間が皇
くなると

－
，

● ● ｡

…に到達する－時間が遅
くなると

q■■■■■■■
，

●D●

…放射線の遮蔽迄維持でき
る最低水位に到達する

時間に…
－

…に到達する－時間が遅
くなると

－
,

●ゆ●

…放射線の遮蔽を維持でき
－

る最低水位に到達する
1■■■■■■■■■■■■■■■

時間も同様に遅くなる･･･
－

…に到達する時間に対

する…

－

…放射線の遮蔽を維持でき
一

る最低水位に到達する

…に到達するまでの時間は

長くなり
－

,

G B ●

一

…に到達するまでの時間は

短くなり
－

，

●e●

…に到達するまでの時間は

長くなり
－

,

● ● ●

－

…に到達するまでの時間は

長くなり
－

，

●●●

－

…崩壊熱の高い燃料体等を

撰択的に…

－

…放射線の遮蔽垂維持でき
る最低水位に到達する主_垂

里時間を確認しており，
●､●

…放射線の遮蔽垂維持でき
る最低水位に到達する茎ヱ
の時間を確認しており，

Ⅱ■■■■■■■■

G e e

…に到達するまでの時間が

短くなると
q■■■■■■■■■■■■■■

，

－

●●●

…に到達する主_二豆＠時間が
長くなると
－

，

●●､

…放射線の遮蔽垂維持でき
る最低水位に到達する主_二豆
里時間に…

…に到達するまでの時間が

長くなると
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■

，

●■■

…放射線の遮蔽垂維持でき
る最低水位に到達するまで

の時間も同様に長くなる…

･･･に到達するまでの時間に

対する…

一

･･･放射線の遮蔽逆維持でき
る最低水位に到達するまで



内

/へ

下8～

下7

10(3)－7－ 下13

3－30 ～下12

10(3)-7-

3－38

10(3)－7－

3－42

10(3)－7－

3-46

10(3)－7－

3－47

10(3)－7－

3-49

10(3)－7－

3-50

時間を…

…放射線の遮蔽を維持でき
一

る最低水位に到達する
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

時間を…

･･･に到達する－時間に対
する…

第7.3.1.2表主要評価条

件（想定事故1）（2／

2）

第7．3．2．2表主要評価条

件（想定事故2）（2／

3）

第7．3．1．3図「想定事故

1」の作業と所要時間（使

用済燃料ピットの冷却機能

又は注水機能が喪失するこ

とにより，使用済燃料ピッ

ﾄ内の水の温度が上昇し，

蒸発により水位が低下する

事故）

第7.3.1.4図想定事故1

における使用済燃料ピット

水位低下時間評価結果

第7．3．2．2図「想定事故

2」の対応手順の概要

（「サイフォン現象等によ

り使用済燃料ピット内の水

の小規模な喪失が発生し，

使用済燃料ピットの水位が

低下する事故」の事象進

展）

第7．3．2．3図．「想定事故

2」の作業と所要時間（サ

イフォン現象等により使用

済燃料ピット内の水の小規

模な喪失が発生し，使用済

燃料ピットの水位が低下す

の時間を…
－

…放射線の遮蔽が維持でき
－

る最低水位に到達するまで
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

の時間を…
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…に到達するまでの時間に

対する…

別紙10-7-43に変更する。

別紙10-7-44に変更する。

別紙10－7－45に変更する。

別紙10-7-46に変更する。

別紙10-7-47に変更する。

別紙10－7－48に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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戸､

ｨへ

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10-20

10(3)－7－

3－51

10(3)-7-

4-4

10(3)-7-

4-5

10(3)－7－

4-9

10(3)-7-

4－28

10(3)-7-

4-40

10(3)-7-

4-44

10(3)-7-

4－45

10(3)－7－

4－46

10(3)－7－

4－47

10(3)－7－

4－57

10(3)-7-

4－60

10(3)-7-

4－75

上3

上2

下12

上3

下3

上4

上11

上3

上6

下4

上5～

上6

る事故）

第7．3．2．4図想定事故2

における使用済燃料ピット

水位低下時間評価結果

a．

判断

e、

余熱除去玉機能喪失の

アニュラス空気再循環

系起動
I■■■■■■■■■■■■■■■■

…原子炉格納容器内の遮

い設計基準値…
q■■■■■■■

へ
一

･･･原子炉格納容器内の遮全
里設計基準値…

e、 アニュラス空気再循環

系起動
－

…すべての余熱除去系の
－

喪失するもの…
q■■■■■■■

…到達することにより余熱

除去機能喪失す

る ◎

q■■■■■■■■■■■■■■■■－

●●●

…原子炉格納容器内の遮全
い設計基準値･･･

一

…上昇することなく，
－

飽和温度と同等の温度に…

… に対して，燃料が箸

しい損傷に…
－

…電源が復旧し，かつ，三
の状態直充てんポンプを…

第7．4．1．2表主要解析条

件（崩壊熱除去機能喪失

(余熱除去系の故障による

別紙10-7-49に変更する。

a．

断

e、

余熱除去機能喪失の判
－

アニュラス空気再循環

系の起動
－

…原子炉格納容器内の遮迩
設計基準値…

…原子炉格納容器内の遮謹
設計基準値…

e、 アニュラス空気再循環

系の起動
－

…すべての余熱除去系の

機能が喪失するもの…

…到達することにより余熱

除去系の機能が喪失する。
● ● ●

－ －

…原子炉格納容器内の遮逝
設計基準値…

…上昇することなく，‐1-迭
系の飽和温度と同等の温度

－

に…

…に対して，燃料控が著し
い損傷に…

…電源が復|日し，かつ，充

てんポンプを…

別紙10-7-50に変更する。



角

『へ

10(3)-7-

4-80

10(3)-7-

4-84

10(3)-7-

4-86

10(3)-7-

4－88

10(3)－7－

4-91

10(3)-7-

4－92

10(3)-7-

4－100

停止時冷却機能喪失））

(1／3）

第7．4．2．2表主要解析条

件（全交流動力電源喪失）

(1／2）

第7．4．3．2表主要解析条

件（原子炉冷却材の流出）

(1／3）

第7．4．3．2表主要解析条

件（原子炉冷却材の流出）

(3／3）

第7．4．4．2表主要評価条

件（反応度の誤投入）（1

／2）

第7．4．1．2図「崩壊熱除

去機能喪失（余熱除去系の

故障による停止時冷却機能

喪失）」の対応手順の概要

（「燃料取出前のミッドル

－プ運転中に余熱除去機能

が喪失する事故」の事象進

展）

第7．4．1．3図「崩壊熱除

去機能喪失（余熱除去系の

故障による停止時冷却機能

喪失）」の作業と所要時間

(燃料取出前のミッドルー

プ運転中に余熱除去機能が

喪失する事故）

第7．4．2．2図「全交流動

力電源喪失」の対応手順の

概要（「燃料取出前のミツ

ドループ運転中に外部電源

が喪失するとともに非常用

所内交流動力電源が喪失

し，原子炉補機冷却機能が

喪失する事故」の事象進

展）

別紙10-7-51に変更する。

別紙10-7-52に変更する。

別紙10-7-53に変更する。

別紙10-7-54に変更する。

別紙10-7-55に変更する。

別紙10-7-56に変更する。

別紙10－7－57に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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内

角

10(3)-7-

4－101

～

10(3)-7-

4-102

10(3)-7-

4－110

10(3)－7－

4－111

10(3)-7-

4-119

10(3)－7－

4-120

10(3)－7－

4－121

10(3)-7- 下8～

5－6 下7

第7．4．2．3図「全交流動

力電源喪失」の作業と所要

時間（燃料取出前のミッド

ループ運転中に外部電源が

喪失するとともに非常用所

内交流動力電源が喪失し，

原子炉補機冷却機能が喪失

する事故）（1／2） ，

(2／2）

第7．4．3．2図「原子炉冷

却材の流出」の対応手順の

概要（「燃料取出前のミツ

ドループ運転中に原子炉冷

却材圧力バウンダリ機能が

喪失する事故」の事象進

展）

第7．4．3．3図「原子炉冷

却材の流出」の作業と所要

時間（燃料取出前のミッド

ループ運転中に原子炉冷却

材圧力バウンダリ機能が喪

失する事故）

第7.4.4.2図「反応度の

誤投入」の対応手順の概要

（「原子炉起動時に化学体

積制御系の弁の誤作動等に

より原子炉へ純水が流入す

る事故」の事象進展）

第7．4．4．3図「反応度の
誤投入」の作業と所要時間

(原子炉起動時に化学体積

制御系の弁の誤作動等によ

り原子炉へ純水が流入する

事故）

第7．4．4．4図反応度の誤

投入時の臨界到達時間評価

結果

…燃料及び電源の評価一

別紙10-7-58に変更する。

別紙10-7-59に変更する。

別紙10－7－60に変更する。

別紙10-7-61に変更する。

別紙10-7-62に変更する。

別紙10-7-63に変更する。

…燃料及び電源の評価結果

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

10-22



10(3)-7- 上5 …による補助給水タンクへ …による補助給水タンクへ
5-8 の－補給準備及び… の海水の補給準備及び…

－

rへ1

"識鴬、

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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別紙10－5－1

第5．1．1表重大事故等対策における手順書の概要（1／19）（その1）

内

'ヘ

10-24

1.1緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等

方
針
目
的

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉を緊急に停止させるための設計基準

事故対処設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，手動に

よる原子炉緊急停止，原子炉出力抑制（自動） , 原子炉出力抑制（手動）により原子炉

冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持する手順等を整備する。また ，

自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合，原子炉出力抑

制を図るとともに，ほう酸水注入により原子炉を未臨界に移行する手順等を整備する。

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止

原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）

運転時の異常な過渡変化時において原子炉緊急停止ができない事象（以下

｢ATWS」という。）が発生するおそれがある場合又は当該事象が発生し

た場合，中央制御室から手動にて原子炉トリップスイッチにより原子炉を緊

急停止する。

ATWSが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合，多様

化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動により主蒸気隔離弁が閉止することで

1次冷却材温度が上昇し，減速材温度係数の負の反応度帰還効果により，原

子炉出力が低下していることを確認する。また，加圧器逃がし弁及び加圧器

安全弁の作動により，1次冷却材圧力が安定し，原子炉格納容器圧力及び温

度の異常な上昇がないこと並びに補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸

気安全弁の作動により，1次冷却材温度が安定することで原子炉冷却材圧力

バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性が維持されていることを確認する。
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対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）

ほ
う
酸
水
注
入

自動及び手動による原子炉緊急停止ができない場合でかつ多様化自動作動

盤(ATWS緩和設備）による原子炉出力抑制（自動）が作動しなかった場合，

中央制御室から手動操作により，補助給水ポンプの起動及び主蒸気隔離弁の

閉止を行う。

手動による主蒸気隔離弁の閉止により，1次冷却材温度を上昇させること

で減速材温度係数の負の反応度帰還効果により原子炉出力が低下しているこ

とを確認する。また，加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁の作動により，1次

冷却材圧力が安定し，原子炉格納容器圧力及び温度の異常な上昇がないこと

並びに補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸気安全弁の作動により，1

次冷却材温度が安定することで原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納

容器の健全性が維持されていることを確認する。

自動での原子炉緊急停止及び手動での原子炉緊急停止ができない場合，原

子炉出力抑制を図るとともに,化学体種制御設備によりほう酸水注入を行う。

また，希釈による反応度添加の可能性を除去するためにほう酸希釈ラインを

隔離する。

ほう酸タンクのほう酸水を炉心へ注入できない場合は，充てんポンプの入

口ラインを体積制御タンクから燃料取替用水タンクに切替え，充てんポンプ

を使用して燃料取替用水タンクのほう酸水を炉心へ注入する。

ほう酸水注入は，全制御棒挿入不能時の停止ほう素濃度以上になるまで継

続する。なお，ほう酸水注入を行っている間に制御棒の全挿入に成功した場

合は，プラントの状態に応じて高温停止又は低温停止のほう素濃度を目標に

ほう酸水注入を継続する。

配
慮
す
べ
き
事
項

優
先
順
位

原子炉緊急停止失敗と判断すれば速やかに中央制御室からの手動による原

子炉緊急停止操作を行うとともに，並行して多様化自動作動盤(ATWS緩和設

備）からの自動信号による原子炉出力抑制のための設備の作動状況を確認す

る◎

自動及び手動での原子炉緊急停止操作及び多様化自動作動盤(ATWS緩和設

備）からの自動信号による原子炉出力抑制に失敗した場合は，手動での原子

炉出力抑制を行う。また，手動での原子炉出力抑制と並行して，原子炉を未

臨界状態とするために化学体積制御設備によるほう酸水注入を行う。
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対
応
手
段
等

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

主
蒸
気
逃
が
し
弁
の

機
能
回
復
（
人
力
）

監
視
及
び
制
御

全交流動力電源が喪失し，かつタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生

器への注水ができない場合において,電動補助給水ポンプの機能回復を行う。

空冷式非常用発電装置により非常用高圧母線へ給電し補助給水タンク水を電

動補助給水ポンプにより蒸気発生器へ注水する。

ただし，外部電源が無い場合は，電動補助給水ポンプの電源は燃料補給を

必要とする空冷式非常用発電装置となるため，タービン動補助給水ポンプが

使用できる間は，電動補助給水ポンプは主とせず後備の設備として待機させ

る。なお，タービン動補助給水ポンプの運転継続が不能となった場合，又は，

外部電源が復旧し，電動補助給水ポンプに対する電源の信頼性が高まった場

合は,タービン動補助給水ポンプから電動補助給水ポンプへの切替えを行う。

駆動用空気喪失時又は常設直流電源系統が喪失した場合において，現場で

手動ハンドルにより主蒸気逃がし弁を開とし，蒸気発生器から蒸気放出をす

ることにより2次冷却系からの除熱を行う。

原子炉を冷却するために1次冷却材及び2次冷却材の保有水量を加圧器水

位計，蒸気発生器水位計により監視する。また，これらの計測機器が故障又

は計測範囲(把握能力)を超えた場合，当該パラメータの値を推定する。

蒸気発生器水位が低下した場合において，補助給水ポンプが自動起動又は

手動により起動した場合，補助給水ポンプの作動状況を補助給水ライン流量

計，補助給水タンク水位計，蒸気発生器水位計により確認する。

加圧器水位の調整が必要な場合，燃料取替用水タンク水等を充てんポンプ

等により炉心へ注水する場合は，流量を調整し加圧器水位を制御する。

2次冷却系からの除熱を行う場合において，蒸気発生器水位の調整が必要

な場合，補助給水ライン流量を調整し，蒸気発生器水位を制御する。
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（

10-27

1.12発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等

方
針
目
的

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は使用済燃料ピット内燃料体等の著し

い損傷に至った場合において，大気への拡散抑制，海洋への拡散抑制により，発電所外

への放射性物質の拡散を抑制する手順等を整備する ◎

また，原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生した場合，航

空機燃料火災の泡消火により火災に対応する手順等を整備する。

対
応
手
段
等

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

大
気
へ
の
拡
散
抑
制

海
洋
へ
の
拡
散
抑
制

炉心損傷が発生した場合において，格納容器スプレイができない場合，海

を水源とし，大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車及び大型放水

砲による放水準備を開始する。その後，原子炉格納容器及びアニュラス部の

破損のおそれがある場合又は破損があると判断した場合は，原子炉格納容器

及びアニュラス部へ放水する。

大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車及び大型放水砲により原

子炉格納容器及びアニュラス部へ放水することにより放射性物質を含む汚染

水が発生するため，以下の手段により，海洋への放射性物質の拡散を抑制す

る。

･放水開始前に原子炉建屋及び原子炉補助建屋の雨水路の排水先をドライ

エリア側に切替え，放射性物質を含む汚染水をドライエリアに貯留する。

また，排水先を切替えることができない雨水路に集水されドライエリア

に流入しない汚染水は構内の雨水排水路に流入するため，雨水排水路に

流入する放射性物質を吸着できるように雨水排水枡（2箇所）に放射性

物質吸着剤を設置する。

・ドライエリアから汚染水が溢水するまでに最終雨水枡（6箇所）に放射

性物質吸着剤を設置する。

・ドライエリアから溢水した汚染水が直接流入することのない東側最終雨

水枡（1箇所）に放射性物質吸着剤を設置及び最終雨水枡（6箇所）に

放射性物質吸着剤を追加設置する。

･海水ピット ， 取水ピット及び放水ピットへのシルトフェンス設置並びに

各ピットに土嚢を設置する。

･放射性物質吸着剤を設置した最終雨水枡を経由して海洋へ流出する雨水

排水口（2箇所）の海洋側へシルトフェンスを設置する。
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配
慮
す
べ
き
事
項

操
作
性

作
業
性

燃
料
補
給

大型放水砲による放水については噴射ノズルを調整することで，放水形状を棒

状又は霧状に調整でき，放水形状は,棒状とするとより遠くまで放水できるが，

霧状とすると，棒状よりも放射性物質の拡散抑制効果が期待できることから，な

るべく霧状を使用する。

原子炉格納容器の破損箇所が確認できる場合は，原子炉格納容器破損箇所に向

けて噴射ノズルを調整し，破損箇所が不明な場合は原子炉格納容器頂部に噴射ノ

ズルを調整する。また，大型放水砲は，複数の方向からの放水を可能とする。

大型放水砲は，原子炉格納容器破損箇所又は燃料取扱棟（使用済燃料ピット内

の燃料体等）の状況に応じて設置位置を設定し，原子炉格納容器及びアニュラス

部又は燃料取扱棟（使用済燃料ピット内の燃料体等）に向けて放水する。

ホース敷設，接続作業については，速やかに作業ができるように大型ポンプ車

(泡混合機能付)又は大型ポンプ車の保管場所に使用工具及びホースを配備する。

大型ポンプ車（泡混合機能付）又は大型ポンプ車への燃料（軽油）補給は，定

格負荷運転時における燃料補給作業着手時間となれば，軽油タンク，軽油移送配

管, ミニローリーを用いて実施する。その後の燃料補給は，定格負荷運転時にお

ける燃料補給間隔を目安に実施する。また，重大事故等時7日間運転継続するた

めに必要な燃料（軽油）の備蓄量として，「1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低

圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」 ， ｢1.14電源の確保に関する手順

等」及び「1.18緊急時対策所の居住性等に関する手順等」に示す燃料（軽油）も

含め，軽油タンクの55kL以上を管理する。
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1.14電源の確保に関する手順等

方
針
目
的

電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合，炉心の著しい損傷，原子炉格

納容器の破損，使用済燃料ピット内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における原子

炉内の燃料体の著しい損傷を防止するため非常用電源（交流）

常用電源（直流）

整備する。

， 代替電源（直流） ,

， 代替電源（交流） 、 非

代替所内電気設備から給電するための手順等を

対
応
手
段
等

非
常
用
電
源
（
交
流
）

に
よ
る
給
電

代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電

非
常
用
電
源
（
直
流
）

に
よ
る
給
電

代
替
電
源
（
直
流
）

に
よ
る
給
電

外部電源喪失及び所内単独運転に失敗した場合は，非常用高圧母線へディーゼ

ル発電機による給電を行い，給電状態を母線電圧により確認する。

全交流動力電源が喪失した場合は，以下の手段により非常用高圧母線又は非常

用低圧母線へ代替電源（交流）から給電し，母線電圧により受電確認する。

･空冷式非常用発電装置からの受電準備を行ったのち空冷式非常用発電装置を

起動し非常用高圧母線へ給電する。

･300kVA電源車からの受電準備を行ったのち300kVA電源車を起動し非常用低圧

母線へ給電する。

代替電源(交流）による給電手段の優先順位は，空冷式非常用発電装置,300kVA

電源車の順で使用する。

全交流動力電源が喪失した場合は，非常用直流母線へ蓄電池（非常用）により

給電し，給電状態を母線電圧により確認する。

交流動力電源が復旧する見込みがない場合，24時間以上にわたり必要な負荷へ

給電するため，蓄電池（重大事故等対処用）により非常用直流母線へ給電する。

全交流動力電源喪失発生後，2時間以内に中央制御室に隣接する計装盤室で不要

な直流負荷の切離しを行い,8時間以内に現場で不要な直流負荷の切離しを行う。

蓄電池（重大事故等対処用）からの給電にて母線電圧が低下する前に，可搬型直

流電源装置により非常用直流母線へ給電する。
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対
応
手
段
等

代
替
所
内
電
気
設
備

に
よ
る
給
電

所内電気設備は，2系統の非常用母線等により構成し，共通要因で機能を失う

ことなく，少なくとも1系統は給電機能の維持及び人の接近性の確保を図る。こ

れとは別に2系統の非常用母線等の機能が喪失した場合,空冷式非常用発電装置，

代替電気設備受電盤及び代替動力変圧器により原子炉を安定状態に収束させるた

めに必要な機器へ給電する。

配
慮
す
べ
き
事
項

負
荷
容
量

悪
影
響
防
止

成
立
性

作
業
性

空冷式非常用発電装置の必要最大負荷は，重大事故等対策の有効性を確認する

事故シーケンス等のうち必要な負荷が最大となる「外部電源喪失時に非常用所内

交流動力電源が喪失し，原子炉補機冷却機能の喪失及びRCPシールLOCAが

発生する事故」である。空冷式非常用発電装置は必要最大負荷以上の電力を確保

することで，原子炉を安定状態に収束する電力を給電する。事故シーケンスにて

使用する設備が機能喪失した場合において，重大事故等対処設備による代替手段

を用いる場合，空冷式非常用発電装置の負荷容量を確認して給電する。また，空

冷式非常用発電装置の電源裕度及びプラント設備状況(被災状況，定期検査中等）

に応じたその他使用可能な設備に給電する。

る

300kVA電源車は，プラント監視機能等を維持するために必要な負荷へ給電す

。

空冷式非常用発電装置による給電を行う際は，受電後の非常用高圧母線補機及

び非常用低圧母線補機の自動起動を防止するため，中央制御室で各補機の操作ス

イッチを「切引」又は「切」とする。

300kVA電源車による給電を行う際は,受電時の負荷の自動起動を防止するため，

現場で非常用低圧母線の各遮断器の開放等を行う。

蓄電池（非常用）又は蓄電池（重大事故等対処用）から給電されている24時間

以内に，空冷式非常用発電装置,300kVA電源車により，十分な余裕を持って非常

用直流母線へ繋ぎ込み，給電を開始する。

暗闇でも視認性がある識別表示を操作対象遮断器に行う。
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対
応
手
段
等

監
視
機
能
喪
失
時

計
器
故
障
時

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
又
は

他
ル
ー
プ
に
よ
る
計
測

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，チャンネル故

障により計測することが困難になった場合に，他チャンネル又は他ル

－プの重要計器により計測を行う。

主要パラメータを計測する計器が故障又は計器の故障が疑われる場

合，代替パラメータにより主要パラメータを推定する。

代替パラメータにより主要パラメータの推定を行う際に，推定に使

用する計器が複数ある場合は，代替パラメータと主要パラメータの関

連性，検出器の種類，使用環境条件及び計測される値の不確かさを考

慮し，使用するパラメータの優先順位をあらかじめ定める。

代替パラメータによる主要パラメータの推定は，以下の方法で行う。

･同一物理量（温度，圧力，水位，流量及び放射線量率）から推定

･水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量から推定

･流量を注水先又は注水源の水位変化を監視することにより推定

･除熱状態を温度，圧力等の傾向監視により推定

・1次冷却系統からの漏えいを水位，圧力等の傾向監視により推定

･圧力又は温度を水の飽和状態の関係から推定

･原子炉へのほう酸水注入量により未臨界状態であるか否かを推定

･装置の作動状況により水素濃度を推定

．あらかじめ評価したパラメータの相関関係により水素濃度を推定
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第5．1．1表重大事故等対策における手順書の概要（17／19）（その1）

内

角

10-32

1．17監視測定等に関する手順等

方
針
目
的

重大事故等が発生した場合に，発電所及びその周辺（発電所の周辺海域を含む。）に

おいて発電用原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視し，及び

測定し，並びにその結果を記録するため，放射性物質の濃度及び放射線量を測定する手

順等を整備する。また，発電所において風向，風速その他の気象条件を測定し，及びそ

の結果を記録するため，風向，風速その他の気象条件を測定する手順等を整備する。

対
応
手
段
等

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定

風
向
、
風
速
そ
の
他

通常時からモニタリングステーション及びモニタリングポストにて放射線量を連

続測定していることから，重大事故等時に放射線量の測定機能が喪失していない場

合は，多様性拡張設備であるモニタリングステーション及びモニタリングポストを

優先し，機能喪失した場合は，可搬型代替モニタにより放射線量を監視し，及び測

定し，並びにその結果を記録する。全交流動力電源喪失による機能喪失時は，多様

性拡張設備であるモニタリングステーション及びモニタリングポスト専用の無停電

電源装置からの給電を優先し，空冷式非常用発電装置による給電が開始されれば給

電元が自動で切替わる。モニタリングステーション及びモニタリングポストは，電

源が喪失した状態から給電した場合，自動的に放射線量の連続測定を開始する。

原子力災害対策特別措置法第10条特定事象が発生した場合,モニタリングステー

ション及びモニタリングポストが設置されていない海側敷地境界付近に設置する可

搬型モニタにより放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する。

重大事故等時の空気中の放射性物質濃度の測定は，多様性拡張設備であるモニタ

リングカーによる測定を優先する。モニタリングカーが使用できない場合は，可搬

型放射線計測器等(GM汚染サーベイメータ,Nalシンチレーションサーベイメ

一タ及び可搬型ダストサンプラ）により監視し，及び測定し，並びにその結果を記

録する。

重大事故等時の発電所及びその周辺（発電所の周辺海域を含む。）における放射

性物質の濃度（空気中，水中，土壌中）及び放射線量の測定は，可搬型放射線計測

器等(GM汚染サーベイメータ,Nalシンチレーションサーベイメータ,ZnS

シンチレーションサーベイメータ，電離箱サーベイメータ及び可搬型ダストサンプ

ラ）により監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する。

周辺海域については，小型船舶を用いた海上モニタリングを行う。

重大事故等時の風向，風速その他気象条件の測定は，可搬型気象観測設備により

測定し,その結果を記録する。風向，風速その他気象条件の測定は，多様性拡張設備

である気象観測設備を優先する。多様性拡張設備が使用できない場合，可搬型気象

観測設備を使用する。
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(重大事故等対策における手順書の概要（17／19））（その2）

内

縄

10-33

配
慮
す
べ
き
事
項

測
定
頻
度

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策

他
の
機
関
と
の
連
携

電
源
確
保

重大事故等時の放射性物質の濃度及び放射線量の測定頻度のうち，可搬型代替モ

ニタ及び可搬型モニタを用いた放射線量の測定は連続測定とする。放射性物質の濃

度の測定（空気中，水中，土壌中）及び海上モニタリングは，1回／日以上を目安

とするが，測定頻度は発電用原子炉施設の状態及び放射性物質の放出状況を考慮し

変更する。

重大事故等時の風向，風速その他気象条件の測定は、連続測定とする。

重大事故等により放射性物質の放出のおそれがある場合，モニタリングステーシ

ヨン及びモニタリングポストの検出器等の養生を行う。放射性物質の放出によりモ

ニタリングステーション又はモニタリングポストの周辺の汚染を確認した場合，周

辺の汚染レベルを確認し，検出器等の除染，周辺の土壌撤去，樹木の伐採等を行い，

バックグラウンドレベルを低減する。

重大事故等発生後の周辺汚染により放射性物質の濃度測定時のバックグラウンド

が上昇し，可搬型放射線計測器での測定が不能となった場合，可搬型放射線計測器

の検出器周囲を遮蔽材で囲むこと等の対策によりバックグラウンドレベルを低減さ

せて，放射性物質の濃度を測定する。

重大事故等時の敷地外でのモニタリングについては，国が地方公共団体と連携し

て策定されるモニタリング計画に従い，資機材及び要員放出源情報を提供すると

ともにモニタリングに協力する。．

全交流動力電源喪失時は，代替電源（交流）によりモニタリングステーション及

びモニタリングポストへ給電する。
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第5．1．2表重大事故等対策における操作の成立性（4／6）

No. 対応手段 要員 要員数 想定時間

大型ポンプ車(泡混合機能付）又は大型ポンプ車及び大 消防要員
12 3時間30分

型放水砲による泡消火 発電所災害対策本部要員
1．12

大型ポンプ車(泡混合機能付）又は大型ポンプ車への燃
発電所災害対策本部要員 6 3時間35分

料（軽油）補給

淡水タンクを水源とする中型ポンプ車による補助給水
運転員（現場） 2

2時間25分
タンクへの補給

発愈所災害対策本部要員 6

海を水源とする中型ポンプ車による補助給水タンクへ
運転員（現場） 2

2時間15分
の補給

発電所災害対策本部要員 6

運転員（現場） 1

補助給水タンクを水源とする炉心注水 50分

発愈所災害対策本部要員 2

淡水タンク等又は海を水源とする炉心注水 1.4と同様。

補助給水タンクを水源とする格納容器スプレイ 1.6と同嫌。

運転員（現場） 1

1．13
補助給水タンクから燃料取替用水タンクへの補給 50分

発電所災害対策本部要員 2

格納容器再循環サンプB隔離弁バイパス弁による再循
1.4と同様。

環運転

格納容器スプレイポンプ(B,代替再循環配管使用）に
1.4と同様。

よる再循環運転

高圧注入ポンプ(B,海水冷却）による高圧再循環運転 1.4と同様。

淡水タンク又は海を水源とする使用済燃料ピットへの
1.11と同様。

注水

淡水タンク又は海を水源とする使用済燃料ピットへの
1.11と同様。

スプレイ

海を水源とする燃料取扱棟への放水 1.12と同様。

海を水源とする原子炉格納容器及びアニュラス部への
1.12と同様。

放水

10-34
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第5．2．1表自然災害12事象がプラントへ与える影響評価(3/7)

』
Ｃ
－
四
ｍ

聖
蛮
己
よ
１
局

自然災害 設計基準を超える自然災害がプラントへ与える影響の評価
自然災害の想定規模と

喪失する可能性のある安全機能

最終的な

プラント状態

積雪 【影響評価にあたっての考慮事項】
・設計荷重は，敷地付近の積雪記録より最大積雪量としている。

･予報等により事前の予測が可能であることから，プラントの安全機能に影

響を与えることがないよう，あらかじめ体制を強化して対策（除雪）を実

施することができる。

【設計基準を超える場合の影響評価】
･変圧器，送電線等の機能喪失により外部電源喪失に至る可能性がある。

【主な対応】

．あらかじめ体制を強化しての対策（除雪）

【52cmを超える積雪】

･外部電源

･外部電源喪失

豪雨

(降水）

【影響評価にあたっての考慮事項】
･構内排水設備の設計降雨強度は，「愛媛県設計降雨強度資料」に記載され

ている伊方町100年確率雨量と同等としている。

･原子炉建屋周辺は堅硬な岩盤であり，洗掘や崩落はない。

･原子炉建屋及び原子炉補助建屋内の機器に対しては，敷地高さEL.+10.0m

に対してT.P.+14.2mの高さまで水密化を図っている。

･予報等により事前の予測が可能であることから，プラントの安全機能に影

響を与えることがないよう ， あらかじめ体制を強化して対策（雨水排水路

の点検清掃等）を実施することができる。

【設計基準を超える場合の影響評価】

･豪雨による溢水の影響としては標高が低い場所に限定され，その影響は津

波と同等と考えられる。

【主な対応】

．あらかじめ体制を強化しての対策（雨水排水路の点検清掃等）

・その他，津波に同じ

【139.6mm/hを超える降水量】
(津波に同じ）

(津波に同じ）
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第5．2．1表自然災害12事象がプラントへ与える影響評価（4／7）

骨
。
Ｉ
い
つ

聖
声
弓
ｌ
中
屋

自然災害 設計基準を超える自然災害がプラントへ与える影響の評価
自然災害の想定規模と

喪失する可能性のある安全機能

最終的な

プラント状態

降下火砕物

(火山の影

響）

【影響評価にあたっての考慮事項】
･発電所運用期間中の活動可能性のある火山における過去最大規模の噴火に
よる敷地付近への火山灰を保守的に見積もった降下火砕物厚さの想定で
は , 安全上重要な構築物等に影響を与えることはない。

･予報等により事前の予測が可能であることから，プラントの安全機能に影

響を与えることがないよう，あらかじめ体制を強化して対策（除灰）を実
施することができる。

【設計基準を超える場合の影響評価】
･送電線等の機能喪失により外部電源喪失に至る可能性がある。

･火山灰により海水系のストレーナが閉塞し，原子炉補機冷却機能喪失に至

る可能性がある。

・火山灰により非常用D/Gの吸気系統が閉塞し，非常用所内電源喪失に至る

可能性がある。

【主な対応】
．あらかじめ体制を強化しての対策（除灰）

･可搬型重大事故等対処設備等による給電，注水

【5cmを超える降下火砕物厚さ】
･外部電源

･海水ポンプ

・非常用D/G

･外部電源喪失

･原子炉補機冷却機能喪

失

・全交流動力電源喪失

暴風

(風(台風)）

【影響評価にあたっての考慮事項】
･設計風速は，敷地付近の観測所における最大瞬間風速としている。
･予報等により事前の予測が可能であることから，プラントの安全機能に影

響を与えることがないよう，あらかじめ体制を強化して対策（飛散防止措
置の確認等）を実施することができる。

【設計基準を超える場合の影響評価】
･暴風による風荷重の影響については，竜巻と同等程度と考えられる。ただ

し 9 影響は広範囲となり，断続的に長時間継続する可能性がある。

【主な対応】

．あらかじめ体制を強化しての対策（飛散防止措置の確認等）

･その他，竜巻に同じ

【72.3m/sを超える風速】
(竜巻に同じ）

(竜巻に同じ）
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第5．2．2表自然災害の重畳事象が発電用原子炉施設へ与える影響評価

』
○
Ｉ
い
『

聖
声
』
つ
１
，
１
』
』

自然災害 設計基準を超える自然災害がプラントへ与える影響の評価
自然災害の想定規模と

喪失する可能性のある安全機能

最終的な

プラント状態

大規模地震

と大規模津
波の重畳

【影響評価にあたっての考慮事項及び設計基遡を超える場合の影響評価】
・大規模地震による影響に対する対策である重大事故等対策（水源確保）が，大規
模津波による影響によって遅れる可能性がある。

・斜面崩壊，地盤の陥没，漂流物等によりアクセス性がそれぞれの影響よりも更に
悪化する可能性がある。
【主な対応】
･可搬型重大事故等対処設備等によるプラント状況の把握，給斌，注水
･ホイールローダ，バックホウ等によるアクセスルートの仮復旧

【基準地震動及び基準津波を一定程
度超える規模】
・外部遮源
・非常用所内電源
・設計基準事故対処設備(ECCS等）
・海水ポンプ

・原子炉補機冷却水ポンプ
・非常用D/G
・電勤及びタービン動補助給水ボン

プ

・安全保護系・原子炉制御系
・プラント監視機能・制御機能
・原子炉冷却材圧力バウンダリ
・原子炉格納容器の閉じ込め機能

・外部電源喪失
・原子炉補機冷却機能喪失
・2次系からの除熱機能喪失
･SBO及びLUHSの同時発生

･LOCA等の事故が発生した場

合には,SBO+LUHSと相まっ
て重大事故に至る可能性が
ある ⑥

･原子炉格納容器破損等によ

り閉じ込め機能が喪失し，
大量の放射性物質の放出
に至る可能性がある。

･SBO+LUHSに加え，重大事故
等対処設備である代替注
水設備及び代替電源設備
が機能しない場合は，格納
容器過温破損により大盈
の 放 射 性 物 質 の 放 出 に 至

る可能性がある。

降下火砕物
と積雪又は

豪雨の重畳

【影響評価にあたっての考慮事項及び設計基準を超える場合の影響評価】
･降下火砕物，積雪が重畳した場合においても，予報等により事前の予測が可能で
あることから プラントの安全機能に影響を与えることがないよう，あらかじめ

体制を強化して対策（除灰，除雪）を実施することができる。
･大規模な降下火砕物と積雪との重畳による影響は，降下火砕物での評価に包含さ
れる。

･大規模な降下火砕物と種雪又は豪雨との重畳では，アクセス性が悪化する可能性
がある。

･豪雨による溢水の影響については，津波と同等と考えられる。
【主な対応】
．あらかじめ体制を強化しての対策（除灰，除雪）
(その他は津波に包絡される）

【5c田を超える降下火砕物厚さ及び
52cmを超える額雪又は139.6mm/h

を超える降水量】
(津波に包絡される）

(津波に包絡される）
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第5.2.8表重大事故等及び大規模損壊対応設備と整備する手順（1.5）（1／3）

（フロントライン系故障時（1／2））

角

八

※1手順は「1.2原了･炉冷却材圧力パウンダリ高圧時に発註用原子炉を冷却するための手噸等」にて整備する。

※2手順は「1.3原了炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手噸等」にて整備する．

※3手順は「1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発註用原子炉を冷却するための手噸等」にて盤焔する．

※4手噸は「1.7原子炉格納容器の過圧破机を防止するための手噸等」にて整備する。

※5中型ポンプ車，加圧ポンプ車の燃料補給に使用する．補給手噸は「1．4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発虹用原子炉

を冷却するための手噸等」にて錠傭する。

＜その他の手順項目にて考慮する手順＞

水源の枯渇時等に関する手順は「1.13亜大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する．

操作の判断，確昭に係る叶装設備に関する手順は「1．15砺故時の計装に関する手噸等』にて整備する．

10-38

分類
機能蜜失を想定する

設計濫準蛎故対処設備
対応手段 対応般偏

常設

可搬
整備する手噸脅の分額

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

海水ポンプ

原子炉補槻冷却水ポンプ

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
（
注
水
）

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱

（
蒸
気
放
出
）

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

※
４

愈
大
事
故
等
対
処
般
備

多
様
性
拡
彊
設
備

重
大
事
故
等

対
処
設
備

多
観
性
拡
彊
股
偏

亜
大
本
故
等
対
処
設
備

愈動補助給水ポンプ※2

タービン動補助給水ポンプ※2

補助給水タンク※2

蒸気発生器※2

註動主給水ポンプ※1

蒸気発生器水張ポンプ※1

蒸気発生器代替注水ポンプ※1

中型ポンプ巾※3

加圧ポンプ唯※3

経油タンク※3※5

ミニローリー※3※5

莊動澗火ポンプ※3

ディーゼル駆動捌火ポンプ※3

消防自動車※3

主蒸気逃がし弁（人力）※1

主蒸気ダンプ弁※1

所内用空気圧縮樋

創御用空気圧縮機〈B，海水冷却）

代替空気供給装匠※1

格納容器再砺環ユニット（A及びB）

中型ポンプ血

軽油タンク※5

ミニローリー※5

可搬型温度計測装盟（格納容器再緬興

ユニット入口/出口用）

常股

常設

常設

榊設

常設

常設

常設

可搬

可搬

常設

可殿

常設

常設

可搬

常設

常般

常設

常設

常設

常設

可搬

常設

可殿

可擬

炉心の著しい捌倒及び格納容器破釧を

防止する運転手噸

大規模損壊時に対応する手噸
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第5.2.8表重大事故等及び大規模損壊対応設備と整備する手順（1.5）（3／3）

（サポート系故障時）

内

魚

※1全交流動力趣源喪失時の代替芯源確保等に関する手順は「1.14砿源の確保に閲する手順等」にて整備する。

※2手順は「1.2原子炉冷却材圧カバウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手噸等」にて整備する。

※3手順は「1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発危用原子炉を冷却するための手順等」にて整傭する。

※4手噸は「1.7原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて塾備する。

※5中型ポンプ車，加圧ポンプ車の燃料補給に使用する。補給手順は『1．4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発趣用原子炉

を冷却するための手順等」にて整備する。

※6中型ポンプ車による補樋冷却海水を通水する補樋は、商圧注入ポンプ（B），制御用空気圧縞樋（B），格納容器雰囲気ガス

サンプリング冷却器である。

＜その他の手順項目にて考慮する手順＞

水源の枯渇時等に関する手噸は「1．13重大事故等の収束に必要と松る水の供給手順等」にて盤備する．

操作の判断，確露に係る計装般備に関する手順は「1.15嚥故時の計装に関する手順等』にて整備する。

10-39

分類
樋能喪失を想定する

設計基準耶故対処股備
対応手段 対応設備

常設

可搬
駐備する手順書の分類

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

全交流動力冠源喪失※1

２
欲
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
（
注
水
）

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱

（
蒸
気
放
出
）

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

※
４

代
替
補
機
冷
却

画
大
事
故
等
対
処
設
備

多
概
性
拡
張
設
備

重
大
事
故
等

対
処
設
備

多
様
性

拡
張
設
備

重
大
事
故
等

対
処
訟
備

重
大
事
故
等

対
処
設
備

タービン動梱助給水ポンプ※3

睡動補助給水ポンプ※3

補助給水タンク※3

蒸気発生器※3

蒸気発生器代替注水ポンプ※2

中型ポンプ血※3

加圧ポンプ車※3

軽油タンク※3※5

ミニローリー※3※5

誼動湘火ポンプ※3

ディーゼル駆動消火ポンプ※3

消防自動車※3

主蒸気逃がし弁（人力）※2

制御用空気圧縮機（B，海水冷却）

代替空気供給装置※2

格納容器再術環ユニット（A及びB）

中型ポンプ車

軽油タンク※5！

ミニローリー※5

可撮型温度計測装置（格納容器再循環
ユニット入口／出口用）

中型ポンプ車※6

軽油タンク※5

ミ ニ ロ ー リ ー ※ 5

常設

常設

常設

常設

常設

可搬

可搬

常設

可搬

常設

常設

可搬

常設

常設

常設

常設

可搬

常設

可搬

可搬

可撤

常設

可搬

炉心の著しい損傷及び格納容器破掴を

防止する運転手噸

大規模掴壊時に対略する手順
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と整備する手順（1.11）（2／2）第5.2.14表重大事故等及 翔勇員壊対応殼擴び

(重大事故時における使用済燃料ピットの監視）

ディーゼル発芯機等により給誼する。手順は「1．14忽源の確保に関する手顛等」にて整備する。
全交流動力趣源喪失時の代替砿源確保等に関する手順は「1.14吐源の確保に関する手順等」にて整備する。

※1

※ 2

角

八

10-40

分類
機能喪失を想定する
設計基準対象施設

対応手段 対応設備
常設

可搬
整備する手順書の分類

正
人
事
故
等
時
に
お
け
る

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視

使用済燃料ピット水位

使用済燃料ピット温度

使用済燃料ピットエリア
モニタ

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視

重
大
事
故
等
対
処
設
備

使用済燃料ピット水位(AM)※1

使用済燃料ピット広域水位(AM)※1

使用済燃料ピット温度(AⅡ)※1

可搬型使用済燃料ピットエリアモニタ※1

使用済燃料ピット監視カメラ(使用済燃料

ピット監視カメラ冷却設備含む)※1

空冷式非常用発愈装陞※2

常設

可搬

常設

可蠅

常設

常設

炉心の著しい捌傷及び格納容器破扱を
防止する運転手順

大規模損壊時に対応する手順
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第5.2.16表重大事故等及び大規模損壊対応設備と整備する手順(1.13）（1／6）

内

愚

※1手順は「1.2原子炉冷却材圧力パウンダリ高圧時に発愈用原子炉を冷却するための手噸等」にて整倫する．

※2手順は「1.4原子炉冷却材圧力パウンダリ低圧時に発虹用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。

※3ディーゼル発危機等により給危可能。

※4中型ポンプ車及び加圧ポンプ車の懲料補給に使用する。補給手噸は「1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発愈用原子炉

を冷却するための手順等jにて整偏する。

＜その他の手噸頃目にて考歴する手順＞

操作の判断，確窪;こ係る計装設儲に関する手噸は『1．15礪故時の計装に関する手馴等jにて整個する。

10-41

分類
機能喪失を想定する

設計基準事故対処設備
対応手段 対応設倫

常設

可搬
整備する手願書の分類

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
（
注
水
）
の
代
替
手
段
及
び
補
助
給
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給

補助給水タンクの枯渇

又は破扱

補助給水タンクの枯渇

補助給水タンクから2次

系純水タンクへの水源切

答

1次冷却系綻のフィード

アンドブリード※1

淡水タンク又は海を水源

とする2次冷却系からの

除熱(注水)※2

淡水タンク又は海を水源

とする補助給水タンクへ

の補給

多
犠
性

拡
弧
股
偏

重
大
事
故
等

対
処
設
儲

多
擬
性

拡
弧
股
備

多
像
性
拡
謹
股
偏

重
大
事
故
辱

対
処
殴
偏

多
掻
性
拡
彊
股
備

2次系純水タンク

憾料取替用水タンク

高圧注入ポンプ※3

加膣盤逃がし弁

充てんポンプ※3

2次系純水タンク

ろ過水貯蔵タンク

脱塩水タンク

中型ポンプ車

加圧ポンプ車

軽油タンク※4

ミニローリー※4

愈動消火ポンプ※3

ディーゼル駆動消火ポンプ

消防自動車

中型ポンプ車

軽油タンク※4

ミニローリー※4

2次系純水タンク

ろ過水貯蔵タンク

眼塩水タンク

愈動消火ポンプ※3

ディーゼル駆動消火ポンプ

消防自動車

常股

常股

常股

常設

常設

常股

常股

常殴

可掘

可掘

常股

可掘

常設

常股

可殿

可紐

常設

可搬

常設

常設

常股

常設

常設

可蛾

故障及び設計基準事象に対処する運

伝手順番

炉心の藩しい綱侭及び格納容器破損

を防止する運伝手順

大規模損壊時に対応する手噸

炉心の著しい損傷及び格納容器破損

を防止する運転手順

大規模損堀時に対応する手順
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第6．7．2表評価項目となるパラメータに有意な影響を与える重要現象一覧

（運転中の原子炉における重大事故）（4／4）

房
。
Ｉ
吟
画

聖
鴬○：評価項目となるパラメータに有意な影響を与える現象（重要現象）

－：評価項目となるパラメータに有意な影響を与えない現象
注)X1:Fuel-Coolantlnteraction(溶融炉心と冷却水の相互作用）

』
つ
ｌ
①
ｌ
」

※2:FissionProduct(核分裂生成物）

雰囲気圧力・温度

による静的負荷

(格納容器過

圧・過温破損）

原子炉格納容器

圧力及び温度

高圧溶融物放出

／格納容器雰囲

気直接加熱

1次系圧力

原子炉圧力容器

外の溶融燃料一

冷却材相互作用

原子炉格納容器

圧力

水素燃焼

水素濃度

溶融炉心・コンク

リート相互作用

、コンクリート

侵食量

原
子
炉
容
器

（
炉
心
損
傷
後
）

リロケーション

原子炉容器内FCI
※1 (溶融炉心細粒化）

原子炉容器内FCI
※ 1 (粒子デブリ熱伝達）

下部プレナムでの溶融炉心の熱伝達

原子炉容器破損，溶融

1次系内FP
※2

挙動

○

ー

ー

○

○

ー

○

○

○

○

○

_

○

1■■■■■

4■■■■■

○

○

一

○

■■■■■

_

■■■■■

○

q■■■■■

○

1■■■■■

－

○

○

ー

原
子
炉
格
納
容
器

（
炉
心
損
傷
後
）

原子炉容器破損後の高圧溶融炉心放出

格納容器雰囲気直接加熱

原子炉容器外FCI
※1

(溶融炉心細粒化）

原子炉容器外FCIx'(デブリ粒子熱伝達）

原子炉下部キャビティ床面での溶融炉心の

拡がり

溶融炉心と原子炉下部キャビティ水の伝熱

溶融炉心とコンクリートの伝熱

コンクリート分解及び非凝縮性ガス発生

原子炉格納容器内FP
※2

挙動

q■■■■■

1■■■■■

○

○

_

■■ ■■ ■

一

－

I■■■■■

一

一

－

一

I■■■■■

ー

q■■■■■

－

一

_

一

○

○

■■■■■

－

_

一

_

一

ー

一

ー

○

○

○

○

－

ー

－

○

○

○

○

○

○

I■■■■
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第7．1．2．2表主要解析条件（全交流動力電源喪失(RCPシールLOCAが発生する場合))(3/4)

岸
Ｃ
ｌ
心
四

聖
霊
己
当
山

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件

原子炉トリップ信号

タービン動補助給水

ポンプ

主蒸気逃がし弁

蓄圧タンク保持圧力

蓄圧タンク保有水量

充てんポンプ

(B、 自己冷却式）

1次冷却材ポンプ電源電圧低

(定格値の65％）

(応答時間1．2秒）

事象発生60秒後に注水開始

160m3/h/3SG

定格主蒸気流量の10%/個

4.04MPa[gage]

(最低保持圧力）

29.0m3/基(3基）

(最小保有水量）

30m3/h

トリップ設定値に計装誤差を考慮した低めの値として，解析に用いる

トリップ限界値を設定。検出遅れ，信号発信遅れ時間等を考慮した遅

めの値として ウ 応答時間を設定。

タービン動補助給水ポンプの作動時間は，信号遅れ及びポンプの定速

達成時間に余裕を考慮して設定。

タービン動補助給水ポンプの設計値から，ミニフロー流量を除いた値

により3基の蒸気発生器へ注水される場合の注水流量から設定。

定格運転時において，設計値として各ループに設置している主蒸気逃

がし弁1個当たり定格主蒸気流量（ループ当たり）の10%を処理で

きる流量として設定。

炉心への注水のタイミングを遅くする最低の圧力として設定。

標準的に最小の保有水堂を設定。

炉心への注水は，充てんポンプ(B, 自己冷却式）を使用するものと

する。想定する漏えい流童に対して，1次系圧力0.7MPa[gage]到達

時点で炉心注水を開始することにより，炉心損傷防止が可能な流量と

して設定。
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第7．1．2．3表主要解析条件（全交流動力電源喪失(RCPシールLOCAが発生しない場合))(3/4)

岸
Ｃ
ｌ
心
吟

聖
覧
旨
Ｃ
ｌ
『
１
画

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件

原子炉トリップ信号

タービン動補助給水

ポンプ

主蒸気逃がし弁

蓄圧タンク保持圧力

蓄圧タンク保有水量

漏えい停止圧力

1次冷却材ポンプ電源電圧低

(定格値の65％）

(応答時間1．2秒）

事象発生60秒後に注水開始

160m3/h/3SG

定格主蒸気流量の10%/個

4.04MPa[gage]1

(最低保持圧力）

29.0m3/基(3基）

（最小保有水量）0

0.83MPa[gage]

トリップ設定値に計装誤差を考慮した低めの値として，解析に用いる

トリップ限界値を設定。検出遅れ，信号発信遅れ時間等を考慮した遅

めの値として ’ 応答時間を設定。

タービン動補助給水ポンプの作動時間は，信号遅れ及びポンプの定速

達成時間に余裕を考慮して設定。

タービン動補助給水ポンプの設計値から，ミニフロー流量を除いた値

により3基の蒸気発生器へ注水される場合の注水流量から設定。

定格運転時において，設計値として各ループに設置している主蒸気逃

がし弁1個当たり定格主蒸気流量（ループ当たり）の10%を処理で

きる流量として設定。

炉心への注水のタイミングを遅くする最低の圧力として設定。

標準的に最小の保有水量を設定。

RCP封水戻りラインに設置している逃がし弁の閉止圧力を基に設

定 ｡
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第7．1．6．2表主要解析条件(ECCS注水機能喪失)(3/4)

」
Ｃ
ｌ
吟
、

聖
津
程
Ｃ
ｌ
『
ｌ
い

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件

原子炉トリップ信号

ECCS作動信号

余熱除去ポンプ

補助給水ポンプ

主蒸気逃がし弁

原子炉圧力低

(12.73MPa[gage])

(応答時間2.0秒）

原子炉圧力低と加圧器水位低の一致

(12.04MPa[gage],水位検出器下端）

(応答時間2.0秒）

あるいは

原子炉圧力異常低

(11.36MPa[gage])

(応答時間2.0秒）

最小注入特性（2台）

(低圧注入特性：0～約830m3/h

0～約0．7MPa[gage])

,

ECCS作動限界値

到達から60秒後に注水開始

280m3/h/3SG

定格主蒸気流量の10%/個

トリップ設定値に計装誤差を考慮した低めの値として，解析に用いる

トリップ限界値を設定。検出遅れ，信号発信遅れ時間等を考慮した遅

めの値として 、 応答時間を設定。

ECCS作動設定値に計装誤差を考慮した低めの値として，解析に用

いるECCS作動限界値を設定。検出遅れ及び信号発信遅れ時間を考

慮した遅めの値として 9 応答時間を設定。

炉心への注水は，余熱除去ポンプ2台を使用するものとし，炉心冷却

の観点から，炉心への注水量を少なくするため，注水配管の流路抵抗

を大きく，ポンプ揚程を小さく設定することにより求められる最小注

入特性として設定。

補助給水ポンプの作動時間は，信号遅れ及びポンプの定速達成時間に

余裕を考慮して設定。

電動補助給水ポンプ2台及びタービン動補助給水ポンプ1台の補助

給水全台運転時（ポンプ容量は設計値（ミニフロー流量除く）を想定）

に3基の蒸気発生器へ注水される場合の注水流量から設定◎

定格運転時において，設計値として各ループに設置している主蒸気逃

がし弁1個当たり定格主蒸気流量（ループ当たり）の10%を処理で

きる流量として設定。
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}｛
有効性評価上の

経過時間

(0秒）

凡例
主給水流母喪失

(同時に補助給水機能喪失も仮定） 同：操作･確認

(－〕：プラント状態(有効性評価）

くこ＞:判断
一..－”？：運転員及び緊急時対応要員の共同作業
L，．－．．.p，

(事象判別プロセス参照）
一!■■■■ー■ーー－1■■D■ｰーー句

「ーーーー､一一一一一ー･

伝悪霊雨

く~雨厩露

_≦

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

蒸気発生器水位低原子炉トリップ

補助給水機能喪失を判断楽’

(回復は有効性評価上考慮せず）

蒸気発生器除熱機能喪失を判断蕊2

総蹴鰯織繍）
趣励補助給水ポンプ回復操作

タービン動補助給水ポンプ回復操作

＝〃’
一一一一■■■一一一一一ー

。僻豐鯉竺｝
1蒸気発生器代替注水：

ポンプ姻備

注水は有効性評価上

．考慮せず
すべての蒸気発生器広域水位

10%以下判断※3 電動主給水ポンプ又は
蒸気発生器水張ポンプ

による蒸気発生器への

注水すべての蒸気発生器の

広域水位が0％以下
内 (約24分）

↑6分後
1の操作

、しを仮定
(約29分）

※1：晒動補助給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプの自動起動失敗淳に
よる補助給水流母の良失

※2：すべての蒸気発生器狭域水位計指示が0％以下かつ補助給水ライン流盈
計指示の合計が80m3/h未満

※3：運転手噸では，すべての蒸気発生器広域水位計指示が10%以下で1次系
のフィードアンドプリード開始

※4：1次系のフィードアンドプリード実施中は1次冷却材圧力，1次冷却材
高沮個廻度（広域）等の監視により炉心の冷却状態を確露

蕊
※8：余熱除去系は，1次冷却材圧力計指示2.7畦a[gnge】以下及び1次冷却材

高温個酒庇叶（広域）指示176℃以下にて使用可礎

※9：1次冷却材圧力が安定していることを砿認し，蓄圧タンク出口弁を閉止

※10：以下のパラメータを砿箆

・サプクール度，加圧器水位，1次冷却材圧力導

※11：状態確囲は以下で碗認

・1次冷却材高氾個氾庇叶（広域）描示93℃以下

・1次冷却材圧力安定又は低下傾向

※12：余熱除去系による炉心冷却を開始し，1次系のフィードアンドプリード
を停止すれば，原子炉冷却材圧力パウンダリは健全な状態となる。余熱
除去系が使用可能と厳る時間（事象発生の約2.5時間後）に，余熱除去
系ウオーミング及び1次冷却材高泗個過度（広城）176℃から93℃まで
の冷却時間（約6時間）を加算した時間（事象発生の約8.5時間後）を
原子炉安定停止状態とする

※13：原子炉格納容器スプレイ作動伯号が発侶すれば．格納容器スプレイポン
プが起動し，原子炉格納容器の健全は維持される

ECCS作動信号の手動発僧による

高圧注入ポンプの起動及び

加圧器逃がし弁の開操作による

1次系のフィードアンドプリード開始蕊4

以下長期対策

蓄圧注入系作動の確認豪5

考愈せず

蒸気発生器除熱機能が回復蕊6蕊7

Yes

蒸気発生器による炉心冷却開始

余熱除去系が使用可能豪8

余熱除去系による炉心冷却開始(約2.5時間）

角
蓄圧タンク出口弁閉止判断懇9

蓄圧タンク出口弁閉止

ECCS停止判断燕'0

加圧器逃がし弁閉止及び高圧注入ポンプ停止
により1次系のフィードアンドプリード停止

原子炉安定停止状態確認燕'】燕】2

（1次冷却材圧力及び1次冷却材
商温側潟度（広域）安定）

原子炉安定

(約8.5時間） (運転は有効性評価上考慮せず）

以降，原子炉格納容器の冷却について

は，原子炉格納容器雰囲気の状態に応

じて格納容器再循環ファンを運転し，
継続的に行う蕊13余熱除去系による長期冷却継続

第7．1．1．3図「2次冷却系からの除熱機能喪失」の対応手順の概要

（「主給水流量喪失時に補助給水機能が喪失する事故」の事象進展）
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必雷雄要員と作薬項目 偏毒

ﾛ ロIRIB

▽事欺総生
▽・蒸気発生濁水▽約湖分舗虹鞄生開広峻水位0恥以下

!“1原子炉卜i▽約29分ﾌｲードｱﾝドブリード開岫
Iリップ

III

Iﾗﾝﾄ状ij@"II▽91

ﾛﾛ

o,〃,

▽約152分

11次報圧力2.別廊[配⑭1
11次系la度175c列巡
：余熱除去系1二よる
1炉心流〃開始

11

密員（名）

(作菜に必要な要員数）

【】は他作薬後
移動してきた要員

手凧の内密

(下線は布劫性鮮価_l:考慮･#･ろ作藁内瀞）
手噸の厩要

Y鵜鵬
：停止状態到連

方針淡定・外師との連絡・プラント全体鯉悦他

当直長桶佐・操作描辰・プラント監視他

の庸旱鱸偉､卜酌型

●鵠肋鎗yk幌錐蒋晦判断

● 雄 舗 駆 " 脆 巽 準 鈍 蛎 佐専半預l鵬

I中央湖卿室砲鱒）

当漣長
一

副当迩畏

１
．
１

’ln分
":槐判断 運転員

坤
一
燕

遍
一
８
一
遍

一
一

一
■
▼
《
■
一

・
一

一
一

口
宮

１
１
１
１

●芯動．タービン動楢助給水ポンプ揺動操作

（中央劉脚室機作）

司

巡握員A I

識
膳幼給水磯能

回樋

自復緯刊幼睦1F盛上

琢直せ十
●現場秘動／電動．タービン動補助給水ポンプ回樋挫作

（現鴎傑作）

●電動室給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ起動提作

連程員C、D、E 乳

■

1 迩竃実塵10O

IIi

~ー~~~~~~~~~~~~~~~~~~7弱~~~~~~~~~~~~~~~~~~‐

運転員A 【1】
（中央調御塞挫作）

●現鰯移動／蒸気路生謹代替注水蝦ンプ歴祷接嬢提作
緊忽跨対唾要員 4

（現場挫作）I‐.~‐

●理場移動／蒸気発生認代替注水ポンプ魍勤晒陶隆作

●潅気難生蟹代替注 水 鉱 ン プ 水 摂 り 雑 作 － 1

「調-劃
（現場挫作）

●空冷式非常用発電装匿起勤蝿作

00分i__i
’

一

2”運樫員F‘G

霊気発生揺除
鍵観鱈回樋

圃直推術幼l主IF撞上

券虐せず
］
‐
つ
Ｉ
心
司

邑嘱妙齢

運転員八 【】】
（中央斜脚遠挫作）

●哩場移動／蒸気発生塞代轡朧水』!ミンプ起勘機作ぐ_」ゴー 曲
1

1

運転員F･G 【Zl
（現綱提作）

●現鶏移動／空冷式非常用発電装武起勤砲塊

《現蜆挫作）

●便侮FR惟軸低昇華軸雲 ｲ 貸

０
０1

1
緊急時対応嚢員 1

I
5分
一

5分1次系の

プイードアン
ドプリード

●率I亭う学入日糖シブIE.r為7挙未jIPjp碑塑

●油序鰹悔然8-非欄婦作

I

運転員B 1
’紐暁掻1ドドプリード●加呼鯉澆が 1非繊婦作弓11

鰯…側F諒冒]JI●全鎮膣妾ポンプ諏毎IFrス漁抑峰作

余無線宍粟に
運軽員八【】】●錘呼騒ンク剛、非南0卜曝作司I

上る炉･心冷却
（中央湧脚竃挫作》’1

1次系の●加序盤穐氷＄ゴ虞閣咋椰作争

国フイードアン
運転員B【1】●窯IF奔恥1Jシプ律､卜蝉作

ドブリード停

止 （中央制御室撮作）’1

運転員A【1】●幡拍密塞再徽慮フアン起勤拠作＜」i原子炉格納容

器 の冷却（810央甥調室拠作）I

※.f悪雲員数は．4時間までの作業の最大要員数である‘その他．間係各所へ遮絡を行う連絡責任稀導4名を確保･ケる

弓

I
駿鰹擾作●全鈍膣妾ポンプ諏蛙lPr亮漁抑蝿作

●錘呼騒ンク剛、非南0卜曝ｲ桧

（中央湧脚痕撮作）

余然線宍系に
上る炉心冷却

溝
【】】運軽員八

1次系の

フイードアン
ドブリード停

止

運転員B 【1】 ●悪IF沖入ポンプ仰Ⅱ上拠作

〔中央飼融0室捲1脚

軍背翼竃IIE勤臆有効“¥僅上L_____---------.-------.-----－－－－－－－－

1分慮吐-rB
b

原子炉格納容
器の冷鐵

1

1
【1】運転員A

｢~－］卿園侭加堅撫画了‘傭ロ唾二1＄有色畝■＋斯戚Lない怖■

各擬作及び作案における所要時1mは．現場への移動時間．作業嚥境，作柔時間等を零座した想定時間として記鞍する

聖
声
己
当
出

第7．1．1．4図「2次冷却系からの除熱機能喪失」の作業と所要時間

（主給水流量喪失時に補助給水機能が喪失する事故）
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主蕪気大気

奪撒d#
原子炉格納容固

格納容湧スプレイリング

凰外排出

1，
主蕪虹
安全弁
一大気

海水ピット
郭より欄助給水

タンク
患料敗轡

用水
タンク

内
格納容回再禰画
ユニットA､B

しぎｸﾄ闘触棉構

格鎗容魁再掘田
ファンA,B

冷却
コイル タービン

壁竺吟坐
水ポンプ
睡猷唾釦
元弁

タービン

壁竺吟坐
水ポンプ
睡猷唾釦
元弁

愈動檎助給水ポンプA

蝿 型
タービン動檎助給水ぷﾝプ
蝿 型
タービン動檎助給水ぷﾝプ

虹動総助給水ポンプB

加応昼
達がし弁B

… ＊…＊加呼昼
安全弁

霧撚
’
一
一加

圧
盟

蒸気
発生器

蒸気
墨牛翌 蓄圧

タンク
墨 価序盤達がし

タンク膠
１
１
、
＊

原子カ
ー容器 冷麺A謬驍

鞠胃
容器

;騨碧※
材材

※

癩鹿B露轄

羅覇G_

遷鯉奪頁←←←↑

毒
一

一↑

獄“ 充てん
ポンプC
充てん
ポンプC

格納容昼
再佃虞
サンプB

格納容圏
再循画
サンか

角

注：下等瞳段計遮串対塾童睡から追加

した賦個であることを示す

※:RCPシール部が機能維持している場合は，加圧器逃がしタンクへの漏えいとなる

第7.1.2.1図「全交流動力電源喪失」の重大事故等対策の概略系統図
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蝿
識
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妙
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》
》
礎
恥
搾
神
極
秘
室
力
位圧

畷
塞
合
垂
唖
圭
輌
榧
搾
潅
潅
位
琳

》
“
》
》
恥
》
州
幟
岬
》
》
櫓
》
悔＄

葬
失
き
ｊ
８
３

｜

の
に
で
寵
が
る
４

正
伝
虹
可
示
よ
※

べ
運
受
用
指
に

丁
独
ら
使

，
単
か
は

熱
恥
唖
函

艮
，
発
淀

が
は
ル
直

観
に
ゼ
用

魂
繩
↑
蝿

外
典
デ
く

１悪

鬮（鵜譜）
（0秒）

ｰ全交涜動力勉厘喪失壷】‐

(同時に原子炉補侭冷却概陸斑失，
RCPシールLOCAも仮定） 咽

□
Ｃ
Ｏ

操作・確毘

プラント状態（有効性評置）

判断

緊急時対応要員の作粟

運転員及び緊急時対庵要員の
共間作粟

唖
殴
》
鰯
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
岬象事く

1次冷却材ポンプ電瀕愈圧低
原子炉トリップ

タービン動補助給水ポンプの起動

及び補助給水淀旦鐘壷の砿認※2
『・・一．．

1次冷却材漏えいの兆候がある壷4

Y“
匡亙ト叫恥

全交流動力姓源寅失時}こ補助給水

機龍が頁失した場合の手順へ票7

大破断LOCAでない峯日

蒸気発生器への補助給水がある“

●
ｂ
■
ｐ
Ｐ

・
式
一

一
プ
却
》

一
》
》
》
一

一
院
押
一

－
，
一
，
一
，
麺
，
一
一
幅
》

<“分）､
:ー･塞弐
1発垂塗I

：愈源供
一●●ーC◆

内

1次系圧力約1.7唖[gagc】
（1次系沮塵2蝿℃到達）

５
６

※
※
１
・
・
１

◆

◆
幻
了

医
簿

・
乱
記
岬

一
充
凪
の

■
〃
■
■
、

ｒ
ｏ
ｐ
・
Ｉ
Ｃ

全蒸気発生恩
8岬h以上あ

7．1運閣

おそれがあ層

7．1．2

外郎愈源良少

1次冷却材圧力

(1次冷却材腐型側酒度（広域））維持竃12

主蒸気逸がし弁による

2次系強副冷却竃BTの再開

充て刃ポンプ（B･自己冷却

による代嘗炉心注水幾18

角 1次冷却何比刀

(1吹冷却材商沮側沮度（広域）〉維持濃z’

原子炉安定停止状魍輕逓2挺聾

（1次冷却材圧力及び1次冷却材
高糎個適度（広城）安定）

充てんポンプ（B，自己冷却式）による
注水停止及び高圧再緬環開始峯訂 高圧注入ポンプ（B，海水冷却）

冷却水通水及び

格納容馨再価邸ユニット〈A及びB）
込卸＊悪士、凸占豪詞姦訂格納容器再舗威ユニット（A及びB）

のダクト開放樋構の作動寮湧
ツト（A及びB）

膿の作動寮湧
一

ツト（A及びB）格納容器再緬戯ユニット（A及びB）

による格納容既内自然対湾冷却闘鮒

による長期冷却唾型及び愈源股偏等
の復旧操作鮫綻

※28：格納容酪再循環ユニット（A及びB）のダクト開放機幌は，原子炉格抽容畢廻庇約11“（原子炉格納容畷の最高使用
圧力(0.283ma[gage]》到達吟点の蒸気分圧に対する飽和楓度132℃に裕度を考慮した位）にて作動

第7．1．2．4図「全交流動力電源喪失」の対応手順の概要

（「外部電源喪失時に非常用所内交流動力電源が喪失し，原子炉補＃
の喪失及びRCPシールLOCAが発生する事故」の事象進月

原子炉補機冷却機能

の事象進展）

10-49



別紙10-7-8

｛

響
全交漬動力旺醒慶失竃t

(同時に原子炉補樋冷却機侭
喪失も仮定） 唖

□
Ｏ
○

操作・碗偲

プラント状態（有効性評伍）

判断

緊急時対応要員の作葉

運転員及び緊急時対応要員の
共同作業

1次冷却材ポンプ電海亀犀妊

原子炉トリップ

タービン動補助給水ポンプの起動

及び補助給水流丑磁立の砿配豪Z

『■・‘■ー■・

ー■■－■●早期の愈源回復が不能豪3、

，心職淵灘繍駿9

N⑥恥 恥

､の兆候がない※4

Y“池s Yes

全交淀動力…失時に大破断
LOCAが発生した場合の手順へ叢9

全交流動力蝕源寅失時にRCPシール
LOCAが発生した鶏合の手噸へ豪6

両 ＃
Yes

Nb”分以内IZ電漣同衡
の見込みが厳いが厳い

■■■■■■■■■■■■■

Y“
■■■■■■■■■■■■■

】瞳し■'2内

蕊
7．2．1．2格納容鰹過氾破損

外部冠源良失時に非常用所内交流動力電原が喪失し，補助給水機能が宴失する率故

冤扇累蚕雨燕珂「､蕊ﾓｽ尿シデ．1

厩罰!(｡｡灘郵謹)i
素両一)※5:全蒸気発霊鞆.､-..-.．

補助給水流量の合計
値が8艀/h以上ある

罰房葹爾冨而司ことにより判断雪
（30分）

(約63分） 篭篝簔（

l発矼装低による：

塞鷺唖蛾即坤豊0..I ｌ
ラ
フ
起
効
上
ず

１
気
の
有
缶
せ

二
排
ン
は
評
慮

ア
ス
ァ
動
性
考

Ｉ
一
■
■
■
●
■
』
■
■
■
■
●
画
■
■
■
、
■
一
■
■
■

筵篁」｜「郷]1噌繍上｜
※6：7．1運転中の原子炉における重大事故に至る

おそれがある事故
7．1．2全奏涜動力敵源喪失

姓印電源堅塁瑚壁＃恩顧肉交璽争力愈型が‐I有効性

岡監判断竃【5補助給水流母

捕助給水系による燕気発牛躍水位画整

1次系圧力約1.7M閲〔g圏g⑧］

（1次系温度208℃到逮）28時間）

110分後
1の繊作
Iを仮定

|聯聯]!･xt魚万;:!駕獅割譲灘萄圧ﾀﾝｸ…圧力以下震で急連に低下している場合
鰯辮鋼蝿職liア‘』‘儲舗容…酸璽大破断LOCA時に低呼沈入擬能，厩序注入機龍及び櫓納容器スプレイ注

1次系沮度・圧力の維拘判断豪19
7．2．1．1格納容認過序畦担

大破断LOCA時に低呼沈入擬能，厩序注入機龍及び櫓納容器スプレイ注入撮飽が
頁失する事故

※10：主蒸気逃がし弁は人力により1次冷却材圧力計掘示を1.7唾[gage】（1次冷却材
恋浬侭氾度叶（広域）柑示208℃）に維持できるよう開度飼整を実施

※11：1次系圧力が蓄圧タンクの保持圧力以下となれば，蓄圧注入系による炉心注水が行
われることを確麗

※12：90分以内での交淀動力愈源の復旧見込みが雄い掛合，事象発生後から24時間以上に
わたり立沈可源を供給するため，不要負荷切陛し等を実麿

※13：ジルコニウムー水反応等により発生する水素が，アニュラス部に滞圃することを防
止するために事蜘に起動

※14：有効性評債上，事望蔓牛掻から24時間までは回復しないことを想定しているが，実

際の操作においては以下のいずれかが使用可能となれば給愈を開始

・空冷式非常用堅電婆研

1次冷却材圧力
(1次冷却材高廻個泗庇（広域））維持東'9

蓄圧タンク出口弁閉止判断壷”

－ 戸
蓄圧タンク出口弁閉止

『動I瀦騨置上）
18時間）
10分後

の操作
を仮定

18時間）

I

主蒸気透がし弁による
2次系強朋冷却奈加の再開

｛蝿鰡欝侭1：議職蓋蕊蕊繍蕊鰐懸撫鑿無謝"）
※15：蒸気発生器水位が狭域水位計桁示範囲内で上昇傾向にある等，補助給水流丑函整の必要がある場合，蒸気発生器決壊水

位計指示範囲内に維持するように岡楚

※16：醤斌池充虹時に発生する水素を排出するために起動
※17：補助給水ポンプの水源碗保方法

有効性評缶上，中型ポンプ車による補助給水タンクへの補給を想定しているが，実際の操作においては以下の方法でも
水源硫保が可能

・2次系純水タンクへの水源切曾
・淡水タンクからの補給（中型ポンプ車等）等

※18：大破断LOCAへの進展の可能性を考慮し敢個（炉心注水又は代替格納容嬰スプレイとして使用）

※19：茜圧タンクの窒素ガスが1次系に流入するのを防止するため，1次冷却材圧力計揃示を1.”a[gage]で維持

※20：1次冷却材圧力計柑示が安定（1.7”a[gnge】到逮）すれば．菩圧タンク出口弁を閉止
※21：主蒸気述がし弁は人力により1次冷却材圧力計揃示を0.7”a[gage］（1次冷却材高沮側沮度計（広域）桁示170℃）に

維持できるよう開度田整を実施

※22：充てんポンプ（B，自己冷却式）の珀備が完了し，蓄圧タンク出口弁を閉止すれば炉心注水を開始
なお、加圧碁水位商・低蕃報が発侭しないように注水丘を爾璽，又はポンプを起動停止

※23：1次系の潮えい停止圧力であり，タービン動補助給水ポンプが運転継続可能な圧力に余裕をみた1次冷却材圧力計柑示
0.7迦回[直age]で維持
なお,崩壊熟が小さくなり2次系からの除熱且も小さくなるため主蒸気逃がし弁を微々に閉止
また，1次冷却材圧力計揃示0.7岬a[gag⑭]維持以降，長朔間2次系にて冷却する場合は，タービン動補助給水ポンプか
ら，愈動補助給水ポンプへ切特

※24：状態確哩は以下で砿認

・1次冷却材圧力計相示0.7”a[gage］（1次冷却材寓沮侭氾麿計（広域）柑示170℃）を保持
・加圧器水位維押

※25：主蒸気逃がし弁開度詞整により1次冷却材圧力・握度を維持でき，1次系保有水仕（加圧器水位）が安定した時点（約
34時間）を原子炉安定停止状態とする

蕊262砥動補助鈴太ポンプ及び主蒸笂藻がL弁開にて1次系の沮摩を低下させる

八
1次系圧力約0.7"a[gag､］
（1次系温度170℃到達）

約34時間）

1次系沮度、圧力の維持判断蚕23

1次冷却材圧力

(1次冷却材高沮偲沮度（広域））維持聖郵

原子炉安定
(約34時間)’ 原子炉安定停止状態砿淫寮24寮湧

(1次冷却材圧力及び1次冷却材高温
何週塵〈広域）安定）

下長期対策

蒸気発生鴎による炉心冷却の継綻豪調
（原子炉補磯冷却水系が復旧すれば

通常のプラント停止操作を実施）

第7．1．2．5図「全交流動力電源喪失」の対応手順の概要

（「外部電源喪失時に非常用所内交流動力電源が喪失し，

原子炉補機冷却機能が喪失する事故」の事象進展）
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） ）

経過時間（分）繊過岬間（E引司）

(1，0”601)〔】】20,",802'02402703003303"390&,20.,50.,Ro((,03n
備考必蕊な要貝と作菜項目

7率象蝿生
11

111次冷却材ポンプ
I祗源唾低｣原子炉
Iトリップ
Iプラント状況判断
l全交流動力趣源礎尖判Wi
I▽

1，』』,ロロロ’＠ノノ,，▽4時間後からI封#外の藩貝が発冠所に参無里
喪員（名〉

(作裳に必要な妥風数）

【】は他作裳後
秘動してきた哩貝

乎瓶の内容

(下線は打効性評価上雰瞳する作業内容）
手甑の概要

▽約11時間
＠補助給水タシ ク姑湛

I 坤分．‐_‐‐－－－●アヶ･やスルー1，歓偲作毒 .胸】馴分で中慰釈ンブ取水

廼旧作璽f$可唾
アクセスルー

ト確保
緊急畔対応密員

‘15分’Q継料姉鱗韓§涛ｦイン砿偲作派 崎195分で唖[白町卜重油祁
ﾖ等壺管笹川可走

’6嘘

一
●中瑚ポンプ班進科補総雛胸作垂fF『”ml ぐ

【3】緊急時対応雲閲

●中卿ポンプ派継料緬酷瀧個作諏IF1..32,→10，1

●欲郷の斡撲作謹ｲF1割ｳR1-1nml
彦戴兇生礼時間仏から顔

色野対応穏禺'二で蹴科随

輸準惟作竃牙循い。4”

問岱以蜂は鑑襲喜貝にて

晩創繍衿串偏作鷺及び懲

叫櫓稔仰な金1ラリ

●巾噸了)!シヅ菰への朧勵

●中醐ポンプ砿への継料袖給作葬燃料補雑

穆兆露i可 ●零冷古非鱗In聯缶轄摺継錘如濫荊傭作拳（F1“R‘1,-4.1N、R､）

●駄料の純推作拳作IjMmnRm1

l15分

｜鰯サⅡ適宜実施

■狸冷式劒櫃描剛雅祇繼掛への韓劇I

●奉冷式非繕川聯漱鉢間への砿料楠絵作家

威］
1

|淑醗’●螺辱l拙薪への芽必聯I胤与側･祁研作家

I25分’●中靭ポンプ節縦侃作殺

●ホース輔醗作謙

●中堀ポンワ･順紀軸秘惟

●械助姶悲"ン〃への城誇秘作

●楽嫉糎ﾊﾔ櫛作

II'5分緊急時対応要員 6

櫛助給水タン
クへの揃輪

クセスルート相旧存苛

雨
''5分

’ 適 鋤 鞄 ’

｜÷ '1”分’』
Ｃ
ｌ
画
」

1

通振興G‘】I 1Z］

ヨ
＜ユ

壁函誌
金提群廻所へ移動・ド彬材諏獅作兼

塗イヮ舎騨職1

●ホース輔動作準

●中酎ポンプ敢紀別I恥作

●漁鈍永批鈴抵俺

【61陥納潅器再循

環ユニット

（A及びB）

海水通水及び

高圧注入ポン

プ（B・海水

冷却）冷却水
通水

トー‐

華
充てん可:ンプ（B，自己冷却定ト
ヶィスタンスピース取付瓦騒唆品名邨伽緊忽吟対応唾員

適立実旛－‐一

L=割更調 -’
尚水取水用水平
ボン奉椛!〃成

拠作翼変幽聡、

アン七ユノトート夜旧を竃

症
●輝永孫から臓手娘補齢冷却 水 県 へ ■

■
■
■
■
■
頁

Ⅷ
一
脚
一
四

雁塵
夷厘俊
g必43齢

のデゴスタンス群一弐耐ff4 弘 化

●稚納室雑諏祇識ユニットイA乃祁H1識永乃7K沸序

沖入ポンプf、溶永冷却）淵却永彌水鑑緋裾腓秘作

『
20分

運鱈員CG，11

通艦貝G、】I 軒
ｌ
ｊ
勺

蒸臘蕊溌聡鋸冷農'麺】名恥酌
I型0分’ ｜適童湛腫確認 |I●訂柵靭淑rr曾卜細塗酬f縦f内窪架

両編喝ユニ,.，ド､入、／llln印､【間ｲ‘十郷作

且ホース輔”権窒イF1”m-1nm冊睦録内1

’
｜
’

｜ ‐卵分’It曽絡岫芯録弐フl･イボンブ
品晩娯成誕睡眠盟名移動参災饗員

緊急時対応唾員

一
一
脚

使ﾉH済潅料ビ
ットへの注水

クー障えルート慣l閲警苛
外一蹴据附1）ぐ一 |･如分一’|･如分一’ ‘蚕

｜讓釧||齢｜●仲川泰紙糊背〃卜への捧太概作

11■■■

●アニュラス空気河循環系弁作動用窒素ボンベの披綬＜」IヨーM

要嘱蜜
1毛移因

拠転遇
1毛移砥

｜ 適庇塞施

120分
、
一
ｍ

遮鱈員Gアニュラス排

気ブァン起動

鯆偏
[鞄

及び空気供鮪操作

●アニ桑ラス空気秤術環系統僻成拠仙

睡勘ば有訪睡評掻上零偏

･世DJ
115分

運伝員C

前'零」
司

’5畷’Q中心細獅毒撮割空調系ゲンバ治鳳･耐付秘ｲ1中央制御室換

気空訓系微I(1
参堆哩員

聖
津
ｇ
４
と

増傭出来淡飾突施
一

飽瓦幅湿ユー･ノトfA茄

●海水賊水川水中ポンプ設置作羅
参無要員

遮転員C、G、H

’
一
回

原子炉補観冷

却樅龍彼旧

起齢漣榔勤健解伍上考思
世or

爽晦供0格納で舘阿循閃ﾕﾆﾝﾄ（A及び、）通水
及び窓便沌入ボンｿ“．I進水冷却)荷E姉通水

糸秘呪嘘後半へ卯、
＜」 ↓二 及び芯r歪沌入ボンソ（n．鹿水冷卸）冷母水通水

糸秘呪嘘後半へ卯、
●海水蚊水川水中ポンプ系綻鴨成操作 ぐ

『
Ｉ

※上紀要員数は4時間までの作業の最大要員数である．その他，関係各所へ巡絡を行う迎絡責任者等4端を碓保する。

※各操作及び作業における所要時間は，現場への移動時間‘作業環境，作難時問等を考嘩した想定時間として記載する“

｢~－~］:有助住解題上対慮十ら作庵厘晋琵琶罰:窃既怪岬僅上琢感しぃ､作扇

第7．1．2．6図「全交流動力電源喪失」の作業と所要時間（2／2）
(外部電源喪失時に非常用所内交流動力電源が喪失し，原子炉補機冷却機能の

喪失及びRCPシールLOCAが発生する事故）
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必璽な要員と作議頂間 備謝

11

▽30分

I U U O

2吹系強側淵御州始

▽約63分耕賑注入系作動

I OU〃UIIIlIl
▽4M"Ⅲ1機からは柵外の聯側が穐敢所に“l堅

÷=

▽約28吋1W）】次系圧力約1.7M1泊
（1汰系沮庇209℃）到逓

▽約2“ml2汰系熟Gﾘ冷却阿側

▽約34岬川砿子炉宏定停止戦態到過
1汰系圧力
約0.71脚到遼

7事狼発生
’『1次輸却材
Iポンプ“芯H

要員（端）

(作業に必要な要貝数）

【】は他作菜後
移動してきた蕊員

手l帆U〕内容

(下紳は布効性評価上常倣寸･る作案内零）
I低』鰍子炉

Iトリップ

|童更鰯舟総蝋卿

手賊〃､概要

▽

●方針於定・外部との連納・プラント全体髄挽他

●当直畏袖怜・操作揃示・プラント監視他

当泣美
一

副当直長

凸
９
４
■
Ｇ
ｌ
ａ

C争奪飛電カカ甜瀧専弊馳叙

●臓干炉向動体112碗鯉 10分
状 況 判 断 運転貝

昼タールダン軸如1V'鈴永ポンプ紀軸・郷lU1鉄未那掛馳恕

（中央制御竃確艶）

LI25分’ ''5分●叩過維竃h／所内鍬溺慨狸吟斌抽個処作

（現鵬搬作）

Q型塑沈動／迩冷式報娠川鞠耐轌屑妃軸輪幽

司
運娠員B，C

緊急時対必要員

一
毒
１ 蝋』愈源確保作業

唖 I 適葹殖鹿

(現猫燥作）

●列'鵬維軸／奉茄舗詫氷!.非剛・噸呼興翰栂作120分｜

（現場挫作） 「可壺11
11""l-I●頭蝋維軸／獅肋鎗永縮岳騨鞄郷惟8

（現場操作）＜ョ0

●叩過秤動／再侭pシールI削係繍隅離郷作句40分

.…鋤/充てん鵬ﾝブ(圏.‘己…|迩卜|!_唖－1
（現椙操作）

ディスタンスピース取付提作

（現醐挫作）

●現場移動／充てんポンプ（B‘圃己冷却式）壁I

閥
系紘桶成．系維水張I】拠作

（現鍋撮作）

●現場移 動 ／ 充 て ん ラ イ ン 流 簸 項 整 操 作 ‘ 戸

（現場操作） 11

幅副
●現椙移動／代替格納容錺スプレイポンプ垂‐

系統傭成燥作

（現場撮作）

●剛埋繩載／商涛凸荷切鰯1"榔作ぐ－1

前
（1次系針装壁室（中央湖御室に瞬接）》

●、畑雄軸／講祷仏薪切鯨1‘乃祁蕃裁油切塩蝿作

（現娼撮作）＜土|ﾄｰｰ

●列1鶏維軸／奉正舗琵氷1.非棚・蝋呼鋼轍栂作

（現場挫作） 「可壺司

週迩実施 主菟笂迩がし弁の人力で

函畏M二よる蒸鷺発生

蔭陸使胴した2次系強副

冷却を幼分或で仁働始ケ

ろことがでもろ△

運転員D‘E‘F ３

2次系強制冷
却 適宜騨漣

運転員F 【1】

RCPシール

関係等隔離
運転員C･H

⑪
】

’翼塩役．海水糸仏oら知子炉俄僅衲鯉求晶｡､の
デイ兇タン頁ヒロー沌圃ffへ.3名08齢35分：傷|鰐幾蟹艇謝獺驚鰐:鰯.､”’
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唖３
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緊 急 蹄 対 応 要 員 4

胃
Ｃ
ｌ
画
図

充てんポンプ

（B，自己冷

却式）による

代審炉心注水

ド
夷竃憶.稲細石密阿佃慮ユニットい及びB)色水

及び副雷嵯入ポンプ畑，卿水冷釦）耐“通水
堀状桐旗｡、1躯牌畿

全 9段に存働性jr鷹上考電
をザ

運転員B，C 12】

壷官巽施

円運伝員B 【1】

距
庁

寓蝿侭.1酋峨有固再捕■ﾕﾆｯﾄ(八及びB》通4

尺“IE注入噸シプ（凪。梅＊冷蝿）跡錦*ぬ＊
罰喰碗皮へ望名ｻ齢

6

0代替搭納容器

スプレイボン

プ 準 備

T 屈齢Iえ荷鋤睦7彊上竜辺

睦ず
12】運転貝G，H

運繧員B 、
一
四

直流負荷切懸
し

’
修鰄回再細面ユニ申卜（八尺【〆、》地柑
凡ぴ喪応1k入理ﾝプ（B‘海水冷切）冷如ﾎ通1、

顛碇嘱皮捷手夷晦IQ､1端仰帥 目M』塑運転員B･H

’25分’ '''5分曵容漁弐兆強剛嘩諏等瞬捕編珊が墨⑩鳩作

鵯篭
●代秘格納容器スプレイポンプ系絞偶成操11

●椛納容器再納露ユニット1A及びB）通水及び高圧

注入ポンプ（n．海水冷却）冷却水通水茶漉禍成燥作
充てんポンプ“･同己

市鯉幻吻姪鈷につち､で

'＆荷感性邪橿上号患せ

ず

アニュラメ佛貿ファンの

睦麟阻布効栓評胚上零窓
鮨『

M笥誘
●蓄冠池室排笂ファン起動傑作

●欝庄タンク出口非間止挫作

中央制御室
機作

運転員A 】

1;5分●充てんポンプ（B、自己冷却式）起動拠作

聖
声
ご
’
千
舌

鴨
●アニュラス排気ファン起動操作

【中央制御証操作）

※上記要員数は．4時側までの作業の最大要貝数である。その他，関係各所へ述繍を行う遮紺責任者等4名を確保する．

※各操作及び作業における所要時Ⅲlは，現場への移動時問，作業環境．作業I聯柵群を考慮した想定時朋として肥戦する．

と御幼砥f鋸上考亀LないIド皇
一一一一一一』■■■|:何鋤性IF畦今“も作最

第7．1．2．7図「全交流動力電源喪失」の作業と所要時間（1／2）

(外部電源喪失時に非常用所内交流動力電源が喪失し，原子炉補機冷却機能が喪失する事故）
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第7．1.2.12図漏えい流量と注水流量の推移
(RCPシ'一ルLOCAが発生する場合）

1．0 -RCPシール部からの柵えいのクオリティ

自然循環の停止に伴うダウンカマ下|嫌流避の減少及びダウンカマ

／下部プレナムにおける減圧沸騰により蒸気が低温側配管を経て
0．8

ー漏えい口に流入すること， 自然循環の停止により漏えい口への冷

却材流入量が減少することにより，一時的にクオリティが上昇

!’ク
オ
リ
テ
イ

へ
0．6

O.4 充てんポンプ(B,自己冷却式）による炉心

への注水開始による低下（約2.2時間～）

細朏柵州仙伽伽“

(－）

0．2

0．0

8 12 16 200 I 24

時間（時）

第7.1.2.13図RCPシール部からの漏えいのクオリテイの推移
(RCPシールLOCAが発生する場合）
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l.0

|醗蝋鯛燕棚弐)によ…への
内
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ｊ
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率
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0.6

0．4

0.2

0.0

0 244 8 12 16 20

角

時間（時）

第7．1．2．16図炉心上端ボイド率の推移

(RCPシールLOCAが発生する場合）
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100

タービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水に

より水位は回復するが，主蒸気逃がし弁開操作に伴い，1

次系からの除熱が促進され，再度水位が低下
角

80

ｊ

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
％く

60

40

崩壊熱の低下，1次系保有水量の減少による蒸気発

生器2次側除熱量の低下，補助給水の継続等により

蒸気発生器2次側水位が回復

20

0

20 24160 4 8 12

八

時 間 （ 時 ）

第7．1．2．22図蒸気発生器狭域水位の推移

(RCPシールLOCAが発生する場合）
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0.0
1015202530350 5

時間（時）

第7．1．2．35図炉心上端ボイド率の推移
(RCPシールLOCAが発生しない場合）

r垂、
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100
タービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水

により水位は回復するが，主蒸気逃がし弁開操作に伴

い，1次系からの除熱が促進され，再度水位が低下八
80

2次系強制冷却の再開（約28時間）により蒸気発

生量が増加するため，蒸気発生器内2次側器内水

にボイドが増加することによる一時的な水位上昇

ｊ

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
％く

、
60

40

崩壊熱の低下，1次系保有水鼠の減少による蒸気

発生器2次側除熱量の低下，補助給水の継続等に

より蒸気発生器2次側水位が回復
20

0

10152025303550

角、 時間（時）

第7．1．2．41図蒸気発生器狭域水位の推移
(RCPシールLOCAが発生しない場合）
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有効性師日上

原子炉補樋冷却槻鹿良失

原子炉補鯉冷却水ポンプの全台停止等により原子炉補樋冷；凡例

”給水ﾗｲﾝ誕量計繕示…“朕あることにより綱;[二コ：拠作･敵鱒
却樋嵯が良失し，原子炉手動停止を判断

以下の("_ﾀの蜜…化し､!…側の鰯えぃ雛:(二）：ブうﾝﾄ淡懲{禰競…）
助給水涜低の確立を確認

；くこ二〉：判鋪ないことを監捜

・格納容器内圧力及び温度、-...........,
．格納容器サンプ水位"::緊急蹄対晦要貝の作婁
・格納容器内モニタ：．…･･…･…’

．l汝冷却材圧力;r...~..l:運転貝及び緊急的対応便員の共同作窺
･加圧器水位i...S.競患:.:..……...…......…..…..….…...........….….…
・蒸気塾生要水位．圧力等

岸悪霊悪霊謬引I繍謡割※‘:篭窒繊鐺勤鉢櫨…叶…"‘

１
２
３

燕
※
燕

タービン助補助給水ポンプの起動

及び袖助給水淀且確立の確鯉書Z

蹴子炉揺園冷却硬唾田夫の判断

浄心の軒しぃ桐協及び格納恵固砿欄
を防止十る竃伝手画の適用一

恥 Y“

蕊
(ｧ鰯魂鰡職劉1蝋纈遜維熊｜
鴬s:紬雛騨感|鰯琴騨騨撒｜

ある事故一・・一・・一・・・…･･……･…･････’

7．1．2全交捷動力電瓜

良失

外部電沮賢失時に非常用所内
宴誕⑪力圃鳳が良失し、原子

炉補樋冷却樋旋が良失する取
故

Y“

補助給水機能が

良失した塔合の手噸へ擾6

恥

胸S

幽少｢詞

角

|喬蕊墓｜
ｰ．｡，■■■

正一
I充てんボジﾗ．．！
:(B，自己冷却式)．
Iの準個が完了！

(約38分）

芦 器扁
約52分）

蕊
水閲始

※25：補助給水ポンプの水源砿保方法

有効性評凸上，中型ポンプ車による棚助給水タンクへの補給を想定しているが．実際の機作
においては以下の方法でも水源確保が可旋

・2次系純水タンクへの水源切替
・潅水タンクからの擁鈴（中噸斌ンプ斑郵〕露

1次冷却材圧力

(1次冷却材高温側沮度（広域〉》維持愚lh

岳圧タンク出口弁閉止判断瓢Z

主蕪気遥がし弁による
2次系強制冷却裏lﾕの再開

充てんポンプ（B，自己冷却式）
による代稗炉心沸水奄乢

驍竺簔壽簔箒豐帯(約2.2時

律、

1次冷却材圧刀

（1次冷却材商俎側浬度（広域））維持裏17

刷子炉安定停止状掴確鱒屠L8靴U

(1次冷却材圧力及び1次冷却材

高温側沮度（広域）安定）

扇子炉安定

(約4時間）

高圧再佃唖への切替判断藁獅

下是期対策
(約51時間）

充てんポンプ（B，自己冷却式）による
注水停止及び商庄再掴風開始叢ﾕ’

轟圧注入ポンプ（B･海水冷却）
冷却水通水及び格納容器

再循風ユニット（A及びB）冷却水通水関始郵4

再掴瓜開始叢11

(約75時間）

格納専鰯再佃画ユニット（A及びB）

のダクト閲放樋鳴の作動筆記

ツト（A及びB）

㈱の作動筆記

格納容麟再個副ユニット（A及びB）
による格納奪瞬内自然対漣冷却開始

ツト（A及びB

寓圧再細圃及び格輪容鯉内自然対魔冷却

;二よる長期冷却繊続及び原子炉補樋冷却
設倒筍の復旧操作“

第7．1．3．3図「原子炉補機冷却機能喪失」の対応手順の概要
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紳蝿時間（分）

0,02030405060708090'm((2

経過時間（時間）

4 6 8 1 0 1 2 ( K 5 n
必要な聾員と作 蕊吸目 備謝

l

▽事象兜生
l

l

l

l

lﾗﾝﾄ我概蝿▽

▽"分2次“湖冷却側始▽塾時間後から”外の趣が撒迩淵こふ麹ゞ
』、〃’ロ、ロ

▽約52分1次系圧力約1.7唖睡ge】(1次系温度2唾)到達

▽70分蕎圧タンク“提作完了

I▽約鋤分蓄圧注入系作動▽約22吟間1次系圧力q7M肋[印咽副到逓
▽80分2次系強割冷却再開▽約訓段

▽約4町間原子炉安定停止状鰹封逮I高圧ド

要員（翁）
(作窪に必要な要側数）

I】は他nK乗後
移動してきた要員

手願の内審

(下綴は有効性評価上考腫十ろ作棄内宕）
手噸の璽要

側

裾顕切物

方針決定・外鉱との速締・プラント全体監俔他

当直長補佐・蝋作指示・プラント監拠他

●師子炉如椀瞳知永弾騨劇11鱗

（中央制御室確認）

●災卿移動／制御用空気回復操作

（魂“僻）’錨に
●現場移動／原子炉袖樋冷却機能回拠撫作，－－

（現場操作）Ⅱ’

_i鯛息｜●、蝋鞄軸／士輩毎挑が！､弁HH・’1W暇調難細作

当極長
一

剛当度畏

！
Ｉ

忰塑状況*ﾘ断 運伝風

泗武実胸I制御川空気回
1M

運艦関B･（ ~

'．

原子炉棚腿冷
却樋施回掴

遡帷風G‘IゞI

’20分’●、咽鞄軸／士悲気挑が1．幸HH・Iln暇調斡4蝋作 適宜実施

r一

主菰風洛がL弁9』人力で

『》阿胤Iドに上る雅腿兇位

鶴を腿用した2吹踊強刺

冷甸缶刈》没ご膜閃始,ヶ

芭二とがでせる‐車
運娠員D，E，】

迩艦員F

再
９
１
口

３
｛
１

『
Ｆ
１
６

（現場操作）

●鋼‘珊穐軸／鱸肋松ポ漆母鯛鱒抵作

（現場操作）

■
Ⅱ
■
■
８
■
ｇ
Ｂ
ｄ
ｎ

2次系強制冷却
l何化蝕 適宜実施

実施後，陽水系から殿子奴間蝿冷婦水系
･記のゲィスクン禿ビス政f,卜､･1鼎移動' 1 躯 分 ｜ ト ー → I●”鵬縦軸／孝子人‘ポンプf、白戸冷祁香リ

デ梨スタンスピース1勵付挫作粥惣1W対応腿仙 4 I

（現場雑作）

●卿鵬雄軸／群でんボンプイ､白戸冷却費）

蕊緋媛沸累嫉永覗I】抵咋

（現場操作〉

●充てんライン流最調盤擢作

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

充てんポンプ

(B，ロ己冷却

式)による代幣
炉心注水

骨
ｏ
ｌ
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第71．3．4図「原子炉補機冷却機能喪失」の作業と所要時間（1／2）
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第7．1．34図「原子炉補機冷却機能喪失」の作業と所要時間（2／2）



別紙10-7-18

冷却材喪失(大破断）

(同時に格納容器スプレイ注入機能要失も仮定）
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第7．1．4．3図「原子炉格納容器の除熱機能喪失」の対応手順の概要
（「大破断LOCA時に格納容器スプレイ注入機能及び

低圧再循環機能が喪失する事故」の事象進展）

10-61

衡効性評価上の作動状況 事象尭生時 再砺雨切替後 是期対鯛

交唾iと入ポンプ ○ ○ ○

僚呼睦入ポンプ ○ × ×

格納愈口スプレイポンプ × × ×
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第7．1．4．4図「原子炉格納容器の除熱機能喪失」の作業と所要時間
(大破断LOCA時に格納容器スプレイ注入機能及び低圧再循環機能が喪失する事故）



別紙10-7-20

蕊
主給水流且喪失

(同時に原子炉自動停止機能喪失も仮定）

蒸気発生器水位の低下

原子炉自励停止すべき状態へ到逮蕪’

原子炉自動停止機能喪失判断蟻2

11

順
手動による原子炉停止手動に

炉心の薪しい掴傷及び格納容器破損を
防止する運転手順の適用

一
一

原子メ

して

原子炉停止

している
手動によるタービントリップ

多樺化自動作動詮

(ATWS緩和股備）作励獺3 タービントリップしている

Yes

◎

原子炉停止している

内 自動作動の碗腿暇4

1次系温度及び圧力の上昇

反応度帰還効果による

原子炉出力の低下を“蕪5

加圧器逃がし弁作動状況の砿腿

主蒸気逃がし弁作動状況の剛隠

1次系圧力が抑制されている
ことを碗腿鞭6

ほう酸水注入判断豪7

ほう酸希釈ラインの隔離実施蕊8緊急ほう酸注入開始顎8

中型ポンプ車による

補助給水タンクへの補給蕊'＆
原子炉未砿界状態の碗露鞭9

角
停止ほう素濃度を滴足蕪'0

原子炉安定停止状態碗昭

（1次冷却材圧力及び
1次冷却材高廻卿圓度（広域）安定）窪'2

1次系減温，減圧開始鞭1コ

以降，原子炉格納容器の冷
却については，原子炉格納
容器雰囲気の状態に応じて
格納容器再循環ファンを運
転し，継続的に行う藻'6

余熟除去系が使用可能蕪'4

余熱除去系による
長期冷却継続壷'5

第7．1．5．3図「原子炉停止機能喪失」の対応手順の概要
（「主給水流量喪失時に原子炉自動停止機能が喪失する事故」

の事象進展）
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内

八

負荷の良失

(|可時に原子炉自動停止機能喪失及び
主給水流肚喪失燕'も仮定）

蒸気発生器水位の低下

原子炉自動停止すべき状態へ到達豪2

原子炉自動停止機能喪失判断蕊3

頚霧雨書1
1－■ローーーーロー＝■－－．■■－凸

『両悪一､N｡

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を

防止する運転手順の適用

多襟化自動作動盤
(ATWS綴和設備）作動窪4

手動に手動による原子炉停止

原子力

して

原子炉停止

している

自動作動の確認蕪5

1次系温度及び圧力の上昇

反応度帰還効果による
原子炉出力の低下を砿認蕪6

加圧器逃がし弁作動状況の確認

主蒸気逃がし弁作動状況の確認

1次系圧力が抑制されている
ことを破認蕊7

ほう酸水注入判断燕8

緊急ほう酸注入開始裏9

原子炉未臨界状態の確認蕊10

停止ほう素濃度を満足藻'1

原子炉安定停止状態確認
（1次冷却材圧力及び

1次冷却材高温側温度（広域）安定）蕊'3

1次系減温．減圧開始※'4

余熱除去系が使用可能張'5

余熱除去系による

長期冷却継統蕊'6

ほう酸希釈ラインの隔離実施篭9

中型ポンプ車による

補助給水タンクへの補給燕'2

以降，原子炉格納容器の冷

却については，原子炉格納
容器雰囲気の状態に応じて

格納容器再循環ファンを運

転し，継続的に行う燕'7

別紙10-7-21

手動によるタービントリップ

タービントリップしている

Y“

原子炉停止している
0

第7．1．5．4図「原子炉停止機能喪失」の対応手順の概要

（「負荷の喪失時に原子炉自動停止機能が喪失する事故」の事象進展）
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(有蝋鮒の｝ 凡例

I==]:操作･確認

（－〕：プラント状態(有効性評価）

くこ＞：判断
「．．'~｡．．

l:運転員及び緊急時対応要員の共同作業；
ｰ■・一｡｡

◆●●◆●●◆●●◆･■争●､◆O■●命■争命■凸◆■■●■■■●●■●●■■■■●●■●●■●■■●●■■寺■｡■■ﾛ寺■●■●■■●■■p●■●●■むけb今●●●●●◆｡●◆●◆◆■●■◆●■●◆■｡◆●

中破断LOCAにより，原子炉圧力低による原子炉トリップ，
さらに原子炉圧力異常低によるECCS作動

以下のパラメータにより1次冷却材の酒えいを判断
･格納容器圧力及び温度

･格納容器サンプ水位

･格納容器内モニタ

・1次冷却材圧力

･加圧器水位
･蒸気発生器水位，圧力等

商圧注入ポンプの起動失敗又は高圧注入ライン流肚の指示が上昇しない

繍誕辮価)※4:燃料取替用水ﾀﾝｸへの繍絵方法・1次系純水タンク及びほう酸タンク

畷詞…墓撚欝蒐‘
基呈示黙藷嶋’

冷却材喪失（中破断）
(同時に高圧注入機能喪失を仮定）(0秒）

（約'粟）

10分後のI

操作開始1

及び1分I

間の操作1
時間を仮I
定

原子炉圧力異常低

ECCS作動限界値到遠蕊’

等

る
プ
よ
ン

に
プ
プ
ポ

鴎
号
ン
ン
水

砿
侶
ポ
ポ
給

動
動
器
入
去
助

作
作
機
注
除
補

動
Ｓ
動
圧
熱
動

自
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起
商
余
晒

の
Ｃ
動
・
・
・

肥
Ｅ
自

下
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ

内

妙

(約11分） 主蒸気逃がし弁による2次系強制冷却

〆炉心出口温度計指示殿高値350℃到遠を判断、

庁心の薯しい楓鰯及び橘納容鶴"建"つる運転手順の適用

|荷鵜上’蓄圧注入系作励(約11分）

｜撚上|※‘:螺辮鯛鰯縦
※7：蒸気発生器水位が狭域水位計指示範囲内で上昇傾向にある等，補助給

水流肚鯛整の必要がある場合，蒸気発生器狭域水位計指示範囲内に維

持するように飼整

※8：高圧注入及び低圧注入が機能喪失した場合は，充てんポンプによる炉心
注水を行う

※9：余熱除去ループ流且計指示上昇により，余熱除去系による炉心注水が行
われることを確認

※108余熱除去ポンプによる低圧注入が開始され，1次冷却材圧力計指示が

安定(0.6Wa[gage]到達）すれば．蓄圧タンク出口弁を閉止

※11：燃料取替用水タンク水位計指示16％になれば格納容器再循環サンプ水位
計（広域）指示70％以上を砿認し，再循潔切替操作を実施

※12：低圧再循興への切替

・原子炉補機冷却水ポンプの追加起動
・余熱除去冷却器への補機冷却水通水

・格納容器再循興サンプ水位の確淫
・余熱除去ポンプ水源切替

（燃料取替用水タンク→格納容器再循露サンプ）

※13：状態確露は以下で確認

・1次冷却材調浬側浬匿計（広域）描示93℃以下

※14：事象発生後約4時間後に低圧再循露に切替え，炉心の長期的冷却が可能
となることから，この時点を原子炉安定停止状態とする

※15：原子炉格納容器スプレイ作動侭号が発栖すれば，格納容器スプレイポン
プが起動し，原子炉格納容器の健全性は維持される

-JI蕊灘鶴）

補助給水流趾澗整判断蕊7

補助給水系による蒸気発生器

水位澗整

余熱除去ポンプによる
低圧注入開始

(約31分）

余熱除去ポンプによる
低序注入開始の碗昭燕9

角

蓄圧タンク出口弁閉止判断※'0

蓄圧タンク出口弁閉止（約31分）

以下長期対策
低圧再循環への切替判断蟻'1

低圧再循環開始磯'2

原子炉安定停止状態砿隠盗'3蕊'4
（1次冷却材圧力及び1次冷却材
高沮側沮度（広域）安定）

以降，原子炉格納容器の冷

却については，原子炉格納

容器雰囲気の状態に応じて

格納容器再循環ファンを運

吃し，継綾的に行う豪'5

原子炉安定

(約4時間）

低圧再掘環による長期冷却継続

第7.1.6.3図「ECCS注水機能喪失」の対応手順の概要

（「中破断LOCA時に高圧注入機能が喪失する事故」の事象進展）
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格納容器水素濃度

計測装低等運転
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L,-－－－－0 |■■■｜爾謝卿僅上考感する礁亀※上記要員数は．4時側までの作業の飛大要側数である．その他．関係各所へ巡締を行う述絡責任者梓4名を確保する．

※各挫作及び作業における所獲時間は．現場への移動吟問,作業曝境，作莱蹄剛等を考虚した想定時IMIとして記職する． 聖
声
ご
当
ｌ
圏

第7.1.6.4図「ECCS注水機能喪失」の作業と所要時間（中破断LOCA時に高圧注入機能が喪失する事故）
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蓄圧注入の開始に伴いダウンカマがノズル
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第7．1．6．28図破断流量の推移(2inch破断）
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有効性評価上
凡例

I~~~~~1:操作･確潔

g泰ﾝ‘縦腫…鰯”

の経過時間

（0秒〉
冷却材寅失（大破断）

(高圧及び低圧再循環機能喪失を仮定）

（事象判別プロセス参照）
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原子炉圧力低原子炉トリップ蕊’

※1：大破断LOCAにより，原子炉圧力低による原子炉トリップ，原子炉圧
力異常低によるECCS作動，さらに原子炉格納容器圧力異常高による
原子炉格納容器スプレイ系作動

※2：1次系圧力が蓄圧タンクの保持圧力以下となれば，菩序沖入系による炉

心注水が行われることを確認

※3：以下のパラメータにより1次冷却材の漏えいを判断

・格納容器内圧力及び沮度・格納容器サンプ水位

・ 格 納 容 器 内 モ ニ タ 。 1 次 冷 却 材 圧 力

・加圧器水位・蒸気発生器水位，圧力等

※4：燃料取替用水タンクへの補給方法

・1次系純水タンク及びほう酸タンク

・2次系純水タンクから使用済燃料ピット経由等

※5：燃料取替用水タンク水位叶指示16％になれば格納容器再鋪環サンプ水位

計（広域）指示70％以上を碗隠し，再循環切替操作を実施

※6：再循環への切替

・原子炉補機冷却水ポンプの追加起動

，余熱除去冷却器及び格納容器スプレイ冷却器への補機冷却水通水

・格納容器再循環サンプ水位の碗鱈

・高圧注入ポンプ，余熱除去ポンプ及び格納容器スプレイポンプ

水源切替（燃料取替用水タンク→格納容器再循環サンプ）

※7：余熱除去ポンプの運転継続失敗等による余熱除去ループ流丑の喪失
なお，有効性評価上は高圧再循環機能喫失の重畳を想定

※8：代替再循環開始

・格納容器スプレイポンプ(B)停止

・代替再循環系統構成

・格納容器スプレイポンプ（B，代替再循環配管使用）起動

※9：有効性評価上，高圧及び低圧再循環樋能

良失を想定しており，保守的に高圧注入

｢ 蕊
下を低減するため，商圧注入ポンプ1台

運転とする

※10：状態確阻は以下で硫認

・1次冷却材高沮側沮度計（広域）指示93℃以下

※11：再循環運転時において．1次冷却材商沮側渥匪（広域）は格納容器再循

環サンプ水温度と同程度と考えられることから，格納容器再循顔サンプ
水浬度が低下に転じる約90℃に到遠する時点（約4.7時間）を原子炉安

定停止状態とする

※12：格納容器スプレイポンプ(A)による格納容器スプレイ再禰環により，

原子炉格納容器の健全性は維持される

原子炉圧力異徽低

ECCS作動限界値到達蟻】
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原子炉格納容器圧力異常高

原子炉格納容器スプレイ作勤限界値到達祭’
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蓄圧注入系作動の硫認蕪2

1次冷却材の漏えいを判断蕪3
一

燃料取替用水

タンクへの補給※4
燃料取替用水タンク水位16%到達(約19分）

人
子
Ｉ
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１
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再循環への切替判断※5

再循環切替操作豪6

低圧再循環機能喪失を判断燕7

〔雛蹴蝋灘繍）八
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(雛騨）↓(綴聡）↓〔繍鰯･）
再循顔

樋能の回復操1

再循環撮能喪失に

伴う処殴※9
代替再循環開始蝦8(約49分）

原子炉安定停止状態砿認懸'0※'1

(1次冷却材高温側温度（広域）安定）
原子炉安定
(約4.7時間）

以下長期対策

代替再循現による長期冷却継続※'2

第7．1．7．4図「ECCS再循環機能喪失（格納容器スプレイポンプ(B,代

替再循環配管使用）による代替再循環を行う場合）」の対応手順の概要

（「大破断LOCA時に低圧再循環機能及び高圧再循環機能

が喪失する事故」の事象進展）

10-68

布効性呼伍上の動作状況 事象発生 再循環切替後 長期対策

高圧注入ポンプ ○ × ×

余隅陳去承ンプ ○ × ×

格納容鰯スプレイポンプ（A） ○ ○ 格納容器スプレイ再細顧

格納容圏スプレイポンプ

(B，代岱再笹屋里管使用）
○ 0 代替再侭興
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蕊
冷却材喪失（大破断）

(格納容器再循環サンプ隔離弁開不能を仮定）

原子炉圧力低原子炉トリップ豪I

原子炉圧力異常低

ECCS作動限界値到達頚’

原子炉格納容器圧力異常高
原子炉格納容器スプレイ作動限界値到達蕊’
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燃料取替用水タンク水位16%到逮

再循環への切替判断燕5

再循環切替操作蕊6

6圧，低圧及び格納容器スプレ呵

再循環擬能喪失を判断蕊7
炉心の著しい損傷及び格納容器

破損を防止する運転手順の適用

代替再循環開始豪8(約49分） 再循環機能喪失
に伴う処図登9八

妬
上
ス
す
る
格
ｊ
の
喪
環
格
動
子
使
て

再
価
パ
用
す
諫
睡
睡
織
啄
諦
峠
源
輌
輌
咋

峨
畷
御
碓
醒
原
睦
艀
卵
，
原
系
ら
が
る
に

巳
緬
鰔
癖
鐡
４
繩
雑
硫
轆
魂
吋
酔
画
翫
”

く
る
隔
再
事
・
除
有
る
Ｓ
い
ま
プ
こ
器
到
の

プ
け
Ｂ
巷
で
１
の
る
あ
Ｃ
お
作
ス
る
容
に
述
る

ン
お
プ
代
間
乱
癖
郡
脈
匪
に
謎
騨
か
榊
函
伽
鈍

耗
に
錘
睦
砺
ｒ
納
に
時
ｒ
矢
切
納
し
炉
用
は
遅

れ
剖
噸
灰
鴎
睡

ス
場
再
お
と
※
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「顧鰯
原子炉安定
（約4.7時間）

●●一一一－一－一一一一一

原子炉安定停止状態確認蕊'0蕊'1
(1次冷却材高温側温度（広域）安定）

7．1．4原子炉格納容器の除熱機能

喪失における対応手順の一部

原子炉補機冷却水系による
格納容器内自然対流冷却の錨備溌'3

原子炉補機冷
格納容器内自然戎

格納容器再循環ユニット(A及びB)の
ダクト開放機構の作動蕊'2

ツト(A及びB)の

構の作動蕊'2

(約‘‘綱「燕蕊燕
●■｡●由一一｡●●●｡ｰ●ｰ…●ーー~…乱

以下艮期対策

格納容器再循環ユニット(A及びB)による格納容器内自然対流冷却開始

代替再循環及び格納容器内自然対流冷却
による長期冷却継続

第7．1．7．5図「ECCS再循環機能喪失（格納容器再循環サンプB

隔離弁バイパス弁による代替再循環を行う場合）」の対応手順の概要

（「大破断LOCA時に低圧再循環機能及び高圧再循環機能が

喪失する事故」の事象進展）
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「ECCS再循環機能喪失（格納容器スプレイポンプ(B,代替再循環配管使用）による

代替再循環を行う場合)」の作業と所要時間

(大破断LOCA時に低圧再循環機能及び高圧再循環機能が喪失する事故）
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備毒必擾な要員と作柔項目

ｼ事象弗生,‘,〃’

7約“砂I原子炉圧力低』原”ﾄﾘｯブ
ｹ約‘3秒i原子炉圧力異械』

ECCS作酬閣界1幽逆

|▽*”0秒｢原子炉協納容睡力胤荊高，
原子炉裕納容器スプレイf”W峨限到連

！▽約10秒鴨睡沈入系動作

Uロﾛﾛロﾛ10DBD

v約19分輿，▽踏潔懸癖海僅朋圧ヵ到遥ロ蛎料取替用水タンク水位16％到退
:低圧及〔願圧禰環機漉喪失

Y繍淵辨職Y溌瀞"'“
‘バイパス弁による代卿叩閃；▽約47蹄間藩’

‘蹴子炉淡定停止状態到遺

軽風蝿）

(1旧蔑に必要な要負数）

11似他岬桑後
騨動して心た郷lq

手順の縄容
{下絶は有効性岬価上奪慮十ろ作蕊内奪）

手噸の概要

●方針捉定･外部との述絡･プランI､全休臘悦他鍛
一
岬

１
１ 艦l：『ECCS再扣唄鳳仙闘失（怖1雨間ユゾレ‘ｲホンフ（8．代甘再粥田眼轡砿用》’二よる代暫再側凧佳

げう唱廿）j'二&j〃愚W魂j1阻止の野間でめる．『EEC＄再憾岡威胆鑑堀輪宙註再側揖サンプ
伽唖丹"“（又斧ﾄｰ上目に■坪船田瞥岬う硯台）』隈払いでは．代替P銅国で堕周寸壱段情感向な色
離，紛浬の隅椅と閏町ﾘj艸周で事般用咽暦｡rる･

磯2.『康子､格紛画毎J〕眸椰8蝋聞欠jにjj3fら有雌卯僧上の吟働であるp『E暦返設再11侭凰嵯宛先』
l当』いて侭．再惚■切甘偽作ムで注.係子炉相堀凶ズフレイ篭が作画していることから．康子輝格翰
野崩曜力48段肩腔喝矩力に剥分r5釣鋤2.蘭腫的奉蚊'二比べで1Wくなろ．

Iニ上る代凹再拓RW＆●当肛長繩佐，操作掘示・プラント徽槐他

且侭手続内勤陣I卜砲恕

●礎〔P『弓S作軸状況の確認

伽唖丹"吋（又斧ﾄｰ上目に■坪船岡瞥淵う偶台）』侭秘いては．代替円弼国で
齢，紛浬の隅椅と閏町ﾘj艸周で事般用咽暦｡rる･

幾2.『康子､格紛画毎J〕眸椰8蝋聞欠jにjj3fら有雌卯僧上の吟働であるp『Eご
l当』いて侭．再惚■切甘偽作ムで注.係子炉相堀凶ズフレイ篭が作画している
遍歴力48段高腔喝疋力に剥分r5釣鋤2.蘭腫的奉拉』含腔べで1Wくなろ．

周する醜偏は民な＆

設再11侭凰隆雄』
とから．康霧娼輪10分10分●柊諭痩躯スブレイ作軸張源〃)蒔恕

豆華咋昨ス柔作軸時理

●1次冷却材糊えい判断

（中央濁弾撤磯灘）

週艦糾状況判断

B

i

■閏至》痘陣

１
１
鴎
暦

■
■
■
巳
■
・
■
昼
一
一
一
０

一
篭

二
実

一
繭

幸
適

ロ
■
■
６
Ｆ
■
凸
■
』
｜
ｑ
■

子
｜

｜
Ｆ

８
０侭

、
‐
」
「
；

●現猫移動／港科取菩朋水タンク繍給無緯帰成機作

（現幽縄作）

●慾粁l喚醤用水タンク摘給提作

（中央酬押室織作）

●翼掘遍切醇掛作乃赤蕊堀晒韓搾容嵯到断

（中央閤御室掩ﾊI）

●再論環侭籠喪失時対応操作（高圧注入ポンプ1台運催）

（中央湖抑迩挫1”

Ｅ
Ａ

員
硯
橇
軽

運
週

Ｉ

－厩I
遂科取替用水タ

ンク補緒
1

霊
壁
売

蓮偲貝B再備霊切特 1
氏盛1渉

再編潔樋饅喪失
鴎対応

射応拠翻土有…伍上

奇喧せ-『【】】運軽風1〕

|吹偽 適匝灘施●現場移動／再術議慨能回硬推作

（現場操fM）

吹捲1杉

迩鰹員】 】

再粘謝観能回翻
＜」●再砺環侭嵯回徹操作

迩侭側B 【】I
(中央制，賑【欄作）

骨
Ｃ
ｌ
『
」

嘩瞥読懸
●主蒸気遥がし弁IH1操作 ＜

冷却魁呵轆評催上零慮

依-F1112次系強制冷却 巡鯉員C ●棚助給水流趾調麺拠作
←

(中央制御麺拠118〕

’’5分●鋤埋靴鋤／織納塞梁試掘侭･昨ンプ､脇鰯非バイバズ群

翫溌枠入獅作連他勵G慨納容器灘補殿

サンプB隔離弁

バイパス弁を剛

b,た余鍛除去ポ

ンプ（B）によ
る代替廊鍋環

1

(現掛挫作）

I
2分

僖
非〃《イノミス･弗『剛蝿ｲ1

●余鍵畦零ポンブィR）揺動榊作

● 代 韓 韓 銘 瑠 に上る1孜系冷却縦竣雄神の唾艶
連侭偽り 1

縦娩蕪視

（910央秘御窓幾作〉

●理理此軸／庸畢騨嫁晦冷祖畢ml下泌作

〔現幽搬1ド》

●却超緯軸／嬉鋪寒鶏両禄掘ユニットイA丑ぴ、）

3嘘．

!l1120分

！35分’1

弓I←

１

１
＋
１１ L童｣卜匡ヨ

運伝HE，11

←

雨【21蓮転閲歴．11 冷却水通水雑作

(現叫撮作》｜りOB麟

格納雰器内自然
対滝冷却 典卿堰馳勧／司榊翻泗好評調蛇閥f雑納礎映ぐ」 窺符掴J通砿認

屋ヨ
運確侭E，11 【2】 稗撮'百ユニット入rl／出r1ﾉⅡ）醗付坐11

(現幽描祁）

’’5分ヨ
、順子娠織駒冷却薬加「F郷11

’’2('分←
上

●絡納寒躯両祇弼ユニット（人乃永、冷知水澗ﾌk棚他

（IIE央H』柳竃砿泌）

運転貝【

※上記要員数は，4時IMIまでの作典の殿大要員数である。その他，関係各所へ述絡を行う述絡賞任者郡4名を硴保する。

※各操作及び作業における所興|IりIMIは‘現秘への移動時間．作粟環境．作梁時I川等を巻感した想定時側として記救寸-る。

｢~－］禰鋤”畦躯'r釧函［二二二1:打効津師上汚慮しな､､作巧
聖
章
邑
当
Ｉ
路

第7．1．7．7図「ECCS再循環機能喪失(格納容器再循環サンプB隔離弁バイパス弁による代替再循環を行う場合)」
の作業と所要時間（大破断LOCA時に低圧再循環機能及び高圧再循環機能が喪失する事故）
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1
効性岬箇上

経過時間

（0秒〉

ド 凡例

同:操作･硫箆 <＝>:判断 §

（三一）：プﾗﾝﾄ状態(有効性評価）
●■●■■■■b●■■■●●■｡●●●●●■●●■●●O●●●O●●●■●●◆◆◆◆◆◆･◆◆◆◆◆今。◆◆◆◆全◆今全今◆◆◆今◆串◆◆●●●◆●■■■■qoo●の｡●o●odoCo●今●4q今今・の。◆・◆◆①今△

インターフェイスシステムLOCAにより，原子炉圧力低による原子

炉トリップ，さらに原子炉圧力異常低によるECCS作動

1次系圧力が醤圧タンクの保持圧力以下となれば，蓄圧注入系による
炉心注水が行われることを確記

以下のパラメータにより1次冷却材の余熱除去系からの渦えいを判断

・格納容燭内圧力及びin産・格納容羅サンプ水位
・格納容珊内モニタ・1次冷却材圧力

・加圧鯉水位・蒸気発生器水位，圧力

・補助逮風排気筒モニタ等・余熱除去ポンプ出口圧力停

破楓している余然除去系から燃料取替用水タンクの保有水魔出を防止

するため．燃料取替用水タンクを余熱除去系から隔醗
また，金鵬除去ポンプを全台停止するとともに．中央刷仰窓からの操

作により1次系を余船除去系から隔鮭

1次冷却材圧力の低下が継続していることにより余熟除去系の隔睡失

敗と判断

蒸気発生秘水位が決域水位針樋示範囲内で上昇傾向にある都，補助給

水滝低岡笈の必要がある場合．蒸気発生器狭峻水位計桐示範囲内に雄
符するように国益

1次冷却材圧力計揃示が余熱除去系の股間使用圧力以下であることを
砿隠し，機作を閲姑

現場機作郡により余熱除去ポンプ入口弁郡による隔離を実施
なお，解併においては．湖えい停止を考慮しない

触料取替用水タンクへの補給方法
・1次系純水タンク及びほう酸タンク

・2次系純水タンクから使用癖料ピット径由都

溜えいしている余熟除去系の隔睡操作淳の時間を考慮して，有効性評

箇上では，ECCS作動佃号発償から25分後に開始としているが，実

際の操作では，箪値が完了した段階で．1次系保有水母の減少抑創の
ため実箇

実際の操作においては．2次系強閥冷却による1次系のサブクール度

の砿保を砿鴎した段鯖で実窟し，1次系保有水赴の確保を図る
また．その後潮えい量低減のため，操作は適宜実施

インターフェイスシステムLOCA発生
（同時に掴えいが発生した側の

余熱除去観能宴失を仮定）

〈約23秒）

＊

ECCS!
作動伯号’
発値から’
24分後のI
擬作開始I
及び1分I

間の操作I

時岡を仮I
定

V

原子炉圧力低原子炉トリップ寮’

原子炉圧力異常低
ECCS作動限界位到達系1

郡

る

よ
プ
に
ン

腿
号
プ
プ
ポ

碗
侭
ン
ン
水

動
動
器
ポ
ポ
給

作
作
機
入
去
助

動
Ｓ
動
注
除
補

自
Ｃ
起
圧
熱
動

の
Ｃ
動
商
余
触

記
Ｅ
自
・
・
・

下
／
１
１
１
１
、 1

菩序淀入系作動

蓄庄注入系作動の砿駆鞭Z

角 1次冷却材の余熟除去系からの
獺えいを判断鞭3

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を
防止する運転手順の適用

余熱除去ポンプ停止及び余熱除去系の隔陸薯4

中央制御室での

余熱除去系の隔醗失敗の判断豪5

6臘爵雛1
補助給水流丑闘壁判断鞭6闘壁判断鞭6

1気竪生墨水位鯛整

う2次系強閣冷却豪'0

－

A作判断軸’
－

乍による1次系減圧

一

弁閉止判断暇'2

日ロ弁閉止

止判断悪'3

余然除去系余然除去系の隔鮭判断張7

補助給水系による蒸気発生器水位鯛整

現俎換作
余熱除去系か

停止する蝿

現俎換作等により
余熱除去系からの渦えいを

停止する撫作を実施豪8主蒸気逃がし弁による2次系強閣冷却豪'0(約25分）

鑿
93℃までの冷却時間（約9時間（余黙除去系
1系列擬態良失を考⑧）を加算した時間

（率垂塞生の約10時間後）を原子炉安定停止
状感とする

(運転は有効性解債上考慮せず)X20:原子炉格納容秘スプレイ作動

霊霧藤詞塞職蕊鰯

1次系減圧操作判断軸’

加圧器逃がし弁開操作による1次系減圧(約53分）

蓄圧タンク出口弁閉止判断暇'2

蓄圧タンク出口弁閉止

角
ECCS停止判断悪13

充てんポンプによる注水開始

及び高庄注入ポンプの停止鰻'4寮'5

よる注水開始

プの停止鰻'4寮'5
(約56分）

健全側余熱除去系が使用可能饗'6iが使用可能饗'6

よる炉心冷却開始健全側余熟除去系による炉心冷却開始(約帥分)l
以下長期対策

余熱除去系からの渦えい停止碗魁豪'7

原子炉安定停止状態碗昭壷旧竃19
（1次冷却材圧力及び

1次冷却材商沮側泗塵（広城）安定）

原子炉安定
(約10時間） 以降，原子炉格納容器の冷

却については，原子炉格納
容器雰囲気の状態に応じて

格納容器再循諏ファンを運

転し，継続的に行う※鋤健全側余熱除去系による長期冷却継統

第7．1．8．4図「格納容器バイパス（インターフェイスシステムLOCA)」
の対応手順の概要

（｢インターフェイスシステムLOCA｣の事象進展）

10-72
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r篭繍1 凡例

；［司:操作･確腿 くこ＞：判断

潔屋アブ:O:ブﾗﾝﾄ鱗臘(TF"朧濡圃，
当唾"IzP睾垂興熱鴬薙盤闘蓉激i翌；W"獣蝋X淵灘裁報ド.ﾘブ．

…|※2:餘寵鴛鰡駕篭鰹;"ccs'"

撫二爵－)｜灘職皇書鰯蕊襲，
I及び商感度型本蒸気特モニタ騨

汀|¥蕊漁蕊雛臨職職’
lx4:破柵側蒸気発生冊圧力が侭負荷圧力より低下し,減圧が継続していることに

瀞雷~＞|※‘:蝋職難難ﾂ”
雷雨扉司|"・蕊雛撚灘灘撫‘織謹“

霧蕃壼>|:!蕊驚瀞議事二;¥:::
__－1■■■■q■■■■I■■■■－

－吾鍔司蕊蕊懲蝉二
霧r燕珂…嵐蕊鯛翻撫愉鰯::鯛學撫…。

必要がある姻合．蒸気発生曇決城水位計栢示範囲内に維持するように飼整

雨一＞割職髭鵡途織漁期総"風！"‘､1以下風び‘謹冷劃繍腐"直“計（広鰹）柑示176℃以下にて使用可値

※15：状態確淫は以下で確腿

E富丁源淀司：撫蝋廻唖“(広嘘)樋示"℃以下
※16：余熱除去系が使用可能となる時間（事象発生の約2.2時間後）に，余鼎除去系ウオ

覇顕扉＝＞魂鰯雛蝋纈鯛鯛柵辮懸雛蕊澱‘
※17：有効性評固&，事象発生後10時間までに．1次系純水タンク．ほう酸タンク等の水

雨正冒司耀,8:撫拶ﾂ聖騨粥仁霞慧醗懸崖辮駕蝋雛匪
源により焔料取符用水タンクへ補給を実施することで．長期的に炉心注水が可能

（広域）等の監視により炉心の冷却状掴を確阻

一難駕篭鯛蒐ブ水臓叶"域'鬮示禰蝿上壁購脳し‘“""作薬ゞ

;緬司蕊雛繍:卿雛“
（撚料取替用水タンクー格納容器再棚国サンプ）

瀝雨扉一＞：蛎鱒獺ﾝプ(B，代糾廓""瞳､)“

羅雰耐童司錘，:鑿隙織燕禦難鰯畿織綱瀞間後）に，1吹冷却材商i9個泡度（広域）176℃から93℃までの冷却時間を加算し

蒸気発生器伝熱笹破損発生
(破損側蒸気擁牟鰹隔離失敗を仮定）(0分）

（約6分）

4

原子炉ﾄ｜
リツプ伯1
号発侭かl
ら】0分後l

の操作開1
拍を仮定1

V
（約16分

～約18分）

4

1分間I
の擬作｜
時間をI
仮 定I

ヤ

過大温度AT商原子炉トリップ豪’

原子炉圧力低と原子炉水位低の一致

ECCS作動限界位到達豪’

等

る

よ
プ
に
ン

鴎
号
プ
プ
ポ

確
侭
ン
ン
水

動
動
器
ポ
ポ
給

作
作
機
入
去
助

動
Ｓ
動
注
除
補

目
Ｃ
起
圧
熱
動

の
Ｃ
動
商
余
愈

肥
Ｅ
自
・
・
・

下
／
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

1次冷却材の蒸気発生器伝熱管
からの鰯えいを判断無2

破換側蒸気発生器の隔鮭※3

破択側蒸気発生器圧力の

減圧継統を判断豪4

(炉心の箸しい細侭及び総綿容器砿撹邊）防止する運転手順の適用

内

健全側蒸気発生器の主蒸気逃がし弁による

2次系強制冷却幾6
(約19分）

1次系減圧挽作判断叢7

加呼鰹逃がし弁開操作による1次系減圧(約24分）

蓄圧タンク出口弁閉止判断婆8

蓄圧タンク出口弁閉止豪9

ECCS停止判断豪'0

充てんポンプによる注水開始

及び耐圧注入ポンプの停止壷皿潅'2
(約35分）

袖助給水流位鯛整判断残'3
角

補助給水系による蒸気発生器水位鯛整

充てんポンプ及び加圧器遥がし弁の開操作による

1次系のフィードアンドブリード開始幾'7壷'9

胸
余熱除去系が使用可能達Ⅲ

のフイードアンド、

1

〆一両雨買丙

~L_1
※狸：原子炉格納容醍スプレイ作

動信号が発佑すれば，格納
容翠スプレイボンプが起助

し，原子炉格納容器の健全
性は塗持される

（約15.5町間）

PYes

る炉心冷却開始余熱除去系による炉心冷却開始(約2.2時間） 再循瓜への切替判断蓬'9

1次系と破損側蒸気発生器2次側の圧力が

平衡になり，漏えい停止確認

生器2次側の圧力が

えい停止確謹
代替再循

1次系のフィードアン

代替再循環による

1次系のフィードアンドプリード開始識z讃麺

以下長期対策

原子炉安定

(約8.2時間）

原子炉安定

《約24時間）

(運転は有効性評缶上考慮せず）

原子炉安定停止状態確腿豪ts麹’

（1次冷却材圧力及び

1次冷却材妬沮側沮度（広域）安定）

原子炉安定停止状態確淫表1s峯'6

（1次冷却材圧力及び
1次冷却材商洞個溜度（広域）安定）

以降．原子炉格納容器の冷

却については，原子炉格納
容器雰囲気の状態に応じて

格納容器再砺曝ファンを運

転し，継続的に行う遥誕

代替再循環による

1次系のフィードアンドプリード
による長期冷却継綬余熱除去系による長期冷却継続

第7．1．8．6図「格納容器バイパス（蒸気発生器伝熱管破損時に
破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故）」の対応手順の概要

(｢蒸気発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故」
の事象進展）
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） ）

錨過蹄間（秒）経過 時 間 （ 分 ）

0102030杣50“〃102030405060

趣過時Ⅲ】（時閥）

7080((789!n
必要な要員と作蒸唖目 偏毒

,,‘1，’,〃！，，,，，，〃▽事縦兜生
▽約15秒『胤子炉圧力低｣▽約12分蓄圧注入系作動

原子炉トリップ
マ約蕊分2次系強劉冷却 約10町間I▽約愛秒『原子蝿曽力異諦低』▽約郭分1次系減圧

E C C S作動瞭子炉安定停止
IV約弱分高圧注入系から松態珂逮隈 界 函 達

プラント状 況 * 鰯 I " 充 て ん 系 に 切 蒔 ▽
：；▽約60分余熱除去系による冷却▽

要員（名）

(作醍に必要な要員数）

【】は他作業後
雅動してきた要員

手噸の内容

(下線は有効性評匿上考唾する作案内群）
率瀬の慨饗

い
ぃ
［
、
］
い
い
［
い
］
い
い
［
叩

方針決定・外部との連躯・プラント全体監視他

当直長纈佐・提作搬示・プラント監視他

当画炎
一

剛当直畏

１
吋
１

●厩子炉向軸俸Ut穂潔

●FFnS作軸縦規の続浬 10分
松況判断 運 転 側

●1漆冷盤)域翻弄1、戦I断

(中央制御室確認）

’’14分6i
－－－一一.一一一u

ｌ
ｌ
４
ｔ
ｔ

”ｏ

ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
ｔ

●余然除去ポンプの停止及び系凝隔腫操作一

匹ヨ
（中央制御室操作）

●”鵬碓動／争鈍眸圭累醐齢蝿作

（現鳩燥作）

余熱除塞ポン

プの停止及び
余熱除去系隔
阻

II1央創御室からgj

職作による隅庵臓

¥『妨惟評低上計腰

運転員八
一

通鰹員E、1

Ｉ

●”鵬瀧動／今鈍眸害累醜齢蝿作

（現泌操作）

50分１
１

９
】

|I

Dﾛ

●＊蕊気詫祁1－奔棚継作＜-J

（中央制御室操作）ヨ

‘''1分 －
０
１
１
１

●

Ａ
至
り

側
一
風

娠
一
極

迩
喧
迩

川
－
１

2吹系強制冷
却 ||適宜実施●補助給水流俄澗轄樋作

一

↓
８
１
日愚両(中央制御窒撫作） 次怜nz'､

蓑
15分●呪柵移動／慾料取替川水タンク捕粘系統構成微11

（現場操作） 四
lUB
nD･

UII

l柵納1A布効碓I畑！！Q

適宜実施I上寺感せ.r
qqO
OI■

一
一
Ｉ連転蜘C

-

iiM転員、

１
－
ｍ

燃料取枠川水
タンク柵紬

骨
。
’
『
心

●燃料眼啓川水タンク補給操fl

(中央制御遠換作）
■
０
■
■
日
日
■
凸
■
■
９
口
。
●
日
ｐ
ご
■
Ｂ
ｐ
ｐ
ｇ
Ｂ
９
■
●
２
■
■
■
■
■
■

●加雁鰹海那1－非墹雑作 摘符郵施司一

1次系減ロ 【1】運轆仙八
(中央制抑室機作）

●識応タンク川口手品I¥111･樽作耕圧タンク出
口弁鯛I上

■■■■

運転員C １

－配
(中央制御室換作）

●索てん未沖＊1割始処作

（中央翻御室操作）

●禰雁沖入ポンプ惇I卜雑作

（中央制御宝撮作）

● S 造 令 個 会 鈍 除 ≠ 素に.r墓港却場作

（中央制御宝操作）

適穴諏艦泌整
運娠員B I

泥てん'’1飴・

高圧注入ポン
プ停止

ナ
ー
犀

１
－
０
－
，
０
－
－
０
一
一
■

【1】運帳mC

÷一 1値域偽作
一

’

余然陣去系に

､ころ炉心冷却
【1】運伝倒G

I

冬ョ １
１

運寅蛙

’

M起勅I念打罰伎9f価

I上ｵ隠せず
●柊納容器郷術琿ﾌｧﾝ起動操作原子炉格納邪

卿の冷却
運転員C 【1】 ｰ - ＝ ■ ■ 一 一

(中央謝紳室挫作）

｢－－1･”せ'，匿上亀血･『る作q
一一ー一一■■－

1_____-1,打轍助掘上毎屯L“・作■※上記要貝数は．4時INIまでの作業の殿大要員数である。その他．関係各所へ述絡を行う連絡責任斬笄4鵠を砿係する。

※各操作及び作業における所嬰時側は，現蝿への移動時制，作業環境，作業時獅等を考慮した想定時伽として記戦する．

聖
寛
屋
上
Ｉ
望

第7．1．8．7図「格納容器バイパス（インターフェイスシステムLOCA)」の作業と所要時間

（インターフェイスシステムLOCA)



） ）

謹過時間（分｣,,#.',@,({,$'"!M",
維過鮒110（蹄）

30”60《23051020‘10
必要な要貝と作案 鞭 、 備鍬

‘ ！,，〃，！〃！▽事敢発生

▽漉気発生器伝熱管砿掘発生
I▽約6分「過大遡度△・'､高j原子炉トリップ、

▽約乱2醐間命鰡協去系による冷却
I 破損側蒸気発生理余蕊気安全弁開悶着

1▽約7分『原子炉圧力鮭と原子炉水位陣一致」 ▽約ユ祀り間
，ECCS作動限界 甑 強 侭 董 渦 え い 停 止
I ▽純8分破撹葡藤気発生器隅随
6

”約'”2次系強峨命却
6

V約劉分】次系減圧
V約3諺》高圧注入系から8

充てん系#こ切除 ▽約＆2埒間
プラント状況¥衝I原子炉海道

▽l停止状輯逢

客員（名）
(作漢に必挺な喜貝数）

（】は他作溺後
棒動してきた遍閲

季駅の内容

(下線は存効性詐燭上齢慮十ろ作議内海）
手噸の厩轡

方針於定・外郎との連絡・プラント全体監視他

幽直艮補佐・挫作揃示・プラント藍晩他

●限手蝉向軸停止鐘鰍

当磁長
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■

副当泣長

凸
日
日
も
■
８
９
Ｇ
口
０
５
Ｇ
日
■
Ｆ
Ｇ
０
８
■
０
８
■
■
Ｏ
ｐ
ａ
Ⅱ
０
■
■
Ⅱ
Ⅱ

ｇ
Ⅱ
■
再
９
０
■

叩
叩
【
叩

16分●83於侭R応Ghが錦の睦奴

●1衣冷却韓温犬l､判断
運転側択況判断

（『18央酬御室確泌）

● 齢 州 個 號 慌 率 唯 鰹 の 厩鰯栂仰

（中央間御迩操111）

蛾
釧
而

破捌蒸気発生
馨隔陸

運転nA 1

|吹健炉．
ー

●奉躍錨;姥那1．非､H峰仙 I弓
薄転倒職 Ｇ

Ⅱ
０
口
一
日
■
。

1

1

1

(中央制御璽操作）2次系強闇冷

却 ﾛ適重実施房
ｏ
ｌ
『
函

豆醐lv1鑑未潅番麺輔蝿作
薄転員I〕

Eヨ
(中央制御謎継作）

劃
１
１
１
１

I腱.島嘩一jI

U■■■■『~~~~‐

●呪期移動／燃料取特川水タンク補給系純携成維11

（現場燥作）

●燃料取替川水ﾀﾝｸ棚給撫111

運鱈胤E

再
■
■
０
ク

ー
ー
血

剴燃料取替jM水

タンク補給

補給腱荷幼1卸¥価
上啄慮せず適淀翼蝿

弾転員1〕
(中央刺御璽操作）

(中央胴柳迩傑作）

5分ll 適遮実脳●加IF伽弼舶I〃押閲榊作 ▲
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
■

1次系減圧 迩幡同I 1,

１
１
１

｜‐15分Q錐雁ぷシ〃IIln非I別01.職41 弓←蓄圧タンク出

口弁閉止
遍転員B 111

(中央制御諏挫111）

5分llI 適立漉鰍盤●擁でん氷作木1卿始拠作

（中央伽御蹴撫作）

●蕪『頂紳入3ｹ:シヅ陣I卜蛾作

（'14央柵抑丞撚作）

＜－

Ⅲ
一
ｍ

運転閲八
充てん開始・

高圧注入ポン
プ体.11：

卦 ’’5分
通転鬮B

’
’

金61t令側金納瞼蝶溺lE.『〆I冷椥1畔fl 紬統描作ぐ一余熱除去系に
よる炉心冷却

111魂振興E
(叩央制御蹴維作）

●絡舳群柵祁佃捌 ワ ァ ン 起 動 操 作 く ヨ

（81】央制御甑操111）

－－』“I幽榊雌朧隔週庇爽施

｜上今“す．
原子炉樵納容

器の冷却
11】組緩員B

I

戸榔働”侭上吋恵･蝿l梱篭上記聾員数は．4吟IⅢまでの作業の殿大要仙数である．その他関係各所へ述絡を行う述綿責任者等4糸を確保する。 I------IW齢泣施上可慮しない作画
鴬各操作及び作業における所喪蹄I川は，現期への移動M洲11，作業猟塊‘作業時問等を考職した想定時lNlとして記戦する1

聖
琵
ｇ
４
ｉ
圏

第7.1.8.8図「格納容器バイパス（蒸気発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故）」
の作業と所要時間

（蒸気発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故（余熱除去系により冷却する場合））
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経過的問（分）経過時間（岬）

(、岳10””4050 “（（23〃1516（（瓢24
備考必蓉な轡偶と作露坂目

,ロ，，，，,〃,,〃,，〃‘‘

撚鮠伝熱綴砿"塗▽約…卿
▽釣6分『過大沮度A‘r荷j原子炉トリップ、：余熱除去系の(餓鬼に錨rrることによる燕んポンプ及び

砿捌側砿賛発生怨主蕪気史愈弁開閲善 ；加圧訟述し弁によるフィードアンドプリード
▽約7分『原子炉圧力低と原子"味位I"$－鞠

▽ﾙｯ15.38W問ECCS作動限界笹刷迪
I幡納秤鮒iV慨環サンブ

! YJ"""l"""""!I11水位7既脚遡・
I

｜…岬羅"鋤1蝋雑“繊雛‘；霧

要員（名）

《作議に必響な韓目数】

【lは他作薬後

作動してきた哩間

季噸心門拝

(下総は布効性評挺上漸瞳寸､ろ作粟内秤）
F噸の慨嬰

寺間

侭蛮定
氏翻逸

叩
叩
『
叩
一
ｍ
Ⅲ
［
山
川
［
Ⅲ
一
助
叩

方針換定・外部との連絡・プラント生体慰洩他

当度長陶佐・挫作棚添・プラント監襖他

●阿畢傾向軸悼0卜輪蛾

●畦CCSH1勤炊腱の睡蓮

当薩災
一

剛当菰長

１
．
１

’
三
・
Ⅱ
９

！
｜
’

Ⅷ
Ⅲ
詞
伽10分 11ｌ

ｉ
１
１

城I兄判鮪 運転間
金1汁諭掴峨醒少L,粗麟 馴

糾
Ｍ
曲【中央誼鐸丞錐認）

lIi2分：●幹柵観紅註弊49錘の躯鯉蝿作 １
０
１
０

０
“
Ｌ
Ｏ
６

砿掛砿億発生
四隅毎

逆軽員八 1
(中央劉弾窓操作） 拱掲1pへ

■ ■

日
０
－
０
０

応

睦
言

Ｉ
１
１
１
１

ｌ
０
ｒ
０
Ｌ
Ｉ
０
ｒ
０

●芋趣彊郵がL参閲挫1柵 ヨ １
１
１
１
１

運転員B 1

(中央湖抑竃撮作）2次系強湖淵

即 弓 L 一 一
■■■

●棡肋納水IIfR翻輔蝿仙
逆転員， I

四
（中央制御童提作）

●災棚移帥/撚糾峨抄川水ﾀﾝｸ柚輪系競撫成撮作

(中央制御室機作）

｜』5分Ii １
Ｊ
０
０

６
↓
０
０

翫転員頂

』
１

垂
■
ｑ
』
ｑ
■
凸

』
Ｉ

(現場傑作）燃制取特川水

タンク捕鮒 冬』 ’ 適雅典蝿●燃料服櫓川水タンク側給操i1 凸
■
■
函
凸
■
■

運転側，
(中央制抑窪操作） 0Ⅱ

5分｜’ 週蝉施’ ０
０
１
０

岸
つ
ｌ
『
の

●加睡難拠がし罪f剛蝿fl

1次系減圧 巡伝員C 1

(中央制御迩撮作）

’’5分

5分lIl漕宜溌賦飼箪

弓＜』’’’’’

四一割」llli
享卜四一国llI
司’’111

口癖『寧勿シク州、￥pmO1･恥イセ

（中央制御窓擬作）

● 寺 マ ル ＊ 作 ＊ ㈱ O h 蝉 怖

（中央制御蕊操作）

●率斥泳及鍛シブ鰹0卜螺拒

（中央謝挿室樵作）

●非千A,瀞蟄■⑯姫作

（中央謝弾蕊幾作）

●測呼蝿擁延U－非顧峰撫

（中央制脚室操作）

叫
斜
Ｍ
肌
Ｆ
Ｍ

醤圧タンク出

口弁閉止
運艦員B 【1】

一ぐ一

【1】運転風A
充てん閃始・

高圧法入誰ン
プ停止

１
１
１
１

０
１
Ｉ
０

Ｉ
７
Ｉ
Ｌ
０
０

I■■…
【1】運転貝B

１
１
１

’充てんポンプ

及び如圧訟湛

がし拝による

フイードアン
ドプリード

余塾昨壷派の鐘侭Iこ失

位＋ろ鳴台．充てんポ

ンプ,畑庵缶遇がし弁

露縄作に上ろうイード

アンドゾリードを実晦

運転目入 岬
一
ｍ

寧皇｣毒
1組緯翼鷹

千
←

運転員C

_ヨュー・
ニコー

免両6肌F冒切幹椰ｲ1

ヨ同【11運転員A 塞竃図
06鮎 余鰹雛去凝の嵯鐘に尖

醜.rら燭台．絡輸容訟

両旙慮サンプ水位叶

（広煙）臘承が7鋤似

上となればワ枯輪恋劉
魂プレ･｢ポンプ“‘

代将再納屋墨帝惚川)

による代替祁納澱.加

圧揺迷郡し弁閥擬作に

上るクィードアンドプ

リードを寓庵

(中央制御家撮作）

|汰興1戸|~－－ー「1

＋

【1】

●jW咽韓軸／代韓虹細廠鶉鉦帳成縄作 汰傷1T

運転員E，F
ー

(呪掛雑作） １
１
１
１
１
１
１

代捗01j補嚥に

よるツィード
フロンドプリー

ド

●4T孵椰納臓悪淑鵬1Jｳ郡作号一
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第7．1．89図「格納容器バイパス（蒸気発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故）
の作業と所要時間

（蒸気発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の隔離に失敗する事故（余熱除去系の接続に失敗する場合）

ｊ
ｊ

1分
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；凡例

；［－］:操作･確認くこ＞：判断；

！〔－）：プラント状態
….………….......……….………...………...…..........…...……..』

※1：外部吐源が喪失し，すべての非常用母線への給愈に失敗した掲合

具体的には，所内単独運転に失敗し，所内変圧器，予備変圧器
及びディーゼル発蝕機から受はできなかった場合

※2：以下のパラメータを監視し，1次冷却材の鋼えいがないことを監視
・格納容器内圧力及び温度

・格納容器サンプ水位
・格納容器内モニタ

・1次冷却材圧力

・加圧器水位

・蒸気竪生器水位，圧力等

【事象の発生】
･過渡砺象・1次冷却材喪失・全交流動力趣源喪失
【作動状況確囲】
･原子炉自動停止・ECCS作動・格納容器スプレイ作動

【安全磯能喪失】
･ECCS注水/再循環機能寓失・格納容器スプレイ注入/再循環擬能宴失
･補助給水機能喪失等

(NO）
全交流動力敵源宴失である蓋’

(Yes）

※3：1次冷却材圧

力が蓄圧タン

クの保持圧力

以下まで急速

に低下してい

る場合

扇醍応扉~、些』(Nb）1次冷却材漏えいの兆侯がある憲窒1次冷却材漏え↓ 、兆侯がある憲窒

(Yes）

一

kである謡3
－

(Yes）

中型ポンプ車

（2台目，3
台目）による

格納容器内自

然対流冷却及

び商圧再循環

の準偏

中型ポ

（2台

台目）

格納容

然対流

び商圧
のt

(Yes）

(NC）(NC）
大破断LOC大破断LOCAである謡3kである謡3

－

(Yes）(Yes）

角
中型ポンプ車

（1台目）に

よる補助給水

タンクへの補

給及び使用済

燃料ピットへ

の注水

空冷王

常用ヲ

装匠0
傭

空冷式非

常用発趣

装匠の準
備

非
趣
準

式
発
の

アニュラス排

気ファン，中

央制御室換気

空閏系の起動

準備

ECCS注水

／再循環撮能良失

ECCS注

／再循環撮能
補助給水

機能宴失彊5

補助1

機能宴
格納容器スプレイ

／再循漂機能喪失

スプレイ

機能喪失

’
代替

格納容器

スプレイ

ポンプの

鋤備鰯4

代1

格納：
スプ1

ボン：

鋤備

A

アニュラス排

気ファン起動

，中央制御室
換気空閃系起

動

加圧器述がし弁

の使用単備
炉心出口温度計指示350℃到達

又は

ECCS作動信号の発憤を伴う1次冷却材喪失時に
すべての商圧注入系が機能喪失

i示350℃到達

ドう1次冷却材喪失時に

系が機能喪失

i示350℃到達

ドう1次冷却材喪失時に

系が機能喪失

ロ
『
口
■
皿
包
己
ら
口
■
弓
、
》
４
画
．

冷
用
風
蝕

空
常
装
る

空冷式非

常用発愈

装匠によ

る蝕源供

式非

発愈

によ

源供
加圧器述がし

弁による

1次系の減圧罐6

A

格納容器水素

濃度計測装匠

運転準備

イグナイタ起動燕7起動燕7起動燕7
炉心

兆候i

(Yes）

炉心損慨の

兆候あり叢8
(恥）

A

格納容器水素

濃度叶測装陞

運転

イグナイタ作動状況硫偲動状況硫偲動状況硫偲 代替格納容器

スプレイポン

プによる代替

炉心注水鞭9
八

【炉心損侮砿紀】
炉心出口狸度叶指示：350℃及び格納容器

高レンジエリアモニタ（商レンジ）指示
：1×105餡v/h

侭砿紀】
:350℃及び格納容器

5砿紀】
350℃及び格納容器

『（商レンジ）指示

5餡v/h

(Yes）

(Nb）(Nb）
1次冷却材の漏えい規模が小さい場合は，充てんポンプ
(B,自己冷却式）の鵡偏を優先し，洞えい規模が大きい

場合は代替格納容器スプレイポンプの姻鮪を優先
全蒸気発生器への補助給水流丑の合計位が8嘘/h未潤であ
ることにより判断

炉心損侭判断後，1次冷却材圧力計指示が

2.0IPa[gage]以上の場合に実施
全交流動力虹源喪失に伴い睡源がない場合

は受蝕後速やかに起動
・炉心出口温度計指示が“0℃を超えて上昇
・炉心出口温度計指示の上昇が急（15℃以上／分）
・炉心出口温度計指示が350℃を超えている状態が継続

（10分程度以上）
大破断LOCAと判断した場合に実施
原子炉補擬冷却水系が使用可能な場合は，原子炉
補機冷却水系による格納容器内自然対流冷却により
原子炉格納容器の除熱を実施

※4：1次冷却材の漏えい規模が小さい場合は

(B,自己冷却式）の鵡偏を優先し，洞

場合は代替格納容器スプレイポンプの串

※5：全蒸気発生器への補助給水流丑の合計位

ることにより判断

※6：炉心損侭判断後，1次冷却材圧力計指示

2.0IPa[gage]以上の場合に実施
※7：全交流動力虹源喪失に伴い睡源がない場

は受蝕後速やかに起動
※8：｡炉心出口温度計指示が“0℃を超えて」

・炉心出口温度計指示の上昇が急（15℃
・炉心出口温度計指示が350℃を超えてし

（10分程

※9：大破断LOCAと判断した場合に実施
※10：原子炉補擬冷却水系が使用可能な場合は

1次冷ヨ

（B，l

場合は1

全蒸気』

ることI

炉心損1

2.0”aI

全交流1

は受蝕1
・炉心I

※4
タ（商レンジ）指示

〕5餡v/h

信 一 ５
６
７
８

※
※
※
※

アニュラス水素

濃度（AM）

計測装匠準備

静的触媒式水素再結合装匠の作動状況砿駆装匠の作動状況砿駆装匠の作動状況砿駆

代替格納容器スプレイポンプによる
代替格納容器スプレイ蝦7

レイポンプによる

トスプレイ蝦7
アニュラス水素

濃度測定

格納容器再循環ユニット（A及びB）
による格納容器内自然対流冷却竪10

第7．2．1．1．2図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）」
の対応手順の概要（格納容器破損モード）

10-77

充てん

ポンプ

(B，自己

冷却式）

の単備嶺4
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第7．2．1．1．3図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）」の作業と所要時間

(大破断LOCA時に低圧注入機能，高圧注入機能及び格納容器スプレイ注入機能が喪失する事故)(1/2)

噂胞伽，暢岫羽柵再把価J▲ニツト1A及びp》心木
足び奉侭lと入ボンソ《肋。”h門卸j殆』藤恥水
眠魂個虞～詔仏祁飴
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・1被衲却材ポンプ郷愈圧低j
原子炉トリップ
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▽

ゥ‘l時問峻からは構外の螂倒がM“所'二参鯉，！，,‘’1’,〃！
樫しI（鋤）

(作震に必興な要員数）

I】は他作業後
移動してきた唇貝

Y胤淵
I

川水タンクイ討呂乎酬の内霧

(・下雑は布勒性岬価上埼感･ﾀﾞろ作凝内容）
瞬順の慨蓉

1”●アクセスルート盈健1t:窓 W1麟苛で弓麺ポンプ埴本
成轟作亜般可と

１
１アクセスルート

確保
緊急間対曜要貝 ⑳

P
65釣Q緯画麹鯉泳推雁ﾛ守錘幅415車 凋獅上研で蛇口白び空与り

盟唾W帷周吋辻

１
１

圭一 8”●中濁314シブ諏織餌幽松繭低伽寧イF1訂?■1 「 I
緊急卿対応要員 13】

關
i

●申姻3Nシブ耐l依剥縮&灸禰廼f1r軍f魁0m田■10■）

●魅麺の此撰惟憩fpI”h1n門1

h 識
叩
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蝿
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窓
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貝
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燈
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珂
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羽
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路
細
作
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町
町
哩
晒
抽

象
岬
巾
伯
Ⅵ
側

享
憾
碓
側
再
員

I

2吟11燃料棚給 適蹴契焔90分

’
訟鍋要側 1的分聴雌梢帽ｲ粒垂イドリRﾑ1，唾Mh？'R笹1

l

平意弓
75分■砿料の刃乞推f斌趣作IH､1m_ヨR■1 「

15分

遥壷葵趨●空論式耳E査剛迩諏醒断への慨鮴棚酷#棺嘩

■
一
「
斗

アニュリス氷河臼匿〔ALO醗趣＝旦
型牟心亡挫弗告〃0毛略画

犀
｜
I

●偲唇鰹謡への紀軸卿“諏晦伽寒 M》分

僅劉
l

憧圃
●中酎号胃シプ竜1胃由竹f垂 馥分

16】 ●ホース鐙鍾作売 堅窒写勢宜宙隆壷89糞密室

曽丘t?吐申■･睦助宜喧後5毛押声
緊急畔対応要倒 20力ー

補助総水タンクへ

⑭補給

夕譜鈍搾一卜鞭由佳電

閾
11●中靭ポンプ菰妃動蝉Hj

●縮晒姶永タンクへ の蝿鯰蠅仙

5分

I 薯童婁迩

－
１

|-10分Q粟薪握耐鰹惟 ÷
骨
Ｃ
ｌ
『
①

１
１

運健闘D，】 【2】

ぐご ‘1嘘●偲特埋所へ雄和ﾉID岬倒諏I的

●中靭ポンプ､抽侭碓 救 イ リ ＊ 即 欄 1

●ホース輔”作戦

●中咽ポンチ噛粍軸蝿作

● 冷 加 水 燐 絵 曝 作

に
意諒T凉司

帥分

’ 6 噸卵 分｜

|錐趨健溌鵠緬胸“l-l
’’夷亘世，蛸駒W00列側因E､異っ卜（人及び脚色水

及び■卿肌呵オンヅ1，．座水齢剖）沿郵辺水
晶枇口成他率へ1筋秘勧

【6】

言訂 胆
「
「
「
祠

訊鋳弱J匙 I5分
格納容器再循魔ユ

ニット（A及び

u）海水通水及び

亮圧注入獺ンプ

（B，海水冷却）

冷却水通水

緊急畔却応軽脳
実樋侭
6咽移戯 遺官窒稚

■■■ ■■■

’ アザセス冷一卜句田野君
I

告伝14礎’拓分●迩未霧分もr口臓奉蜘蛎嫡斯掴永掘へ I

【4】
め デ ォ ス タ シ ス ピ ース畦fr1峰作

一
一 爲壼

』
奇

●耀納森驍碑額慮ユーット（A出び3）i向水農び東庄 10分
【4】運鑑固D･瞳．F･C

詐入31fシプ〔、 ‐海水冷ﾂ釧冷麹永瀬永渠銃姻虚掲作

H
充てんボンブ《B･a己砲録剰
工盈虫唾室長宮足脇争

Iてん

苑巧貸
さ名舛船

亮血蛍
墓晶杓股 11．0先－1 事諏画庇唾盃

【Z］逮鱈日F、G
江轍露ユニザト入口／IⅡn川）酌付梯作 I

’ ｜
唇畿宕狂な■四雪ⅡIF室野

起“■冥座億Z込豚酌詮p輝伍冥座隠率豚倣’ 】10分 ’●ホース輔”嘩融イF1”■-1冊■剛.祢胎肉1

●ホース斬紳作鍛イ師 外鯏外一帷締IN1）

●伸麗渋燃料ピットへ㈱注水挫他

参鯉欝腿

悔卿済燃¥.}ピット

への注水

アツモ漣兆一卜有巴告毎

幽
←

【6】
1

緊勉岬対必倒仙 適 睡 実 施

準
の閣卜孵附純1路TK亭オズ〃シ究脾－又1昨冊蝿ｲ1

●網.ﾛh訟永紗シヶル催t加片艸叩ボダンクの椒銑

’4砥》’
馴急0W対応劉貝 【望】怖助給水タンクと

燃料取饗珊水タン
クの連輔 ｜熟職職謙鋼灘:“砺寄国字

１
１
－

翼晦宙．蛸駒窟曲再畑煽ユニ茨卜（A及び、）奄水
艮蝿圧j聡期』ゲプ1m．B則本論閏I冷鉢通水
繭照鷹庇穐宇も、勘

や

蝋樫rlp 111＝固”Qｰ

｜,．．霊埜瞳庄挫蝉

‘'』央翻"蕊換気空|""||"…'噸噸崎，""蕊"ﾝ(総…縄1．質系復i日

※上記要員数は．4時間までの作准の最大要員数である．その他．関係各所へ連絡を行う連結賢任者等4名を確保十る．

●中心割”＊ぬ舗空型蕊鷲巽A§鈎胤厘戯挫些 6 届分：11

1

「－－~］:R鈴邸也上句屯･“作竃「~~~~~I；蛎働混色上電起し“､'竃0＝＝＝＝＝一

中央閥御篭換気空
蘭系復i日

心鰹蓉員

斑名操作及び作案における所要鮒1mは．現鋼ﾅｰの移動時間．作案凝塊．作藁飾Ⅲ】等を考虚した想定時間として混載する．

第7．21．1．3図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）」の作業と所要時間

(大破断LOCA時に低圧注入機能，高圧注入機能及び格納容器スプレイ注入機能が喪失する事故)(2/2)

8噸．

60分

15分
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※1：外郎駐源が質失し，すべての非常用母線への給吐に失敗した坦合

具体的には，所内単独運伝に失敗し，所内蜜序巽3号．予田変圧認及び('總鰭1
ディーゼル発皿機から受mできなかった場合一………..….………….……...…….….…..…....“

:蝋毒篭蕊瀞島負篶奮…。
・格納容器内圧力及び温度；§…………i:鰯急時対応要員の作業
・格納容器ｻﾝプ水位霊.….….…:
・ 格 納 容 麗 内 モ ニ タ § 「 ･ ･ － ． ．

I:運伝員及び緊急的対応要貝の
･1次冷却材圧力；二・・一・・共同作婁・加圧器水位、.........….........................…..…..….……….，
。蒸気発生器水位．圧力坤

{磯鰡割譲s:全瀧気尭塞跨の"…量の合齢"埴，．．,陶以上あることによ’測鰯
灘6:;:l.誕霊職織､大韓に菫るおそれがある事鐘7．1．2全交涜助力虹源良失

外郷趣鳳喪失時に非常用所内交捷動力旺視が喪失し、原子炉補樋冷却樋腿が斑失する事故

一「司

(同時に妊序鉾入槻能．高圧注入楓腿及び
格納容謡スプレイ注入樋捷の畏失

さらに，全交涜動力註現良失奄I及び
原子炉補樋冷却機崖良失の瓦畳も考恵)三

〔0秒）

一 一 一 一 一 一 一

|~〔壹壷：
l

「雷卿
l

I

I

I

で霧毒
’

’－－－－－－－－
(事象判別プロセス参照）

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

1次冷却材ポンプ趣源電犀妊

原子炉トリップ

タービン動繍助給水ポンプの起動

及び袖助給水済量瞳立の砿箆も2

〆早期の危源回復が不憧各ユ．

r心駕鰡騨:鰯塑
恥

’

一
峰

一一

一
一

全交流動力冠源寅失時にRCP
シールLOCAが発生していな

い場合の手噸へ寮0

蒸気発生器への補助給水がある鞭1次冷却材渦えいの兆候がある串

-ｽーﾄ剤｣《。
※8：1次冷却材圧力が替圧タンク

の保持圧力以下まで急速に低
下している場合

金交涜動力敢源喪失時に捕幼給刻

樋能が蜜失した場合の手唄へ患7

全交流動力愈漣良失時にRCP
シールLOCAが発生した四合

の手咽へ轡胸

胸s

Yes

苫蕊， ジルコニウムー

水反応惇により
発生する水素
が．アニュラス

部に滞宙するこ
とを防止するた

めに事前に起動

1■■■■■ー■●一●■Ⅱ■■■

内 アニュラス水素

渡度（AM）

計測装匠鏑偏
●令一●■－●●ー

■
■
■
■
■
《
■
■
■

代替格甫
プレイ刻

単

融開始

炉 心 損 塵 …

(炉心出口沮度計指示：350℃及び
格納容秘高レンジエリアモニタ
(高レンジ）棺示91×105西v/h）

塵…

･指示：350℃及び
ジエリアモニタ

91×105西v/h）

代替格葡
プレイ却

準倒力

黒
呈兆候を

N◎（有効性評価上考恵ぜず）

:鰹謹鰯瀦鰹淫醗撚灘鮮蕊蕊胴:騨謹璽即慧鴛“2埋蕊難鱸f膳
納容鵠湿度約110℃（原子炉梅紡恋路の最高使用圧力

め，不要負荷切願しを実施
（0.283皿a[師gG]）到逮野点の蒸気分圧に対する飽和沮度

：。炉心出口沮度針梱示が”℃を超えて上昇
132℃に裕度を考慮した位）にて作動

：溌齪器蝿謡縦畿蝿鵠息溌臘蕊,8:鼎雛淵要諦纈撚識離然対流冷却を囲鉦
《10分樫度哩旦ているが，実際の擾作においては軍個完了次第，通水開始

:代替格霜碁スプレイポンプによる代替炉心注水が確箆蕪19：格納容唇内自然対流冷却開始又は原子炉密容塁内への積
できない場合に爽箇算注水淀母が4,皿回3となれば代将格拍奪基スプレイを停

【式水素再詰合袈皿の

作動状況確駆

§再詰合窒匝の

湿砲唾

串格納容盤スプレイポンプによる

代替格紬容器スプレイ開始猶叫

(約1.5時間）

原子炉容馨破損
炉心出口辺度計摺示3釦℃到逮

又は

ECCS作動侭号の発佃を

伴う1次冷卸材良失時に
すべての高厩迄入系が楓箆良失

補助給水タンクと

撚料取替用水タンクの

連絡判断豪26

I
町給水タンクと燃料焔

用水タンクの連絡凱6

納羽■水輿湿度

＋運睡昨秘再循露ユニット（A及びB）

のダクト閲放樫構の作動祭17

角

格納容塁再循環ユニット《A及びB）
による格納容器内自然対淀冷却閲始

(24時間） 格納容既再緬虚ユニット

(A及びB）冷却水通水開姑竃18

蕊11

燕12

代替格納容器スプレイ

ポンプ停止判断峯19

代替格鮪容器スプレイポンプ停止

藻13

蕊14：有効性評価上．約49分で代啓格納容器スプレイを開始し止

建錨容認鍔鰐繊羅紫認蕊騎閏始灘2．:状遇韓は以下で爽慮
･格納容興内沮度．格納容鰯内圧力低下傾向

蕊諜繍蕊鼈燕雲瀦擬蕊副:榊悪職内…論鍾によ'･繍繍零鰯内廻"総繍”靭内圧力が低下に転じる時点（約48時間）を原子炉格納容
下〈0.233"a[9890】）にて停止の間欠運伝鰯安定状鰹とする

※15：蓄愈池充睡吟に発生する水素を排出十るために起動
濠,6：燃料取替用水タンク水位計の摺示が'6％以下に到遼した

場合に連絡融偏し，燃料取特用水タンク水位計指示3％
で連絡開始

原子炉格納容圏安定状唾鐘哩療勢壱21
(格納容野内沮度，格納容秘内圧力

低下価向）

原子炉

［的容秘安定
的48時間〉

以下長期対策

格

（

格納容器内自然対流冷却による

長期の除熱及び趣源股偏梓

の復旧継綻

第7．2．1．1．5図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）」
の事象進展

（大破断LOCA時に低圧注入機能，高圧注入機能及び

格納容器スプレイ注入機能が喪失する事故）

10-80
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；凡例

；［－]:操作･確露くこ〉：判断；
；〔－）：プラント状態
■■■■■･■■･■･･■･■■･■■｡■■■■■匂■■寺■■■･･■･･■･･■･寺■･守■･･■･･■寺■■･･■寺■■■・・■･寺■■･･■･･■･･■寺･■■･■･･■･■F

※18外部孟源が喪失し，すべての非常用母線への給霞に失敗した場合

具体的には，所内叩独運転に失敗し，所内変圧器，予備変圧器
及びディーゼル発危機から受危できなかった鳩合

※2：以下のパラメータを監視し，1次冷却材の漏えいがないことを監視

・格納容器内圧力及び温度

・格納容器サンプ水位

・格納容器内モニタ

・1次冷却材圧力

･加圧器水位
・蒸気発生器水位，圧力等

【車象の発生】
･過渡事象・1次冷却材喪失・全交流動力孟源喪失
【作動状況砿鱒】
･原子炉自動停止・ECCS作動・格納容器スプレイ作動

【安全樋能喪失】
・ECCS注水/再砧環機能良夫・格納容器スプレイ注入/再輔環樋能喪失

･補助給水機能良失等

(NC）

(Yes）

※3：1次冷却材圧
力が蓄圧タン
クの保持圧力

以下まで急速

に低下してい

る場合

扇E厩扇湿~、鯉(Nb）1次冷却材漏えいの兆候がある狸21次冷却材漏えし ひ兆候がある狸2

(Yes）

筐

へである巖3
－

(Yes）

ボ
台
ｊ
容
涜
圧
ｉ

型
２
目
納
対
高
の

中
ｉ
台
格
然
ぴ

中型ポンプ車

（2台目，3

台目）による

格納容器内自

然対流冷却及

び高圧再循環

の準備

(Yes）

(NC）(NC）
大破断LOCAである巖3大破断LOCkである巖3

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

(Yes）(Yes）

内 中型ポンプ車

（1台目）に

よる補助給水
タンクへの補

給及び使用済

燃料ピットへ

の注水

空冷式非

常用発趣

装匝の準

備

空冷量

常用タ

装匝、

備

非
趣
準

式
発
の

アニュラス排

気ファン，中
央制御室換気

空閥系の起動

準備

ECCS注水

／再循環樋能寅失

ECCS注

／再循環樋能
補助給水

槻能喪失豪5
補助j

槻能喪
格納容器スプレイ

／再緬環樋能喪失

スプレイ

樋能喪失

スプレイ

樋能喪失

I
副
●
１
“
．
１
‐
‐
・
・
傭

代
榊
諄
搾
準

代替
格納容器

スプレイ

ボンプの

準傭姦』

A

アニュラス排
気ファン起動

，中央制御室

換気空調系起
動

加圧器逃がし弁

の使用準備 叫
炉心出口温度計指示350℃到達

又は

ECCS作動憤号の発信を伴う1次冷却材喪失時に
すべての商圧注人系が機能喪失

i示350℃到達

ドう1次冷却材喪失時に

系が機能喪失

i示350℃到達

ドう1次冷却材喪失時に

系が機能喪失

卓
３
９
訂
ｊ
１
９
＄
、

冷
用
匝
危
公

空
常
装
る
‐

空冷式非

常用発矼

装匝によ

る危源供
⑫公、n“

式非
発矼

によ

源供
加圧鵠逃がし

弁による

1次系の減圧蕊6

A

格納容器水素

温度計測装凪
運転準傭

イグナイタ起動豪7起動豪7
炉心禍侭の

兆候あり蕊R

炉心

兆 侯

(Yes）

(Nb）

A

格納容器水素

温度計測装囲
運転

イグナイタ作動状況確鵠動状況確鵠 代替格納容器
スプレイポン

プによる代替

炉心注水運9内
【炉心損傷確腿】

炉心出口温度計指示：350℃及び格納容器

高レンジエリアモニタ（高レンジ）指示
：1×105歯v/h

傷確腿】

:350℃及び格納容器

g確腿】

350℃及び格納容器
7（高レンジ）指示

5歯v/h

(Yes）

(NO）(NO）
1次冷却材の漏えい規模が小さい場合は

(B,自己冷却式）の準備を優先し，鋼
場合は代替格納容器スプレイポンプの準
全蒸気発生器への補助給水流量の合計値

ることにより判断

炉心扱畑判断後,1次冷却材圧力計指示

2.0MPa[gage]以上の場合に実施
全交流動力破源喪失に伴い砿源がない場

は受電後速やかに起動
・炉心出口沮度計指示が600℃を超えて」

・炉心出口温度計指示の上昇が急（15℃
・炉心出口温度計指示が350℃を超えてし

（10分程

大破断LOCAと判断した掲合に実施

原子炉補機冷却水系が使用可能な場合は

1次冷却材の漏えい規模が小さい場合は，充てんポンプ

(B,自己冷却式）の準備を優先し，鋼えい規模が大きい
場合は代替格納容器スプレイポンプの準儲を優先
全蒸気発生器への補助給水流量の合計値が80,J/h未満であ

ることにより判断

炉心扱畑判断後,1次冷却材圧力計指示が

2.0MPa[gage]以上の場合に実施
全交流動力破源喪失に伴い砿源がない場合

は受電後速やかに起動
・炉心出口沮度計指示が600℃を超えて上昇

・炉心出口温度計指示の上昇が急（15℃以上／分）
・炉心出口温度計指示が350℃を超えている状態が継続

（10分程度以上）

大破断LOCAと判断した掲合に実施

原子炉補機冷却水系が使用可能な場合は，原子炉
補樋冷却水系による格納容器内自然対流冷却により

原子炉格納容器の除熟を実施

※4

５
６
７
８

※
※
※
※

アニュラス水素

濃度（AM）

計測装匠準備

僻的触媒式水素再結合装置の作動状況確認装置の作動状況確認

代替格納容器スプレイボンプによる

代替格納容器スプレイ※7

レイボンプによる

Iスプレイ※7

アニュラス水素

濃度測定 ※9

※10

格納容器再循環ユニット（A及びB）

による格納容器内自然対流冷却豪10

第7.2.1.2.2図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過温破損)」

の対応手順の概要（格納容器破損モード）

10-81

充てん
ポンプ

(B，自己

冷却式）

の準備燕4

充てんポ

ンプ(B，
自己冷却

幻による

代替炉心

注水
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鰯趣時刻応喜員
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＄

礎"l済姓イトピット
ヘ心注水

アタセ桝冷一卜厘■舎司
I50分昼索一天番働搾傘ｲ鯉礼酪外一礎酷閣1÷
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40分● 鋼 吐 暇 睡 外 L 慶 び ヂ ジスタンスピース瞳睦挫作 ←

【2】補助鮪水タンクと

魅料敗衝jW水タン
クの迩絡

室遮険口路翰容籾再耐夷ユニ妙卜（人氏《βu》“

艮唾#竪写目シヅID･轟本浩到伶エ垂木
郵腔埋堂後←4う曲 ’

15分●棉肋松永勺ﾝクル 織郵齢徳、大ヴシヶの薄鯖号一
11】

聖
覧
邑
当
ｌ
路

l異沃喫唾薙手へ4準率翻り凸聯蝿0七

55分●qわな獅麺奉懸顎璽錘塞グシパ総腿爾1ｵ秘作中央制御窓換剣空
圏系復19

蔽蝿響閏

※上記亜員数は．4崎側までの作鞍の策大要員敬である．その他･関係各厨へ連絡を行う速絡責任者等4名を確保する．
※各操作及び作業における所翌時州は，現場への移動時側，作業環境．作業時間葬を考鹿した想定吟間として記鮫する．

｢一一］再生､v毎樗屋稲作富に三三3:宵雲位牌画卜勇唾L“‘on

第7．2．1．23図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過温破損）」の作業と所要時間
(外部電源喪失時に非常用所内交流動力電源が喪失し，補助給水機能が喪失する事故）（2／2）



別紙10-7-39
※l：外部虹源が良失し，すべての非稽用母繊への給愈に失敗した墹合

具体的には．所内単独運転に失敗し，所内蜜雁覇3号．予健変拝壁蚤びI'溌聯） 凡例

ディーゼル発愈樋から受愈できなかった濁合 ；[三三］：操作･確淫（非常用直涜、源は使用可捷）

※2:璽蕊薄フ涜謝櫓示が”･"h以上あることにより闘助給水“’，；(－－）：ブﾗﾝﾄ状鱈(有効性瀞員）
確立を砿圏．

※3:血趨蕊蕊?噌嵯による非篇用母錬へ'〕愈源回個に失敗すれば.早期;＜－＞：”
の愈源回復不崖と判断

：：･･･｡｡･･･････.

※4：以下のパラメータの監視を強化し，§§§：緊急時対応要員の作棄
1次冷却材の渦えいがないことを監視：。…･･･……：

・格納容理内圧力及び温皮：『..ー.．1:運転貝及び緊急時対応要貝の
・格納奪巽サンプ水位：一・.一・・共同作業

（圓磐鵜f可：辮溌薗夕、……………………………………………………
・加圧鯉水位

…灘s:…窒騨へ"榊総水…",‘".,,伽太繍であること,こより判鰯・蒸気発生圏水位．圧力弊

全交涜動力唖良夫蟻’

（同時に槍助給水椴能喪失．
原子炉愉侭冷却絢鱈宙央も仮定）

（O

(事

1次冷却材ポンプ誼浬盆呼妊

原子炉トリップ

タービン動欄助給水ポンプの超勤

及び補助給水淀且確立の確鯉壷2

早期の矼迩同抱が不鱈郵

〔炉心鰍淵灘駕糊

恥 恥胸

Y“ Y”

苫。

全交流動力趣猟喪失時にRCP

シールLOCAが発生していな
い場合の手順へぎり

随

懲…驚
蔚

颪r烹淵…軍L唾壁竺竺型

~ｽ~,PLE
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遇がし弁§

使用埴備；

鴬X駕
施 拝 ま ；

達がし弁§

使用準備；
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川
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撫
託
撫
一
》
》

入
に蕊

炉 心 担 哩 型

（炉心出口型度計揃示：麺℃及び絡納

容己内高レンジエリアぞニタ〈高レンジ）

掘示：1xIOB壷▼心r）

傷確鱒

l示：麺℃及び絡納

Fそニタ〈高レンジ）

|OB壷▼心r）

戸 す
き再結合装盃の
没鐘哩

炉心柵傷の

兆候あり書14

~EE~F

炉心柵傷の

兆候あり書14

傷の

|篝’肺的触樫式水素再結合装盃の

作動状況確認

加序壁がし弁による

1次系強卿滋匪開始轡'3
し弁による

白匪閲始轡1ｺ

》
｜
ｒ
｜
礎菩圧注入系

代替格納容鰐スプレイポンプに

よる代替格納容器スプレイ開始悪'6
炉心出口沮度計掴示350℃到逮

又は

ECCS作動慣号の発憤
を伴う1次冷却材寅失時に

すべての商圧注入系が拠施良夫

(約7.8時間）

袖助給水タンクと燃料取替
用水タンクの連絡判断軌7

外部電源喪失時に非常用所内交涜動力麹が喪失し，原子炉補
樋冷却楓範が良失する事故

ジルコニウムー水反応等により発生する水素が．アニュラス部

に滞圃することを防止するために事舸に起動

”分以内での交涜動力駐浬の復旧見込みがない場合．事象発生

後から24時間以卜にわたり旺漣敏源を供給するため．不要負荷

切麓しを実噛

角 燕10

※11

燕12

※13

※17

蕊18

脇

雲纂蒜空幽;溌蕊瀞溌
※143．炉心出口温度計櫓示が”℃を超えて上昇連絡準飼し．懲料取替用水タンク水位計柑示3％で連絡開始

･炉心出口温度計梱示の上昇が急（15℃以上／蕊18：格納容鰹再細風ダクト閤放樋梼は･原子炉格拍容馨温度約''0℃
分程度） （原子炉格納容鰯の量高使用圧力⑩､283唖[顕ge】）到達時点

・炉心出口温度計撒示が350℃を瞳えている
の藤気分圧に対する飽和沮度】狸℃に裕度を考重した笹）にて作状霞が鍾紐（'0分厘度以卜】
動※15：蓄趣池充矼時に発生する水素を排出するため

※19$格納容隔内自然対淀冷却閲始又は原子炉格納容繍内への積算注に起動
入漣皿が4,”母となれば代替格納容鶴スプレイを停止

熱6:篭騨雰謡%麟悪駒鞠脅灘癖測:状懲砿鱒は以下で夷適
･格納容馨内温度．格納容馨内圧力低下傾向

容器内圧力計拓示(0.283皿｡[騨ge])未澗にて※21：格納奪鴎内自然対淀冷却により･格納容魁内沮度，格納容器内一旦停止
圧力が低下に転じる時点（約41時間）を原子炉格納容響安定その後は格納審理内圧力計棺示
状魎とする（0.詔3”a[gBge])にて起動・釦kPo低下

（0.”3”a[g途ge】)にて停止の間欠運伝

代替格納容鰹スプレイボンプ

停止判断釦，

原子炉

証
；納容饗安

(約41”間

以下長期対漬

原子炉格納容認安定状筐破認

(幡納容固内沮度．格納容騒内圧力
低下傾向）■泌唾’

格納容浬内自然対漣冷却によるの長期

の除舶及び危源股園等の復旧穀綻

第7．2．1．2．5図「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過温破損)」

の事象進展

（外部電源喪失時に非常用所内交流動力電源が喪失し，

補助給水機能が喪失する事故）

10-83



別紙10-7-40

；凡例

；［二コ：操作･碗昭＜二＞：判断＃
；〔－）：プラント状態

※1：外部蝕源が喪失し，すべての非常用母線への給蝕に失敗した場合
具体的には，所内単独運転に失敗し，所内変圧器，予備変圧器
及びディーゼル発砒機から受愈できなかった場合

※2：以下のパラメータを監視し，1次冷却材の漏えいがないことを監視

・格納容器内圧力及び沮度

・格納容器サンプ水位
・格納容器内モニタ

・1次冷却材圧力

・加圧器水位
・蒸気礎生器水位．圧力等

【事象の発生】
･過渡事象・1次冷却材良失・全交流動力晒源良失
【作動状況確昭】
･原子炉自動停止・ECCS作励・格納容器スプレイ作励
【安全機能喪失】
･ECCS注水/再循環機能喪失・格納容器スプレイ注入/再循環機能喪失
･補助給水機能喪失等

(Nc)
全交流動力吐源寅失である顛】

(Yes）

※3：1次冷却材圧

力が蓄圧タン
クの保持圧力

以下まで急速

に低下してい

る場合

扇E雨馬扉-斗狸(No)1次冷却材湖えいの兆候がある幾21次冷却材湖え↓ D兆候がある幾2

(Yes)

kである蟻3
－

(Yes）

中型ポンプ車

（2台目，3
台目）による

格納容器内自

然対流冷却及

び高圧再循環

の準備

勤
深
即
纈
巍
疎
の

中
Ｉ
台
格
然
び

(Yes)

(No)(NC）
大破断LOCAである蟻3kである蟻3

－

(Yes）

大破断LOC

(Yes）

角
中型ポンプ血
（1台目）に

よる補助給水

タンクへの補

給及び使用済

燃料ピットへ

の注水

空冷式非
常用発愈
装匠の単

鯛

空冷量
常用；
装匠＠

個

非
愈
単

式
発
の

アニュラス排

気ファン，中
央制御室換気
空田系の起動

準備

ECCS注水

／再循環機能喪失

ECCS注

／再循環機能

補助給水
機能宴失蕊5

補助j
機能宴

格納容器スプレイ

／再循潔撮能寅失

スプレイ

撮能寅失

スプレイ

撮能寅失

1
１
９
１
・
‐
鯛

代
榊
幸
錘
軍

代替

格納容器
スプレイ

ポンプの

軍鯛峯4

A

アニュラス排

気ファン起動

，中央制御室

換気空岡系起
動

加呼鍵がし弁

の使用憩伽 叫
炉心出口沮度計揃示350℃到達

又は

ECCS作動俗号の発俗を伴う1次冷却材喪失時に
すべての商圧注入系が槻能宴失

i示350℃到達

ドう1次冷却材喪失時に
系が槻能宴失

i示350℃到達

ドう1次冷却材喪失時に
系が槻能宴失

空冷ヨ

常用』

装旺I

る醜

空冷式非

常用発愈

装旺によ

る愈源供

式非

発愈

によ

源供
加圧器逸がし

弁による

1次系の減圧豪6

A

格納容器水素

濃度計測装画
運転準備

イグナイタ起動蕊7起動蕊7起動蕊7
炉心扱協の

兆候あり豪8

炉心

兆候，
－

(Yes)
(Nb）

A

格納容器水素

漫度計測萎睡

運転

イグナイタ作動状況確箆状況確箆状況確箆 代替格納容器

スプレイポン

プによる代替

炉心注水豪9
P，

【炉心損傷硫隠l
炉心出口温度計指示：350℃及び格納容器

商レンジエリアモニタ（高レンジ）指示
：1×105噸v/h

傷硫隠l
:350℃及び格納容器

E硫隠1
350℃及び格納容器

7（高レンジ）指示
5噸v/h

(Yes)

(NO）(NO）
1次冷却材の洞えい規模が小さい場合は，充てんポンプ
(B.自己冷却式）の箪億を優先し，漏えい規模が大きい

場合は代替格納容器スプレイポンプの箪備を優先

全蒸気発生器への補助給水流量の合計髄が80,3/h未満であ
ることにより判断

炉心損侮判断後，1次冷却材圧力計指示が

2.OMPa[gage]以上の場合に実施
全交流励力賦源喪失に伴い吐源がない場合
は受蝕後速やかに起動
・炉心出口湿度計指示が600℃を超えて上昇
・炉心出口沮度計指示の上昇が急（15℃以上／分）

・炉心出口温度計指示が350℃を超えている状態が継続

(10分程度以上）

大破断LOCAと判断した場合に実施

原子炉補擬冷却水系が使用可能な場合は，原子炉
補機冷却水系による格納容器内自然対流冷却により
原子炉格納容器の除熱を実施

1次冷却材の洞えい規模が小さい場合は
(B.自己冷却式）の箪億を優先し，漏

場合は代替格納容器スプレイポンプの箪

全蒸気発生器への補助給水流量の合計髄
ることにより判断

炉心損侮判断後，1次冷却材圧力計指示

2.OMPa[gage]以上の場合に実施
全交流励力賦源喪失に伴い吐源がない場
は受蝕後速やかに起動
・炉心出口湿度計指示が600℃を超えて」
・炉心出口沮度計指示の上昇が急（15℃

・炉心出口温度計指示が350℃を超えてb

（10分程

大破断LOCAと判断した場合に実施

原子炉補擬冷却水系が使用可能な場合は

1次冷ヨ

(B,1

場合は1

全蒸知
ることl

炉心損1

2.側Pal

全交流1

は受剛
・炉心I

※4※4
タ（高レンジ）指示
)5噸v/h

雨 一 ５
６
７
８

※
※
※
※

５
６
７
８

※
※
※
※

アニュラス水素

濃度(AM)
計測装匠準備

静的触媒式水素再結合装旺の作動状況砿昭装旺の作動状況砿昭装旺の作動状況砿昭

代替格納容器スプレイポンプによる

代替格納容器スプレイ鞭7

レイポンプによる
:スプレイ鞭7

アニュラス水素

漫慶測定 ※9

※10

格納容器再循環ユニット（A及びB）

による格納容器内自然対流冷却巌10

第7.2.4.2図「水素燃焼」の対応手順の概要

（格納容器破損モード）

10-84

(B,自己
冷却幻

の準備窪4

充てんポ

ンプ(B,
自己冷却
式)による

代替炉心

注水
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第7，2．4．3図「水素燃焼」の作業と所要時間
(大破断LOCA時に低圧注入機能及び高圧注入機能が喪失する事故）



別紙10-7-42
(蒲轤淵の｝ 凡例

｢~~~~~~1:操作･確認 く－＞:判断

………………………………気:馬:蕊溌鰯雛慕（三一）：プラント状態(有効性評価)1

大破断LOCAにより，原子炉圧力低による原子炉トリップ，原子炉圧力異
常低によるECCS作動，さらに原子炉格納容器圧力異常商による原子炉格
納容器スプレイ系作動
1次系圧力が蓄圧タンクの保持圧力以下となれば,蓄圧注入系による炉心
注水が行われることを確鋸

以下のパラメータにより1次冷却材の湖えいを判断

・格納容器内圧力及び温度

・格納容器サンプ水位
・格納容器内モニタ

・1次冷却材圧力

・加圧器水位
・蒸気発生器水位，圧力等
燃料取替用水タンクへの補給方法
・1次系純水タンク及びほう酸タンク

・2孜系純水タンクから使用済燃料ピット経由等

商圧注人ポンプの起動失敗又は商圧注人ライン流量の指示が上昇しない

余熱除去ポンプの起動失敗又は余熱除去ループ流量の指示が上昇しない

燃料取替用水タンク水位計指示16%になれば格納容器再循環サンプ水位

計（広域）指示70％以上を確認し，再循顔切替操作実施

格納容器スプレイ再循環への切替

・原子炉補樋冷却水ポンプの追加起動

・格納容器スプレイ冷却器への補機冷却水通水

・格納容器再循環サンプ水位の砿露
・格納容器スプレイポンプ水源切替

（燃料取替用水タンクー格納容器再循環サンプ）

適宜，原子炉格納容器内の水素浪度測定を実施
格納容鴨内自然対流冷却実施時にも水素濃度測定を実施

状態砿腿は以下で確罷

，格納容器内温度，圧力低下傾向「蕨亙雨蚕扇冤壼

冷却材喪失（大破断）

(同時に高圧注人及び低圧注人機能良失も仮定）(0秒）

1

1

1

1

(約9秒)I

※1

２
３

※
※

原子炉圧力異術低
ECCS作動限界位到達豪’

原子炉格納容器圧力異常研
原子炉格納容器スプレイ作動限界位到連瑳’
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※
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※9
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ド割辮¥笛）

訂|蕊蕊！
||装圃による1

起動は

li水鰡鯛｜有効性評

価上考愈

~回覆ほ有効住

評価上考慮せず）｛炉心出口温度計指示最間位350℃到連を判断

〔炉心の悪し淵灘繍"醤"〕 ｌ評愈
は
性
考

動
効
上
ず

起
有
価
せ’ 艤欝鶴1

1
岬

慮

※11：格納容器スプレイ再循環

により格納容器内圧力，

温度が低下に転じる時点

（約4時間）を原子炉格
納容器安定状態とする

※12：格納容器再循興サンプ水位

低卜，各ポンプの流位低
再

ト，出人口圧力及び砿動樋
電流の変動又は低下により

判断
』

※13：原子炉補機冷却系の沸鴎防

l駕既暁"輪”
1せず)0.27MPa[gage]まで窒素加圧

を実施し，窒素加圧後，格

＞納容鵠再循璽ﾕﾆｯﾄ(A
及びB)の原子炉補樋冷却

水出人口弁を開操作

{鯉蕊群解）

炉心溶融開始(約24分）

{窯謹瀦淵
炉心損慨確腿

（炉心出口温度計指示：350℃及び格納

容器内高レンジエリアモニタ（商レンジ）
指示：1×lO5mSv/h）

Fテ三皇弓黄采紫可
I濃度（AM）I

芦鑿蜀※
(有効性評価上考慮せず）

肺的触媒式水素再結合装固作動状況砿腿

角
格納容器スプレイにより格納容器内沮度，

圧力が低下していることを確鱒

り格納容器内沮度，

､ることを確鱒

再循環切替判断瀬7格納容器スプレイ 格納容器再循環サンプスクリーン

閉塞を判断潅'2

格納容器再循環

閉塞を

格納容器スプレイ再循環切替斑8イ再循環切替斑8(約35分）

を
２
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Ｉ
シ
納
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が
間
時
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納
始
間
二
格
始
力
時
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炉

格
開
時
１
る
開
圧
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し
子
る

４１※皇原子炉補微冷却系

容器スプレイ再循環運転からf

器再緬環ユニット（A及びB）

による冷却へ切替

容器スプレイ再

器再緬環ユニッ

による冷

器破捌

原子炉

格納容器安定
（約26時間）

卵子炉格納容器安定状態確認

(播納容器内温度，格納容器内圧力低下
傾向）郵0豪'4

卵子炉格納容

(播納容器内温度，
傾向）

原子炉

｛格納容器安定

（約4時間）

以ト長期対策

原子炉格納容器安定状態砿鯉

(格納容器内温度，格納容器内圧力低下傾
向）蕊10豪I】

安定状態砿鯉

納容器内圧力低下傾
10豪I】

以降，格納容器スプレイ再循環運転又は格納容器再循顔ユニット（A及びB）による
原子炉格納容器内の継続的な除熱の碓腿

第7.2.4.7図「水素燃焼」の事象進展

(大破断LOCA時に低圧注入機能及び高圧注入機能が喪失する事故）

10-86

格納容器水

素濃度計測

装置による

水素渡度

測定巌9
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第7．3．1．2表主要評価条件（想定事故1）（2／2）

程
。
１
ｍ
「

聖
声
』
つ
ｌ
『
Ｉ
吟
四

項目 主要評価条件 条件設定の考え方

事
故
条
件

安全機能の喪失に

対 す る 仮 定

外部電源

使用済燃料ピット冷却機能

及び

注水機能喪失

外部電源なし

使用済燃料ピット冷却機能及び注水機能が喪失するものとして設定。

外部電源がない場合においても，中型ポンプ車による使用済燃料ピッ

トヘの注水は可能であり，外部電源がある場合と事象進展は同じであ

ることから，資源の評価の観点から厳しくなる外部電源がない場合を

想 定。‐

重
大
事
故
等
対
策
に

関
連
す
る
機
器
条
件

放射線の遮蔽が維持

できる使用済燃料

ピット最低水位

中型ポンプ車から

使用済燃料ピットへの

注水流量

燃料頂部から4．33m

(NWL-3.29m)

25m3/h

使用済燃料ピット中央水面の線量率が燃料取替時の燃料取扱棟の遮

蔽設計基準値(0.15mSv/h)となる水位を設定。

使用済燃料ピット崩壊熱による使用済燃料ピット水の蒸散率に対し

て燃料損傷防止が可能な流量を設定。

重
大
事
故
等
対
策
に

関
連
す
る
操
作
条
件

中型ポンプ車による

使用済燃料ピットへの

注水開始

事象発生から5．6時間後

使用済燃料ピット水位を放射線の遮蔽が維持できる水位に保つ必要

があり，放射線の遮蔽が維持できる最低水位に到達するまでに使用済

燃料ピットへの注水を実施するとして , ｢6.3.5運転員等の操作時間

に対する仮定」の(5)に従い，現場への移動，注水準備に必要な時間

等を考慮して設定。
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第7．3．2．2表主要評価条件（想定事故2）（2／3）

』
Ｃ
ｌ
、
、

聖
声
ご
’
千
宝

項目 主要評価条件 条件設定の考え方

事
故
条
件

冷却系配管の破断に

よって想定される

初期水位

安全機能の喪失に

対する仮定

外部電源

NWL-1．36m

使用済燃料ピット冷却機能

及び

注水機能喪失

外部電源なし

使用済燃料ピットの水位が最も低下する可能性のあるサイフォン現

象等として，使用済燃料ピット冷却系出口配管の破断による漏えいを

想定し，当該配管と使用済燃料ピット接続部下端位置に相当する水位

を設定。設定においては，使用済燃料ピット冷却系入口配管に設置さ

れているサイホンブレーカの効果を期待。

使用済燃料ピット冷却機能及び注水機能が喪失するものとして設定。

外部電源がない場合においても，中型ポンプ車による使用済燃料ピッ

トヘの注水は可能であり，外部電源がある場合と事象進展は同じであ

ることから，資源の評価の観点から厳しくなる外部電源がない場合を

想定◎

重
大
事
故
等
対
策
に

関
連
す
る
機
器
条
件

放射線の遮蔽が維持

できる使用済燃料ピット

最低水位

中型ポンプ車から

使用済燃料ピットへの

注水流量

燃料頂部から4.33m

(NWL-3.29m)

25m3/h

使用済燃料ピット中央水面の線量率が燃料取替時の燃料取扱棟の遮

蔽設計基準値(0.15mSv/h)となる水位を設定。

使用済燃料ピット崩壊熱による使用済燃料ピット水の蒸散率に対し

て燃料損傷防止が可能な流量を設定。
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●呪岨移鮎／捜朋涜進料ピッ}･広岐水位計（AM）戴匝操作

（呪岨撮仰）

I弱分
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i15分●魏鵬移勤／2次襯純水タンクからの注水州iW

●現出移動／2汰系純水タンクからの漉水状況確認
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く放射線の遮薩が維持できる
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※上記圏員散は‘4時間までの作寵の燈大要員数である‘その他．関係各所へ述絡を行う迎紡貴任者等4名を碗保･ｵｰる．
※器拠作及び作業における所嬰i岬IIIlは．現場への移動吟Ⅲ1．作栗環塊，作業時間等を苛慮した想定時間として記靴･#-る“
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ざ
Ｉ
下
念

第7.3.1.3図「想定事故1」の作業と所要時間（使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失することにより，

使用済燃料ピット内の水の温度が上昇し，蒸発により水位が低下する事故）



へ

へ

NWL-0．08m
■■■

娯位約3画低γ

1
約7.54m

約4.33m

約4.34m 燃料燃料集合体合体
一－－

使用済燃料ピット水位概略図

①3m分の評価水量

Aピット

Bピット

A,Bピット間

燃料取替用キャナル

燃料検査ピット

合計

②事象発生からAピットが沸騰するまでの時間(注）

’

③使用済燃料ピット崩壊熱による使用済燃料ピット水の蒸
散率

④事象発生から蒸発により3:m水位が低下する時間

別紙10-7-46

一

、

＞

ソ

約11.88m

評価結果

約370m3

約200m3

約5m3

約70m3

約70m3

約715m3

約8時間

約19.5m3/h

約1.9日

(注）崩壊熱の高い燃料体等をAピットに選択的に貯蔵した場合を想定

(Aピット崩壊熱:10．787MW,Bピット崩壊熱:0928MW)

第7．3．1．4図想定事故1における

使用済燃料ピット水位低下時間評価結果

10－90
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使用済燃料ピット冷却系配管の破断

(同時に使用済燃料ピット注水機能喪失を仮定）
□
０
－
〕

操作・確認 くこ＞:判断
プラント状態i…………．

i…………，

運転員と緊急時対応

要員の共同作業

※1：使用済燃料ピット通常水位:EL31.86m(NWL)
水位低警報値：EL､31.78m(NWL-0.08m）

※2：使用済燃料ピット水位が使用済燃料ピット冷却系出口
配管下鑑以下に連した場合又は達するおそれがある場合

※3：使用済燃料ピット沮度高警報値：60℃

※4：以下の注水手段のうち使用はI能なものについて，噸次

注水操作を行う。

・燃料取替用水タンク（燃料取替用水タンクポンプ）
・2次系純水タンク（1次系純水サーピスポンプ）

使用済燃料ピット水位低下確認楽’

総轆司
(0時間 使用済燃料ピット冷却機能喪失判断※2

使用済燃料ピット温度上昇確認饗3 ；可搬型使用済燃

；料ピットエリア

；モニタ，使用済
;燃料ピット広域
:水位計(AM)及び
;使用済燃料ピッ
；卜監視カメラ冷
：却股傭の股匠

騰繍

淡水タンクが使用可能※6
NO

/一、 YES

使用済燃料ピットへの注水操作※4

使用済燃料ピット注水機能喪失の判断※5

中型ポンプ車によ

る使用済燃料ピッ

トへの注水準備

（淡水タンク）

中型ポンプ車によ

る使用済燃料ピッ

トへの注水準備

（海水）

I繍鶏鼻）
F天莅匠千恵燕子司 １

性
せ

効
慮

有
考

は
上

水
価

注
評
ずＩ

使用済燃料ピッ

5)；中型ポﾝプ車による
への注水！

使用済燃料ピット
g鑑溌8蕊9(2.2時

三
使用済燃料ピット水位，温度安定状態確認豪1

－ ~「

※5：注水操作により使用済燃料ピット水位上昇等が砿露できない場合

※6：現場にて，淡水タンク（2次系純水タンク，脱坦水タンク，ろ過
水貯蔵タンク）の外観を砿認し，淡水タンクの使用可否を判断
淡水タンクが使用できる場合には，消火ポンプによる注水も可能

※7：使用済燃料ピット冷却樋能良失に伴う使用済燃料ピット水の
蒸発に伴い，NWL－1.36mよりさらに水位が低下

※8：使用済燃料ピット水位は，中型ポンプ車の間欠運転又は流肚鯛整
により，使用済燃料ピット冷却系出口配管下娼水位で維持する。

※9：注水を実施しない場合は，約7時間で使用済燃料ピットが沸鴎を
開始し，約1.2日で使用済燃料ピット水位が放射線の遮蔽が維持
できる最低水位まで低下

※10：状態碗認は以下で実施
・使用済燃料ピット水位維持及び狸度安定

角

以
繩く

第7．3．2．2図「想定事故2」の対応手順の概要

（「サイフォン現象等により使用済燃料ピット内の水の
小規模な喪失が発生し，使用済燃料ピットの水位が

低下する事故」の事象進展）

10-91

使用済燃料ピット水位，温度安定状態確認豪'0

以降，中型ポンプ車による使用済燃料ピットへの注
水により，使用済燃料ピット水位が維持され温度が
安定していることを確認する。
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●現場移動／望次系ﾙ&水タンクからの注水胤作

●現鳩,移動／2次系*I水タンクからの注水状況確総

（理塀織作）

－

｢霧1
通軽風〔 】

噸縮完丁後．注水織作醤行

い，注水状況を確秘する
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●使附済燈料ピット注水樋龍喪失の原因飼壷及び回侭搬作

（中央刷御竃撮作）一丁－‐

●艇用済進判ピット注水機挺喪失の原因輿憲量ぴ回復婦作く三

《現蝋挫作》

●朧需鶏折への移動，彼材運撤作案（淡水タンク）

●中型ｵfンブ進噸傭作薬（淡水タンク）

壷賓奪塩
11】運転局八

催朋済燈側ピット
注水樋撞圃密

’
’
１
１

回復は荷劫性評缶上考慮せず。
遷奮窒隼
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11】連軽働【

1

1
●水一詫歎殴作蕊（蹴外．蹴外一趣睡IN1）（淡水タンク）

●ホース敷餓作窺（也風内）（淡水タンク）

（現蝸操作）

淡水タンクが使川不可であれ

ば海水からの注水とする

アクセスルート笹旧盆苛慮1・
ろと．使刑渋懲料上･ツトクー注

水を閲鮒する畔間ぷ約150分

塒となるが放齢線の遮蔽が維

持できる最隆水位となる約
1.2mまでに対応可繼である

I
‘IB型派ンプAKによる

使川隣懲W:1ビット注
水
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１
１
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､ -
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蕊
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※上記要員散は．4時間までの作粟の最大要員散である．その他．関係各所へ連絡を行う迩締責任廿秤4名を確保する．
※各挫作及び作梁における所要時間は，現場への移動時間，作業環塊．作業時間等を考懲した想定時間として記救する．

局:術効性評僅竺忠十る仰巣 i二二1:打効“侭上零息しない煙

第7．3．2．3図「想定事故2」の作業と所要時間（サイフォン現象等により使用済燃料ピット内の
水の小規模な喪失が発生し，使用済燃料ピットの水位が低下する事故）
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口径：0．5inch

T小約aO6mL

NWL

0約1.36m

－

●
一

一
一

’約 1．93m
口径:12inch

！ $、 径:10inch口約2.37m
約4.33m

尚|咳
■I■■■

一

1

I||| 、口約4．34 径：

4inch(Aピット）
61nch(Bピット）

燃料集合体燃料集合体r、

～

～

使用済燃料ピット
冷却系入口配管

使用済燃料ピット
冷却系出口配管

へ

使用済燃料ピット水位概略図

’ 評価結果

①1.93m分の評価水量

Aピット

Bピット

A,Bピット間

燃料取替用キャナル

燃料検査ピット

合計

約230m3

約120m3

約3m3

約46m3

約40m3

約439m3
へ

②事象発生からAピットが沸騰するまでの時間(注） 約7時間

③使用済燃料ピット崩壊熱による使用済燃料ピット水の蒸
散率

約19.5m3/h

④事象発生から蒸発により1.93m水位が低下する時間 約1.2日

(注）崩壊熱の高い燃料体等をAピットに選択的に貯蔵した場合を想定

(Aピット崩壊熱:10.787MW,Bピット崩壊熱:0.928MW)

第7．324図想定事故2における
使用済燃料ピット水位低下時間評価結果

10－93
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第7.4.1.2表主要解析条件（崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失））（1／3）

』
Ｃ
Ｉ
の
心

聖
蛮
骨
Ｃ
ｌ
『
１
ｍ
。

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

解析コード M - R E L A P 5
本重要事故シーケンスの重要現象である炉心における沸騰・ボイド率

変化,気液分離･対向流等を適切に評価することが可能であるコード。

初
期
条
件

原子炉停止後の時間

1次系圧力

(初期）

1次冷却材高温側温度

(初期）

1次系水位

(初期）

炉心崩壊熱

55時間

大気圧

(OMPa[gage])

93℃

原子炉容器出入口

配管中心高さ+8cm

FP:日本原子力学会推奨値

アクチニド:ORIGEN2

(サイクル末期を仮定）

評価結果を厳しくするように，定検検査の工程上，原子炉停止から1

次冷却材水抜き開始までの時間として考えられる最短時間に余裕を

みた時間として設定。原子炉停止後の時間が短いと崩壊熱が大きくな

り, 1次冷却材の蒸散率も大きくなることから，1次系保有水量確保

の観点から厳しい設定。

ミッドループ運転中は1次系を大気開放状態としていることから設

定 。

評価結果を厳しくするように，ミッドループ運転中の運転モードにお

ける上限値として設定。1次冷却材温度が高いと1次冷却材の保有熱

量が多くなり，1次系保有水量確保の観点から厳しい設定。

評価結果を厳しくするように，プラント系統構成上の制約から定めて

いるミッドループ運転中の水位として設定。ミッドループ運転中の水

位が低いと1次系保有水量が少なくなり，1次系保有水量確保の観点

から厳しい設定。

サイクル末期炉心の保守的な値を設定。燃焼度が高いと高次のアクチ

ニドの蓄稲が多くなるため長期冷却時の崩壊熱は大きくなる。このた

め,燃焼度が高くなるサイクル末期時点を対象に崩壊熱を設定。また，

使用する崩壊熱はウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の装荷を考

慮 。
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第7.4.2.2表主要解析条件（全交流動力電源喪失）（1／2）

』
つ
Ｉ
④
函

聖
覧
己
’
千
日

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

解析コード M-RELAP5
本重要事故シーケンスの重要現象である炉心における沸騰・ボイド率

変化,気液分離･対向流等を適切に評価することが可能であるコード。

初
期
条
件

原子炉停止後の時間

1次系圧力

(初期）

1次冷却材高温側温度

(初期）

1次系水位

(初期）

炉心崩壊熱

55時間

大 気 圧

(OMPa[gage])

93℃

原子炉容器出入口

配管中心高さ+8cm

FP:日本原子力学会推奨値

アクチニド:ORIGEN2

(サイクル末期を仮定）

評価結果を厳しくするように，定検検査の工程上，原子炉停止から1

次冷却材水抜き開始までの時間として考えられる最短時間に余裕を

みた時間として設定。原子炉停止後の時間が短いと崩壊熱が大きくな

りp 1次冷却材の蒸散率も大きくなることから，1次系保有水量確保

の観点から厳しい設定。

ミッドループ運転中は1次系を大気開放状態としていることから設

定 ◎

評価結果を厳しくするように，ミッドループ運転中の運転モードにお

ける上限値として設定。1次冷却材温度が高いと1次冷却材の保有熱

量が多くなり，1次系保有水量確保の観点から厳しい設定。

評価結果を厳しくするように，プラント系統構成上の制約から定めて

いるミッドループ運転中の水位として設定。ミッドループ運転中の水

位が低いと1次系保有水量が少なくなり，1次系保有水量確保の観点

から厳しい設定。

サイクル末期炉心の保守的な値を設定。燃焼度が高いと高次のアクチ

ニドの蓄頼が多くなるため長期冷却時の崩壊熱は大きくなる。このた

め，燃焼度が高くなるサイクル末期時点を対象に崩壊熱を設定。また，

使用する崩壊熱はウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の装荷を考

慮 。
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第7.4.3.2表主要解析条件（原子炉冷却材の流出）（1／3）

』
。
Ｉ
Ｃ
⑦

聖
声
Ｓ
４
ｌ
闇

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

解析コード M-RELAP5
本重要事故シーケンスの重要現象である炉心における沸騰・ボイド率

変化,気液分離･対向流等を適切に評価することが可能であるコード。

初
期
条
件

原子炉停止後の時間

1次系圧力（初期）

1次冷却材高温側温度

(初期）

1次系水位（初期）

炉心崩壊熱

55時間

大気圧

(OMPa[gage])

93℃

原子炉容器出入口

配管中心高さ+8cm

FP:日本原子力学会推奨値

アクチニド:ORIGEN2

(サイクル末期を仮定）

評価結果を厳しくするように，定検検査の工程上，原子炉停止から1

次冷却材水抜き開始までの時間として考えられる最短時間に余裕を

みた時間として設定。原子炉停止後の時間が短いと崩壊熱が大きくな

り , 1次冷却材の蒸散率も大きくなることから，1次系保有水量確保

の観点から厳しい設定。

ミッドループ運転中は1次系を大気開放状態としていることから設

定 。

評価結果を厳しくするように，ミッドループ運転中の運転モードにお

ける上限値として設定。1次冷却材温度が高いと1次冷却材の保有熱

量が多くなり，1次系保有水量確保の観点から厳しい設定。

評価結果を厳しくするように，プラント系統構成上の制約から定めて

いるミッドループ運転中の水位として設定。ミッドループ運転中の水

位が低いと1次系保有水量が少なくなり，1次系保有水量確保の観点

から厳しい設定。

サイクル末期炉心の保守的な値を設定。燃焼度が高いと高次のアクチ

ニドの蓄禰が多くなるため長期冷却時の崩壊熱は大きくなる。このた

め,燃焼度が高くなるサイクル末期時点を対象に崩壊熱を設定。また，

使用する崩壊熱はウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の装荷を考

慮 ◎
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第7.4.3.2表主要解析条件（原子炉冷却材の流出）（3／3）

骨
Ｃ
ｌ
④
『

聖
謙
ｇ
ｌ
下
認

項目 主要解析条件 条件設定の考え方

重
大
事
故
等
対
策
に

関
連
す
る
機
器
条
件

充てんポンプ 31m3/h

炉心への注水は，充てんポンプ1台を使用するものとする。原子炉停

止55時間後を事象開始として，事象発生から約23分後の充てんポン

プによる炉心注水を開始する時点の炉心崩壊熱に相当する蒸散量（約

29.8m3/h)を上回る流斌に，流出により低下した水位を回復させるた

めの水量を見込んだ流量として設定。

重
大
事
故
等
対
策
に

関
連
す
る
操
作
条
件

充てんポンプによる

炉心注水開始
余熱除去機能喪失から20分後

運転員等操作時間として，「6.3.5運転員等の操作時間に対する仮定」

の(5)に従い，事象発生の検知及び判断並びに充てんポンプによる炉

心注水操作に要する時間を上回る時間として20分を想定して設定。
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第7.4.4.2表主要評価条件（反応度の誤投入）（1／2）

』
。
’
④
の

聖
津
』
Ｃ
ｌ
司
１
，
吟

項目 主要評価条件 条件設定の考え方

初
期
条
件

制御棒位置

1次冷却材の有効体積

初期ほう素濃度

臨界ほう素濃度

全挿入状態

213m
3

4,400ppm

1,800ppm

低温停止状態における制御棒位置として，全挿入状態を設定。全挿入

状態の場合，制御棒の挿入による反応度の低下に期待できず，臨界に

至るまでの時間余裕が小さくなることから厳しい設定。

1次冷却材の体頼が小さくなるように，加圧器，原子炉容器上部ドー

ム部，炉心内バイパス等の体稲を除いた値を設定。1次冷却材の体積

は，小さいほど希釈率が大きくなり，反応度添加率が大きくなること

から厳しい設定。

原子炉停止中の1次系は，燃料取替用水タンクのほう酸水で満たされ

ており，同タンクのほう素濃度要求値の下限値を設定。実際の原子炉

停止中の1次系は，設定値以上のほう素濃度のほう酸水で満たされて

いることから厳しい設定。

サイクル初期，低温状態，制御棒全挿入状態における，ウラン・プル

トニウム混合酸化物燃料の装荷を考慮した炉心の臨界ほう素濃度の

評価値に，取替炉心のばらつき等を考慮しても余裕のある値として設

定。臨界ほう素濃度は，高いほど初期ほう素濃度との差が小さくなり，

臨界に至るまでの時間余裕が小さくなることから厳しい設定。
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{有蝋;二勺
（0秒）

↑

’50分後
Iの操作

｜を仮定

▼

(50分）

咽
□
○

ミッドループ運転中に

余熱除去機能喪失 (つ:プﾗﾝﾄ状態(有効性評価）操作・確認

判断

炉心の沸騰開始
※1：余熱除去ポンプトリップ等による運転不能又は余熱除去冷却器に

よる冷却概龍喪失を砿認した場合は余熱除去機能喪失と判断

※2：炉心注水により，1次系保有水盆を砿保するとともに，取外してい
る加圧器安全弁の開口部からの蒸散により炉心崩壊熱を除去

※3：有効性評価上，50分で炉心注水を開始しているが，実際の操作に
おいては単伽完了次第，炉心注水開始

余熱除去機能喪失を判断※’

除去機能

復操作

原子炉格納

容器からの

退避指示

醗鰯鶴｝
|繩難I充てんポンプによる

炉心注水開始※2※3

プによる

始※2※3/~､ 原子炉格納

容器エアロック

の閉止漁4

※4：作業員が原子炉格納容器外へ退避したことを確鱒後，閉止

※5：格納容器内圧力叶（広域）指示が0,025Wa[gage]になれば
起動

※6：状態確認は以下で殖麗

1次系保有水量維持及び

厩
1次冷却材高廻側過度（広域）安定

※7：充てんポンプによる炉心注水を開始し，水位

維持が可能なことが砿腿できる事象発生の
約140分後を原子炉安定状態とする

原子炉安定状態確認※6※7
(1次系保有水戯維持及び1次冷却

材間温側温度（広域）安定）

態確認※6※7

陰持及び1次冷却
(広域）安定）

原子炉安定

(約140分）

原子炉補機冷却水系

による格納容器内自然

対流冷却の準備蕊8獺9

以下長期対策

格納容器再循環ユニット(A及びB)による格納容器内自然対流冷却開始※'。(約35時間）

※8：原子炉補樋冷却水系の沸鴎防止のために原子炉袖機冷却水サージタンク

を0.27MPa[gage]まで窒素加圧実施
窒素加圧後，格納容器再循環ユニット(A及びB)の原子炉補機冷却水
出入口弁を開操作

※9：有効性評価上，約35時間で格納容器内自然対流冷却を開始しているが，
実際の操作においては地備完了次第，通水開始

※10：格納容器再循潔ユニット(A及びB)のダクト開放機構は，原子炉格
納容器内温度約110℃(原子炉格納容器殿商使用圧力(O.283Wa[gage])
到達時点の蒸気分圧に対する飽和温度132℃に裕度を考虚した位)にて
作動

※11：燃料取替用水タンク水位計指示が16％になれば格納容器再循環サンプ
水位計（広域）指示70%以上を砿認し，再循環切替操作を実施

※12：代替再循卵への切替
・原子炉補楓冷却水ポンプの追加起動

・格納容器スプレイ冷却器への補機冷却水通水
・格納容器再循潔サンプ水位の砿麗

・格納容器スプレイポンプ水源切替
（燃料取替用水タンク→格納容器再循環サンプ）

・代替再循識系統栂成
・格納容器スプレイポンプ(B,代替再緬顔配管使用）起動

再循環への切替判断※'【

充てんポンプによる注水停止
及び代替再循環開始※'2

(約51時間）

八

原子炉格納容器の冷却については，原子炉

格納容器雰囲気の状態に応じて格納容器内
自然対流冷却により継続的に行われる代替再循環による長期冷却継続

第7．4．1．2図「崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による
停止時冷却機能喪失）」の対応手順の概要

（「燃料取出前のミッドループ運転中に余熱除去機能が喪失する事故」
の事象進展）

10-99
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【】は他作纂桧
牝動してきた密目
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▽プラント状況1N断
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【1】迩転員八

※上記要員数は，4時間までの作梁の最大翌員数である．その他．関係各所へ連絡を行う連絡賞任老辱4名を確保する．
※各操作及び作案における所要蹄側は．現場への移動時間．作藁願境．作菜時間等を考慮した想定塒淵として記絃する。
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第7．4．1．3図「崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失）」の作業と所要時間
（燃料取出前のミッドループ運転中に余熱除去機能が喪失する事故）
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I
効性評価上

経過時間
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；凡例

：［－］:操作･確腿：緊急時対応要､の作業

：くこ＞:判断I:運転貝と緊急時対応要員の共同作業；L凸凸凸。｡，．

；(－):プラント状態(有効性評価）
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駕篭鶚雪憧ず'"‘:聯撫蕊欝総鰯職具体的i二は，予囲査圧週及びディーゼル発竃樋から受註できなか
った島合（非常用壷壷電皿は使用可睦）

ミッドループ運転中に全交涜動力敵源寅失淡！

（同時に原子炉補機冷却機能喪失も仮定）
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炉心の沸鴎朋始

NC

Yes

,侭鰯鶴）
タンクによる

､注水窪4

）
空冷式非常

用発砿装固
の準備

冷
発
の

空
用

服子炉格納

容器からの

退避堀示

替
ス
ン

代
ポ

代替格納容器

スプレイ

ポンプの準俄

器
俄

容
イ
準

崩
し
、

アニュラス排
気プァン及び

中央制御室換

気空澗系起動

準備

アニュ

気プァ

中央制

気空澗

燃料取替用水タンクによる
代替炉心注水窪4

原子炉格納容器

エアロックの閉止豪:8

分後

操作

仮定

アニュラス排

気ファン蟹M及

び中央制御室

換気空調系の

起動

潅
罪
酔
鰹
一
一

NC90分以内に趣源回復

の見込みがある

90分以内I

の見込』

直流負荷

切離し饗5

__｣壁_－
（有効性胖個上考慮せず）
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「一iによる危源供給開始：
－．．－．．－．．‘...．．－．．ー．．』

/一、
!空冷式非常
iによる”
ー■●－■■一●◆9

ｌ
ア
評

鈩
雄

識
噸
蓉

ラ
動
厘

１
起
雰

二
の
上

ア
ン
価Ｉ

用発溢装旺i
､供給開始：
1．．．．－．．ー．．』

一・o－Do－P･ｰ●oー●D~

格納容器隔離弁

の閉止

.….…....……......….....§

(復旧は有効性評価上漸慮過△）

→｢爾蕊蕊1::鴬鷺繍鰡篭::::鍵

函~蕊慧蕊蕊鴬蕊琴灘鍜職”
燕53鋤分以内での交流動力亀璽の也旧見込みがない塩合．事象発生後から24時間以上

にわたり直涜電源を供給するため．不要負荷切離し静を実施

蓄拡油索排気

ファン起動豪6

代替格納容器スプレイポンプの準備が完了代替格納

代替格納容器スプレイポンプ

による代替炉心注水豪了峯8

高圧注入ポンプ

（B，海水冷却）冷
却水通水及び格納容

器再循顔ユニット

（A及びB）冷却水
通水閲始峯'5

原子炉安定状態確認豪9壷'0

(1次系保有水伍維持及び1次冷却
材高温側温度（広域）安定

原子炉安定

（約140分）

以下長期対策

（約35時間） 格納容器再循興ユニット（A及びB）による格納容器内自然対流冷却開始讃11
｝
｜
繩
瀞
認
率

一

蓄危池充電時に発生する水索を排出するために起動

炉心への注水により．1次系保有水量を確保するとともに．取外している加圧鯵安全弁の
間口部からの蒸倣により炉心崩壊船を除去

有効性評缶上．釦分で代甘炉心注水を悶始しているが，実際の撹作においては準健完了

次第．代替炉心注水閤始

状態画璽は以下で確固

1次系保有水且維持及び

1次冷却材高沮側温度（広埴》安定

角

商圧再紹原への切替判断義'2切替判断義'2

代替格納容器スプレイボンプによる
注水停止及び商圧再循卵開始※13

レイボンプによる
(約51時間）

代併格納容馨スブレイボンプ;二よる代替炉心注水を開始し，水位の維持が可寵なことが確認
できる事象発生の約140分役を瓢子炉安定状態とする

格納容魁再蘭殿ユニット（A及びB）のダクト開放微樽は．原子炉格納奪騨沮度約110℃
（原子炉格納容器の最高使用圧力（0.浬3皿a[蝉RG]）舜遠時点の燕気分圧に対する飽和温度

132℃;二裕度を考虚した値）にて作動

燃料取仔用水タンク水位計描示が16％になれば．格密鰹再循図サンプ水位計（広域）掘示
70％以上を砿寵し、再囲田切性投作を実臓

高圧再緬囚への切性
・格癖基再掘硬サンプ水位の砿認

頚10

※11

※12

遥13

高圧再砺環及び格納容器内自然対流
冷却による長期冷却継続及び
愈源設備等の復旧操作継続

・轟圧注入ポンプ（B，海水冷却）の水源切替

《違料取啓用水タンク→格納写母再偲国サンブ）

・中型ポンプ車から閥圧注入ポンプ（B，濁水冷却）へ補概冷却水通水
・高圧注入ポンプ（B‘海水冷却）超勤

ジルコニウムー水反応碑i二より発生する水素が．アニュラス部に滞研することを防止するた
め;二事前に起動

有効性評伝上，約35時間で格納専遜内ロ然対減冷却を開始しているが．実師の燥作において
は準偏完了次第，通水開始

※14

蕊15

第7．4．2．2図「全交流動力電源喪失」の対応手順の概要
（「燃料取出前のミッドループ運転中に外部電源が喪失するとともに
非常用所内交流動力電源が喪失し，原子炉補機冷却機能が喪失する

事故」の事象進展）

10-101
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第7．4．2．3図「全交流動力電源喪失」の作業と所要時間
(燃料取出前のミッドループ運転中に外部電源が喪失するとともに非常用所内交流動力電源

が喪失し，原子炉補機冷却機能が喪失する事故）（1／2）
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第7．4．2．3図「全交流動力電源喪失」の作業と所要時間

（燃料取出前のミッドループ運転中に外部電源が喪失するとともに非常用所内交流動力電源
が喪失し，原子炉補機冷却機能が喪失する事故）（2／2）
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I
苛効性評価上の

経過時間

(0秒）イ ミッドループ運転中に

原子炉冷却材が流出
凡例

|~－1:操作･確認

くこ＞:判断

(三つ:プﾗﾝﾄ状態(有効性解価）

1次系の水位低下確認※’

「R／V水位注意」の啓報により確鱒
水位低警報価原子炉容器出入口配笹中心高さ＋2cm

余熱除去ループ流趣の低下簿により，余熱除去ポンプ運転不能と判断し，
余熟除去ポンプを停止

余熱除去系2系列の運転不能により，余熱除去機權良失と判断

炉心注水により，1次系保有水丘を砿保するとともに，取外している加圧
器安全弁の開口部からの蒸散により炉心崩壊熱を除去

有効性岬価上，約23分で炉心注水を閲始しているが，実際の操作においては
蛎備完了次箙，炉心注水開始

作業員が原子炉格納容器外へ退避したことを碓鵠後，閉止

格納容器内圧力計（広域）指示が0.0255LPa[gage]になれば起動

状態砿巽は以下で確認
1次系保有水量維持及び

1次冷却材商氾個浬度（広域）安定

１
２

※
※

炉心の沸鴎開始

３
４
５
６
７

※
※
※
※
※

余熱除去槻能喪失

(余熱除去ポンプ運転不能）(約;分)（

｜〈

’20分後
Iの操作

｜を仮定

(絢粥分)「

余熱除去機能喪失を判断※2

/ー、
原因調査

及び

隔離操作

因
及
離

原
隔

アニュラス

排気ファン
の起動燕6

格納容器

隔離弁の閉止

充てんポンプによる

炉心注水開始楽3※4

プによる

始楽3※4 原子炉格納容器

エアロックの

閉止※5

※8：充てんポンプによる炉心注水を開始し，

可能なことが確認できる事象発生の約30

安定状態とする

※9：燃料取神用水タンク水位計指示が16％に
容器再循照サンプ水位計（広域）指示70

し，再循戯切替操作を実施

※10：代替再循鳳への切替

・原子炉補樋冷却水ポンプの追加起動

・格納容器スプレイ冷却塁への補樋冷却
・格納容器再循環サンプ水位の確認

・格納容器スプレイポンプ水源切替
（燃料取替用水

・代替再循環系統

・格納容器スプレ

用）起動

※11：原子炉補樋冷却水
冷却水サージタン
蜜素加圧後．格納

（A及びB）の原

弁を開操作

※12：有効性呼価上，約
自然対流冷却を開

操作においては準備完了次第，通水開始

原子炉安定状態確認燕7※8
（1次系保有水量維持及び1次

冷却材高温側温度（広域）安定）

態確認燕7※8

世維持及び1次

瞳（広域）安定）

原子炉安定

（約30分）

以下長期対策

1次冷却材

流出系統の

隔離完了※'3

1次

流出

隔離

再循環への切替判断※9替判断※9

充てんポンプによる注水停止
及び代替再循環開始※'0

よる注水停止

i環開始※10
(約49時間）

原子炉補機冷却水系

による格納容器内自然

対流冷却の準備豪I'蕊'2

侭冷却水系

容器内自然

'準備豪I'蕊'2

/へ

格納容器再循環ユニット(A及びB)による格納容器内自然対流冷却開始※14(約250時間）

約20分後に隔離完了を想定
なお，解街において洞えい停止は
考慮しない

格納容器再砺環ユニット（A及びB）

のダクト開放機構は，原子炉格納容思
温度約110℃（原子炉格納容器の最高
使用圧力(0.283”a〔gage])到達時点α
蒸気分圧に対する飽和沮度132℃に裕
度を考慮した髄）にて作動

※13

※14

原子炉格納容器の冷却については，原子炉
格納容器雰囲気の状態に応じて格納容器内

自然対流冷却により継続的に行われる代替再循環による長期冷却継続

第7．4．3．2図「原子炉冷却材の流出」の対応手順の概要

（「燃料取出前のミッドループ運転中に原子炉冷却材圧力バウンダリ機能
が喪失する事故」の事象進展）
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第7．4．3．3図「原子炉冷却材の流出」の作業と所要時間

(燃料取出前のミッドループ運転中に原子炉冷却材圧力バウンダリ機能が喪失する事故）
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（
奇効性評価上の

経過時間．

（0秒） 1次冷却系の希釈 凡例

R:操作･確認

（一）：プラント状態（有効性評

くこ＞：判断

価）

線源領域中性子束及び線源領域起動率の指示上昇
純水補給ライン流量積算制御器のバッチカウンタ作動音発生

可聴計数率計の可聴音間隔が短くなる

＜運継員が希釈を検知できた場合＞（有効性評価上考慮せず）

iー.ー.ー.ー.一.一.~-.-..ー･~.､－．－.一・一.一.一.~..－．－.~.､-.-..-..-.-.一.一.’

!■■■、－01■■■O一・一●一・一・一◆■■■■，p■■■･一口‘■■■．－．一．一O－D－O－O－。－0－◆一・一・一・一●‘■■■Q‘■■■Oゴ

希釈ラインの隔離※’ 原子炉格納容器からの退避指示

/~、
原子炉格納容器エアロック閉止※2

1次系補給水ポンプの停止，弁閉止

作業員が原子炉格納容器外へ退避したことを確認後，閉止

同時に格納容器避避響報発億

以下により反応度の誤投入を判断

．「線源領域炉停止時中性子束高』警報発俗
・線源領域中性子束及び線源領域起動率の指示上昇

１
２
３
４

※
※
※
※

(約82分） ｢線源領域炉停止時中性子束高」警報発信※3

反応度の誤投入の判断※4 ･純水補鈴ライン流丑概算制御器のパッチカウンタ作動音発生
･可噛計数率叶の可聴音間隔が短くなる

原子炉格納容器からの退避指示希釈ラインの隔離※’

ほう酸濃縮操作※5 原子炉格納容器エアロック閉止※2

※5：ほう酸濃縞効果により線源領域中性子束及び線源領域起動率の
指示が低下し，事象発生前のほう素濃度まで濃縞が完了すれば
濃縮を停止

※6：以下が事象発生前の状態に復帰していることにより未臨界状態
を確認

・線源領域中性子束及び線源領域起動率の指示
・可聴計数率計の可聴音間隔

※7：状態確認は以下で実施
・サンプリングにより，ほう素濃度が事象発生前の停止ほう素

濃度以上であることを確認

角
未臨界状態の確認※6

原子炉安定状態確認

(事象発生前の停止ほう素濃度）※7※8
原子炉安定

(約9時間）

※8：希釈ライン隔離後（約93分）に濃縮を側始し，砺象発生前の停止
ほう素濃度に戻るまでの濃縮時間（約6.5時間）に，サンプリン
グによるほう素濃度砿認時間（約1時間）を足した時間（約9
時間）を原子炉安定状態とする

第7．4．4．2図「反応度の誤投入」の対応手順の概要
（「原子炉起動時に化学体積制御系の弁の誤作動等により

原子炉へ純水が流入する事故」の事象進展）
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第7．4．4．4図反応度の誤投入時の臨界到達時間評価結果
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事象 時間

｢線源領域炉停止時中性子束高」

警報発信
事象発生後，約82分

臨界 警報発信後，約25分
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添付書類十 (追補1） の 一部補正



/ー､

角

添付書類十（追補1）を以下のとおり補正する。

頁

1．1－1

～

1．1－31

1．2－12

1．2－16

1．2－17

1．2－18

1．2－23

1．2－30

1．2－31

1．2－38

1．2－39

1．2－46

行

上12～

上13

上6～

上7

下10~

下9

下12～

下11

下3

下7

上13

下12

上11～

上12

下10

下8

補正前

1.1緊急停止失敗時に発

電用原子炉を未臨界にする

ための手順等

…補助給水流量計及び
－

●●●

…原子炉の冷却状態を1次

冷材高温側温度（広
－

域）等により…

…補助給水一流量により
●●●

…補助給水流量により
－

●●●

… 補助給水流量により
q■■■■■■■■■■■■■■

●●●

…補助給水一流量により
●e●

補助給水一流量により
●●●

… 補助給水流量等…
－

…補助給水流量を…
－

補助給水一流量の…

…補助給水流量を…
－

第1．2．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（4／5）

補正後

別紙追1-1-1に変更する。

…補助給水重ユー≧流量計及
び…

…原子炉の冷却状態を1次

冷却材高温側温度（広域）
4■■■■■■■■

等により…

…補助給水重_工_≧流量によ
り…

…補助給水重_ﾕー Z流量によ
り…

…補助給水ライン流量によ

り…

…補助給水重_ﾕー Z流量によ
り…

補助給水ライン流量によ
り…

…補助給水ライン流量等…

…補助給水ライン流量を…

補助給水重_ﾕー ≧流量の…

…補助給水ライン流量を…

別紙追1-2-1に変更する。

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-1



/‐、

八

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-2

1．2－55

1．3－16

1．3－52

1.4-64

1.4-72

～

1.4-73

1.4-75

1.4-85

1.4-88

1.4-89

1．4－91

上4

下1

下11～

下10

１
１

下
一
上

下4～

下3

下6

上2

下2

上13

第1．2．7図2次冷却系か

らの除熱機能喪失に対する

対応手順（フロントライン

系故障時）

…補助給水流量により
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ゆり●

●●●

補 助給水流量により
－

第1．3．4図2次冷却系か

らの除熱機能喪失に対する

対応手順（フロントライン

系故障時）

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合･･･

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

…補助給水一流量により
●●●

…補助給水一流量により
●●●

…補助給水一流量により
●●●

毎白●

補助給水一流量により

別紙追1－2－2に変更する。

…補助給水ライン流量によ

り…

－

補助給水ライン流量によ

り…

－

別紙追1－3－1に変更する。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位若しくは原子炉

補機冷却水流量により確認

できない場合…

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機

冷却水流量により確認でき

ない場合。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷却水流量により確認でき

ない場合。

…補助給水フイン流量によ
り…

…補助給水ライン流量によ

り…

…補助給水ﾗｲﾝ流量によ
り…

補助給水芝_ュー Z流量によ
り・・・



ハ

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1－3

1．4－93

1.4-95

1．4－96

1．4－97

1.4-114

1.4-120

1.4-122

1.4-126

1.4-129

下6～

５
８

下
上

上11

上12

下7

下12

下10

上5

上9～

上10

上9～

上10

下7～

下6

上4～

上5

…補助給水流量により
ゆゆ●

－

…補助給水一流量により
｡●●

…補助給水一流量を…

… 補助給水流量を…
q■■■■■■■■■■■■■■

…補助給水一流量により
●合●

… 補助給水流量により
●●●

●｡●

●●●

－

補助給水一流量により

補助給水一流量により

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合…

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合…

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位により確認
I■■■■■■■■■■■■■■■■

できない場合…

…補助給水芝_ﾕー Z流量によ
り…

…補助給水ライン流量によ

り…

－

…補助給水ライン流量を…

…補助給水ライン流量を…

…補助給水ライン流量によ

り…

－

…補助給水重_王_≧流量によ
り…

補助給水ﾗｲﾝ抗量によ
り…

補助給水亘_工_≧流量によ
り…

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷却水流量により確認でき

ない場合･･･

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機

冷却水流量により確認でき

ない場合…

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷却水流量により確認でき

ない場合。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷却水流量により確認でき

ない場合…



/~、

P,

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1－4

1．4－131

1．4－139

1.4-159

1．4－160

1．4-170

1.4-171

1.4-172

1．5－16

～

1．5－17

1．5－19

1．5－25

上12

下12～

下11

１
１

下
一
上

下8

上10～

上11

●●●

補 助給水流量により
－

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

第1．4．8表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（6／20）

第1．4．8表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（7／20）

第1．4．8表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（17/20）

第1．4．8表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（18/20）

第1．4．8表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧(19/20)

原子炉補機冷却海水設備又

は原子炉補機冷却水設備に

よる冷却機能を原子炉補機

冷却水サージタンク水位に
●●●

毎●●

補助給水一流量により

原子炉補機冷却海水設備1
は原子炉補機冷却水設備に

補助給水ライン流量によ

り…

－

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷去I水流量により確認でき

ない場合。

別紙追1-4-1に変更する。

別紙追1－4－2に変更する。

別紙追1－4－3に変更する。

別紙追1-4-4に変更する。

別紙追1-4-5に変更する。

原子炉補機冷却海水設備に

よる冷却機能を原子炉補機

冷却水冷却器海水出口流量

により確認できない場合又

一
一
部

量に…
一

補助給水芝_ﾕー 望流量によ
り…

原子炉補機冷却海水設備E
よる冷却機能を原子炉補機



八

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1－5

５
７
５
３
６
７
３
０
３

２
２
３
４
４
４
３
６
６

５
５
５
５
５
５
６
６
６

●

●

●

●

●

●

●

。

●

１

１

１

１

１

１

１

１

１

下8～

下7

下10~

下9

下12

下6～

下5

一
年

●ゆ●

…発電所災害対策本部要員
へ
一

●●●

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合…

●●①

補 助給水流量により
－

第1．5．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（1／8）

第1．5．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（4／8）

第1．5．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（5／8）

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合…

第1．6．5表重大事故等対

処設備に係る監視計器

監視計器一覧（1／8）

第1．6．5表重大事故等対

処設備に係る監視計器

監視計器一覧（4／8）

冷却水冷却器海水出口流量

により確認できない場合又

》
一

量に…
－

…発電所災害対策本部要員
■ｅ ゆに

一

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機

冷却水流量により確認でき

ない場合…

補助給水ライン流量によ

り…

－

別紙追1－5－1に変更する。

別紙追1－5－2に変更する。

別紙追1－5－3に変更する。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位若 しくは原子炉

補機冷却水流量により確認

できない場合…

別紙追1－6－1に変更する。

別紙追1－6－2に変更する。



角

偽

1．7－21

1．7－33

1．8－30

1．8-48

1．8－60

1．8－65

1．9－19

1．10－18

1．10－19

1．12－10

下8～

下7

上2～

上3

上4～

上5

下5～

下4

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

第1．7．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧（4／5）

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合…

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合…

第1．8．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧(4/10)

第1．8．3表重大事故等対

処に係る監視計器

監視計器一覧(9/10)

第1．9．2表重大事故等対

処設喧に係る監視計器

第1．10．1図アニュラス空

気再循環設備による水素排

出概略系統図（交流動力電

源及び直流電源健全）

第1．10．2図アニュラス空

気再循環設備による水素排

出概略系統図（全交流動力

電源又は直流電源喪失）

・・･大型放水砲により原子
－

炉格納容器･・・

･･･原子炉補機冷却水サージ

タンク水位若しくは原子炉

補機冷却水流量により確認

できない場合。

別紙追1-7-1に変更する。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位若し くは原子炉

補機冷却水流量により確認

できない場合･･･

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位若しくは原子炉

補機冷却水流量により確認

できない場合･･･

別紙追1-8-1に変更する。

別紙追1－8－2に変更する。

第1.9.2表重大事故等対

処に係る監視計器
一

別紙追1－10－1に変更す

る。

別紙追1－10－2に変更す

る 0

・・･大型放水砲による放水
一

準備を開始する。その後，

格納容器内圧力により原子

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-6



内

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-7

1．12－11

1．12-11

1．12－12

1．12-22

上13～

上14

下6～

下4

上12～

上16

下4～

下3

･･･噴射ノズルを調薬す

る。
－

確認できない場合x●●●

は，・・・確認した場合。

－

》
一

策
策

対
対

圭
ロ
聿
自

災
災

所
所

電
電

鰹
隈

1.12.2.1(1)a.と同様

で，燃料取扱棟へ放水す

る。概略系統図を第1.12.

1図に示す。

炉格納

部の破

容器及びアニュラス

損のおそれがあると

判断した場合又はモニタリ

ングポスト等により原子炉

合は，原子炉格納容器…

…噴射ノズルを調薬す

る。また，大型放水砲は，

複数の方向からの放水を可

能とする。

確認できない場合。●●●

》

ス部の
－

と判断

鵬
一
肱

のおそ

場合又

れが
■■■■■■■■■■■■■■

は モ

踊
一
印

リングボスト等の指示値が

上昇し，原子炉格納容器及

びアニュラス部の破損があ

一
を指示する。

○発電所災害対策…
⑥発電所災害対策…
ー

1.12.2.1(1)a.(b)の操作

》
》

略系統図を第1．12．1図

に，タイムチャートを第

1.12.2図に示す。

(c)操作の成立性

1.12.2.1(1)a.(c)と同

隆



角

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-8

1．12－25

1．12-41

1．12-46

1．13－24

1．13－24

～

1.13-25

1．13-27

1．13－32

下9

下3～

下2

１
２

下
一
上

下6～

下5

下4～

下2

上11～

上12

・・･大型放水砲による燃料

取扱棟への放水を行う…

第1．12．4表重大事故等

対処設備に係る監視計器

監視計器一覧（1／3）

第1．12．3図海洋への拡

散抑制概略系統図

･･･原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

･原子炉停止（自動及び手

動）ができず， 皇_a_l三多様
化自動作動盤(ATWS緩和

設備）による原子炉出力抑

制（自動）が作動しなかっ

た場合に･･･
－

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位一により確認
できない場合。

･原子炉停止（自動及び手

動）ができず， 皇_旦｣三多様
化自動作動盤(ATWS緩和

設備）による原子炉出力抑

制（自動）が作動しなかつ
－

た場合に…
－

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位により確認
できない場合。

…大型放水砲による大気
一

への拡散抑制を行う ●●●

別紙追1-12-1に変更す

る。

別紙追1－12－2に変更す

る。

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷却水流量により確認でき

ない場合。

･原子炉停止（自動及び手

動）ができず2－委様化自動
作動盤(ATWS緩和設備）

による原子炉出力抑制（自

動）が作動した場合又は多
様化自動作動盤(ATWS緩

》

た場合に…
■■■■■■■■■■

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機

冷却水流量により確認でき
ない場合。

･原子炉停止（自動及び手

動）ができず』_圭様化自動
作動盤(ATWS緩和設備）

による原子炉出力抑制（自

動）が作動した場合又は多

様化自動作動盤(ATWS緩

》
》

た場合に…
4■■■■■■■■

…原子炉補機冷却水サージ

タンク水位又は原子炉補機
冷却水流量により確認でき



内

角

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-9

1.13-43

1.13-50

1.13-64

1．13－65

1.14-13

1．14－17

1．14-19

1.14-22

1．14－38

下13～

下11

１
２

下
下

下7

上9～

上10

下1

下8～

下7

下8～

下7

･原子炉停止（自動及び手

動）ができず， 皇_皇－1三多様
化自動作動盤(ATWS緩和

設備）による原子炉出力抑

制（自動）が作動しなかっ

た場合に…
－

一

…破損個所の隔離…
一

破損個所の…●●●

－

第1．13.7表重大事故等

対処に係る監視計器

監視計器一覧（2／8）

第1．13．7表重大事故等

対処に係る監視計器

監視計器一覧（3／8）

●●● ｢外部電源喪失時に非

常用所内交流一電源が喪
失し

●●●

，

●●●

｢外部電源喪失時に非

常用所 内 交 流 電 源 が 喪

失し

●●

，

●●●

－

｢外部電源喪失時に非常

用所内交流一電源が喪失
し

●●

，

●●●

｢外部電源喪失時に非常

用所内交流一一電源が喪失
し

●●

,

● ●●

｢外部電源喪失時に非常

用所内交流一電源が喪失
し》

● ●●

ない場合。

･原子炉停止（自動及び手

動）ができず』_多様化自動
作動盤(ATWS緩和設備）

による原子炉出力抑制（自

動）が作動し左場合又は多
様化自動作動盤(ATWS緩

》
一

た場合に…
－

…破損箇所の隔離…

●●● 破損箇所の…

別紙追1-13-1に変更す

る 0

別紙追1-13-2に変更す

る0

●●● ｢外部電源喪失時に非

常用所内交流動力電源が喪

失し

●●●

，

●●●

－

｢外部電源喪失時に非

常用所内交流動力電源が喪

失し

●●●

，

●●●

－

｢外部電源喪失時に非

常用所内交流動力電源が喪

失し

●●●

，

●●●

1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

｢外部電源喪失時に非

常用所内交流動血電源が喪
失し

●●●

，

●●●

｢外部電源喪失時に非

常用所内交流動力電源が喪

失し ,

●●●

－



戸､

内

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1－10

1．14-45

1．15－9

1．15－17

1．15－19

1．15－20

1．15－21

1.15-38

1．15－49

1.15-63

上13～

上14

上13

下1

上4

下10

下6

下9

第1．14．4表重大事故等

対処設値に係る監視計器

･･･計器が故障した場合

原子炉施設･・・

，

…監視機能が喪失した場

今は口
－

， 代替…

…監視機能が喪失した場
今 にロ

－
， 重要代替･・・

…監視機能が喪失した場
今
ロ ◎

I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■■

…監視機能が喪失した場
今 に口

q■■■■■■■■■■■■■■
, 常用代替…

･･･監視機能が喪失した場
〈
口 ロ

…監視機能が喪失した場

今はロ
－

， 第1.15.6表…

第1．15．1表補助パラメ

－タ（2／2）

第1．15．6表代替パラメ

－タによる主要パラメータ

の推定(3/10)

第1.15.3図重要計器及

び重要代替計器（重大事故

等対処設備）概略系統図

第1．14．4表重大事故等

対処に係る監視計器
一

計器が故障又は計器の●●●

故障が疑われる場合，原子
炉施設･・・

…監視機能が喪失した場

合又は計器の故障が疑われ

皇揚宣は， 代替･･･

…驍視機能が喪失した場

合又は計器の故障が疑われ

る場合に，重要代替…

…監視機能が喪失した場

合又は計器の故障が疑われ

る場合。

…藍視機能が喪失した場

合又は計器の故障が疑われ

る場合に，
－

常用代替…

…藍視機能が喪失した場

合又は計器の故障が疑われ

る場合。
I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

…監視機能が喪失した場

合又は計器の故障が疑われ

る場合は，第1．15．6表…

別紙追1-15-1に変更す

る◎

別紙追1－15－2に変更す

る。

別紙追1-15-3に変更す

る。
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1－11

1．16－9

1.16-24

1．17－9

1.17-10

1．17-12

1．17－13

1．17-15

1．17-19

1．17-21

1．17－27

下12

上13

上5

上13

下11

上1～

上2

上11

上7～

上8

下12

上8

上6

・・･交流電源からの･・・
－

第1．16．1図中央制御室

換気空調設備の概略系統図

モニタリングステーション

又はモニタリングポスト
－

の・・・

・・・また
－

， その設備の・・・

･･･又はモニタリングボス
－

卜の・・・

･･･モニタリングステーシ

ヨン又はモニタリングボス
－

トの・・・

･･･及びモニタリングボス
－

卜の何れかの放射線量の測

定機能を喪失した場合。

－

－

･･･又はモニタリングボス
－

卜・・・

・・・よう素サンプラ又はG
－

M汚染サーベイメータ若し

くはNal･･･
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

－

・・・Nalシンチレーショ

ンサーベイメーターZn
S・・・

･･･海水又は排水を採取す

る｡

－

…作業壬｣瞳の判断基準
に・・・

・・･交流動力電源からの･・・
－

別紙追1-16-1に変更す

る。

モニタリングステーション

及びモニタリングポスト
■■■■■■■■■■■■■■■

の・・・

・・・あわせ

の・・・

て，その設備

･･･及びモニタリングボス
－

卜の・・・

・・・モニタリングステーシ

ヨン及びモニタリングボス
1■■■■■■■■■■■■■■■■

トの・・・

･･･又はモニタリングボス
－

ﾄの放射線量の測定機能を
－

喪失した場合。 モニタリン

グステーション及びモニタ

一
》

･･･及びモニタリングボス
－

ト・・・

…よう素サンプラGM

汚染サーベイメータエl主N
a1．．．

・・・Nalシンチレーショ

ンサーベイメータ及びZ n

S・・・

一

…海水及び排水を採取す

る。

－

…作業着王の判断基準
に・・・
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1．17－28

1.17-30

1.17-33

1．17－35

1.17-37

1．17－38

1.17-43

1.17-44

1.18-34

上9

上3

上6

上12

上1

上1

上4

検出器一の養牛作●●●

業･・・

･･汚染されている場所 ●●●

汚染されている●●● 場合…

…汚染されている場合 ●●●

･･･及びモニタリング･・・
一

･･･又はモニタリング･・・
－

第1．17．1表機能喪失を

想定する設計基準事故対象

施設等と整備する手段
－

第1．17．2表重大事故等

対処に係る監視計器

監視計器一覧（2／4）

第1．17．2表重大事故等

対処に係る監視計器

監視計器一覧（3／4）

第1．17．2表重大事故等

対処に係る監視計器

監視計器一覧（4／4）

第1．17．9図可搬型放射

線計測器，可搬型ダストサ

ンプラ及び小型船舶の保管

場所並びに試料採取場所図

第1．17．10図海水中及び

排水中の放射性物質の測定

のタイムチャート

第1．17．11図土壌中の放

射性 物質の測定のタイ
－

ムチャート

・・･交流電源からの…
－

…検出器笠の養生作業…

…汚染している場所…

汚染している場合・・・●●●

●●● 汚染している場合…

･･･又はモニタリング･・・
－

･･･及びモニタリング･・・
－

第1．17．1表機能喪失を

想定する設計基準事故対象

施設等と整備する手胆

－

監視計器一覧（2／4）

－

監視計器一覧（3／4）

－

監視計器一覧（4／4）

別紙追1-17-1に変更す

る 0

第1.17.11図土壌中の放

射性物質の邊星測定のタイ
ムチャート

・・･交流動力電源からの･・・
一

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
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頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追1-13

1.18-52

1．19－7

1．19－18

下9

上9

上7～

上11

・・･交流電源が
－

た場合･・・

●●●

は，

信設備
●●

喪失し

－

並び

通信確認を行う場合

屋外で電源を「入」 操

一
》
》
“
一

する。

③使用する端末と共に予

備の蓄電池を携行する。

…交流動力電源が喪失し
一

た場合･・・

･･･無線通信設備のうち無

線通信装置（固定型，モニ

タリングカー）並びに緊急

時･・・

･･･通信確認を行う場合

は， 使用する端末と共に予

備の蓄電池を携行する。

②屋外で電源を「入」操
イセ1．華蕾ｼihの礎昌乃7K雷

》
一

する。
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別紙追1－1－1

1.1緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等

＜目次＞

1.1.1対応手段と設備の選定

(1)対応手段と設備の選定の考え方

（2）対応手段と設備の選定の結果

1.1.2重大事故等時の手順等

1.1.2.1フロントライン系故障時の手順等

(1)手動による原子炉緊急停止

(2)原子炉出力抑制（自動）

(3)原子炉出力抑制（手動）

(4)ほう酸水注入

(5)その他の手順項目にて考慮する手順

(6)優先順位
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1.1緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等

＜要求事項＞

発電用原子炉設置者において、運転時の異常な過渡変化時において発

電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事象が発生するおそ

れがある場合又は当該事象が発生した場合においても炉心の著しい損傷

を防止するため、原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健

全性を維持するとともに、発電用原子炉を未臨界に移行するために必要

な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適切に示さ

れていること。

【解釈】

1「発電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事象のおそ

れがある場合」とは、発電用原子炉を緊急停止していなければならな

い状況にもかかわらず､原子炉出力又は原子炉圧力等のパラメータの

変化から緊急停止していないことが推定される場合のことをいう。

2「発電用原子炉を未臨界に移行するために必要な手順等」とは、以

下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うた

めの手順等をいう。

(1)沸騰水型原子炉(BWR)及び加圧水型原子炉(PWR)共通

a)上記1の｢発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象のおそれがある場合」に、手動による原子炉の緊急停止操

作を実施すること。

追1-15
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(2)BWR

a)上記1の｢発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象のおそれがある場合」に、原子炉出力を制御するため、原

子炉冷却材再循環ポンプが自動停止しない場合は､手動で停止操

作を実施すること。

b)十分な反応度制御能力を有するほう酸水注入設備(SLCS)を起

動する判断基準を明確に定めること。

c)発電用原子炉を緊急停止することができない事象の発生時に

不安定な出力振動が検知された場合には、ほう酸水注入設備

(SLCS)を作動させること。

(3)PWR

a)上記1の｢発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象のおそれがある場合」に、原子炉出力を抑制するため、補

助給水系ポンプが自動起動しない場合又はタービンが自動停止

しない場合は、手動操作により実施すること。

b)上記1の｢発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象のおそれがある場合」に、化学体積制御設備又は非常用炉

心冷却設備による十分な量のほう酸水注入を実施すること。

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉を緊急に停止さ

せるための設計基準事故対処設備は，炉外核計装，安全保護系のプ

ロセス計装等である。

これらの設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を

防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の

健全性を維持するとともに，原子炉を未臨界に移行する対処設備を
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整備しており，ここでは，この対処設備を活用した手順等について

説明する。

1.1.1対応手段と設備の選定

(1)対応手段と設備の選定の考え方

運転時の異常な過渡変化時において原子炉の運転を緊急に停

止（以下「原子炉緊急停止」という。）するために必要な設計

基準事故対処設備として，炉外核計装，安全保護系のプロセス

計装，安全保護系ロジック盤，制御棒クラスタ及び原子炉トリ

ップ遮断器を設置する。

これらの設計基準事故対処設備が故障した場合は，その機能

を代替するために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相

互関係を明確にした上で，想定する故障に対応できる対応手段

及び重大事故等対処設備を選定する（第l.1.1図）。（以下「機

能喪失原因対策分析」という。）

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対

応手段及び多様性拡張設備※’を選定する。

※1多様性拡張設備：技術基準上のすべての要求事項を満

たすことやすべてのプラント状況に

おいて使用することは困難であるが，

プラント状況によっては，事故対応

に有効な設備

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準(以

下「審査基準」という。）だけでなく，設置許可基準規則第四

十四条及び技術基準規則第五十九条(以下｢基準規則」という。）
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の要求機能を満足する設備が網羅されていることを確認すると

ともに，多様性拡張設備との関係を明確にする。

(2)対応手段と設備の選定の結果

機能喪失原因対策分析の結果，運転時の異常な過渡変化時に

フロントライン系故障として，炉外核計装，安全保護系のプロ

セス計装，安全保護系ロジック盤，制御棒クラスタ及び原子炉

トリップ遮断器の故障を想定する｡電源喪失(サポート系故障）

は，制御棒クラスタ駆動装置の電源が喪失することにより制御

棒が挿入されることから想定しない。

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手

段の検討及び審査基準，基準規則要求により選定した対応手段

とその対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を

以下に示す。

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故

等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係

を第1．1．1表に示す。

a.フロントライン系故障時の対応手段及び設備

(a)対応手段

運転時の異常な過渡変化時において原子炉緊急停止がで

きない事象（以下「ATWS」という。）が発生するおそ

れがある場合又は当該事象が発生した場合，手動により原

子炉の緊急停止を行う手段がある。

手動による原子炉緊急停止に使用する設備は以下のとお

り。

・原子炉トリップスイッチ

追1－18



八

八

・常用系パワーセンタ母線遮断器操作スイッチ

・制御棒操作スイッチ

･MGセットモータ遮断器スイッチ

・原子炉トリップ遮断器スイッチ

･MGセット出力遮断器スイッチ

ATWSが発生するおそれがある場合又は当該事象が発

生した場合，多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動に

より原子炉出力を抑制するとともに，原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持する手段があ

る。

自動での原子炉出力抑制に使用する設備は以下のとおり。

・多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）

・主蒸気隔離弁

・電動補助給水ポンプ

・タービン動補助給水ポンプ

・補助給水タンク

・主蒸気逃がし弁

・主蒸気安全弁

・蒸気発生器

・加圧器逃がし弁

・加圧器安全弁

自動及び手動操作により原子炉緊急停止ができない場合

及び多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）が作動しない場合

においては，中央制御室から手動操作により，タービント

リップ，主蒸気隔離弁の閉止，電動補助給水ポンプ及びタ
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－ピン動補助給水ポンプ(以下｢補助給水ポンプ｣という。）

の起動を実施することで原子炉出力を抑制するとともに，

原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性

を維持する手段がある。

手動での原子炉出力抑制に使用する設備は以下のとおり。

・タービントリップスイッチ

・主蒸気隔離弁

・電動補助給水ポンプ

・タービン動補助給水ポンプ

・補助給水タンク

・主蒸気逃がし弁

・主蒸気安全弁

・蒸気発生器

・加圧器逃がし弁

・加圧器安全弁

自動及び手動での原子炉緊急停止ができない場合，原子

炉の出力抑制を図るとともに，原子炉を未臨界状態とする

ために，化学体積制御設備によりほう酸水注入を行う手段

がある。

ほう酸水注入に使用する設備は以下のとおり。

・ほう酸ポンプ

・ほう酸タンク

。充てんポンプ

・燃料取替用水タンク

(b)重大事故等対処設備と多様性拡張設備
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機能喪失原因対策分析の結果により選定した手動による

原子炉緊急停止に使用する設備のうち，原子炉トリップス

イッチは重大事故等対処設備として位置づける。

自動での原子炉出力抑制で使用する設備のうち，多様化

自動作動盤(ATWS緩和設備),主蒸気隔離弁，電動補助給

水ポンプ，タービン動補助給水ポンプ，補助給水タンク，

主蒸気逃がし弁，主蒸気安全弁，蒸気発生器，加圧器逃が

し弁及び加圧器安全弁は重大事故等対処設備として位置づ

ける。

手動での原子炉出力抑制で使用する設備のうち，主蒸気

隔離弁,電動補助給水ポンプ,タービン動補助給水ポンプ，

補助給水タンク，主蒸気逃がし弁，主蒸気安全弁，蒸気発

生器，加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁は重大事故等対処

設備として位置づける。

ほう酸水注入に使用する設備のうち，ほう酸ポンプ，ほ

う酸タンク，充てんポンプ及び燃料取替用水タンクは重大

事故等対処設備として位置づける。

以上の重大事故等対処設備により，原子炉緊急停止でき

ない場合においても，原子炉出力を抑制し原子炉を未臨界

に移行することができる。

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に

有効な設備であるため,多様性拡張設備として位置づける。

あわせて，その理由を示す。

・常用系パワーセンタ母線遮断器操作スイッチ,MGセツ

トモータ遮断器スイッチ，原子炉トリップ遮断器スイ
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1．1．2

b.

ツチ,MGセット出力遮断器スイッチ

耐震SクラスではなくSs機能維持を担保できない

が，サポート系である電源系を遮断することにより制

御棒を全挿入できることから，原子炉緊急停止する代

替手段として有効である。

・制御棒操作スイッチ

耐震SクラスではなくSs機能維持を担保できない

が，上記の電源系遮断操作完了までの間又は実施でき

ない場合に原子炉を停止する手段として有効である。

なお，ブロック単位で1ステップずつ制御棒を連続挿

入していくため全挿入完了までは時間を要する｡

・タービントリップスイッチ

耐震SクラスではなくSs機能維持を担保できない

が，中央制御室にて速やかな操作が可能であるため，

原子炉出力を抑制する代替手段として有効である。

手順等

上記のa､により選定した対応手段に係る手順を整備する。

これらの手順は，炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防

止する運転手順等に定める（第1．l.1表）。

事故時に監視が必要となる計器についても整備する（第

1．1．2表）。

重大事故等時の手順等

1.1.2.1フロントライン系故障時の手順等

（1）手動による原子炉緊急停止

ATWSが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生
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した場合，手動による原子炉緊急停止を行う。

中央制御室から手動操作により，原子炉緊急停止を行い，

原子炉緊急停止しない場合，制御棒クラスタ駆動装置の電源

を遮断する等にて制御棒を原子炉へ挿入し原子炉緊急停止す

る手順を整備する。

a.手順着手の判断基準

原子炉緊急停止が必要な状況において，自動での原子炉緊

急停止に失敗し，出力領域中性子束計の指示値が5％以上又

は中間領域中性子束起動率計の指示値が正である場合。

b.操作手順

手動による原子炉緊急停止操作手順の概要は以下のとおり。

概略系統図を第1．1．2図に，タイムチヤートを第1．1．3図に

示す。

①当直長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に手動に

よる原子炉緊急停止を指示する。

②運転員は，中央制御室で原子炉トリップスイッチにより，

手動原子炉緊急停止操作を行い，原子炉トリップ遮断器の

開放により原子炉緊急停止を確認する。

③②の操作により原子炉緊急停止しない場合は，運転員は，

中央制御室から常用系パワーセンタ母線遮断器の開放操作

を行い,MGセットの電源を遮断する。

④③による操作ができない場合は，運転員は，中央制御室で

制御棒操作スイッチにより制御棒を手動で挿入するととも

に，現場でMGセットモータ遮断器を手動で開放する。

⑤④による操作ができない場合は，運転員は，現場で原子炉
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トリップ遮断器又はMGセット出力遮断器を手動で開放す

る。

C.操作の成立性

上記の中央制御室対応は運転員1名，現場対応は運転員

2名により操作を実施する。中央制御室での手動原子炉緊

急停止操作は，操作スイッチによる遠隔操作であるため，

速やかに対応できる。現場でのMGセット出力遮断器開放ま

での所要時間は約37分と想定する。（所要時間は作業の開

始が必ずしも事象発生後の操作ではないことから事象判別

の10分は含まない。以降の条文も同様とする。）

円滑に作業できるように，アクセスルートを確保し，可

搬型照明，通信設備を整備する。現場での遮断器の開放に

ついては，速やかに作業ができるように作業場所近傍に使

用工具を配備する。室温は通常運転状態と同程度である。

(2)原子炉出力抑制（自動）

、「原子炉起動時における制御棒の異常な引き抜き」，「原

子炉冷却材流量の部分喪失」，「外部電源喪失」，「主給水

流量喪失」及び「負荷の喪失」を起因とした事象が発生した

場合に，あらかじめ定めた設定値により自動で原子炉緊急停

止が行われる。しかしながら，その設定値となったにもかか

わらず，自動で原子炉緊急停止していない場合(ATWSが

発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合），

多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）により原子炉出力抑制（自

動）を行う。

多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動により主蒸気隔
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離弁の閉止，タービントリップ作動及び補助給水ポンプの起

動を行うことで1次冷却材温度を上昇させて原子炉出力を抑

制するとともに，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格

納容器の健全性を維持する手順を整備する。

タービントリップの作動，主蒸気隔離弁の閉止により，1

次冷却材温度を上昇させることで減速材温度係数の負の反応

度帰還効果により原子炉出力を低下させる。また，補助給水

ポンプ起動信号の発信により，2次冷却系からの除熱機能が

確立し，1次冷却系統の過度な過圧を防止する。

なお，有効性評価の結果，加圧器逃がし弁及び加圧器安全

弁の作動により加圧器逃がしタンクから原子炉格納容器内に

漏えいした1次冷却材による原子炉格納容器内の圧力及び温

度の上昇はわずかである。

多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）が作動しない場合の処

置については，後述の(3)原子炉出力抑制（手動）の手順の

処置による。

a.手順着手の判断基準

原子炉緊急停止が必要な状況において，自動での原子炉

緊急停止に失敗し，多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）の

作動により吹鳴装置が作動した場合。

b.操作手順

多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動確認手順の概

要は以下のとおり。概略系統図を第1．1．4図，第1．1．5図

に示す。

①当直長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に多
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様化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動状況の確認を指

示する。

②運転員は，中央制御室での監視によりタービントリッ

プの作動，主蒸気隔離弁の閉止を確認するとともに，す

べての補助給水ポンプの起動により2次冷却系からの除

熱が確立していることを確認する。

③運転員は，中央制御室での監視により1次冷却材温度

が上昇し，原子炉出力が低下していることを確認する。

④運転員は，中央制御室で加圧器逃がし弁及び加圧器安

全弁の作動により，1次冷却材圧力が安定していること

を確認するとともに，格納容器内圧力及び温度の異常な

上昇がないことを確認する。

また，補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸気安

全弁の作動により，1次冷却材温度が安定していること

を確認する。

⑤以降の手順については，（4）ほう酸水注入にて対応す

る。

c、操作の成立性

上記の中央制御室対応は運転員1名により確認を実施す

る。原子炉緊急停止失敗を踏まえて，多様化自動作動盤

(ATWS緩和設備）の作動を予測しているため，速やかに多

様化自動作動盤(ATWS緩和設備）の作動を確認する。

(3)原子炉出力抑制（手動）

自動及び手動操作による原子炉緊急停止ができない場合及

び多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）による原子炉出力抑制

追1-26



内

内

（自動）が作動しない場合（タービントリップ，主蒸気隔離

弁の閉止，補助給水ポンプの自動起動のすべて又はいずれか

が確認できない場合）において，原子炉出力抑制（手動）を

行う。

中央制御室から手動操作により，手動タービントリップ操

作，主蒸気隔離弁の閉止及び補助給水ポンプの起動を行い，

1次冷却材温度を上昇させて原子炉出力を抑制するとともに，

原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を

維持する手順を整備する。

手動操作による手動タービントリップ操作又は手動による

主蒸気隔離弁の閉止により，1次冷却材温度を上昇させるこ

とで，減速材温度係数の負の反応度帰還効果により原子炉出

力を低下させる｡蒸気発生器への注水ができていない場合は，

電動補助給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプを手動操

作にて起動し，2次冷却系からの除熱機能を確立し，1次冷

却系統の過度な過圧を防止する。また，蒸気発生器水位は，

無負荷時の水位に維持する。

a.手順着手の判断基準

自動及び手動による原子炉緊急停止ができない場合でか

つ多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）による原子炉出力抑

制（自動）が作動しなかった場合において，出力領域中性

子束計の指示値が5％以上又は中間領域中性子束起動率計

の指示値が正である場合。

b.操作手順

手動による原子炉出力抑制操作手順の概要は以下のとお
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り。概略系統図を第1．1．4図，第1．1．5図に示す。

①当直長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に原

子炉出力抑制（手動）を指示する。

②運転員は，中央制御室でタービントリップスイッチに

よる手動タービントリップ操作を行い，タービン主要弁

(MSV,GV,RSV,ICV)の閉によりタービントリップを確認

する。また，タービントリップによるインターロックに

より原子炉緊急停止することを原子炉トリップ遮断器の

開放により確認する。

③運転員は，主蒸気隔離弁が閉止していない場合，中央

制御室から主蒸気隔離弁を手動閉止する。

④運転員は，電動補助給水ポンプ及びタービン動補助給

水ポンプが自動起動していない場合，中央制御室から手

動起動し，2次冷却系からの除熱機能を確立する。

⑤運転員は，②又は③の操作の後，中央制御室での監視

により，1次冷却材温度が上昇し，原子炉出力が低下し

ていることを確認する。

⑥運転員は，中央制御室で加圧器逃がし弁及び加圧器安

全弁の作動により，1次冷却材圧力が安定していること

を確認するとともに，格納容器内圧力及び温度の異常な

上昇がないことを確認する。

また，補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸気安

全弁の作動により1次冷却材温度が安定していることを

確認する。

⑦②～⑥の操作により運転員は，出力領域中性子束が
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5％未満及び中間領域中性子束起動率が零又は負となり

原子炉が未臨界であることを確認する。

C.操作の成立性

上記の中央制御室対応は運転員1名により操作を実施す

る。操作スイッチによる遠隔操作であるため，速やかに対

応できる。

(4)ほう酸水注入

自動での原子炉緊急停止及び原子炉トリップスイッチによ

る手動での原子炉緊急停止ができない場合に，ほう酸水注入

を開始する。その他の手動での原子炉緊急停止もできない場

合に，原子炉の出力抑制（手動）を図るとともに，ほう酸水

注入を行う。

化学体積制御設備によりほう酸水注入を行い負の反応度を

添加するとともに，希釈による反応度添加の可能性を除去す

るためにほう酸希釈ラインを隔離し，原子炉を未臨界に移行

する手順を整備する。

運転管理として全制御棒挿入不能時の停止ほう素濃度以上

にできるほう酸水量を確保しているため、十分な量のほう酸

水注入が可能である。

a.手順着手の判断基準

自動での原子炉緊急停止及び原子炉トリップスイッチに

よる手動での原子炉緊急停止で制御棒が原子炉へ挿入され

ず，出力領域中性子束計の指示値が5％以上又は中間領域

中性子束起動率計の指示値が正である場合。

b・操作手順
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ほう酸水注入の操作手順の概要は以下のとおり。概略系

統図を第1.1.6図，第l.1.7図に示す。

①当直長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にほ

う酸水注入操作の準備と系統構成を指示する。

②運転員は,中央制御室で充てんポンプの起動を確認し，

ほう酸タンクのほう酸水を炉心へ注入するための系統構

成を実施する。

③運転員は，中央制御室でほう酸ポンプを起動し，ほう

酸注入ラインの弁を開とし，ほう酸注入ライン流量によ

り炉心へほう酸水の注入が行なわれていることを確認す

る。その後，出力領域中性子束が5％未満及び中間領域

中性子束起動率が零又は負となっており，未臨界状態へ

移行していることを確認する。

④運転員は，ほう酸ポンプの故障等により，ほう酸タン

クのほう酸水を炉心へ注入できない場合は，充てんポン

プの入口ラインを体積制御タンクから燃料取替用水タン

クに切替え，充てんポンプを使用して燃料取替用水タン

クのほう酸水を炉心へ注入する。

⑤運転員は,中央制御室でほう酸希釈ラインを隔離する。

⑥運転員は,中央制御室でほう酸タンク水位の変化より，

ほう酸水注入量及び1次冷却材のほう素濃度を計算し，

全制御棒挿入不能時の停止ほう素濃度以上になるまでほ

う酸水注入を継続する。なお，ほう酸水注入を行ってい

る間に制御棒の全挿入に成功した場合は，プラントの状

態に応じて高温停止又は低温停止のほう素濃度を目標に
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ほう酸水注入を継続する。

⑦運転員は，サンプリングの結果により，1次冷却材の

ほう素濃度が⑥で目標にしたほう素濃度より高い値にな

っていることを確認する。

c、操作の成立性

上記の中央制御室対応は運転員1名により操作を実施す

る。操作スイッチによる遠隔操作であるため，速やかに対

応できる。

交流動力電源喪失によりサンプリングができない場合は，

電源復|日後にサンプリングを実施し，結果を確認する。

原子炉の出力抑制後は，1次冷却材のほう素濃度を確認

し，主蒸気逃がし弁及び加圧器スプレイ弁により1次冷却

系統の降温，降圧を行い，1次冷却材圧力2.7MPa[gage]以

下及び1次冷却材温度176℃以下となれば，余熱除去系に

切替え，原子炉の冷却を継続的に行う。

(5)その他の手順項目にて考慮する手順

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1．15事

故時の計装に関する手順等」にて整備する。

(6)優先順位

自動での原子炉緊急停止失敗と判断すれば速やかに中央制

御室からの手動での原子炉緊急停止操作を行うとともに，並

行して多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）からの自動信号に

よる原子炉出力抑制のための設備の作動状況を確認する。

自動及び手動での原子炉緊急停止操作及び多様化自動作動

盤(ATWS緩和設備）からの自動信号による原子炉出力抑制に
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失敗した場合は，手動での原子炉出力抑制として，手動ター

ビントリップ操作及び主蒸気隔離弁の閉止を行うとともに，

並行して制御棒クラスタ駆動装置の電源を遮断する操作又は

制御棒手動挿入操作を行い，制御棒を挿入する。また，手動

での原子炉出力抑制と並行して，原子炉を未臨界状態とする

ために化学体積制御設備によるほう酸水注入を開始する。

手動での原子炉の出力抑制を図るとともに，原子炉を未臨

界状態とするために化学体積制御設備によるほう酸水注入を

行う。

ただし，原子炉の出力抑制を図った後でも，原子炉緊急停

止に成功した場合は，早急なほう酸水注入は必要ない。

以上の対応手順のプロ －チャ ー ﾄを第1.1.8図に示す。
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第1．l.1表機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

角

角

蕊1ディーゼル発愈檀等により給電可徒．

※2原子炉トリップ遮断鴎故障時も有効に機能する．

＜その他の手願項目にて考慮する手顛＞

水源の枯渇時の予噸は『1.13重大事故等の収束に必要となる水の供給予噸等」にて整偏する．

操作の判断．碗露に係る計装設個に関する手噸は『1．15亭故時の計装に閲する手噸等」にて整健する。

追1-33

分類
樋龍寅失を想定する

餓計基準事故対処設備
対応手段 対応設備 整備する手順番の分顛

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

炉外核計装

安全保迩系のプロセス計装

安全保鰻系ロジック盤

原子炉トリップ遮断器

炉外核計装

安全保瑛系のプロセス計装

安全保護系ロジック盤

刷御棒クラスタ

原子炉トリップ遮断墨

予
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止

原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）

原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）

ほ
う
酸
水
注
入

璽
大
事
故
等

対
処
設
鯆

多
概
性
拡
彊
設
侭

重
大
事
故
等
対
処
股
個

重
大
事
故
等
対
処
餓
煽

多
概
性

拡
彊
股
偏

重
大
事
故
等
対
処
設
側

原子炉トリップスイッチ

常用系パワーセンタ母線遮断器操作

スイッチ

制御棒操作スイッチ※2

ⅡGセットモータ遼断霧スイッチ※2

原了炉トリップ遣断器スイッチ※2

Gセット出力遮断鵠スイッチ※2

蝉化自動作動盤（ATws綴
蒸気発生器水位低による

ー

･主蒸気ライン隔離

・タービントリップ

･補助給水ポンプ起動 1
園）

主蒸気隔陸弁

タービン動補助給水ポンプ

虹動補助給水ポンプ※1

補助給水タンク

主蒸虹逃がし弁

主蒸気安全弁

加圧粉逃がし弁

加圧器安全弁

蒸気発生器

主蒸気隔睡弁

タービン動補助給水ポンプ

愈動補助給水ポンプ※1

補助給水タンク

主蒸気逸がし弁

主蒸気安全弁

加序鯉逃がし弁

加圧淫安全弁

燕気発生器

タービントリップスイッチ

ほう故ポンプ※1

ほう肢タンク

充てんポンプ※1

酪料取稗用水タンク

炉心の著しい捌傷及び格納奪器破損を

防止する運転手駒

炉心の著しい掴侭及び格納容器破損を

防止する運舩手噸

故障及び設計韮砺事象に対処する運転

手噸



第1．1．2表重大事故等対処に係る監視計器

監視計器一覧（1／4）

角

角

追1－34

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.1.2.1フロントライン系故障時の手順等

(1)手動による原子炉緊急停止

判
断
基
準

操
作

原子炉出力

プラント停止

状態

電源

原子炉出力

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･原子炉トリップ遮断器表示灯

･制御棒炉底表示灯

･4-3A1,3B母線電圧計

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束計

･線源領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･線源領域中性子束起動率計



監視計器一覧（2／4）

内

内

追1-35

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.1.2.1フロントライン系故障時の手順等

(2)原子炉出力抑制（自動）

判
断

基
準

操
作

信号

プラント停止

状態

原子炉出力

原子炉容器内の

温度

原子炉容器内の

圧力

原子炉格納容器

内の温度

原子炉格納容器

内の圧力

蒸気発生器除熱

機能

水源

･多様化自動作動盤作動警報

･非常遮断油圧計

･運転表示灯（タービン各弁）

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束計

･線源領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･線源領域中性子束起動率計

・1次冷却材高温側温度計（広域）

・1次冷却材低温側温度計（広域）

・1次冷却材圧力計

･格納容器内温度計

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

･主蒸気ライン圧力計

･蒸気発生器狭域水位計

･補助給水ライン流量計

･補助給水タンク水位計



監視計器一覧（3／4）

内

角

追1-36

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.1.2.1フロントライン系故障時の手順等

(3)原子炉出力抑制（手動）

判
断
基
準

操
作

原子炉出力

信号

蒸気発生器除熱

機能

プラント停止

状態

原子炉出力

原子炉容器内の

温度

原子炉容器内の

圧力

原子炉格納容器

内の温度

原子炉格納容器

内の圧力

蒸気発生器除熱

機能

水源

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･多様化自動作動盤作動警報

･主蒸気ライン圧力計

･蒸気発生器狭域水位計

･補助給水ライン流量計

･原子炉トリップ遮断器表示灯

･制御棒炉底表示灯

･非常遮断油圧計

･運転表示灯（タービン各弁）

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束計

･線源領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･線源領域中性子束起動率計

・1次冷却材高温側温度計（広域）

・1次冷却材低温側温度計（広域）

・1次冷却材圧力計

･格納容器内温度計

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

･主蒸気ライン圧力計

･蒸気発生器狭域水位計

･補助給水ライン流量計

･補助給水タンク水位計



監視計器一覧（4／4）

八

角

追1-37

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.1.2.1フロントライン系故障時の手順等

(4)ほう酸水注入

判
断
基
準

操
作

原子炉出力

原子炉出力

原子炉容器内へ

の注水量

水源

－

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束計

･線源領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･線源領域中性子束起動率計

．充てんライン流量計

･緊急ほう酸注入ライン流量計

･ほう酸補給ライン積算流量制御器

･ほう酸補給ライン流量計制御器

･純水補給ライン流量制御器

･純水補給ライン流量積算制御器

･ほう酸タンク水位計

･体積制御タンク水位計

･燃料取替用水タンク水位計

･ほう素濃度（手分析値）



刀 刀

原子炉出力抑制（自動）
・多様化自動作動盤(ATWS緩和設備）

による原子炉出力抑制
仲原子炉緊急停止失敗

原子炉出力抑制（手動）
・タービン手動トリップ

・主蒸気隔離弁閉及び補助給水確保

主蒸気ライン隔離
補助給水ポンプ起動

ほう酸水注入
・ほう酸水注入による原子炉出力抑制運転時の異常な過渡変化

耐
』
’
四
ｍ

(遮気的故障） (電気的故障）(鰯気的故障） (機械的故障） (機械的故障

安全保謹系の

プロセス計装故障

原子炉トリップ

遮断器故障
安全保護系ロジック盤故障 ､制御棒クラスタ故障炉外核計装故障

F軍扉豆罵恵軍r－1
安全保謹系

検出器故障
安全保謹系

計器ラック故障

炉外核計装

検出器故障
炉外核計装盤

故障

(検出器）(検出器）（バイステープル）(バィステープル）

第1．1．1図機能喪失原因対策分析
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第l.1.2図手動による原子炉緊急停止概略系統図
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第l.1.4図原子炉出力抑制概略系統図(1)
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第1．1．5図原子炉出力抑制概略系統図（2）
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第l.1.6図ほう酸水注入概略系統図（ほう酸タンク水源）
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第1．1．7図ほう酸水注入概略系統図（燃料取替用水タンク水源）

■■ー●■■■■■

－．．－．．1

設計基翠対象施股から

追加した箇所



丑 刀

例
ロ
ロ
ロ

凡
原子炉トリップ那象発生
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プﾗﾝﾄ状態くこ＞：判断
亜大耶故等対処設燗による手順

丁

原子炉緊急停止が必要な状態において，

出力側域中性子束が5％以上
又は

中間領域中性子束起動率が正

NC
原子炉トリップ正常

『1－…
Yes

原子炉手動トリップ（継続）遇凶 急停止原子炉手動トリ
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吟
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ほう酸希ほう酸希釈ライン隔離出力餌域中性子束5％未満．
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中間鯛域中性子束起動率が零又は負

P束5％未満
〆
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≦
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立

確
馬
の
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手動による2次冷却系からの

除熱の碗立（継統）

※】：設定値（蒸気発生器水位9％＋10秒）

①タービントリップ
②主蒸気ライン隔麓
③補助給水ポンプ起動

※2：手動による原子炉トリップが不可雛な田合は．

以下の優先順位で制御棒を手動挿入する．
①常用系バワーセンター母線遮断器を闘故（中央制御霊）
②手動による制御棒挿入（中央制御室）

※3：手動によるタービントリップ不可能な場合は主蒸気隔離弁を

手動閉する。（中央制御型）

※4：全制御棒挿入不能時の停止ほう素濃度までほう酸水注入を縦

銃する．

なお，ほう酸水注入を行っている間に制御棒の全挿入に成功

した囲合は．プラントの状態に応じて商温停止又は低温停止
ほう素濃度を目標にほう酸水注入を継続する。

出力傾城中性子束5％未滴

及び

中間餌域中性子束起動率が畔又は負

③唾セットモータ遮断鰯開放（現掲）
①原子炉トリップ遮断鰹又は噸セット川力遮断謡開放（現場）

第1．1．8図原子炉トリップ失敗時の対応手順（フロントライン系故障）



別紙追1－2－1

監視計器一覧（4／5）

角

へ

追1－46

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.2.2.2サポート系故障時の手順等

(3)主蒸気逃がし弁の機能回復

a・主蒸気逃がし弁の機能回

復（人力）

判
断
基
準

操
作
手
順

電源

蒸気発生器除熱

機能

補機監視機能

原子炉容器内

の温度

原子炉容器内

の圧力

蒸気発生器除熱

機能

蒸気発生器細管

漏えい監視

･直流コントロールセンタ

A,B電圧計

･主蒸気ライン圧力計

･制御用空気供給ヘッダ圧力計

・1次冷却材高温側温度計（広域）

・1次冷却材低温側温度計（広域）

・1次冷却材圧力計

･主蒸気ライン圧力計

蒸気発生器広域水位計

蒸気発生器狭域水位計

補助給水ライン流量計

復水器排気ガスモニタ

･蒸気発生器ブローダウン水モ

ニタ

･高感度型聿蒸気管モニタ

b.主蒸気逃がし弁の機能回

復（代替空気供給）

判
断
基
準

操
作
手
順

主蒸気逃がし弁

の現場での人力

による調整が長

期にわたり必要

である場合にお

いて、発電所災

害対策本部要員

による対応人数

が確保できた場
今
口

原子炉容器内

の温度

原子炉容器内

の圧力

蒸気発生器除熱

機能

■■■■■■

・1次冷却材高温側温度計（広域）

・1次冷却材低温側温度計（広域）

・1次冷却材圧力計

･主蒸気ライン圧力計

･蒸気発生器広域水位計

･蒸気発生器狭域水位計

･補助給水ライン流量計



別紙追1-2-2

すべての蒸気発生器狭域水位0％以下
かつ

補助給水ライン流趾合計
が80,利/h未満

凡例

「－コ：操作･砿腿に二l:別ﾌﾛー へ移行

（う：プラント状態くこ＞：判断
戸：匝大耶故等対処股燗による手噸

2次冷却系からの除熱機能喪失

ＪＯらも力
ｊ

鴎
水

生
注

発
く

気
熱

承
‐
‐
‐
撫
齢
‐
‐
‐
‐

●垂一一一一一一』ローロ一一』卓。』卓

１
－』画一一一ロロロ一色一

盃動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張
ポンプによる蒸気発生鴎への注水

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
立

．
コ
ー

蒸気発生器代替注水ポンプ
の使用準倫

Yes2次冷却系からの除熱樋能
が回復したかしたか

■■■■■■■■■■■

NC

蒸気発生鴎代替注水ポンプ

の準僧完了後，注水閲始
すべての蒸気発生器広域水位

10％以ト

１
１
１

－
蔀
一
群

口
一
一
畔

本
‐
耶
庖
‐
忠

一
二
釧
剥
劃
一

内
‐宋

蒸気発生器からのI
除熱（蒸気放出）I

立

手動安全注人及び加圧器逃がし弁開

によるフイードアンドプリード開始

ー一一ー

NC2次冷却系からの除熱機能
が回紅したか

うの除熱機能

したか
－

Yes

余熱 除 去 糸 鞭 に よ る 冷 耳

は可能か

(余熱除去運転条件確立）

一
』

NC
2次冷却系による炉心冷却

Yes

蓄圧タンク出口弁間操作
余熱除去系統の運転操作

安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉

によるフィードアンドプリード停止 余熱除去系による炉心冷却

余熱除去系統使用可能

(余熱除去運転条件砿立） 蓄圧タンク出口弁間操作

内
余熱除去系綻の運転操作 安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉

によるフィードアンドプリード停止

余熱除去系による炉心冷却

低温停止状態

第1．2．7図2次冷却系からの除熱機能喪失に対する対応手順

（フロントライン系故障時）

追1－47

主蒸気ダンプ弁間操作
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すべての蒸気発生器狭域水位0％以下
かつ

補助給水ライン流且合計
が8"3/h未満

例
ロ
ロ
ロ

凡

操作･砿認にﾆﾆ):別ﾌﾛー へ移行

プﾗﾝﾄ状態<二＞：判断
泣大事故等対処設備による手順

2次冷却系からの除熱機能喪失

のら則カ
ー
″

器
水

生
注

発
く

気
熱

箪
‐
‐
‐
撚
僻
‐
‐
‐
‐

●『一一の一一一口一一口ロー一室一色ロ

１
一一凸一一一口一一ロ一一

愈動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張
・ポンプによる蒸気発生器への注水

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

蒸気発生器代替注水ポンプ

の使用準備
Yes2次冷却系からの除熱機能

が回復したかしたか
■■■■■■■■■■■■

NC

蒸気発生器代替注水ポンプ

の準備完了後，注水開始
すべての蒸気発生器広域水位

10％以下 三上
１
１
Ｊ
ド

ー
行
一
ン

｜
移
一
ア

ー
》
一
群

一
二
一
の

一
マ
ー
統

一
な
一
率
ド

ー
麺
一
冷
一

１
１
１
次
リ

』
１
プ
↑

車
‐
，
‐
‐
，
，
左

ニ
ヨ
ー

〆、 ‐軍

蒸気発生器からのl
除熱（蒸気放出）I

立

手動安全洋入及び加圧器逃がし弁開
によるフィードアンドプリード開始

■■1■■■■■■

NC2次冷却系からの除熱機能
が回復したか

うの除熱擬能
したか
－

Yes

余黙除去糸厩による冷却

は可能か

(余熱除去運転条件確立）

一
」

NC
2次冷却系による炉心冷却

Yes

蓄圧タンク出口弁閉操作
余熱除去系統の運転操作

安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉
によるプィードアンドプリード停止 余熱除去系による炉心冷却

余熱除去系統使用可能

(余熱除去運転条件確立） 蓄圧タンク出口弁閉操作

偽
余熱除去系統の運転操作 安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉

によるフィードアンドプリード停止

余熱除去系による炉心冷却

低温停止状態

第1．3．4図2次冷却系からの除熱機能喪失に対する対応手順

（フロントライン系故障時）

追1－48

主蒸気ダンプ弁開操作
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監視計器一覧(6/20)

内

八

追1－49

対応手段

重大事故等の
対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1．4．2．11次冷却材喪失率象が発生している場合

(2)サポート系故障時の手順等

a・代替炉心注水

(a)充てんポンプ(B,自己冷却式）によ

る炉心注水

判
断
基
準

操
作

愈源

原子炉容器内の水位

原子炉容器内の圧力

原子炉格納容器内の温産

原子炉格納容器内の圧力

原子炉格納容器内の水位

原子炉格納容器内の放射線
量率

補機監視機能

原子炉容器内の温度

原子炉容器内の水位

原子炉容器内への注水武

水源

補機監視機能

補機冷却

･四国中央西幹線1L,2L飽圧計及び予備変

圧器駐圧計

､ディーゼル発趣機A,B駐圧計

6-3CD3D母線睡圧計

加圧器水位計

1次冷却材圧力

格納容器内温度計

格納容器内圧力計（広域）

格納容器内圧力計(AM)

格納容器再循環サンプ水位計（広域）

･格納容器高レンジエリアモニタ

(低レンジ）

･原子炉補機冷却水サージタンク水位計

原子炉補機冷却水供給母管冷却水流量計

1次冷却材高温側温度計（広域）

加圧器水位計

充てんライン流量計

燃料取替用水タンク水位計

充てんライン圧力計

充てんポンプB触流計

｡充てんポンプB油冷却器及び封水冷却
器冷却水流量計

｡充てんポ /プBモータ冷却水流量計

(b)代替格納容器スプレイポンプによる

炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内の水位 加圧器水 立計

原子炉容器内の圧力 1次冷却 ｵ圧力

原子炉格納容器内の温度 格納容器内温度計

原子炉格納容器内の圧力
格納容器内圧力計（広域）

格納容器内圧力計(AM)

原子炉格納容器内の水位 格納容器再循環サンプ水位計（広域）

原子炉容器内への注水堂
余熱除去ループ流邑計

高圧注入ライン流孟計

原子炉格納容器内の放射線
蚤率

･格納容器高レンジエリアモニタ
(低レンジ）

1.4.2.1(1)b.(b)ii.と同様。

(c)格納容器スプレイポンプ(B,自己冷

却式）（代替再循環配管使用）による
炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内への注水堂

原子炉容器内の温度

原子炉容器内の水位‘

原子炉容器内への注水量

水源

補機監視擬能

補観冷却

･余熱除去ループB流量計

･代替格納容器スプレイライン積算流迂計

(AM)

．充てんライン流量計

1次冷却材高温側温度計（広域）

加圧器水位計

余熱除去ループB流量計

格納容器スプレイラインB積算流量計

格納容器スプレイラインB流量計

燃料取替用水タンク水位計

格納容器スプレイポンプB出口圧力計

格納容器スプレイポンプB趣流計

格納容器スプレイポンプB冷却水流量計

･格納容器スプレイポンプBモータ冷却
水流量計
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監視計器一覧（7/20）

角

角

追 1－50

対応手段

重大事故等の
対応に必要と
なる監視項目

監視計器

1.4.2.11次冷却材喪失率象が発生している場合

(2)サポート系故障時の手順等

a、代替炉心注水

(d)中型ポンプ車及び加圧ポンプ車による

炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内への注水盆

･余熱除去ループB流赴計

･格納容器スプレイラインB積算流量計

･格納容器スプレイラインB流量計

1．4.2.1(1)b.(c)ii.と同概

(e)消火ポンプ（砠動・ディーゼル駆動）

による炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内への注水盆

･余熱除去ループB流量計

･格納容器スプレイラインB積算流量計

･格納容器スプレイラインB流量計

1.4.2.1(1)b.(d)ii.と同揮。

(f)消防自動車による炉心注水

判
断
基
準
一
操
作

1.4.2.1(1)b,(e)と同採。

(9)余熱除去ポンプ(B,空鯛用冷水）に
よる炉心注水

判
断
基
姻

操
作

信号 ･安全注入作動警報

補機監視機能
･原子炉補樋冷却水サージタンク水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却水流堂計

｢1.5最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等｣に整鯛する。

b.代替再循環運転

(a)高圧注入ポンプ(B,海水冷却）によ

る高圧再循環運転及び格納容器再循環ユ

ニットによる原子炉格納容器内の冷却

判
断
基
翠

操
作

原子炉格納容器内の水位 ･格納容器再循環サンプ水位計（広域）

補機冷却
･高圧注入ポンプB冷却水流量計

･高圧注入ポンプBモータ冷却水流且計

中型ポンプ車から高圧注入ポンプ(B)へ海水供給による代替補機冷却に

関する手順については『1.5最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順

等｣に整備する。格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却に

関する手順については「1.7原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手

順等」に整傭する。

(b)余熱除去ポンプ(B,空鯛用冷水）に

よる低圧再循環運転及び格納容器再循環

ユニットによる原子炉格納容器内の冷却

判
断
基
準

操
作

原子炉格納容器内の水位 ･格納容器再循環サンプ水位計（広域）

補機監視機能
･原子炉補機冷却水サージタンク水位計

･原子炉補樋冷却水供給母管冷却水流丘計

｢1.5最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等｣に整鋪する。
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監視計器一覧（17/20）

内

角

追 1-51

対応手段

重大事故等の

対応に必要と
なる監視項目

監視計器

1.4.2.3運転停止中の場合

(2)サポート系故障時の手順等

a・代替炉心注水

(a)燃料取替用水タンクからの重力注水に
よる炉心注水

判
断
基
梨

操
作

趣源

原子炉容器内への注水量

補機監視機能

水源

原子炉容器内の温度

原子炉容器内の水位

原子炉容器内への注水量

水源

･四国中央西幹線ILo2L虹圧計及び予傭変
圧器睡圧計

･ディーゼル発駐擬A,B睡圧計

･6-3C,3D母線愈圧計

･余熱除去ループ流量計

･原子炉補樋冷却水サージタンク水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却水流且計

･燃料取替用水タンク水位計

・1次冷却材高温側温度計（広域）

･加圧器水位計

･R/Vフランジ面下水位計(RCSノズルセンタ
水位計）

･余熱除去ループ流量計

･燃料取替用水タンク水位計

(b)代替格納容器スプレイポンプによる

炉心注水

判
断
基
準

操
作

蝕源

･四国中央西幹線1LO2L蝕圧計及び予傭変

圧器趣圧計

･ディーゼル発虹観A,B電圧計

･6-3C,3D母線駐圧計

原子炉容器内への注水趣 ･余熱除去ループ流丑計

補機監視機能
･原子炉補機冷却水サージタンク水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却水流量計

1.4.2.1(1)b.(b)ii．と同機。

(c)蓄圧タンクによる炉心注水

判
断
基
単

操
作

原子炉容器内への注水丘

・余熱除去ループB流母計

･代替格納容器スプレイライン積算流旦計
(AM）

各納容器スプレイラインB積算流迂計

各納容器スプレイラインB流量計

。 充 て ん ラ イ ン 流 量 計

1.4.2.3(1)b.(d)ii.と同概

(d)充てんポンプ(B,自己冷却式）によ

る炉心注水

判
断
基
箪

操
作

原子炉容器内への注水趾

･余熱除去ループB流邑計

･代替格納容器スプレイライン積算流量計

(AM)

1.4.2.1(2)a.(a)m.と同様。

(e)格納容器スプレイポンプ(B,自己冷

却式）（代替再循環配管使用）による
炉心注水

判
断
基
地

操
作

原子炉容器内への注水盆 ．充てんライン流批計

1.4.2.1(2)a.(c)ii.と同樺。
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監視計器一覧（18/20）

八

角

追1－52

対応手段

重大事故等の
対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.4.2.3運転停止中の場合

(2)サポート系故障時の手順等

a・代替炉心注水

(f)中型ポンプ車及び加圧ポンプ車による
炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内への注水量

・余熱除去ループB流量計

･格納容器スプレイラインB積算流量計

・格納容器スプレイラインB流母計

1.4.2.1(2)a.(d)曲．と同様。

(9)消火ポンプ（電動・ディーゼル駆動）
による炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内への注水量

・余熱除去ループB流丑計

・格納容器スプレイラインB積算流趣計

・格納容器スプレイラインB流量計

1.4.2,1(2)a.(e)ii.と同様。

(h)消防自動車による炉心注水

判
断
基
準

■■■■■■■■■

操
作

1.4.2.1(1)b.(e)と同様。

(i)余熱除去ポンプ(B,空調用冷水）に

よる炉心注水

判
断
基
準

操
作

補機監視機能

・原子炉補機冷却水サージタンク水位計

・原子炉補機冷却水供給母管冷却水流量計

1.4.2.1(2)a.(9)ii．と同様。

b・代替再循露運転

(a)高圧注入ポンプ(B,海水冷却）によ

る高圧再循環運転及び格納容器再循環ユ
ニットによる原子炉格納容器内の冷却

判
断
基
準

｜
操
作

1.4.2.1(2)b・(a)と同様。

(b)余熱除去ポンプ(B,空鯛用冷水）に

よる低圧再循環運転及び格納容器再循環

ユニットによる原子炉格納容器内の冷却

判
断
基
地

｜
操
作

1.4.2.1(2)b・(b)と同様。



別紙追1-4-5

監視計器一覧（19/20）

へ

角

追 1-53

対応手段

重大事故等の
対応に必要と
なる監視項目

監視計器

1．4．2．3運転停止中の場合

(2)サポート系故障時の手順等

c、2次冷却系からの除熱（注水）

(a)補助給水ポンプによる蒸気発生器への

注水

判
断
基
準

操
作

晒源

･四国中央西幹線lL,2L趣圧計及び予傭変
圧器蹴圧計

･ディーゼル発蹴機A,B蹴圧計

･6-3C,3D母線虹圧計

原子炉容器内への注水丘 ･余熱除去ループ流戯計

補機監視機能
･原子炉補機冷却水サージタンク水位針

･原子炉補機冷却水供給母管冷却水流盆計

1．4．2.2(1)a.(a)n．と同擬

(b)蒸気発生器代替注水ポンプによる蒸気

発生器への注水

判
断
基
準

操
作

｢1.2原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発愈用原子炉を冷却するため
の手順等｣に整備する。

(c)中型ポンプ車及び加圧ポンプ車による

蒸気発生器への注水

判
断
基
準

操
作

1．4．2．2(1)a.(d)と同様。

(d)消火ポンプ（趣動・ディーゼル駆動）

による蒸気発生器への注水

判
断
基
翠

操
作

1.4.2.2(1)a.(e)と同樺。

(e)消防自動車による蒸気発生器への注水

判
断
基
準
一
操
作

1.4.2.2(1)a.(f)と同樺。

｡．主蒸気逃がし弁の機能回復

(a)主蒸気逃がし弁の機能回復（人力）

判

断
基
準
｜
操
作

｢1.2原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発愈用原子炉を冷却するため

の手順等』に整術する。

(b)主蒸気逃がし弁の擬能回復（代替空気

供給）

判
断
基
単
一
操
作

｢1．2原子炉冷却材圧力バウンダリ商圧時に発趣用原子炉を冷却するため

の手順等｣に整備する。

1.4.2.3運転停止中の場合

(2)サポート系故瞳時の手順樟

e、2次冷却系からの除熱（フィードアンド
プリード）

判
断
基
準
一
操
作

1．4．2．2(1)c.と同樺。



別紙追1－5－1

第1．5．3表重大事故等対処に係る監視計器

監視計器一覧（1／8）

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器対応手段

1．5．2．1フロントライン系故障時の手順等

（1）2次冷却系からの除熱（注水）

判
断
基
準

補機監視機能
内 a ．補助給水ポンプによ

る 蒸気発生器への注水

操
作

判
断
基
準

b . 電動主給水ポンプ又

は蒸気発生器水張ポン

プに よる 蒸気 発生 器へ

の注水

「1．2原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための手順等」にて

整備する｡

操
作

判
断
基
準

「1．2原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための手順等」にて

整備する。

c，蒸気発生器代替注水

ポンプによる蒸気発生

器への注水
戸、

追1－54



別紙追1-5-2

監視計器一覧（4／8）

角

角

追1－55

対 応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1．5．2．1フロントライン系故障時の手順等

(2)2次冷却系からの除熱（蒸気放出）

d.主蒸気逃がし弁の

機能回復（中型ポンプ

車を 用いた補機冷却

海水通水による制御

用 空気圧縮機(B)機

能回復）

判
断
基
準

操
作

蒸気発生器除

熱機能

補機監視機能

補機監視機能

補機冷却

・主蒸気ライン圧力計

・制御用空気供給ヘッダ圧

力計

・制御用空気供給ヘッダ圧

力 計

・制御用空気圧縮機B圧縮

機及び中間冷却器冷,却水

流 量 計

・制御用空気圧縮機Bアブ

タ ク ー ラ 及 び 除 湿 装 置 冷

却水流量計

e，主 蒸 気 逃 が し 弁 の 機

能回復（代替空気供給）

判
断
基
準

操
作

｢1．2原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための手順等」にて

整備する。



別紙追1－5－3

監視計器一覧（5／8）

戸、

内

追1－56

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.5.2.1フロントライン系故障時の手順等

(3)格納容器内自然対流冷却

a．中型ポンプ車を用い

た格納容器再循環ユニ

ット(A及びB)によ

る格納容器内自然対流

冷却

判
断
基
準

操
作

｢1．7原子炉格納容器の過圧破損を防止する

ための手順等」にて整備する。

(4)代替補機冷却

a．中型ポンプ車による

補機冷却海水通水

判
断
基
準

操
作

補機監視機能

補機冷却

・原子炉補機冷却水サージ

タンク水位計

・原子炉補機冷却水冷却器

海水出口流量計

・原子炉補機冷却水供給母

管冷却水流量計

・高圧注入ポンプBモータ

冷却水流量計

・高圧注入ポンプB冷却水

流量計

・制御用空気圧縮機B圧縮

機及び中間冷却器冷却水

流量計

・制御用空気圧縮機Bアブ

タクーラ及び除湿装置冷

却水流量計

・格納容器雰囲気ガスサン

プル冷却器冷却水流量計

b.空調用冷水ポンプに

よる余熱除去ポンプ

(B)代替補機冷却

判
断
基
準

操
作

補機監視機能

信号

原子炉格納容

器内の水位

補機冷却

・原子炉補機冷却水サージ

タンク水位計

・原子炉補機冷却水供給母

管冷却水流量計

･安全注入作動警報

・格納容器再循環サンプ水

位計（広域）

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ B モ ー タ

冷却水流量計

・余熱除去ポンプB冷却水

流量計

c、海水取水用水中ボン

プによる補機冷却海水

通水

判
断
基
準

操
作

補機冷却

補機冷却

・原子炉補機冷却水冷却器

海水出口流量計

・原子炉補機冷却水冷却器

海水出口流量計



別紙追1－6－1

第1．6．5表重大事故等対処に係る監視計器

監視計器一覧（1／8）

角

角

追1-57

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.6.2.1炉心の著しい損傷防止のための原子炉格納容器内冷却の手順等

(1)フロントライン系故障時の手順等

a・格納容器内自然対流冷却

(a)格納容器再循環ユニット

(A及びB)による格納容器

内自然対流冷却

判
断
基
準

操
作

｢1.7原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手

順等」にて整備する。

b.代替格納容器スプレイ

(a)代替格納容器スプレイポン

プによる格納容器スプレイ

判
断
基
準

操
作

原子炉格納容器内

への注水量

原子炉格納容器内

の温度

原子炉格納容器内

の圧力

原子炉格納容器内

への注水量

原子炉格納容器内

の温度

原子炉格納容器内

の圧力

原子炉格納容器内

の水位

水源

電源

補機監視機能

･格納容器スプレイラインB積算

流量計

･格納容器スプレイライン流量計

･格納容器内温度計

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

．代替格納容器スプレイライン

積算流量計(AM)

･格納容器内温度計

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

･格納容器再循環サンプ水位計

(広域）

･燃料取替用水タンク水位計

･補助給水タンク水位計

･空冷式非常用発電装置電力計，

周波数計

(重大事故対処設備制御盤）

･代替格納容器スプレイポンプ

出口圧力計



別紙追1-6-2

監視計器一覧（4／8）

/へ

'へ

追1-58

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

(2)サポート系故障時の手順等

a・格納容器内自然対流冷却

(a)中型ポンプ車を用いた格納

容器再循環ユニット(A及

U:B)による格納容器内自

然対流冷却

判
断
基
準

操
作

｢1.7原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手

順等」にて整備する。

b.代替格納容器スプレイ

(a)代替格納容器スプレイポン

プンプによる格納容器スプ

レイ

判
断
基
準

操
作

原子炉格納容器

内への注水量

･格納容器スプレイラインB積算

流量計

･格納容器スプレイライン流量計

原子炉格納容器

内の温度
･格納容器内温度計

原子炉格納容器

内の圧力

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

補機監視機能

･原子炉補機冷却水サージタンク

水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却

水流量計

電源

･四国中央西幹線1L,2L母線電圧

計及び予備変圧器電圧計

･ディーゼル発電機A,B電圧計

･6-3C,3D母線電圧計

1.6.2.1(1)b・(a)1と同様。



別紙追1-7-1

監視計器一覧（4／5）

内

角

追1－59

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.7.2.2全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等

(1)格納容器内自然対流冷却

a・中型ポンプ車を用いた格

納容器再循環ユニット(A

及びB)による格納容器内

自然対流冷却

判
断
基
準

操
作

補機監視機能

電源

原子炉格納容器

内の温度

原子炉格納容器

内の圧力

原子炉格納容器

内の冷却状態

･原子炉補機冷却水サージタンク

水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却

水流量計

･四国中央西幹線1L,2L母線電圧

計及び予備変圧器電圧計

･ディーゼル発電機A,B電圧計

･6-3C,3D母線電圧計

･格納容器内温度計

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

･可搬型温度計測装置（格納容器

再循環ユニット入口/出口用）

･格納容器再循環ユニットA

冷却水流量計

， B



別紙追1-8-1

監視計器一覧（4／10）

内

/へ

追1－60

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.8.2.1原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却手順等

(2)全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等

a，代替格納容器スプレイ

(a)代替格納容器スプレイポン

プによる格納容器スプレイ

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内の

温度

原子炉格納容器

内の水位

補機監視機能

電源

原子炉格納容器

内への注水量

原子炉格納容器

内の温度

原子炉格納容器

内の圧力

原子炉格納容器

内の水位

水源

･炉心出口温度計

格納容器再循環サンプ水位計

（広域）

･原子炉補機冷却水サージタンク

水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却

水流量計

･四国中央西幹線1L,2L母線電圧

計及び予備変圧器電圧計

･ディーゼル発電機A,B電圧計

･6-3C,3D母線電圧計

･代替格納容器スプレイライン

積算流量計(AM)

･格納容器内温度計

･格納容器内圧力計（広域）

･格納容器内圧力計(AM)

･格納容器再循環サンプ水位計

(広域）

･原子炉下部キャビティ水位計

･燃料取替用水タンク水位計

･補助給水タンク水位計



別紙追1－8－2

監視計器一覧（9／10）

P,

/南

追1-61

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.8.2.2溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止の手順等

(2)全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等

a，代替炉心注水

~

(a)充てんポンプ(B, 自己冷

却式）による炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内の

温度
.炉心出口温度計

原子炉格納容器

内の放射線量率

･格納容器高レンジエリアモニタ

(高レンジ）

補機監視機能

･原子炉補機冷却水サージタンク

水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷却

水流量計

電源

･四国中央西幹線1L､2L母線電圧計

及び予備変圧器電圧計

･ディーゼル発謝幾A, B電圧計

･6-3C,3D母線電圧計

｢1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」にて整備する。

(b)代替格納容器スプレイポン

プによる炉心注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内へ

の注水量
．充てんライン流量計

原子炉格納容器

内への注水量

･格納容器スプレイラインB

積算流量計

･格納容器スプレイラインB

流量計

｢1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」にて整備する。

(c)格納容器スプレイポンプ

(B,自己冷却式)(代替再

循環配管使用）による炉心

注水

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内へ

の注水量

･余熱除去Bループ流量計

･代替格納容器スプレイライン

積算流量計(AM)

原子炉格納容器

内への注水量

･格納容器スプレイラインB

積算流量計

･格納容器スプレイラインB

流量計

｢1.4原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」にて整備する。
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別紙追1－12－1

第1．12．4表重大事故等対処に係る監視計器

監視計器一覧（1／3）

戸、

/へ、

追1－64

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.12.2.1炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の手順等

(1)大気への拡散抑制

a・大型ポンプ車（泡混合機

能付）又は大型ポンプ車及

び大型放水砲による大気へ

の拡散抑制

判
断
基
準

操
作

原子炉容器内の

温度

原子炉格納容器

内への注水量

原子炉格納容器

内の放射線量率

原子炉格納容器

内の圧力

周辺環境の放射

線量

･炉心出口温度計

･代替格納容器スプレイライン

算流量計(AM)

･格納容器スプレイライン

流量計

･格納容器スプレイラインB

積算流量計

･格納容器高レンジエリア

モニタ（高レンジ）

･格納容器内圧力計（広域）

､格納容器内圧力計(AM)

･モニタリングポスト

･モニタリングステーション

(2)海洋への拡散抑制

a・敷地内貯留及び放射性物

質吸着剤による海洋への拡

散抑制

判
断
基
準

操
作

｢1.12.2.1(1)a.大型ポンプ車（泡混合機能付）又

は大型ポンプ車及び大型放水砲による大気への拡散

抑制」と同様。

－

b.シルトフェンス設置によ

る海洋への拡散抑制

判
断
基
準

操
作

｢1.12.2.1(1)a.大型ポンプ車（泡混合機能付）又

は大型ポンプ車及び大型放水砲による大気への拡散

抑制」と同様。

－
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第1．12．3図 海洋への拡散抑制概略系統図



別紙追1－13－1

監視計器一覧（2／8）

/一､

/‐、

追1－66

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.13.2.12次冷却系からの除熱（注水）の代替手段及び補助給水タンクへの補給手順

等

(4)淡水タンク又は海を水源とする補助給水タンクへの補給

a，淡水タンクを水源とする補助給水タンクへの補給

(a)淡水タンクを水源とす

る中型ポンプ車による

補助給水タンクへの補

給

判
断
基
準

操
作

電源

補機監視機能

原子炉出力

水源

水源

･四国中央西幹線lL,2L母線電

圧計及び予備変圧器電圧計

･ディーゼル発電機A,B電圧

計

･6-3C,3D母線電圧計

･原子炉補機冷却水サージタン

ク水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷

却水流量計

・出力領域中性子束計

・中間領域中性子束起動率計

･補助給水タンク水位計

・2次系純水タンク水位計

･脱塩水タンク水位計

・ろ過水貯蔵タンク水位計

･補助給水タンク水位計

・2次系純水タンク水位計

･脱塩水タンク水位計

・ろ過水貯蔵タンク水位計

(b)淡水タンクを水源とす

る消火ポンプ（電動・デ

ィーゼル駆動）による補

助給水タンクへの補給

判
断
基
準

操
作

電源

補機監視機能

原子炉出力

水源

水源

･四国中央西幹線1L,2L母線電

圧計及び予備変圧器電圧計

･ディーゼル発電機A,B電圧

計

･6-3C,3D母線電圧計

･原子炉補機冷却水サージタン

ク水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷

却水流量計

・出力領域中性子束計

・中間領域中性子束起動率計

･補助給水タンク水位計

脱塩水タンク水位計

ろ過水貯蔵タンク水位計

補助給水タンク水位計

脱塩水タンク水位計

・ろ過水貯蔵タンク水位計



別紙追1-13-2

監視計器一覧（3／8）

P,

/ー、

追1-67

対応手段

重大事故等の

対応に必要と

なる監視項目

監視計器

1.13.2.12次冷却系からの除熱（注水）の代替手段及び補助給水タンクへの補給手順

等

(4)淡水タンク又は海を水源とする補助給水タンクへの補給

a、淡水タンクを水源とする補助給水タンクへの補給

(c)淡水タンクを水源とす

る消防自動車による補

助給水タンクへの補給

判
断
基
準

操
作

水源

水源

･補助給水タンク水位計

･補助給水タンク水位計

・2次系純水タンク水位計

･脱塩水タンク水位計

･ろ過水貯蔵タンク水位計

b.海を水源とする補助給フくタンクへの補給

(a)海を水源とする中型ポ

ンプ車による補助給水

タンクへの補給

判
断
基
準

操
作

電源

補機監視機能

原子炉出力

水源

水源

・四国中央西幹線1L,2L母線電

圧計及び予備変圧器電圧計

・ディーゼル発電機A,B電圧

計

･6-3C,3D母線電圧計

･原子炉補機冷却水サージ

タンク水位計

･原子炉補機冷却水供給母管冷

却水流量計

･出力領域中性子束計

･中間領域中性子束起動率計

･補助給水タンク水位計

・2次系純水タンク水位計

･脱塩水タンク水位計

･ろ過水貯蔵タンク水位計

･補助給水タンク水位計

(b)海を水源とする消防自

動車による補助給水タ

ンクヘの補給

判
断
基
準

操
作

水源

水源

･補助給水タンク水位計

･補助給水タンク水位計



分類

その他

瓜

/一、

別紙追1-15-1

第1．15．1表補助パラメータ（2／2）

補助パラメータ

海水母管圧力

原子炉補機冷却水冷却器出口温度

原子炉補機冷却水冷却器海水出口流盆

原子炉補機冷却水供給母管冷却水流盆

サプクール度(CRT)

格納容器雰囲気ガスサンプリング冷却器冷却
水流戯

静的触媒式水素再結合装置作動温度

イグナイタ作動温度

純水補給ライン流量制御

純水補給ライン流量積算制御

ほう酸補給ライン流盆制御

ほう酸補給ライン流赴積算制御

緊急ほう酸注入ライン流盆

体積制御タンク水位

格納容器サンプ水位

格納容器サンプ水位上昇率

凝縮液泣測定装画水位

制御用空気供給ヘッダ圧力

アニュラス内圧力（広域）

非常遮断油圧

多様化自動作動盤作動警報

補助パラメータの分類理由

原子炉補機冷却海水系の動作状態を確鋸するパラメータ

原子炉補機冷却水系の動作状態を確肥するパラメータ

原子炉容器内のサブクール状態を砿偲するパラメータ

格納容器雰囲気ガスサンプリング冷却器によるサンプルガスの冷却状態を砿認するパ
ラメータ

艀的触媒式水素再結合装匠の作動状況を確隠するパラメータ。なお，静的触媒式水素
再結合装狂作動温度（再結合時の洞度卜昇）により格納容器水素濃度を推定する場合

には，知見が少なく償頼性が低いと考えられるため，単独での推定はせず，他の複数
の情報とあわせて推定する。

イグナイタの作動状況を確認するパラメータ。なお，イグナイタ作動温度（水素燃焼
時の温度上昇）により格納容器水素濃度を推定する場合には，知見が少なく佃頼性が

低いと考えられるため，単独での推定はせず，他の複数の情報とあわせて推定する。

原子炉補給水系の動作状態を確腿するパラメータ

ほう酸ポンプによる炉心へのほう酸注入状況を確腿するパラメータ

充てんポンプの水源の状態を砿艶するパラメータ

原子炉格納容器内の漏えい状態を砿認するパラメータ

制御用空気系の動作状態を砿鯉するパラメータ

アニュラス排気ファンの運転状態を確認するパラメータ

タービン主要弁の動作状態を確認するパラメータ

多様化自動作勤盤の動作状態を砿腿するパラメータ

追1－68
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第1．15．6表代替パラメータによる主要パラメ －タの推定(3/10)

肺
骨
Ｉ
③
④

聖
蛮
肺
宇
届
出

番号：代替パラメータの番号は優先順位を示す。

※1耐震性又は耐環境性が低いパラメータ，※2常用電源のパラメータ

【】：有効監視パラメータ又は常用代替監視パラメータを示す。

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 推定ケース 代替パラメータ推定方法

原
子
炉
容
器
へ
の
注
水
盆

高圧注入ライン流量

余熱除去ループ流量

格納容器スプレイラインB積算流且

代替格納容器スプレイライン積算流赴

(AM)

【充てんライン流且】※1

【蓄圧タンク圧力】※1※2
【菩圧タンク水位】※1※2

①燃料取替用水タンク水位
②加圧器水位
③原子炉容器水位
④格納容器再循環サンプ水位（広域）

①燃料取替用水タンク水位
②加圧器水位
③原子炉容器水位

④格納容器再循環サンプ水位（広域）

①余熱除去ループB流盆
②燃料取替用水タンク水位
③加圧器水位

④原子炉容器水位
⑤格納容器再循環サンプ水位（広域）

①余熱除去ループB流危
②燃料取替用水タンク水位

②補助給水タンク水位
③加圧器水位
④原子炉容器水位

⑤格納容器再循環サンプ水位（広域）

①燃料取替用水タンク水位

②加圧器水位
③原子炉容器水位

④格納容器再循環サンプ水位（広域）

①1次冷却材圧力

①1次冷却材低温側温度（広域）

ケース3

ケース3

ケース3

ケース3

ケース3

ケース4

･高圧注入ライン流且の計測が困難となった場合は，水源である燃料取替用水タンク水

位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水量を推定する。推
定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優
先する。

・LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水丘を推定する。

･余熱除去ループ流量の計測が困難となった場合は，水源である燃料取替用水タンク水
位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水盆を推定する。推
定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優
先する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水丑を推定する。

･格納容器スプレイラインB積算流赴の計測が困難となった場合は，余熱除去ループB

流量を優先し推定する。また，水源である燃料取替用水タンク水位，注水先の加圧器
水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水趣を推定する。推定は，環境悪化の影
響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優先する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水量を推定する。

･代替格納容器スプレイライン積算流量(AM)の計測が困難となった場合は，余熱除去

ループB流趾を優先し推定する。また，水源である燃料取替用水タンク水位及び補助
給水タンク水位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水趣を
推定する。水位変化による推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である
燃料取替用水タンク水位及び補助給水タンク水位を優先する。

･水源に，淡水や海水を補給している場合は，補給に使用したポンプの性能並びに運転
時間により算出した注水趾により推定する。

・LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水趣を推定する。

．充てんライン流丘（多機性拡張設備）の叶測が困難となった場合は，水源である燃料
取替用水タンク水位，注水先の加圧器水位及び原子炉容器水位の水位変化により注水
量を推定する。推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用
水タンク水位を優先する。

･LOCAが発生した場合において格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化によ
り注水量を推定する。

･蓄圧タンク圧力（多機性拡張設備）及び蓄圧タンク水位（多操性拡張股備）の計測が
困難となった場合は，1次冷却材圧力及び1次冷却材低温側温度（広域）の傾向監視
により蓄圧タンクからの注水開始を推定する。



ア 動

りよ統系水火一 ①1次冷却材商狙側温度(広域）

②1次冷却材低温側温度(広域）
③1吹冷却材圧力
④加圧圏水位
⑤原子炉容器水位

⑥商圧注入ﾗｲﾝ流丑
⑦余熱除去ループ涜丑

③代替格納容器ｽブﾚｲﾗｲﾝ積算流丑《AM）
⑨格納容鴎ｽブﾚｲﾗｲﾝB積算流趾
⑩格納容器内廻度
⑪格納容留内圧力(広域）

⑫格納容器内圧力(AhO
⑬格納容認再循環サンプ水位(広域）
⑭格納容器再循環サンプ水位(狭城）
⑮格納容器水位
⑯原子炉下部キャビティ水位
⑰格納容器水素濃度

⑱格納容器商レンジエリアモニタ(低レンジ）
⑲格納容器高レンジエリアモニタ(商レンジ）

⑳線源領域中性子束
中間餌城中性子束
出力個城中性子束

⑪蒸気発生程広域水位
、蒸気発生盟狭域水位
⑭補助給水ﾗｲﾝ涜盆
⑳主蒸気ﾗｲﾝ圧力
⑮燃料取替用水ﾀﾝｸ水位

⑳ほう酸ﾀﾝｸ水位
⑰補助給水ﾀﾝｸ水位
⑳原子炉補機冷却水サージﾀﾝｸ水位

⑳原子炉棚機冷却水サージﾀﾝｸ加圧ﾗｲﾝ圧力
⑳格納容器再循露ユニット入口沮度

格納容鵲再網環ユニット出口温度
⑪アニュラス水素濃度〈AM）

大虹ー原子炉格納容器

格納容器スプレイリング

主蒸
安全燕

、主蒸気
逸がし弁

⑪
主蒸気
隔離弁

▲
△ 蝿

》

↑
ン
不
‐
‐
●
ｒ
‐

一
ピ
ー藍

⑲⑬

癖
但
⑩

謡
概

納
寺

格
ユ
シ

2
蒸気発生器水喪ポ3コイル

’

錨総葱霧夛動蚕△
■
■
Ｕ
●
◇

画
一

多様化自動

作動盤

((IWS綾和
放備）

☆-~アー
愈動袖助給水ポンプB

I

舞記『
補助給水ポンプ

穂
リアニュラス
水素濃度仏M）

計測装画

加圧器

逃がし弁

I

惣
』■■■

蒸気
整生器
蒸気

整生器

加
圧
器

加庄鰹逃がし

タンク

21

4

アニュラス

排気ファン
価
〒
弓

原子炉
容器

や
器

3

アニュラス

排気フィルタ
ユニットA

藤謡謬F

51

画(ら．’今ﾘ｜
司一副

原子炉下部
キャビティ－－－生

篝：
1次冷却材

ポンプ

1次冷却材
ポンプ

1次冷却材
ポンプアニュラスグ

排気フィルタ
ユニットB ：

1|卜

←←

抽出
ライン
より

量外排出漂躍園癌
←

◎
判→q計雛燕よりシ

2-晶司瀧燕より

辱司蝋

←再生娠職＃ △
▲

少

心
邸
仙
田
も
■

痒

桐
ポ

炉
水

子
却

原
冷

唾
誕

充てんポンプA

● 充てんポンプB
(自己冷却式）％

罐 姪 摩*鶚
ー

』
■
■
９
●
●
《
■
■
■
●
●
■
■
■
■

聖
声
価
干
忌
士

充てスノポンプC水素濃度
計海塗田

率
麺
屋 影零℃

海

第l.15.3図重要計器及び重要代替計器（重大事故等対処設備）概略系統図



別紙追1－16－1

中央閥御室

再緬環ファンA
中央湖御室非常用

給気フィルタユニット

中央湖御室非

給気フィルタユ

外
気
取
入

邸''911り||;||§
:||：

Ｈ
／
Ｆ

中央閥御室非常用中央閥御室非常用
給笂ファンA

放射線管理宝総気／11／給笂ファンA給気ファンA
FIIFIIFllbll6FllFllFll6116 入

中央脚御室非常用
給気ファンB

中央脚御室非常用
給気ファンB

中央脚御室非常用
給気ファンB

中央制御壷

再循顔ファンB

中央制御室遼へい

蝿團團
中央朗御室

：一・.一・・ー｡｡ー．･-..-..一・・一．.‘－．．－．．‘ｰ

!「軍更司戸「三二コi中央劉御室
空頂ファンB

中央劉御室 H
中央閲御室

空国ユニットB

角
IIIRIIC

中央制鉢室

頚ファンA
中央劇御室

空国ユニットA

(通常運転時:A系列運転の場合）

中央制御室
再砥環ファンA

中央制御室非常用

給気フィルタユニット

… ､肩

中央制御室非

給気フィルタユ

外
気
取
入||：

H

／
F

閲
／
Ｆ

中央制御竃非常用中央制御竃非常用
給気ファンA

故射鐘昏理宝鑑虹
／11／Aフアン

FIIFIIFll611t 入

中央跡御室非常用

給気ファンB

中央跡御室非常用

給気ファンB

/ー、 中央劇御室

再掘環ファンB

中央胡御室達へい

中央閲御室

r惹司~’1当-r菫司！

掴囹團i
中央間御室

空飼プァンB

中央間御室 H
中央制御室

空国ユニットB

11211;|卜
中央閥御室

空画ユニットA

=IIIRIIC

中央制御室

空飼ファンA

(事故時閉回路循環モード:A系列運転の場合）

第1．16．1図中央制御室換気空調設備の概略系統図
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角

第1.17.9図可搬型放射線計測器，可搬型ダストサンプラ及び
小型船舶の保管場所並びに試料採取場所図

枠囲みの範囲は機密に係る

事項ですので公開すること

はできません

/~、

第1．17．10図海水中及び排水中の放射性物質の濃度測定のタイムチヤート

追1-72

経過鴎ml(分）

03060 9 0 瞳 0 I S O 1 8 0 鷺 1 0 雪 8 0 望 7 0 3 ”

手噸の戦Ⅲ 要側(数）

マ 7活’ 力開＆ 「

’

餌
繋

璋
蝿

▽

ｒ
鋤

一

ー

可織型放射錬
計測濁による

水II'の飲射性

物間の猿度の

測定

発趣所災瀞対

術本部要側

(現鳩）

ウ
ー

FL＆■．■■ロ■『

弓・ー

1.,
JJ』

Ｊ
、
。
埴 機 ｲ噸6

や
も
可
可
時
ロ

ー
ト
』
●
》
．
一

甲

I（移

薗師
一

｜
日
出
一

一
Ｊ
・
●
．
一

肋を；

蝋閲

3り

I：！

'鋤

ご燕

放水

『

操、

fシI

ｐ
■
４
日

１
〃
餌

ｑ
■
、
、
ｌ
」

(移I

で拭

§芯

‐
・
■
四

》
日
出
・
一

ユ
ｒ
叩
《

畦
・
・
一

ｳ導を

斗探聞

簡側．

叩
ロ
ロ
ニ

ロ
暉
口
一

。
■
○
串

．
と

釦
．
評
一

含む

(移

?癖
一
品
●
》

岸
‐
．
．
．
．

功承

採取

F含む

(移3

J:課･･･ﾛ･ﾛ

嫁を
1

1 ひ）

WI拭 斗運＄

一一ヴロ

I・綱

トー函

I茜

uノ



(露1
添付書類十 (追補2） の一部補正

(内



/ー、

/－1

添付書類十（追補2.I)を以下のとおり補正する。

頁

の●

皿

4－1

別紙1－2－

25

別紙1－2－

26

別紙2－4－

2

行

上13

上2～

上3

上6～

上7

上14

補正前

第1.10表事故シーケン

スグループ及び重要度シー
一

ケンスの選定結果

4．事故シーケンスグルー

プ及び重要事故シーケンス

等の選定に活用したPRA

の実施プロセスについて

…格納容器破損防止対策で

ある対策代替格納容器スプ
－

レイポンプ…

…原子炉格納里容器一健
全性…

②破断LOCA+高圧
一

注入失敗十格納容器スプレ

イ注入失敗

補正後

第1．10表事故シーケン

スグループ及び重要事故シ
－ケンスの選定結果

別紙追2.1-1に変更す

る。

…格納容器破損防止対策で

ある代替格納容器スプレイ
－

ポンプ…

…原子炉格遡査器堕健全性
●●●

②虫破断LOCA+高圧注
入失敗十格納容器スプレイ注

入失敗

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。

追2.I-1
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別紙追2．1－1

4．事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定に活用したPR

Aの実施プロセスについて

事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定に際して適用可

能としたPRAについては，一般社団法人日本原子力学会において標準化

された実施基準を参考にして実施し，各項目について,｢PRAの説明にお

ける参照事項」（平成25年9月原子力規制庁）において参照すべき事項と

して挙げられているレベル1PRA(内部事象，内部事象（停止時),外部

事象（地震）及び外部事象（津波）），レベルl.5PRA(内部事象，外部

事象（地震））等の記載事項への対応状況を確認した。

また,PRAの評価プロセスの確認及び更なる品質向上を目的として，一

般社団法人日本原子力学会の実施基準との整合性及び国内外の知見を踏ま

えたPRA手法の妥当性について,｢PRAの説明における参照事項」（平

成25年9月原子力規制庁）も参照し，海外のレビュアーを含む専門家に

よるピアレピューを実施した。なお，本ピアレビューでは、第三者機関から

発行されている「PSAピアレビユーガイドライン」（平成21年6月一般

社団法人日本原子力技術協会）を参考にした。その結果，実施したPRA

において，事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定結果に

影響を及ぼすような技術的な問題点がないことを確認した。

追2.1-2
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添付書類十（追補2．1別添）を以下のとおり補正する。

頁 行 補正前 補正後

｡●●

X111 上10 第3．2．4－4図計測制御用 第3．2．4－4図計測制御用

電源単線結線図 電源単線結線図（非常用）
－

3－16 第3.2.4-3図直流単線結 別紙追2.1-2に変更す

線図 る 0

3-17 第3．2．4－4図計測制御用 別紙追2.1-3に変更す

電源単線結線図 る 0

4.1-102 第4.1.8-2表起因事象別 別紙追2．1－4に変更す

炉心損傷頻度 る◎

6-35 第6．3－3表起因事象発生 別紙追2．1－5に変更す

頻度(2011年3月31日 る 0

迄）

頁は平成27年4月14日付け，原子力発第15027号で一部補正の頁を示す。
追2.1-3
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第4．1．8－2表起因事象別炉心損傷頻度

起因事象

大破断LOCA

中破断LOCA

小破断LOCA

インターフェイス

システムLOCA

主給水流量喪失

外部電源喪失

ATWS

2次冷却系の破断

蒸気発生器伝熱管

破損

過渡事象

原子炉補機冷却

機能喪失

手動停止

合計

起因事象発生

頻度（/炉年）

2.2E-05

6.8E-05

2.2E-04

3.0E-11

1.1E-02

4.8E-03

1.2E-08

4.3E-04

2.4E-03

9.7E-02

2.0E-04

2.3E-01

■■■■■■■■

条件付炉心損傷

確率(CCDP)

1.9E-03

2.9E-03

8.2E-03

1.0E+00

3.0E-05

1.2E-03

1.OE+00

2.8E-03

1．0E-04

3.0E-05

1.0E+00

3.0E-05

－

追2.I-6

CDF

(/炉年）

4.1E-08

2.0E-07

1.8E-06

3.0E-11

3.3E-07

5.9E-06

1．2E-08

1.2E-06

2.4E-07

2.9E-06

2.0E-04

6.9E-06

2.2E-04

別紙追2.I-4

寄与（％）

0.1未満

0.1未満

0.8

0.1未満

0.2

2.7

0.1未満

0.5

0.1

1.3

91

3．1

100.0
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6.3-3表起因事象発生頻度（2011年3月31日迄）第

耐
慎
胃
も

※原子炉冷却材圧力バウンダリ機能喪失，余熱除去機能喪失，原子炉補機冷却機能喪失，外部電源喪失の発生頻度は，下式より算出したものである。

起因事象発生頻度＝継続時間(h)×単位時間あたりの発生頻度(1/h)

※余熱除去機能喪失の発生頻度は，待機中の余熱除去系による冷却失敗を含めて評価した値である。

聖
霊
価
画
』
よ

プラント状態 継続時間

(h)

原子炉冷却

ハ・ｳﾝﾀ゙ﾘ樹

8.2E-07

(1/h)

水位維持失敗

2.8E－06

(1/対象期間）

オーバードレン

2.8E－O6

(1/対象期間）

余熱除去機能喪失

6.5E－08

(1/h)

原子炉補機

冷却機能喪失

2.3E~08

(1/h)

外部電源喪失

5.5E－O7

(1/h)

反応度の誤投入

3.1E-08

(1/定検）

(1)部分出力運転状態 1.8
Ⅱ■■■■ ー － 1■■■■ 1■■■■ 一 ー

(2)高温停止状態（安全注入信号ブロックまで） 4 7
1■■■■ 1■■■■ 1■■■■ ー 一 I ■ ■ ■ ■ －

(3)高温停止状態（安全注入信号ブロック以降） 4 7 ー I■■■■ 1■■■■ q ■ ■ ■ ■ － I ■ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ ■

(4)余熱除去系による冷却状態1（1次冷却系満水） 477 3.9E-05 一 一 3.lE-O6 1.1E~06 2.6E-O5 ー

(5)余熱除去系による冷却状態2（ミッドループ） 788 6.5E-O5 2.8E-06 2.8E-06 5.3E-06 l.8E-06 4.3E-05 －

(6)原子炉上部キャビティ満水状態 687 1■■■■ ー ー 一 一 － ー

(7)燃料取出状態 3762 ー 一 1■■■■ － 1 ■ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ ■ －

(8)原子炉上部キャビティ満水状態 987 ー 1■■■■ 一 ー － － q ■ ■ ■ ■

(9)余熱除去系による冷却状態3（原子炉水位{園 1149 9.4E-05 2.8E-O6 2.8E-06 7.3E-06 2.6E-06 6.3E-05 1■■■■

(10)余熱除去系による冷却状態4（1次冷却系満水） 35 4 2.9E－05 1■■■■ 1■■■■ 2.3E-06 8.lE-07 1．9E-O5 －

(11)1次冷却系漏えい検査状態 12 5 一 q■■■■ － 1■■■■ 1 ■ ■ ■ ■ I ■ ■ ■ ■ 4 ■ ■ ■ ■

(12)余熱除去系による冷却状態5（1次冷却系満水） 24 6 2.0E-05
4■■■■ － 1.6E-06 5.6E-07 1.4E-05 ー

(13)高温停止状態（安全注入信号ブロック解除まで） 108
I■■■■ 1■■■■ ー ー ー － 。 ■ ■ ■ ■

(14)高温停止状態(安全注入信号ブロック解除以降） 417 － I■■■■ ー ー ｰ ー 3.lE-08

(15)部分出力運転状態 259 4■■■■ 1■■■■ 一 － － 1■■■■ q ■ ■ ■ ■
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